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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　CONTENTS







一

二

三

四

五

六

終




あとがき

イラストレーターのあとがき
















[image: ]

　　開幕　平ひら磐いわへ向かう三人の男




　早朝の戸と有あるは、冷たい霧きりに包まれていた。

　霧は深く濃こい。まだ夜が明けきらぬ時間ということも相まって、視界はほとんど塞ふさがっている。こんな中を無灯火でドライブするのは自殺行こう為いだ。

　だから、八や阪さか井い三み千ち人とは軽トラのヘッドライトをつけて慎しん重ちように走っていた。

「まったく、これだから田舎いなかってのは困ったもんだ」

　呟つぶやいて、三千人は一つあくびをした。直後、自分の頰ほおを軽く張り、眠ねむ気けを飛ばそうとする。一いつ瞬しゆんでも前方注意を怠おこたれば、どのような事故に出くわすか知れたものではない。狭せまい砂じや利り道みちを外れて車輪が側そつ溝こうに落ちるとか、ふらりと出てきたタヌキをはねてしまうとか、色々な事態が考えられる。

　速度を出したいのはやまやまだが、危険性を考えるとアクセルを踏ふみ込むことはできなかった。先導車がいてくれればマシなのだろうが、このような時間帯に走っている車などあるはずがない。が──

「ん……？」

　三千人はバックミラーにヘッドライトの輝かがやきを見いだした。霧の中から現れたそれは、ぐんぐんと迫せまってくる。道を遮さえぎるものは熊くまだろうが虎とらだろうがすべて轢ひき殺す、という勢いで。

「やれやれ。見つかってしまったようだな」

　ぶっ飛ばして振ふり切ろうか、という考えが一瞬頭をかすめたが、すぐに振り捨てる。軽く息を吐はき出すと、三千人は車の速度をさらにゆるめた。

　待たい避ひスペースを見つけて、そこに車を寄せる。三千人が車を降りると、追ってきた車も速度を落とし、すぐ後ろに停車した。

　ヘッドライト、テールライトが消え、三人の男が車から降りてきた。バタンバタンバタンとドアの閉まる音が三つ続く。

「困りますねえ八阪井さん！　我々の許可も無しに勝手に外出されては！」

　運転席から出てきた男が、大声で怒ど鳴なりつける。

「おはよう、入いり江え君。それに植うえ田だ君と四よつ元もと君も」三千人は朗ほがらかに挨あい拶さつした。「君たちも朝のドライブかね？」

「とぼけてもらっては困りますね！」

　入江は、右手に抱かかえていたものを地面に叩たたきつけるように放ほうり投げた。

　それは、人の頭大のサイズのボールに、カツラのようなものを貼はり付けた物体だった。顔面に当たる部分にはへのへのもへじが書かれている。

「朝のドライブに出かけただけの人間が、こんなものをベッドに仕込んでいくんですか？」

　無表情を保ちつつ、内心三千人はあちゃーと思った。時間稼かせぎのために仕し掛かけておいた偽ぎ装そうが、あっという間にばれたらしい。

「やっぱり、こいつは私には見えないかね？　ちょっと見み栄えを張って髪かみをふさふさにしすぎたのがまずかったかな」

　三千人は自分の髪を撫なでつつ、己おのれの工作の腕うでのなさを嘆なげいた。

「フフン」入江は得意そうに鼻で笑った。「では、認めるんですね？　我々の監かん視しから逃にげ出そうとした、ということを」

　言い訳すべきか、とも思ったが、すぐにその考えを捨てた。ここ一月ほどの監視生活に、三千人のストレスはたまる一方だった。これ以上鬱うつ屈くつを抱え込むことは、誰だれのためにも良くない。

「その通り。私はこれから平磐に戻もどる」

「なんのためにです」

「亘わた理りの奴やつが平磐に向かったんだろう？　しかも、剣けん舞ばい連れんを全員引き連れて。なにかクソろくでもないことをやらかそうとしているのは明らかだ。私は夏か月づきを助けに行く」

「俺は、八阪井さんを絶対に平磐に行かせるな、って亘理先生に命令されてましてねえ！　残念ですが、希望をかなえさせるわけにはいきませんね」

「いやいや、私は行くよ」三千人は落ち着いた口調を保っている。「この一ヶ月間、亘理の言葉に従っておとなしくしてやったがね。それも、私が勝手な行動をしたら夏月に迷めい惑わくがかかるかもしれんと考えたからだ。だが、直接夏月に害を為なそうというのなら、私は親としての義務を果たす」

　言い切ると、三千人は入江たちに背を向け、軽トラに戻ろうとした。

「人の話が理解できないんですか？　八阪井さん」

　入江の背後から、幽ゆう体たいが音もなく現れた。幽体はすぐに形を失うと、入江の両手にまとわりつく。次の瞬間、入江の両手は緋ひ色いろの手て袋ぶくろのようなものに包まれていた。指が本来の三倍ほども長い手袋に。両手の十本の指の先せん端たんは、そのすべてが鋭えい利りにとがっている。

「亘理先生は言ってましたよ……あなたが不ふ穏おんな動きを見せたら容よう赦しやなく殺せ、とね！　我が魂たま裸ら醒せ『ベルベット・クロウ』で切り刻んで差し上げます！」

　その言葉を合図に、入江の背後に控ひかえる二人、植田と四元も魂裸醒を発現した。それぞれの手の内に剣けんを構えて左右に展開、三方向から三千人を囲みにかかる。

　一対三という圧あつ倒とう的不利な状じよう況きようにあって、三千人は落ち着き払はらっていた。それどころか、つまらなそうにあくびを繰くり返すばかりだった。

　入江の余よ裕ゆうの笑えみが、苛いら立だちに変わった。

「八阪井さん、状況を理解しているんですか？」

「これだけ早起きしたのは久しぶりなもので、眠ねむくてね。君らの相手をすればちょいとは目が覚めるかと思ったんだが。……どうやら、君たちも寝ねぼけているようだな」

「……どういう意味です」

　尋たずねてくる入江に、三千人ははなをすすりながら答えた。

「私を切り刻むだなんて、また夢みたいなことを言ってくれるじゃないか。立ったまま寝言を言えるとは、なかなか器用な奴だな」

　そう言って、軽トラのドアに手をかける。

「……なめたマネをしてんじゃねえぞ！」

　入江は地を蹴けった。一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめ、三千人の背後から爪つめで斬きりかかる。

　爪が背を裂さく寸前、三千人は身体からだをひねって攻こう撃げきを流し、入江の手首をがっちりとつかんだ。

　わずかに目を細め、三千人は入江の顔をのぞき込んだ。

「君ごときが私を殺す？　それは増長というものだ」

　次の瞬間、入江の右みぎ腕うでは肘ひじの部分で両断された。

「…………!?」

　約五秒間、入江は何が起きたのか理解できなかった。右腕の断面から、赤い血が勢いよくリズミカルに噴ふん射しやされる。三回目の噴血で、やっと入江は事態に気がついて悲鳴を上げた。その場に膝ひざをつき、苦く悶もんのうめき声を上げながらのたうち回る。

　地面に竹たけ槍やりが突つき刺ささっていた。それを見て、入江は理解する。空から落ちてきた竹槍の切っ先が、自分の腕を切断したのだと。

　三千人は、地面に刺さった己おのが魂裸醒を引き抜ぬいた。無言のままに突とつ進しん、残る二名に襲おそいかかる。

　二人が気づいた時には、もはや手て遅おくれだった。竹槍は植田の顔面を粉ふん砕さい、四元の胸むな元もとに突きこまれる。

「うわっ……!?」

　思わず四元は目を閉じた。

　が、いつまでたっても衝しよう撃げきはやってこない。おそるおそる目を開くと、竹槍の先端は四元の心臓の真上の部分、寸前でピタリと止まっていた。

　その魂裸醒の名はビースト・イン・ビュー。ぱっと見には、その辺の竹たけ藪やぶから刈かり取って先端をとがらせただけの竹槍にしか見えないが、三千人の手にかかれば剛ごう槍そうとなって敵を貫つらぬく。四元の心臓を突き刺すことなど朝飯前であるはずだった。

　が、三千人は竹槍を引っ込めた。

「受け取れ」

　代わりに、左手でつかんでいたものを四元に放ほうり投げる。本能的に四元はそれを受け止めようとしたが、

「……ヒィィ!?」

　それが、切断された入江の右腕であることに気がついて、つい身体を引っ込めた。ぼたり、と右腕は地面に落ちる。

「ひどいことをするね」なんら変化のない口調で、三千人は言った。「今すぐ入江を療りよう養よう所じよに連れて行け。急いで処置すれば、くっつくだろうよ」

　おそるおそる、四元は腕の断面を見た。それは驚おどろくほどきれいな断面だった。さながら、トマトを包丁で切った時のように。

　四元はすぐさま右腕を拾い上げると、入江と植田とを車に放り込み、自らは運転席に飛び込んだ。すぐさまエンジンをかけ、回頭すると、来た道を戻もどっていった。来た時と同じ、かなりのスピードで。

「……急ぎすぎて、事故らなければいいんだが」

　ぽつりと三千人は呟つぶやいた。

　霧きりの中に、静せい寂じやくが戻った。ついさっきまでの騒さわぎを示すものは、砂じや利り道みちに広がった大きな血けつ痕こんのみ。

　気味が悪いので、三千人は足で砂利をかきあげて血痕を消そうとした。けれども思いの外血の量は多く、簡単には消えそうになかった。

「まあいいか」三千人はあきらめた。「さすがに血の臭においをかぐと目が覚めるな。これで、しばらくは居眠り運転の心配はなさそうだ。……時間になると血の臭いが出る目覚まし時計というのはどうだろうな？　三み鶴つる城ぎ君か長なが坂さか君に教えてやったら喜ぶかもしれん」

　そう感想を述べると、自らも軽トラに乗り込み、三千人はその場を去っていった。







「……八阪井三千人が逃にげ出したそうです」

　蜂はち須す賀かは携けい帯たい電話を片手に、運転席の亘理に報告した。

「そうかそうか」亘理は満足そうに頷うなずいた。「どの程度の死人が出たのかな」

「死人はなかったようです。入江が腕を斬きられた程度だそうで」

　その言葉を受けると、亘理の表情はみるみる曇くもった。

「そいつは残念。三千人が人の一人でも殺してくれれば、奴やつを処分する名目ができたんだがね。腕一本ではちと弱いな……。蜂須賀、追撃隊を出すよう言ってくれないか」

　亘理は蜂須賀の手の中の携帯電話を指さした。

「いや、本気で三千人を捕つかまえる必要はない。別に死んでもいい奴らを選んで編制してくれ」

「かけあってみましょう」

　蜂須賀は即そく座ざに応じた。携帯電話を再度取り出し、通話を始める。

　そんな様子を横目で見ながら、亘理はぶつぶつとつぶやき始めた。

「まったく、なんのために入江をあてがったと思っているんだ。あの自信過か剰じようのバカなら、間ま違ちがいなく三千人の逆げき鱗りんに触ふれて殺されてくれると踏ふんでいたのに。しかし腕一本ですませてやるだなんて、八阪井の奴も年を取って丸くなったもんだね」

　別段、蜂須賀に聞かせるために言っているわけではない。亘理銑せん十じゆう郎ろうという男は、常に何かをしゃべらずにはおれない人間なのだ。

　亘理所有のボロ車は、山の中の国道を走っていた。亘理が自らハンドルを握にぎっている。一つには亘理自身が車の運転をこよなく愛しているからであり、一つには同乗者が運転免めん許きよを持っていないからでもある。

　助手席に座るのは蜂須賀清きよ宗むね、亘理の副官と呼ぶべき人物だ。年ねん齢れいは六十五、年相応に髪かみは白く、顔つきも老いてはいるが、その肉体は不気味なくらいに筋肉質だった。野球グローブのごとき手に収まっている携帯電話はあまりに小さく、少しでも力を加えれば容易に粉砕できるのではないかとすら思える。アロハシャツを着用しており、見た目はハワイ在住の退たい役えき軍人といった風だ。

　話を終えると、蜂須賀は携帯電話をしまい、前方を見つめた。フロントガラスの向こう側に、進路を示す道路標識が一いつ瞬しゆん見えて、消える。

「既すでに平磐市に入ったと思っていたのですが、今の標識には市街まで三十キロとありましたな」

「平磐市は東西に六十キロもある市だからね」亘理は説明した。「近きん隣りんの町村と合がつ併ぺいした結果、だだっ広い自治体になってしまったそうだ。これだけ広いと市役所の人たちも大変だろうねえ。面積のうち、あらかたは山と森と田んぼなんだろうけど」

　窓の外にちらりと目をやる。道の脇わきは長いこと杉すぎ林ばやしが続いていて、遠くを見み渡わたすのは難しい。時折杉林が切れたかと思うと、広がっているのは水田だ。見た目にほとんど変化がなく、どうにも退たい屈くつな光景が続いている。

「ドライブルートとしては、少々物足りないですな」

　蜂須賀が言う。

「たしかに。だが、これから面おも白しろいことが起きそうだ」

　亘理は口の端はしをつり上げ、薄うすく笑った。バックミラーを指さす。

　車が、後方から迫せまっていた。

　亘理の車よりはるかに立派で、不必要なまでに車高が低い。いわゆる走り屋の車だった。そんな車が五台ほど並んでやってくると、あっという間に亘理の車の前方、横、後方を取り囲んだ。

「なにやら映画の一シーンのようだな」亘理は落ち着いて言った。「こういう場合、前方に荷台を開いたトラックをつけるのが定番だと思うがね」

「我々にどうしろというんでしょうな」

　蜂須賀の疑問には、すぐに答えがもたらされた。五台の車は徐じよ々じよに速度をゆるめてきた。停車しろということらしい。

　おとなしく亘理は従い、車を路ろ肩かたに寄せて駐めた。

　五台の車は、亘理の車を囲んだままに駐まり、続々と車から降りてきた。その数は約十五人ほど。全員少年だった。

「……地元の勤勉な学生というわけではなさそうだね」

　亘理はごく控ひかえめに感想を述べた。少年たちはなかなか個性的なファッションに身を包んでいた。金きん髪ぱつ、モヒカン、鼻ピアス等々。しかし田舎いなかの悲しさゆえか、衣服等は五年ほど前に東京で流行はやったものばかりである。色々なものを無節操に混ぜ合わせた着こなしセンスで、不必要なまでに存在感を放っている。一いつ緒しよにお食事をとりたいと思える相手ではない。

「若い連中のセンスにはついていけませんな」蜂須賀は口をへの字にした。「ちょっと、私が話をつけてきましょう」

「いやいや、私も出るよ」

　亘理はシートベルトを外し、車の外に出た。長らく座席に座り続けていたので、身体からだがだるい。一つ背せ伸のびをしてから、少年たちと向かい合う。

「やあ、君たち、なにか私に用かね？」

　朗ほがらかに挨あい拶さつしたつもりだったが、少年たちは亘理に殺人的な視線を向けたまま無言を貫つらぬいていた。

　一部の少年たちは、ガコンガコンと亘理の車のトランクを蹴けっていた。ボロい車なもので、衝しよう撃げきを受けると簡単にトランクが開く。少年の一人が勝手にトランクの中身をのぞき込み、そこに置かれているものを持ち上げた。

「酸素ボンベだあ？　あんたら、沼ぬま渡と田だでスキューバダイビングでもするつもりかよ」

　取り囲んでいる連中は、ケタケタと笑い始めた。

「なんとなく気づいていたが」亘理は控えめに言った。「君たちは礼れい儀ぎというものを知らないようだな」

　不意に、雑然と立っていた少年たちが、突とつ然ぜんぴたりと沈ちん黙もくした。

　が、亘理の注意を聞き入れたわけではなさそうだ。少年たちは左右に分かれて並び、道を作る。

　道の一番奥に、一人の少年が立っていた。

　ジーパンとジージャンを着用し、体中のポケットというポケットから銀色の鎖くさりを垂らしている。一昔前のドラマに出てきそうな、ごく典型的な不良の出いで立ちだった。右手には鉄パイプを握にぎっている。

　少年は静かな足取りで、亘理に近づいてきた。

「君がリーダーかね」

　亘理が問うと、少年は静かに頷うなずいた。

「──そうだ──俺の名は蒲生がもう敏とし行ゆき──ＮＮＮＲのリーダー──」

「ＮＮＮＲ？」

「──俺たちは蘇よみがえった──ネオ・ヌノブクロ・ナイトランナーズ──略してＮＮＮＲとして──！」

「ふうん」興味なさそうに亘理は言った。「それで、私になんの用かね」

「──ブラッディ・カーニバル──血祭りに上げる！」蒲生は鉄パイプの先を亘理に向けた。「それが、ＮＮＲ復活の狼煙のろしだ──俺たちがここいることを知らしめ、再び平磐を恐きよう怖ふのどん底に突つき落とす。おまえたちは──最初の犠ぎ牲せい者しやだ──！」

　ガコン、と蒲生がパイプでアスファルトを叩たたくと、横に控える少年たちも武器を構えだした。バタフライナイフ、特とく殊しゆ警棒、ブラックジャックにメリケンサックと武器の種類は多た岐きに及およぶ。

「理由はよくわからないが」亘理は蜂須賀に言った。「彼らは我々を痛めつけるつもりらしい」

「そのようですな」蜂須賀は頷いた。「銑十郎様は下がっていて下さい。私がこいつらを排はい除じよしましょう」

「まあ待て。私がやろう」

　亘理は蜂須賀の肩かたに手を置くと、押しのけるようにして前に出た。

「お待ち下さい。万が一のことがあっては、──」

「私がこいつらに負ける可能性が、万に一つでもあると思うのか？」

　口調は穏おだやかだったが、その目には穏やかならざる光が灯ともっていた。気け圧おされて、蜂須賀は一歩退しりぞいた。

　亘理は取り繕つくろうような笑えみを浮うかべた。

「あー、気き遣づかいはありがたいがね。まあ見ていたまえ」

　さらに進み出ると、亘理は懐ふところから一本の短たん剣けんを取り出し、鞘さやから抜ぬいた。美しい銀色の刀身が姿を現し、昼の日を浴びてまぶしい反射光を放つ。

　少年たちの間に、あざけるような笑いが広がった。亘理の取り出した銀色の剣は、まばゆい光こそ放っているものの、さして大きくもなければ鋭するどいわけでもない。武器としてはあまりに頼たよりないものに見える。

「──おもしろい──そんなちっぽけなダガー一本で──俺たちと渡わたり合おうというのか──？」

　蒲生はニヤニヤ笑いを浮かべた。

　そんな様子を全く気にとめず、亘理は少年たちの数を数えていた。

「……全部で十五人というところかな。うん、肩慣らしにはちょうどよさそうだ」

　ぴくりと蒲生の眉まゆがつり上がる。

「──肩慣らしだと──」

「ああ。これから、人と戦う予定があるんでね。コンディションを整えておきたいのさ」

　ガコン、と蒲生は再度パイプでアスファルトを叩いた。

「──ふざけたことを言ってんじゃねえ──十五対一で勝てるとでも思っているのか──!?」

「当然だとも。……諸君、あれが見えるかね？」

　亘理は手に持った銀剣で、空の一点を示した。

　少年たちは空を見た。

　雲一つ無い青空が広がっているばかりだった。

「何か見えるか？」

「何も」

「このおっさん、どうかしてるんじゃね？」

　少年たちの間にささやきが広がる。

「日にち輪りんの果てが見えたかね？」亘理は少年たちに声をかけた。「見えないって言うんなら、それはご愁しゆう傷しよう様さま」




　次の瞬しゆん間かん、同時に十五の爆ばく発はつが起きた。




　立ち上る血ち煙けむりの中、ただ一人亘理だけが立ちつくしていた。車内に待たい避ひしていた蜂須賀が出てきて、亘理の背後に歩み寄る。

「『アウト・オブ・ザ・サン』──絶好調のようですな」

　蜂須賀は周囲を見渡した。つい先ほどまでやる気満々だった少年たちは、皆みな道の脇わきまで吹ふき飛ばされ、物言わぬ骸むくろとなっていた。それぞれの胸が、まるで至近距きよ離りから弾たまを撃うち込まれたかのようにえぐれている。これで生きているとすれば、奇き跡せき以外のなにものでもない。

「ふむ。銀剣日ひの輪わも問題ないようだ。いざという段になって『実は裸ら光こうが出てませんでした』ではすまんからな」

　亘理は道の脇の杉すぎの木に目をやった。

　その根元に、蒲生がひざまずいていた。足からおびただしい量の血を流していたが、意識はしっかりしている。のたうち回りつつ、苦く悶もんのうめき声が漏もれるのを必死にこらえている。

　亘理が静かに見下ろしていることに気づいて、蒲生は手を伸のばした。

「──貴様──ソウルジャーか──!?　なんなんだ──さっき空に見えた──太陽みたいなデイライトは──！」

「見えていたのかね。ということは、君も魂裸醒ってことだな」

　亘理は両手を大きく打ち鳴らし、蒲生に賛辞の拍はく手しゆを送った。

「えらいえらい。生き残ったのは君だけだ。あれを見てから回かい避ひしたんだな？　初見でそんな芸当をやってのけるとは、素す直なおに感心するね」

「銑十郎様」蜂須賀が亘理の耳に口を寄せた。「こいつ、蒲生と名乗っていました。井い倉くらの報告にあった男では──」

「あ、ああ──」亘理は手をぽんと打った。「言われてみれば、そんな奴やつがいたっけな。ここは一つ、彼に話を聞いてみるのもいいかもしれんね」

　ずかずかと蒲生のもとに歩み寄ると、亘理は語りかけた。

「なあ、蒲生君。私たちは初めて平磐に来たもので、案内が欲しいんだ。話を聞かせてくれないかね？　色々な事件が起きていることは知っているが、報告書や人づての話だけで実態を理解するのはなかなか難しいんでねえ」

　ぎろり、と蒲生は亘理を睨にらみ上げた。

「もし仮に──ノーと言ったら──どうするつもりだ」

「その時は、君を改めて『焼く』だけさ」

　亘理は親指で自分の後方を指さした。そこには、ついさっきまで蒲生のすぐ横にいた少年たちの骸があった。

「だが」亘理は続ける。「イエスと言ってくれるのならば、まずその足を治してあげよう。きっちり治さないと、今後一生松まつ葉ば杖づえ無しでは歩けない身体からだになるぞ？　さあ、どうかね」

　蒲生の返答は、聞くまでもなかった。




　　海の見える別べつ荘そうにて




　大切なのはイメージだ。

　水面をイメージする。真っ平らな水面を。すべてを映し出す水鏡を。

　そこに、静かに手を突つっ込む。波一つ立てないよう、慎しん重ちように。

　水の中へと沈しずむ手は、やがて硬かたいものにぶつかる。僕はそれを握にぎって、静かに水面へと引っ張り上げる。

　水面から出てきたのは、紫むらさき色いろの物体だ。するすると上に引っ張っていくにつれ、その物体の全ぜん貌ぼうが明らかになっていく。それはなかなか途と切ぎれず、最終的には二メートルの長さの棍こんとなった。

　ここまできて、僕ははじめて目を開く。

「……よし」

　イメージ通り、僕の手の中には紫色の棍──魂裸醒、パープル・シックルが発現していた。

　棍を片手で軽く振ふり、くるくると回してみる。

「オーケー」僕は宣言した。「ここまでは問題ない」

　その言葉を受けて、白しら樺かばの木にもたれていた伊い勢せ谷やが身を起こした。

「……はじめましょ」

　ぽつりと言って、伊勢谷も魂裸醒を発現させた。彼女の魂裸醒ダーク・オブ・ザ・ムーンもまた、棍の形状をしている。訓練の相手には最適だ。

　棍を脇にはさみ、先せん端たんを僕に向けて、伊勢谷はじりじりと移動する。

　応じて、僕もゆっくりと間合いを詰つめていく。

　一定の距離まで迫せまったところで、僕と伊勢谷は同時に地を蹴けった。

　伊勢谷はまっすぐ棍を突きこんできた。みぞおちを狙ねらう攻こう撃げきを、僕は身体をひねってかわした。その勢いを利用して僕は棍を振り抜ぬき、伊勢谷の側頭部を狙う。

「大きい……！」

　す、と伊勢谷の身体が沈む。低い体勢になって、伊勢谷はそのままタックルを仕し掛かけた。

「う……!?」

　手もなく直撃を食くらってしまった。僕の身体は軽く宙に浮ういて、──

　どくん、と強きよう烈れつな鼓こ動どうが走った。
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　瞬しゆん時じに、三さん助すけの顔面が光を放つ。

　首の方から頰ほお骨ぼねのあたりまで、唐から草くさのような模様──過か醒せい紋もんが、発光しながら駆かけ上がった。

「ぬううあああッ」

　三助は、突とつ然ぜん獣けものの雄お叫たけびをあげた。棍を地面について転てん倒とうを防ぐと、しなる棍の反動を利用して飛び出す。

　次の瞬間には、三助は伊勢谷の側背に回り込んでいた。本来ならばありえざる速度で。

「……早い……!?」

　三助の変化は、しかし伊勢谷の想定のうちではあった。動きを目で追いつつ、大きく後ろに飛び退のいた。

　一瞬遅おくれて、伊勢谷が立っていた地面を三助の棍が打つ。重い一撃は、ただ土をえぐるのみ──と思いきや、

「……つうッ」

　少し遅れて、自分の腕うでに長く赤い筋が走っているのに伊勢谷は気づいた。皮一枚にも満たないような深さだが、鋭するどい刃は物もので斬きりつけられたような痕あとだった。

「逃にがすかァァッ！」

　三助の棍の先端から、刃はが伸のびていた。青白く、弧こを描えがく刃が。

　棍は、死神の大おお鎌がまへと成り代わっていた。

　攻撃が外れたと知るや、三助はさらに大きく踏ふみ込んで伊勢谷を追う。

「まったくもうッ！」

　伊勢谷も、自らの魂裸醒の先端から刃を発現させた。棍は、二本の月げつ牙きを左右に持つ槍やり、方ほう天てん戟げきへと変化する。ダーク・オブ・ザ・ムーンの本来の姿を現し、伊勢谷は三助の鎌を受け止めた。

　二つの刃が嚙かみ合い、ギリギリと音を立てる。伊勢谷も全身で踏ん張るが、過醒の三助の膂りよ力りよくにはかなわない。徐じよ々じよに押し込まれていく。

　優勢と見た三助が伊勢谷を突き放そうとした時、

「……大だい助すけ君!!」

　真横から、八阪井夏月が膝ひざ蹴げりで飛び込んできた。

　伊勢谷に集中していた三助は、膝蹴りをもろに食らい、地面に叩たたきつけられた。

「大助君！　落ち着いて下さい！」

　夏月はそのまま三助を捕つかまえ、組み伏ふせた。胸の上に馬乗りになり、両手首を押さえて、制しようとする。

「クソッ！　この……ッ！」

　三助は抗あらがおうとしたが、それも数秒のこと。やがて身体からだから力が抜け、顔面の過醒紋が静かに消えていき、──
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「……あうう……」

　全身の血が落ちていくような感覚に、僕は声を漏もらした。

　強烈な動どう悸きに襲われていることに気がつく。今にも張り裂さけそうな勢いで、心臓がバクバクと音を立てていた。こんな状態で動けるはずもない。ぐったりと地面に手足を投げだし、できるだけ深く呼吸をする。

　過醒状態が途と切ぎれた直後の喪そう失しつ感かんは、何度体験しても慣れない。一瞬視界と頭の中が真っ白になり、自分がどこにいるのかわからなくなる。強烈な立ちくらみに襲おそわれるようなものだ。

　僕の身体から緊きん張ちようが抜けていくのを感じ取り、夏月は腰こしを上げた。手を離はなして脇わきに寄り、僕の顔をのぞき込む。

「大助君……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……うー……」

　返事するのも億おつ劫くうだった。身を起こそうとしてみるものの、身体を横にするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「……危なく殺されるところだった」伊勢谷は乱れた前まえ髪がみをかき上げた。「……ダメね、これじゃ。ま、少しずつマシになってきているのは認めるけど」

「……誠まことに申し訳ない」

　不意に、視界に白い手が現れた。

　無言で、夏月は手を差し伸べてくれていた。

　ほとんど本能的に僕はその手をつかもうとした。が、直前で止めて、引っ込める。

「……いや、大丈夫」

　脱だつ力りよく感かんは残っていたが、動悸はだんだんましになってきた。少々無理して立ち上がる。足あし下もとがふらりとよろけ、また倒たおれそうになったが、気合いでなんとかバランスを保った。

「全然問題ない。大丈夫だ」

　自分の顔がひどい渋じゆう面めんになっているだろうことを自覚しつつも、言葉の上ではあくまでも強がってみせた。

　実のところは弱音の一つや二つ吐はきたいところなのだが──いや、一つや二つじゃ済まないな。体調は悪いし、身体の節々は痛むし、ずっと微び熱ねつが続いているような感覚がある。実際に体温計で測ってみると平熱なのだが。最近は集中することすら難しく感じる場合もある。

　だが今は、弱音など一言たりと漏らすわけにはいかなかった。夏月に、僕の魂裸醒を封ふうじる名目を与あたえるわけにはいかないのである。過か醒せいを自分の意思で制せい御ぎよできるということを見せつけなければならない。

　魂裸醒。

　奥おう州しゆうの奥地戸有村に住む、ある一族が秘術として受け継つぎ、守り続けてきた力。彼らはそれを魂裸醒と呼んでいた。有あり体ていに言えば、超ちよう能のう力りよくである。己おのれの魂たましい　──幽ゆう体たいを、常人には不可視な物質に転てん換かんし、武器として操あやつる。

　長いこと、その一族──タマラセビトたちの間でのみ受け継がれてきたその力は、最近になって平磐という地方都市の住人の間で蔓まん延えんを始めた。魂裸醒の力は、タマラセビトの血液を取り込むことによって、常人にも容易に感かん染せんする。一族を出しゆつ奔ぽんした船ふな子こという男が、その性質を利用して不特定多数の平磐市民に血液を飲ませたのである。この僕の魂裸醒──パープル・シックルと名付けたこの力──も、魂裸醒の血によって発現したものだ。

　とはいえ、生まれながらの魂裸醒とは違ちがい、後天的に魂裸醒の力を得た者にはあるハンデが課せられる。それが、過醒である。

　魂裸醒の発現には、裸ら光こうというものが必要だ。東北地方の地層深くには裸光石と呼ばれる鉱物が薄うすく広く分布しており、これが地上へと裸光を放っている。魂裸醒はこれを体内に吸収することで、幽体を発現させることができる。

　しかしながら、裸光は人体に害を及およぼす性質も併あわせ持つ。そして、裸光を過か剰じように吸収した状態を過醒と呼ぶ。生まれながらの魂裸醒は先天的に裸光吸収量を調整する醒せい核かくという器官を持っているため、さしたる実害はない。むしろ、一時的に裸光吸収量を増大させ、魂裸醒の力を増ぞう幅ふくさせることだってできる。

　が、醒核を持たない後天性魂裸醒にとって、過醒とはじわじわと迫せまり来る死を意味する。過醒に陥おちいった後天性魂裸醒は、体調不良、発熱、といった症しよう状じようを発し、精神を苛さいなまれて徐じよ々じよに理性を失っていく。最終的には過醒死に至り、身体そのものが裸光と成り代わって消しよう滅めつする。

　僕は現在、過醒の初期から中期にある。魂裸醒の発現がトリガーとなって理性が吹ふき飛ぶ、という症状が現れている。ひとたび理性が吹っ飛ぶと、何か別のものに意識を乗っ取られたようになり、原始的な破は壊かい本能を発揮する。

　僕が伊勢谷と訓練を行うその目的は、理性の蒸発を防ぐことだ。数日の集中特訓の結果として、ある程度の状じよう況きよう改善は見られた。少なくとも、魂裸醒を発現するだけで理性がすっ飛ぶようなことはなくなった。過醒になり始めの頃ころに比べれば、マシになってきてはいる。

　だが、完全にはほど遠い。理性を試ためされるような事態──例えば、予期せぬ一いち撃げきをポカッと食くらうとか──に遭そう遇ぐうするとタガが外れ、気がつくと暴走している。

「……どうするの。もう少しやる？」

　伊勢谷の質問に、僕は首を横に振ふった。

「いや、いい。少し休む」

　これ以上やみくもに魂裸醒を振り回してみたところで、何らかの成果が上がるとは思えない。何かが必要だ──壁かべを越こえるための、何かが。

　それがなんなのかは、わからない。わかっているならこんな苦労などするものか。わかっているのは、その何かを見いださない限り、僕の未来は明るくないということだ。

　無言で伊勢谷は頷うなずいて、首からペンダントを外した。

「……はい。返す」

　礼を言いながら、伊勢谷は夏月にペンダントを差し出した。

　夏月はペンダントを受け取り、自分の首に巻いた。真しん剣けんな表情を僕に向けると、

「大助君。まだ……訓練、続けるんですか？」

　夏月は、僕が魂裸醒を振るい続けることに反対している。

　過醒死を防ぐ、非常にシンプルな方法がある。それは、魂裸醒の力を封じることだ。裸光の吸収を止めれば、それ以上過醒の症状が進むことはない。だから、夏月は僕に魂裸醒封じの処置を行いたがっている。

　だがそれは、戦うための力を失うということでもある。

「続ける」僕は力強く答えた。「もちろん、いずれ処置はしてもらうよ。僕だって、死にたくはないからね。でもそれは、僕たちが直面している問題を片づけてからの話だ。平磐を守るために、僕は戦う。僕から戦うための力を取り上げないでくれ」

　夏月の気き遣づかいは、ありがたいと思っている。しかし、自分一人だけ力を捨て、非当事者になることはとてもできなかった。夏月を災さい厄やくの渦か中ちゆうに置いて逃にげ出すようなものだ。

「それに、今は魂裸醒が出せる人間が多い方がいいはずだ。そうだろ」

　そう言われると、夏月は黙だまり込むしかなかった。

　ここ数日、夏月はほとんど笑え顔がおを見せずにいた。会話の最さ中なかに愛あい想そ笑いを見せるのも一いつ瞬しゆんのこと、たいていの場合表情は暗い。夏月が直面している問題は多た岐きにわたる。どれも等しく深刻であり、陽気になれるわけがない。

　ふらり、と夏月は僕たちに背を向けて、重い歩調で数歩歩いた。せり出した巨きよ岩がんに上って、下界を見下ろす。巨岩の上から彼方かなたを見はるかすと、沼渡田の海がはるか遠くに、しかしはっきりと見えた。

　僕たちは今、沼渡田山中のあるログハウスに泊とまり込んでいた。

　僕たちが抱かかえている問題の中で、特に喫きつ緊きんの問題といえるのは、戸有村とのことだ。つい先日、夏月は戸有の人間に処しよ刑けいされかけた──戸有の脱だつ走そう者しや、八阪井三さ十と四しと内通したという罪で。ほとんど言いがかりのような罪を免まぬかれるため、夏月は村と争わざるを得なかった。一応身を守ることには成功したが、結果として村から派は遣けんされてきた三人の魂裸醒が死ぬこととなった。戸有の指導者亘理銑十郎の親衛隊、「剣けん舞ばい連れん」に属する迅じん又また三さぶ郎ろうと高たか神がみ登と志し子こ。そして、亘理の息むす子この亘理義よし顕あき。

　次なる刺し客かくが送られて来るであろうことは、火を見るより明らかだった。今まで通り、八阪井家で生活を送るのは「襲おそって下さい」と宣言しているようなものである。身を隠かくす必要があった。とはいえ隠れ家など用意しているはずもなく、夏月は途と方ほうに暮れた。

　夏月に救いの手を差し伸のべたのは、我らが友、長坂だった。

「いい物件があるんだが、どォよ？」

　長坂には葛か東とう絵え美み果かという許いい嫁なずけがいる。かつて平磐を治めていた葛東藩はんの末まつ裔えいの娘むすめであり、長坂はある程度葛東家に対し顔が利きくのだという。そんな長坂が提供を申し出たのは、葛東家所有の別べつ荘そうだった。沼渡田と平磐を分かつ山に広がる別荘地の一軒けんである。まばらに群生する白しら樺かばの林に囲まれた高原に建っている。さすが葛東家の物件だけあって環かん境きようは抜ばつ群ぐんだ。山の上だというのに海が見えるというのもポイントが高い。

　しかし、海を眺ながめる夏月の目は、ますます沈しずみ込んでいた。

「残ざん酷こくなくらい、はっきりしてますよね……」

　これだけの遠えん距きよ離りからだと、海岸線は綺き麗れいな円えん弧こを描えがいているということがよくわかる。コンパスで描いたのかと思えるようなそれの正体は、クレーターである。十一年前、沼渡田に隕いん石せきが落ちて、五万人の命を奪うばった。その時の爪つめ痕あとが、はっきりと残されているのだった。

「あれは、傷痕だ」僕は言った。「あれから十一年、沼渡田の街もかなり復興した。でも、傷は決して消えない。僕たちは、これからも傷を背負って生きていくしかないのさ」

　そう、一度負った傷は決して消えない。あの海岸線は、その象しよう徴ちようだ。

「大切なのは、傷を消そうとすることじゃない。新たな傷を負うのを防ぐことだ。今度は平磐に隕石が落とされようとしている。それは、なんとしても防がなきゃならない。隕石を防ぐためには、この力がいるんだ」

　僕は、もう一度パープル・シックルを発現させた。また理性が飛ばないよう、すぐ引っ込めたが。

「あの、──」夏月は僕の顔をのぞき込んだ。「大助君の気持ちは、本当にありがたいと思っています。でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　隕石を防ぐのも大切なことですけど、大助君に……もしものことがあったら、意味がないです」

「大丈夫だ。まったく問題ない」

　あくまでも強気に、僕は同じ答えを繰くり返した。

　夏月は、純じゆん粋すいに僕の身を案じている。それはよくわかっている。だが、今魂裸醒を奪われては困る。仮に、魂裸醒封ふうじをすることで生き延びることができたとして、平磐を潰つぶされたら何になる？

　どのような結果が待っているにせよ、後こう悔かいだけはしたくない。

　夏月の思いを汲くみたいのはやまやまではあるが、そこだけは譲ゆずれない。だから、少々つらかろうと、一言たりと弱音を漏もらすわけにはいかない。ひとたび夏月が本気になれば、僕は抗あらがうことはできないだろう。みぞおちにでもパンチを一発食くらえばダウンさせられるであろうことは目に見えている。それを回かい避ひするためには、僕が過か醒せいを制せい御ぎよしているということを、常に夏月に見せ続けなければならない。

「……そろそろ、街に下りて行った方がいいんじゃないの」

　腕うで時ど計けいを見ながら、伊勢谷が言った。

「おっと」僕も携けい帯たい電話を取り出し、時間を確かく認にんした。「もうすぐ約束の時間じゃないか。訓練にかまけてて、すっかり忘れていたよ」

　沼渡田の市街地で長坂、九く里り浜はまと合流して、晩飯を一いつ緒しよに食べる予定だった。二人とも今夜からこちらの別荘に泊まる予定であるのだが、現在この別荘に食材は備び蓄ちくされていない。食料調達のためにも、市街地へ出て行く必要がある。

　二人と会うことを思ってか、夏月は珍めずらしく小さな笑みを見せた。

「そうですね。遅おくれたら純じゆんちゃんに怒おこられちゃいますからね」

　岩から跳とんで草地に降り、夏月は斜しや面めんを降りていった。その歩調は速く、妙みように勇ましかったが、自分を奮い立たせるため空元気を出しているようにも見えた。




　　三つの候補地




「コルシカ忍にん者じやの名を捨てる時が来たのかもしれねェ」

　パスタの皿をつつきながら、長坂はショッキングなことを言い出した。

　沼渡田隕石災害後にオープンした商店街の一角、オープンテラスのイタリア料理店で、僕たちは夕食をとっていた。二階に張り出したバルコニーから、すぐ真下には街並みを行き交かう人の群れが、少し遠くには海が見える。

「なんだって」僕は声を上げた。「名を捨てるって、どういうこと？」

「う～ん」

　長坂はうなりながら、首をひねった。

「最近思うわけよ。コルシカ忍者を名乗っていて、これ以上の進歩が望めるのか、ってな」

「じゃあ、この格好も新境地を開かい拓たくしようとしているのか？」

　僕は、長坂の服装を指さした。

　長坂は常々、白いワイシャツとスラックスを着用し、首にネクタイを巻いている。仕事が終わったあとのサラリーマンという格好を「コルシカ忍法の忍者服だ」と言い切り、常にスーツ姿でいる。

　ところがこの日、長坂はラフな格好をしていた。野球帽ぼうを被かぶって、自じ慢まんの逆さぼうきのような髪かみ型がたを隠かくし、ごく地味な柄がらのＴシャツに半ズボンを着用、足はサンダル履ばきだ。今まで見たことのない、ある意味ショッキングなファッションだった。

「ん？　いや、これは違ちがう」長坂は手を振ふった。「これは変装だ」

「変装……」

「俺たち、戸有村から睨にらまれてるんだろ？　だったら、普ふ段だんの格好じゃまずいと思ってな。九里浜と相談したのさ」

　言って、すぐ横に座る九里浜を指さす。

　たしかに、九里浜も普段の格好ではなかった。いつものツインテールをほどき、普通に髪を下ろしている。服も少々ゴテゴテとした感じだ。よく見ると、いざという時には動きやすいようにしているが。まるで別人のような印象である。

「道理で、こんな格好をしているわけか」僕は手を打った。「突とつ然ぜん九里浜がおしゃれに目覚めたのかと思ったよ」

　途と端たん、九里浜の右みぎ腕うでが蛇へびのように動き、僕の脳天を鉄てつ扇せんで打った。

「コラァ！　まるであたしが普段まったくおしゃれしてないみたいじゃないのよぅ！」

　見た目がいくら変わろうと、中身はいつも通りの九里浜らしい。

「暴力を振るうな！　というか九里浜、なんで魂裸醒が出せるんだ」

　問うと、九里浜は鉄扇を僕の鼻先に突つきつけ、フンと鼻を鳴らした。

「これは魂裸醒じゃないわよぅ」

　鉄扇に手を触ふれてみる。

「ありゃ。これはホンマモンか」

　九里浜の魂裸醒エア・キルと見えたそれは、実物の鉄扇だった。
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「そうよぅ。魂裸醒が出せなくて、どうも手持ちぶさたなのよねえ。落ち着かないっていうか」

「なるほど。鉄扇無しでは生きていけねェ身体になっちまったってェわけか」

　長坂が言うと、九里浜は情け容よう赦しやなく長坂の脳天に鉄扇を叩たたき落とした。

「うっさいなあもう！　何持ってようがあたしの勝手でしょ！」

「そりゃそうだけど」僕は言った。「そのファッションも、鉄扇なんて持っていたらぶちこわしのような気がするね」

　九里浜はまたも鉄扇を振るおうとした──が、機先を制して僕は両手を上げた。

「ちょっと待ってくれ！　あんまり頭を殴なぐられると理性が吹ふっ飛ぶ恐おそれがある！」

　慌あわてて言うと、九里浜はピタリと手を止めた。つい先日、僕に首を絞しめ上げられたことを思い出したのだろう。鉄扇を隠し、無言のままに着席する。

　一呼吸置いて、僕は長坂を見た。

「話を戻もどすけど、コルシカ忍者の進歩って、なんのこと」

「説明するのはクソタレ難しい。なんと言ったらいいのかねえ」

　右手に握にぎったフォークを、宙でふらふらと左右に振る。まるで長坂の目の高さあたりにある食材を突き刺さそうとするかのように。

「つまり──以前は、俺がコルシカ忍にん者じやを名乗る時にはときめきを感じていたわけよ。『コルシカ忍者!!』って感じで。ところが最近、そういうのがなくなっちまってなあ。『コルシカ忍者……？』って具合なわけよ」

「君の表現はさっぱり理解できないけど、言わんとすることは理解できた。つまりコルシカ忍者を名乗ることに飽あきてきたんだな」

　僕が指し摘てきすると、長坂はパンと手を打ち、フォークで僕を指した。

「それだ。おめェ、うめェ言葉を選ぶな」

「……褒ほめられたと思っておこう。でも、コルシカ忍者を引退するだなんて、そりゃないんじゃないの」

「そォか？」

「そうさ。僕が長坂とはじめて出会った時から、長坂はコルシカ忍者だった。コルシカ忍者じゃない長坂なんて想像もできないよ」

「そォゆうもんか？」

　長坂は視線で夏月に意見を求めた。

「え？　あ、ええと」突然水を向けられ、夏月は口ごもった。「う～ん。たしかに、長坂君といえば、イコールコルシカ忍者って感じですよね」

　微び妙みようではあるが、まあ一応肯こう定てい的な答えではあった。

　しかし、長坂の顔に張り付いた怪け訝げんな表情が消えることはなかった。

「そォなのか。ひょっとして、コルシカ忍者って俺が思っているより愛されてるのか」

「えーと、愛と呼ぶのがふさわしいかどうかはよくわからないけれど、限りなく愛に近い感情であるような気はするな」

「そォなのか。じゃあ、コルシカ忍者の名を捨てるのはやめといた方がいいのかね」

　既すでに長坂はパスタを平らげていた。フォークを置くと、椅い子すにもたれて小さく背せ伸のびする。

「仮にやめるとしても、別の何かを名乗ってくれなきゃ困るね。シシリアサムライとかポリネシア大将軍とか」

「くだらねェ」長坂は一言で斬きって捨てた。「それは二に番ばん煎せんじだな。ンなもんを名乗るくらいなら、俺はコルシカ忍者を名乗り続けるね」

「でも、ただのコルシカ忍者には飽きている、と。なにか敬けい称しようでもくっつけたらいいのかね」

　それ以上のアイデアは思いつかず、会話が途と切ぎれる。

　沈ちん黙もくを破ったのは、それまでずっと黙だまり続けていた伊勢谷だった。

「……スペースコルシカ忍者とか、どう」

　誰だれも、何も反応しなかった。

「う～ん。まあ悪くない。けれど新味もねェな」

　長坂は、絞しぼり出すような苦しい声を発した。

「……そろそろ、いい？　小こ粋いきなトークはここらで打ち切って、そろそろ本題に入りたいんだけど」

　九里浜が、とげとげしい声で言った。

「なんだよ、不ふ機き嫌げんそォなツラして。おめェ、三人前食ったのにまだ食い足りねェのかよ」

　長坂が言った途と端たん、九里浜の右手が閃ひらめいた。その手に握られた鉄てつ扇せんは、しかし長坂のスウェーバックにより空を切る。

「俺に同じ技わざは二度も通用しねェぜ」

　不満に満ち満ちた視線を、九里浜は長坂にぶつけた。

「というかあんた、魂裸醒出せないのによく落ち着いてられるわね」

「あのなあ。俺らがどォあがいたところで魂裸醒は出ねェんだ。じたばたしても仕方ねェだろ。……ま、気持ちはわかるがな」

　そうだ。気持ちはよくわかる。そもそも、僕らがこのように集まり、九里浜探たん偵てい局きよく（仮かつこかり）という集団を形成するに至ったのは、魂裸醒の力あっての話である。僕らを結びつけた魂裸醒が使用できないという今の状じよう況きようは、極きわめて異常なことなのだ。

「そろそろ、本題に入りましょ。重要な話をしたいから、黙って聞いてね？」

　九里浜が切り出した。テーブルに同席している一同は一様に頷うなずいた。

「それじゃ、夏月からどうぞ。魂裸醒がらみの事は、夏月に話してもらった方がいいでしょ」

　九里浜は、視線で夏月を促うながした。

「みんなわかっているとは思いますけど、確かく認にんという意味で最初から話しましょう」

　夏月は組んだ手をテーブルに置き、語り始めた。

「現在、平磐沼渡田を中心に、魂裸醒が使用できないという状態になっています。その原因は、亘理一いつ花かさんが魂裸醒レッド・ドラゴンを発動させているという一点にあります」

　レッド・ドラゴン。地中から放たれる裸ら光こうをあらかた吸い上げるという力を持つこの魂裸醒は、結果として他ほかの魂裸醒への裸光の供給を絶っている。

　魂裸醒を発現するにあたり、裸光は不可欠のものである。現在の状況下にあって、裸光を手に入れる方法はただ二つだけだ。

　一つは、裸光を発する鉱物、裸光石を携けい帯たいすることだ。別べつ荘そうでの訓練後、伊勢谷が夏月に返したのは、その裸光石があしらわれたペンダントである。これを肌はだ身み離はなさず身につけておくことで、魂裸醒の発現は可能となる。

　もう一つは、過か醒せいの力を使うこと。過醒状態となった者は、自らがレッド・ドラゴンに対たい抗こうしうる裸光吸収能力を発揮する。

　今、僕たちの手元にある裸光石は、夏月が持っている物一つのみ。すなわち、戦力となりうるのは二人のみ、という状態なのだった。

「レッド・ドラゴンの目的は、ため込んだ裸光を宇宙へ解き放ち、隕いん石せきを呼び込むことです。戸有の指導者亘理銑十郎は、レッド・ドラゴンを使って隕石を平磐に落とそうとしているんです」

　地下から放たれる裸光の量は、不定期に増減を繰くり返してきた。放たれる裸光が増えすぎると、空から「あかがねの悪あく竜りゆう」が降りてきて、地上に災さい厄やくをもたらす──戸有にはそんな言い伝えがある。それは単なる根こん拠きよのない伝説ではない。裸光の量が増えすぎた時には、あかがねの悪竜──隕石が落ちてきて、地に巨きよ大だいな穴を穿うがってきた。

　レッド・ドラゴンとは、「あかがねの悪竜」を人じん為い的に呼び込む魂裸醒なのだ。

「……タイムリミットは、いつなの？」

　伊勢谷が尋たずねる。

「遠からぬ将来、としか言いようがないですけど」夏月は言葉を選んだ。「一つ、重要なキーとなる要素があります。蛍けい谷こくの窟いわやです」

　蛍谷窟。

　約八百年前、タマラセビトは奥州藤ふじ原わら氏に仕えていた。源みなもとの頼より朝ともの討とう伐ばつによって藤原氏は滅ほろび、従ってタマラセビトたちも身を隠かくすことを余よ儀ぎなくされた。なんでも、頼朝の平ひら泉いずみ討伐にはタマラセビトを滅ぼすという意図も含ふくまれていたのだとか。討伐から逃にげるため、タマラセビトたちは奥州の山中の洞どう窟くつに隠れ住むこととなった。その洞窟が、蛍谷窟である。

　現在、蛍谷窟の存在は口伝に伝わるのみで、正確な位置はわかっていない。戸有をリタイアし、沼渡田に移り住んだ二に志し名な康やす晴はる氏が、個人的趣しゆ味みの範はん囲いで調査をしていたらしいが、これといった結果は出ていなかったようだ。

「亘理さんは、蛍谷窟を探し出そうとしています」

　それは、疑いようのない事実だった。亘理義顕が、二志名康晴の地質調査資料を引き上げようとしていたのがその証しよう拠こである。

「でも、そりゃなんの為ためなんだ。自分らの先祖が住んでいた場所を探したいって気持ちはわかるけどよ。今この状況下でやるよォなことか？」

　もっともな疑問を、長坂は口にした。

　夏月は小さく首をかしげた。

「正確なところは、私にもわかりません。確実に言えるのは、亘理さんは以前から蛍谷窟を探し出そうとしていたこと、今でも隕石を落とす前に蛍谷窟を見つけようとしている、ということです」

「だから、なんとしても」九里浜が話を引き継ついだ。「あたしたちが先に蛍谷窟を探し出す必要がある。奴やつらが蛍谷窟を見つけた時が、平磐に隕石が落ちる時よ」

「そこまではわかった」長坂が言った。「だが、その蛍谷窟を、どォやって探しゃいいんだ。二志名さんとやらが探し続けて、まだ見つかってねェんだろ？　そういや、あの人の調査資料は今どこにあるんだ？」

「亘理さんの手元にあるはずです」

　深刻な口調で、夏月が答えた。

　亘理義顕が探し求めていた調査資料は、すったもんだの末義顕の妹、一花が持ち去ってしまっていた。そこを経由し、今は亘理の手に収まっていることだろう。

「だからこそ、蛍谷窟探しを急がなければならないんですが……」

「こっちにも、全く手がかりがないわけじゃない」九里浜が口を挟はさんだ。「あたしは康晴さんの実地調査を手伝ってたのよ。それに、康晴さんのノートパソコンはこっちにある。アレにも結構調査資料は残っていた」

　カバンの中からＢ５サイズの紙を取り出して、全員に見えるようテーブルに広げる。

「あたしは康晴さんのノートパソコンの中身を整理して、ある程度のあたりをつけた。どうやら、だいたい候補地を三ヶ所に絞しぼっていたみたいね」

　そこには穂ほ垂たる地区の地図が印刷されていた。地図の三ヶ所に、フラッグマークがつけてある。つまりはこれが捜そう索さくすべきポイントらしい。

「三ヶ所ってのは……意外に少ないね。そこまで限定できているんだったら、康晴さん既すでに見つけてたんじゃないの」

　九里浜は「バカじゃないの？」とでも言いたげな、蔑さげすんだ目で僕を見返した。

「地図をよく見なさい。丸で囲んだ部分が全部捜そう索さく範はん囲いよ」

　言われてみればたしかに、フラッグの周囲は円で囲まれている。地図の縮尺で言うと、円の直径はおよそ四キロというところか。

　円の面積の算出方法は、半径かける半径かける円周率。便べん宜ぎ的に円周率をおよそ三として、一個の円の面積は十二平方キロ。その円が三つだから、──

「単純に考えると、三十六平方キロからある一点を探さがすことになるね」

「三十六平方キロ。それは畳たたみ何なん畳じよう分だ」

　長坂が質問する。

「天文学的な枚数の畳が必要になると思う」僕は適当に言った。「単純化して考えればいい。三十六平方キロというのは、つまり一辺四キロかける九キロという広域な範囲のことだ」

　この説明で、長坂はおおよその見当をつけたようだった。ぽんと手を叩たたくと、

「ひょっとして俺たちは、シベリアの荒こう野やから針一本を探し出すようなマネをしようとしているのか」

「オーバーねえ」九里浜はあきれた。「調べなきゃならないのは、沼渡田のほんの一部よぅ。……ただ、ほとんどが山だけど」

　全員に地図を見せながら、フラッグを指で示す。

「倉くら石いし山やま山さん麓ろく。旧谷や起ぎ沢さわ採石工場跡あと地ち。そして奥おう州しゆうオーストラリア村敷しき地ち。この三ヶ所が、候補地よ」

「またオーストラリア村か」

　僕は呟つぶやいた。

　奥州オーストラリア村とは、バブル期に地元自治体が開発しようとして頓とん挫ざしたレジャー施し設せつの名である。開発中止になって以来、一応立ち入り禁止ということになってはいるが、実際のところは出入りし放題である。自治体に見放された土地だ。事実、さきの亘理義顕の事件では、あの場所で立ち回りをやったものだ。誰だれにも邪じや魔まされずに。

「五人でこれだけの広さを調査するのは、コトだぜ」長坂は伊勢谷を見た。「もっと人手を駆かり出すことはできねェのか。そういや伊勢谷、佐さ倉くらはどォした？」

　佐倉真ま澄すみ。魂裸醒ローズ・イン・ザ・ダークネス（能力：薔薇ばらを出すだけ）を操あやつる男である。伊勢谷と同じく平磐一高の学生だ。

「……実は、連れん絡らくが付かない」伊勢谷は肩かたをすくめた。「何度も電話をかけているんだけど、全然出てくれない。ここ数日、学校の補習にも出てきていないみたいね」

「風か邪ぜでも引いたのか？　んじゃあ、あいつらはどォだ。ジョニーとか迫さことか」

「二人なら、話せば事情はわかってくれるだろうけど……ジョニーには仕事があるし、迫には部活がある。『隕いん石せきが降ってくるのを防ぎたいので、休みます』という理由が通るかどうか」

「それに」夏月が言い添そえる。「蛍谷窟を捜索するのなら、亘理さんたちと遭そう遇ぐうすることが予想されます。魂裸醒が使えない人たちを駆り出すのは、避さけたいです。死ねと言っているようなものですよ、実質的に」

「となると」長坂は口をとがらせた。「俺たちだって出られねェじゃねェか。今魂裸醒を使えるのって、事実上二人だろ」

「……一応、私は戦える」

　自己の存在をアピールするかのように、伊勢谷が言った。

　伊勢谷は後天性の魂裸醒だが、体内に醒せい核かくを持っている。醒核を持っている者は、意図的に過醒を起こすことができるのである。もっとも過醒を起こしていられるのは三分程度、安全装置みたいなものが働いて強制終しゆう了りようさせられるのだが。

「それでも、三人だろ。これじゃ、候補地を調べきるのに何年かかるかわかんねェぞ」

「そうなんですよねえ」夏月はため息をついた。「頼たのめるものなら、傭よう兵へいでも頼みたいところなんですけど、──」

「傭兵ー、傭兵はいらねーッスかー！」

　不意に飛んできた声に、全員がそっちを向く。

「氷上の傭兵に戦せん闘とう傭兵、瓶びん詰づめ傭兵も揃そろえてるッスよーっとお」

　二人の少女が、バルコニーの柵さくにもたれて立っていた。

　一人は、ポニーテールの上から無理にキャスケット帽ぼうを被かぶった、背の高い女の子。

「みんな、元気してるー？」

　もう一人は、同様に背が高く、かつ金きん髪ぱつ──染めているのではなく、生きつ粋すいの金髪だ──の白人少女。

　八阪井葉は月づきと、ステファニー・マクルーアだった。




　　集つどう魂裸醒たち




「いつの間に……！」

　夏月は腰こしを浮うかした。今まさに戦せん闘とう態勢に入るような勢いで。

「落ち着いて落ち着いて。ここで喧けん嘩かでもするつもりッスか？」

　対照的に、葉月はフレンドリーな笑え顔がおを浮かべて無防備に近づき、夏月の肩を押さえて椅い子すに押し込んだ。

「話は全部聞かせてもらったッスよ。傭兵の役、あたしらが引き受けるッスよ」

　そう言って、葉月はウィンクした。

「な……」

　夏月は葉月の手を払はらい、立ち上がった。

「私が、葉月の手を借りるとでも思っているんですか」

　敵意に満ちた表情を、葉月に向ける。

「もちろん」葉月はまったく意に介かいさず、得意そうに笑った。「現実問題として、あたしらと手を組まなきゃならないってこと、わかってるっしょ？」

「あたしら」とは、八阪井三十四をリーダーとする脱だつ走そう者しやグループのことである。

　四年前、戸有村にて亘理派と反亘理派とが武力衝しよう突とつするという事件があった。戸有内乱とか内戦とか呼ばれるこの事件の結果、反亘理派の魂裸醒は村の外へと脱走した。

　脱走した者たちは、小グループに分かれて三々五々に散らばった。その徒党の一つが、八阪井三十四──夏月の父親が率いるグループである。はじめは八阪井三十四とその娘むすめ葉月だけだったらしいが、別口のグループから合流した辻つじ浦うら文あや美み、村とは無関係ながらある事件に巻き込まれて村から追われることとなったステファニー・マクルーア、そして内乱の時に殺されたと思われていた二志名海かい、といった面々が合流、それなりの大所帯となっている。

　彼らはむろん、戸有からすれば討とう滅めつすべき存在である。戸有から平磐に派は遣けんされてきた夏月にとって、葉月たちは敵である。だが今、夏月自身も戸有から追われている。事実上、僕たちと葉月たちは同じ立場なのだ。

　葉月の言っていることは、正しい。それは夏月も頭ではわかっているはずだ。だが、葉月に対するわだかまりがそれを許さないらしい。四年前の戸有内戦の際に訣けつ別べつして以来、この二人の仲はよろしくない──というか、夏月は過か剰じように葉月を意識しすぎていた。

「時々、考えちゃうんですよね」

　いつだったか、夏月は僕に本音を漏もらしたものだった。

「四年前、どうしてお父──八阪井三十四は、葉月だけを連れていったのか、って」

　その言葉は、裏返せば「何な故ぜ三十四は夏月を見捨てていったのか」という疑問だ。双ふた子ごの姉し妹まいであるにもかかわらず、八阪井三十四は葉月を戸有村から連れ出し、夏月を置いていった。その事実は、夏月の心の中に大きな黒い雲を形作っているらしい。憎にくしみとか妬ねたみとか姉妹の情とか、色々な感情が複雑に絡からまり合っているため、夏月は双子の姉し妹まいに対してどんな態度で接すればいいのか、今もって判断をつけかねている。

　助け船を出すべきなのだろう。僕は口を開いた。

「呉ご越えつ同どう舟しゆうという言葉もある。隕石を防ぐという目的を果たすためにも、手を組むべきだ。……君ら、全員裸ら光こう石せきを持ってるんだよな？」

　質問を投げると、葉月は帽子のつばを押し上げた。

「もちろん。みんな魂裸醒を使えるッスよ～。そっち、魂裸醒を使える人手がいるとかいう話をしていたように思うんスけど」

　葉月は再度夏月を椅子に押し込み、肩かたを揉もみ始めた。

「どうだろ、夏月」

　促うながすと、仕方ない、とでも言いたげに夏月は口元を歪ゆがめた。

「……そうですね。皆みなさんは、どうですか」

　九里浜たちに意見を求める。

「全然構わない」九里浜が答えた。「あたしは、康晴さんが果たせなかった仕事を完成させたい。そのためなら、悪あく魔まとでも喜んで手を組む」

　九里浜が断言し、長坂と伊勢谷も頷うなずく。

「話、決まりだね！」ステフが顔を輝かがやかせた。「それじゃ早さつ速そく、みんなで顔合わせしてみない？」

「顔合わせ？」

「そッス」葉月が言った。「あたしらは同志ッスからね。親しん睦ぼくを図はかるのは悪いことじゃないと思うッスよ。それに……」

　葉月は、夏月の瞳ひとみをのぞき込んだ。

「父さんが、夏月に話があるって言ってたッスよ。だから、会いたいって」

　夏月は口を一文字に閉じ、わずかに顔を曇くもらせた。







　穂垂地区には、下しも穂ほ垂たる分校という廃はい校こうがある。

　穂垂地区とは沼渡田の一学区であるが、アホみたいに広い。穂垂小学校は穂垂地区のほぼ中央に位置しているが、下穂垂から小学校までは約四、五キロの道のりがある。それゆえ、かつてこの地区には分校が設置されていた。スクールバスの導入により、はるか昔に廃校になったそうなのだが。

　現在、校舎は往年の姿をとどめたまま、半ば森に覆おおわれた場所にひっそりと建っている。校庭は雑草が生え放題だ。校庭の隅すみには材木が山積みになり、その隙すき間まから背の高い草がはみ出している。

　葉月とステフは、そんな場所に僕たちを連れてきた。夜の闇やみの中に月明かりが降り、不気味極きわまりない。肝きも試だめしコースに最適という風ふ情ぜいである。

「こんな場所で待ち合わせですか」

　夏月が葉月に言う。

　その時、視界に黒い霧きりが流れ込んできた。

『こんな場所でしか、会うことができないからだ……』

　霧を介かいして、声が聞こえる。

　霧の中から、黒いコートを羽織り、顔を鉄仮面で隠かくした男が現れた。

　夏月と葉月の父親、八阪井三十四だった。

　この黒い霧は、八阪井三十四の幽ゆう体たいだ。十一年前に死にかけて以来、幽体が本来の形態を保てなくなった──と当人は主張している。ともあれ幽体は幽体だ。魂裸醒同士は、幽体を触ふれ合わせることで意思疎そ通つうを行うことができる。十一年前に声も失ったという三十四は、もっぱらこの方法でのみ会話を行っている。

『このご面相では、日の光の下もとに出て行くわけにはいかないんでな』

　三十四は、自分の顔面に装着した鉄仮面を軽く二度叩たたいた。

　三十四の背後から、さらに二人の人物が姿を現した。

「……こんばんは、夏月」

　黒いチャンパオに身を包んだ、背の高い女性が挨あい拶さつする。辻浦文美──かつて夏月と葉月の格かく闘とう術の師し匠しようを務め、今は村の脱だつ走そう者しやとして八阪井三十四に付き従っている人物である。

「先日は、ありがとうございました」

　夏月は素す直なおに頭を下げた。夏月が亘理義顕たちに処しよ刑けいされそうになった時、すんでのところで助けてくれたのが辻浦だ。

　そしてもう一人、首にチョーカーを巻いた男性が姿を現す。

　二志名海だった。

「……海さん？」

　駆かけ寄ろうとする九里浜。しかし、手前でぴたりと足を止めた。

　数日ぶりに会う海さんは、まるで別人のようだった。外見は全く一いつ緒しよだったが、印象が、雰ふん囲い気きがまったく異なっている。

　その原因は──顔つきだった。

　初めて会った時の海さんは、柔にゆう和わな印象の人物だった。世間の悪意というものを知らずに育った人、とでも言うか。けれども今の海さんは、近づいただけで凍こおり付きそうなとげとげしい空気を放っていた。たった数日で人はこれほど変わるのか、と疑いたくなるような変へん貌ぼうぶりである。心なしか、瘦やせたようにも見える。

　さきの事件、亘理義顕が平磐にやってきて一騒動起こした際に、海さんは父を失い、かつ封ふうじられていた記き憶おくを思い出すという体験をした。それが影えい響きようしているのだろうか？

　海さんは九里浜の姿を見つけると、

「やあ、純。元気そうだね」

　以前通り、穏おだやかに挨拶したが、笑えみを見せたのはほんの一いつ瞬しゆん、すぐに険しい顔つきに戻もどった。

「……うん」

　近寄りがたい敷しき居いのようなものを感じたか、九里浜は小さな声で返事したきり、それ以上何も言わなかった。

　八阪井三十四は、ゆっくりと顔を回して僕らの姿を確かく認にんした。

『……全部で十人。これで全員集合か』

「あの、──」

　夏月が、一歩進み出た。固く険しい表情を浮うかべて。

　胸中複雑であろうことは、よくわかる。八阪井三十四と八阪井夏月、二人の関係は「理想の父と娘むすめ」にはほど遠い。今もって、三十四が母五月さつきを殺したのではないのかという疑いを、夏月は捨てきれずにいる。どうしたって身構えずにはいられないのだ。まして、父が鉄仮面などという代しろ物ものを装着して青空の下を闊かつ歩ぽしているなど、娘として認めたい事実ではあるまい。

「聞きたいことが、あるんです」

　鉄仮面を、冷たい瞳ひとみでピタリと見み据すえる。

「十一年前、一体何があったんですか？」

　夏月は、これ以上ないくらい真しん剣けんだった。

　真実を教えてくれない限り、このまま手を組むことはできない──夏月の視線は、そう言外に物語っていた。

『……俺も、そのことを話したかった』

　八阪井三十四にとって、夏月の質問は想定内だったようだ。

『十一年前、何な故ぜ俺は戸有に帰れなかったのか──おまえにも説明しなければならないと思っていた』

　夏月は息を吞のんだ。その呼気は、僕の耳にはっきりと聞こえるほどだった。

　三十四は、僕たち一同に顔を振ふり向けた。

『今から語ることは、全員に聞いてほしい。というのも、隕いん石せきを呼ぶ魂裸醒と関かかわりのあることだからだ』

「それ、ほんと？」

「だったら、ちょっと聞かせてもらいましょォか」

「……私も聞きたい」

　九里浜、長坂、伊勢谷も揃そろって興味を示す。

『では、少し時間をもらおうか。話は十一年前、隕石が落ちるよりも少し前にさかのぼる──』

　八阪井三十四は両手をすりあわせ、語り始めた。




　　八阪井三十四の遍へん歴れき




　十一年前、沼渡田。

　当時の沼渡田には、亘理銑十郎をはじめとする数名の魂裸醒が、渉しよう猟りよう手しゆとして派は遣けんされていた。表向きの理由は、戸有の脱走者である若わか柳やなぎという男を捕ほ縛ばく、あるいは始末するためだった。

　若柳という人物は、生理学的な見地から醒せい核かくを研究している科学者だった。主たる研究テーマは、醒核の二次利用である。簡単に言うと、死者の醒核を再利用し、死者の魂裸醒を再び発現させることはできないか、という研究だ。戸有においてはかなり昔から連綿と受け継つがれてきた研究なのだが、実用に至ったという確たる話はない。男お鹿が大だい蔵ぞう、亘理銑十郎といった弟で子しを抱かかえて研究に励はげんでいたのだが、ある日戸有の魂裸醒を一人殺害するという事件を起こした。

「実験用の新しん鮮せんな醒核がどうしても欲しかった」

　とは、脱だつ走そう後の若柳の部屋に残されていた、書き置きの文句である。

　同どう胞ほう殺しは重大な罪である。戸有の掟おきてによって処しよ刑けいされるべきところだが、若柳の足は速かった。新鮮な醒核を実験にかけて一定のデータを引き出すと、早々に村から逃にげ出していた。

　以降、久しく村は若柳の所在をロストしていたが、ある時、彼は平磐から沼渡田あたりに潜せん伏ぷくしているらしい、という情報が入ってきた。渉猟手を送ろう、という段になり、当時の長老たちはその人選に迷うこととなった。というのも、渉猟手として派遣されることを熱ねつ烈れつに申し出てきたのが、かつての若柳の弟子、亘理銑十郎だったからである。

「脱走は大罪だ。罪を犯おかした者は、たとえ親しき相手でも滅ほろぼす──それが千年来の戸有のモットーではありませんでしたかね。銀ぎん剣けん持ちのこの私が、師し弟ていの情にほだされ目的を見失うとでも？」

　亘理はそう言い切った。とはいえ、口では何とでも言える。亘理がこっそりと若柳を逃のがすという可能性は、捨てきれるものではなかった。しかし一方で、亘理を渉猟手から外すのは、「長老たちは亘理を信用していない」と公言するも同然だった。亘理が村の次期指導者になるであろうことはほぼ確実視されており、その彼の機き嫌げんを損そこねるような真ま似ねは避さけておきたいところだった。

　長老たちは結論を出した。すなわち、渉猟手には亘理銑十郎と、同格の銀剣持ちである八阪井三十四を指名し、二人で手分けして若柳捜そう索さくにあたってもらう、としたのである。結果、亘理は二人の部下を連れて沼渡田に、三十四は妻の五月を連れて平磐に向かったのだった。

『実のところ』三十四は言った。『亘理は沼渡田に行きたかっただけなんだ。外醒核の力を実験するために』

「外醒核、とは」

『有あり体ていに言うと』三十四は説明した。『外付け魂裸醒発生装置というところだな。生者の幽ゆう体たいと死者の醒核を利用し、死者の魂裸醒を生者が操作できるようにする、という。もともと若柳さんが研究していたものを、弟子の亘理が引き継いだんだ。あいつはその試作品を、沼渡田に持って行った』

「つまり、一人の人間が二つの魂裸醒を操あやつれるよォになる、ってことですか」

　長坂が質問すると、三十四は首しゆ肯こうした。

『そういうことになる』

　試作品に組み込む醒核として選んだのは、竜りゆうの形状を発現する魂裸醒の醒核だった。隕石を落とす力を持っていた、と言い伝えられている魂裸醒に、亘理はレッド・ドラゴンという名を付けた。

　亘理が着目したのは、言い伝えではない。地面から発生する裸ら光こうを、レッド・ドラゴンが吸い上げるという現象だった。これを利用して、亘理は戸有に伝えられる伝説の場所、蛍谷窟を探し出そうとしたのである。だから、若柳を狩かるという仕事を名目に、亘理は蛍谷窟があるとされる地、沼渡田に向かったのだった。

「蛍谷窟……」僕は八阪井三十四に言った。「亘理は、十一年前から蛍谷窟を探していたんですか」

　その通り、と八阪井三十四はまたも頷うなずいた。

『奴やつには、戸有の指導者として名を後世に残したいという野望がある。昔から言っていた──私は後世の魂裸醒たちに尊敬される人間になりたい、とな。蛍谷窟の発見者、という名は奴にとってこの上ない名めい誉よだろうよ』

　嘲あざけるように、三十四は言い捨てた。

「レッド・ドラゴンで蛍谷窟を探す、ってのは具体的にどういうことなんですか？」

『蛍谷窟からは、集中的に裸光が発生していると思われている』

「裸光が発生している？」

『そうだ。蛍谷窟の歴史的経けい緯いは知っているだろう？　洞どう窟くつ内での生活を強しいられた俺たちの先祖は、死者を洞窟の奥へ葬ほうむっていた。おそらくは、死体をそのまま放ほうり込んでいたはずだ──火か葬そうなどしようものなら、そこに人が住んでいることが煙けむりでばれる』

「そもそも、火葬の風習なんて最近の話だものな」

　長坂が呟つぶやいた。

　三十四は頷き、話を続けた。

『魂裸醒の肉体は、死後も裸光を帯び続ける。鉄が磁力を帯び続けると、それ自体が磁石になってしまうようなものだ。肉体に取り付いた裸光は、やがて死体が朽くち果てて土に返っても、残り続ける。結果、裸光を放つ土や砂ができあがる。戸有にもそのような場所がある──君の言うとおり、火葬は最近の風習だからな』

「蛍谷窟は裸光を放つ土や砂で満たされている。すなわち裸光を放っている、と」

『そのはずだ。亘理はそこに目をつけた』

　連れてきた部下にレッド・ドラゴンを発現させつつ、亘理は沼渡田山中を闊かつ歩ぽした。蛍谷窟は裸光を集中的に発生している場所だと考えられている。レッド・ドラゴン発動下にあって魂裸醒を発現できる場所こそが、蛍谷窟だということだ。

　とはいえ、沼渡田山中と一口に言っても、果てしなく広い。目的の場所を発見するより早く、部下の方に限界が来た。

『巨きよ大だいな竜の姿を見た、と亘理は言っていた。目を開けられないくらいのまばゆい光を放ちながら、竜は天に昇のぼっていったという。その翌日、隕いん石せきがドカーン！　だ。あんな巨大な隕石が落ちて来るだなんて、亘理自身思っていなかったそうだ。もちろん、蛍谷窟探しは中断だ』

　三十四の言葉に怒いかりがこもる。

『隕石が落ちた直後、村から連れん絡らくが来た。隕石災害の実態と、可能ならば原因を調査しろ、と。俺たちは若柳捜索の任を棚たな上あげして、救きゆう援えん活動を行った。そして、先に来ているはずの亘理と合流しようとした。被ひ災さい者しやたちを救うためにも、あいつと協力する必要があると思ってな。ところがあいつは、俺たちを見つけた途と端たんに襲おそいかかってきた。俺たちが「レッド・ドラゴン」のことに感づいていた、と早とちりしたんだろう。こっちはなんの身構えもしていなかったから、あっという間にやられてしまった──情けない話だが。で、瀕ひん死しの俺に向かって、亘理が色々教えてくれたのさ。冥めい土どのみやげに、という奴だ』

　八阪井三十四は横に滑すべるように歩き、材木の山に腰こしを下ろした。

『そこに君の兄、三鶴城昂こう治じは巻き込まれた。俺たちはとどめを刺さされる寸前、濁だく流りゆうに吞のみ込まれた。隕石が落ちた直後、沼渡田が台風の直ちよく撃げきを受けたのは覚えているだろう？　あの隕石は地面をえぐり、川の流れまで変えてしまった。流れに吞まれて、ついに力尽つきて気絶して、次に目が覚めたら七年くらいたっていた。俺たちが追っていた若柳さんに救われたのは、皮肉というところかな。……そして、今に至るというわけだ』

「一つ聞きたいのですが」僕は口を挟はさんだ。「亘理は、何な故ぜ平磐を標的に、隕石を落とそうとしているんですか」

「主目的は、平磐で生まれた魂裸醒の駆く除じよだ」答えたのは辻浦だった。「魂裸醒の力が一いつ般ぱん人じんにわたっているという事実は、戸有からすれば受け入れがたいものだ。千年以上守り続けてきた秘術を何も知らない連中が操あやつるなど、とうてい許せないだろうからな」

　平磐で生まれた後天性魂裸醒を皆みな殺ごろしにする。三千人さんが冗じよう談だん半分ながらも懸け念ねんしていた事態が、とうとうやってきたらしい。

『そしてもう一つは』三十四が付け加える。『実験だな』

「実験というと」

『あの男の性格はよく知っている。新しいものを手に入れると、その機能をきっちりと確かめないと気が済まない男なんだ。おそらく、「レッド・ドラゴン」の限界を試ためすつもりなんだろう。さきの隕石落下はハプニングだったが、今度は意図的に落とすつもりだ。どれだけ大きい隕石を呼べるのか、着ちやく弾だん点を指定できるのかどうか、などと色々調査するためにな』

「そんな」僕は声を上げた。「そんな理由で、平磐を滅ほろぼそうっていうんですか」

『亘理にとっては、大したことではない。死ぬのは外げ流りゆうであり、ただの人間だ。奴はガチガチの魂裸醒至上主義者だ。アリの巣に水を流し込む程度のことにしか思っていないだろうよ』

　その場がしーんとなった。三十四の吐はき捨てるような言葉には実感がこもっていた。決して誇こ張ちようでもなんでもなく、三十四は単なる真実をしゃべっているのだということを、その場にいる人間は皆直感的に悟さとっていた。

「とんでもねェ話だ」

　やっとのことで、長坂がぽつりと言った。

『隕石の落下を止めるには』三十四は言った。『竜りゆうが天に向かう前に、レッド・ドラゴンを操る外がい醒せい核かくを奪だつ取しゆしなければならない。現在の所持者、亘理一花から』

　レッド・ドラゴンは、今もどんどん裸ら光こうを吸い上げている。実のところ、いつ隕石が降ってきても不思議ではない状態なのだ。

『ただし、一つだけ救いはある。亘理は隕石を落とす前に、十一年前のやり残しを仕上げようとしている。なんとしても蛍谷窟を探し出すつもりだ。蛍谷窟を見つけることは、亘理にとって一石二鳥だ』

　三十四は九里浜のそばに歩み寄った。さすがに鉄仮面の人物に鼻先に迫せまられると怖こわいのか、九里浜は半歩ほど退しりぞいた。

『学究的な満足を得られる上に、蛍谷窟にこもっている裸光をレッド・ドラゴンに食わせることもできる。一花がそこにたどり着いたら、おしまいだ。……だから、俺たちが先に蛍谷窟を見つけ出す』

　つい先日、ちょろっと姿を見せた亘理一花は今どこに潜せん伏ぷくしているのか。それは、わからない。わかっているのは、彼女は蛍谷窟を目指すだろう、ということだけだ。一花を捕つかまえるためには、僕たちが蛍谷窟の場所を押さえておかなければならないというわけだ。

『その目的をかなえるために、俺たちは手を組むべきだ』

　三十四は、夏月を見下ろした。

『俺は、俺が知りうる限りの真実を話したつもりだ。これで満足したか？　夏月』

　上目で、夏月は三十四を凝ぎよう視ししていた。

「……もう一つ、聞きたいことがあります。四年前のことです」

　隕石落下から七年後、つまり今から四年前、八阪井三十四は戸有に戻もどった。それがきっかけとなり、戸有内戦は起こった。長らく意識不明状態で戸有の療りよう養よう所じよにいた八阪井五月が殺され、それにブチ切れた八阪井三十四は亘理とその取り巻きとを皆殺しにしようとした。村内で数年来くすぶり続けていた亘理派と反亘理派の反目は、ここに来て大だい爆ばく発はつを起こし、結果村に住む魂裸醒同士が殺し合うという惨さん劇げきが起こったのだった。

　夏月にとっては、それまでの生活が完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいされた、人生の大事件だった。

　四年前、という言葉を聞いて、三十四は無言で海さんを見やった。

　視線の意図を理解し、海さんが前に進み出てくる。

「海さん……はっきりさせておきたいことがあります」

　夏月は一いつ旦たん深呼吸をしてから、質問を口にした。

「お母さんを殺したのは、海さんだったんですか？」

　その場の空気が、突とつ然ぜんに危機感をはらんだ。

「夏月、それは、──」

　海さんの隣となりで葉月が腰こしを浮うかした。

　しかし、海さんは手を伸のばして葉月を制した。

「この間」夏月は言葉を重ねる。「海さんは告白しました。自分が一花さんを殺した──って。それはつまり、お母さんを殺したのも、──」

　それ以上は言葉にはならなかった。

　海さんの顔に、ある表情が浮かんだ。深い後こう悔かいの念、とでも呼ぶべき表情が。

「そうだ」海さんはぼそりと言った。「五月姉さんを殺したのは、……俺だ」

　夏月の顔から、さっと血の気が引いた。

「……どうしてなんですか」海さんにしがみついて、訴うつたえかける。「海さんは、ずっとお母さんの世話をしてくれていたのに。どうしてですか」

　しばらくの間、海さんは夏月に揺ゆさぶられるままになっていた。が、ついに口を開くと、

「今は言えない」夏月の肩かたに手をかけ、やんわりと遠ざけた。「すべてにケリがついたら、本当のことを話してあげる。だが、今はダメだ……あとで、だ。約束する」

「約束って、──信用していいんですか」

「信用してくれ、としか言えないね。今俺が為なすべきことは──」

　少し間を置いてから、海さんははっきりと言い切った。

「もう一度、一花を殺すことだ」

　気け圧おされて、夏月は一歩退いた。

「レッド・ドラゴンを止める、もっともたやすい手段だ。そうだろう？」

　海さんの語調は静かではあったが、同時に力強かった。熟じゆく慮りよの末に結論にたどり着いた──そう思わせる説得力がこもっていた。

　助けを求めるかのように、夏月は三十四を見た。

　三十四は何も答えなかった。海さんの言葉が正しければ、三十四にとって海さんは妻の仇かたきである。しかし、鉄仮面は沈ちん黙もくを保ち続けていた。海に対していかような気持ちを抱いだいているのか、これっぽっちも読めない。ただ一つ明確なのは、三十四は海さんを身内に迎むかえているという事実のみである。

「贖しよく罪ざいを果たさなければならない」海さんは言った。「それが、隕いん石せき落下を防ぎ、平磐を守ることにつながる。……わかってくれるだろ」

　海さんは申し訳なさそうに視線をそらした。これ以上の議論はしたくない、という風に。九里浜に顔を向けて、

「純、父さんのパソコンを持っているのは君だよな？　資料、どのくらいまとまってる？」

　突然話を振ふられ、九里浜は取り乱した。

「あ、その、まとまってます」素す直なおな声を出す。「説明させてもらってもいいですか？」

　衆目を集めた後、九里浜は例の地図を取り出した。懐かい中ちゆう電灯で照らしながら、資料の分ぶん析せき結果を三十四たちに語る。候補地は三ヶ所、広こう範はん囲いにわたって捜そう索さくする必要があるということを。

『なるほどな』三十四は納なつ得とくした。『なら、三ヶ所を同時に捜索するべきだろう。これだけの人手があるんだからな……。明日から取りかかれるか』

　都合の悪い者は言ってくれ、と三十四は一同を見み渡わたす。しかし、誰だれ一人として手を挙げなかった。

『ならば、明日からだ。二人一組で動くのがいいだろう……亘理たちと遭そう遇ぐうする危険性が考えられる。魂裸醒を使用できない者は、司令部としてどこかで待機する。そんなところだな』

　三十四は夏月に意見を求めた。

「そう……そうですね」

　おずおずとながら夏月は頷うなずき、認めた。

「俺とおめェは司令部勤務のよォだな」

　長坂は、自分と九里浜とを交こう互ごに指さした。

「なんでよぅ！　あたしには二志名康晴さんの遺志を受け継つぐという義務があるのよぅッ」

　九里浜はダダをこねた。二志名康晴の地質調査を九里浜は長いこと手伝っていたのだ、そこを強きよう硬こうに主張するのは当然ではある。

「純」海さんが進み出てきた。「君の気持ちは痛いほどよくわかる。だけど、これは危険を伴ともなう仕事なんだ。君が父さんの仕事を追ってくれるのはありがたいが、父さんのあとまで追ってもらっては困るんだ」

　険しい顔つきはそのままに、真しん摯しな瞳ひとみで九里浜を見つめる。

　ぐ、と九里浜は言葉に詰つまった。心なしか頰ほおを赤らめ、ついと目をそらす。

「わ……わかりました」従順に答える。「あたし……海さんの言うとおりにします」

「それでいい」海さんは小さく笑った。「今回の作戦、君が司令官だ。よろしく頼たのむよ」

　ぽんと九里浜の頭に手を置く。僕がそんなことをやろうものなら一秒後には指が嚙かみちぎられるであろう行こう為いだったが、九里浜は頭をワシワシと撫なでられることを黙だまって受け入れた。

　八阪井三十四は一同に呼びかけた。

『ミーティングはおしまいだ。明日早朝に集まって、捜索を開始する。全員、よろしく頼む』

　黒コートを翻ひるがえし、立ち去ろうとする。

「すいません。最後に一つだけ」

　その後ろ姿に、僕は声を投げた。

「兄さんは……どうしてるんです？」

　三十四は立ち止まった。

　長坂たちは変な顔をしていた。それもそのはず、僕のすぐ上の兄、哲てつ矢や兄さんはついこの間大阪に帰ったばかりだ。が、僕が聞いたのはさらに上の兄、昂治兄さんのことだ。ついこの間、家の近所のバス停で遭遇した。

『彼は……』三十四は答えた。『俺の指示で動いてもらっている。なにか、伝言があるなら伝えるが……？』

　僕は返答に詰まった。伝言など、別にない。ただ、昂治兄さんにもう一度会いたいと思っただけだ。

「いえ、特には何も」

『……そうか』

　それだけ言って、三十四は森の奥に消えていった。

「それじゃ、また明日ッス」

　葉月が帽ぼう子しを振って別れを述べ、辻浦、ステフ、海さんがぞろぞろとついて行く。

「……大変ですね」

　彼らを見送りながら、夏月は言った。短い言葉だったが、そこには色々な思いが込められていた。

「全くだね」

　僕は応じた。僕たちの目の前には、あまりにも多くの問題が山積している。夏月と知り合う前の、何もなかった平へい穏おんな生活が夢ゆめ幻まぼろしのようだ。たしか、つい三ヶ月前までの話だったと思うのだが。

「明日からは、戦いです」夏月はぽつりと呟つぶやいた。「私たちの、平穏な生活を取り戻もどすための……ね。自分の力で片づけられるものから、片づけなくちゃ」

　それは、自分自身に言い聞かせるような言葉だった。

　いささかなりと、夏月の憂うれいを晴らしてやることはできないものか──夏月の横顔を見ながら、僕は考える。考えたところで答えが出る問題ではない、とわかってはいるが、考えずにはいられない。

　なんだってやってやる──平穏な生活を取り戻し、夏月の笑え顔がおを取り戻すためなら。

「あたしたちも戻りましょ」九里浜が言った。「長坂の別べつ荘そう、どんなところなんだか、結構楽しみなのよね」

「ウチのじゃなくて葛東家のだがな」長坂は訂てい正せいした。「だが、いいところなのは間ま違ちがいねェ。そォだろ？」

　夏月に意見を求める。すると夏月はぱっと顔を明るくして、

「あ、本当にいいところですよ。部屋は広いし綺き麗れいだし、景色もいいし。世の中にはあんなステキな場所があるんですねえ」

　嬉うれしそうに九里浜に語った。夏月の憂いを払はらうというのは、難しいように見えて案外簡単なことなのかもしれない、と思った。







[image: ]

　　幕間




「聞きたいことが、あるんです」

　八阪井三十四の隣となりを歩きながら、伊勢谷は語りかけた。

　二人は谷や起ぎ沢さわと呼ばれる地域を歩いている。なだらかな丘おかの続く荒あれ地の中に突とつ然ぜん、三棟とうの廃はいアパートが並んでいるという奇き妙みような光景を眺ながめながら、蛍谷窟探しをしていた。

　二人の担当地域は、旧谷起沢採石工場跡あと地ちだ。明治時代に開かれ、昭和三十年代末に閉山。かつては一つの町として栄え、労働者とその家族とで人口五千人に達したらしいが、閉山後は放置され、公式には立ち入り禁止区域とされている。人里離はなれた場所のため訪おとずれる者は誰だれもなく、時折かつての産業の実態を研究する学者が立ち寄る程度である。

　広大な丘を、三十四と伊勢谷はたった二人で歩き続けていた。

『……なんだろう』

　まっすぐ前方に視線を据すえながら、八阪井三十四は声を伝えた。

「……十一年前のことです」伊勢谷は切り出した。「私は当時沼渡田に住んでいて、幼よう稚ち園えんに通っていました。幼稚園にいる時に隕いん石せき災害に遭あったんです。幼稚園が崩ほう落らくしかけている時に、一組の男女がやってきて、中に閉じこめられていた私たちを救ってくれたと聞いています」

『幼稚園……』

　ぴたり、と三十四の足が止まる。

　伊勢谷は三十四の前に回り込んだ。

「三助に聞いたんです。死にかけていた私たちに血を飲ませて、生きる力を与あたえてくれたのはあなただと。……そうなんですね」

　沈ちん黙もくが落ちた。

　八阪井三十四は、銅像のように微び動どうだにせず立ちつくす。

　伊勢谷もまた、なんらかの答えを引き出すまではここを動かない、とばかりの決意を両目にたたえている。

　静せい寂じやくはいつまでも続くかと思えたが、

『──あのとき』ついに三十四が言った。『俺が血を飲ませてやったのは、七人だったはずだ。何人が生き残っている』

「三人です。あとの四人は……私が殺しました」

　伊勢谷は、左手を三十四の目の前に差し出した。常に包帯を巻いている、左手を。その包帯を、伊勢谷はゆっくりとほどいていく。

　下から現れたのは、裂れつ傷しようだった。

「……四人は、過か醒せいに陥おちいって、理性を失いました。だから、私が殺したんです。これは、その時の古傷です」

　無言のままに、八阪井三十四は天を仰あおいだ。

　長いことそのままの姿勢でいたが、やがて伊勢谷に視線を戻すと、

『君は、どうしたい』

「……というと」

『仇かたきを討ちたいのか』三十四は単刀直入に言った。『君の友達が死んだのは、明らかに俺の責任だ。それは間違いない。君は、どうしたいんだ』

　今度は、伊勢谷が黙だまり込む番だった。

「……それは……」

　長いためらいの後、慎しん重ちように心情を吐と露ろする。

「……わかりません。十一年前、私たちはあなたに命を救ってもらったんです。あなたは仇かもしれませんけど、命の恩人でもあります。私は、……」

　またも口を閉とざし、間を置いてから、言葉を口にする。

「ただ、あなたに事実を知ってもらいたかっただけです」

『……そうか』

　短く返事すると、三十四は小さく顎あごで前方を指し示してから歩き始めた。

　歩きながら話そう、ということだろう。伊勢谷はその隣にピタリとついた。

『何を言っても言い訳になってしまうが』と三十四は前置きした。『本来、あれは村で禁じられている行こう為いだ……外の人間に血を飲ませるのは』

　口を閉ざしたまま、伊勢谷は三十四の話に耳を傾かたむける。

『あの頃ころ俺は若かった。だから、掟おきてを破ることができたんだろう。村の秘密を守るなどという小事にこだわって、目の前で失われていく命を見捨てていいのか──とな。そして、その結果が君だ。君には、これ以上ない苦しみを背負わせてしまったようだ』

　伊勢谷は自分の足あし下もとに視線を落とした。どう答えればいいか、わからなかった。

『君は今こうして生きている。だが、あのときの俺の行為が正しかったのかどうか──今でも、わからない』

　フウ、と伊勢谷は息を吐はき出した。

『……どうした』

「……私と考えは一いつ緒しよか、と思ったので。むしろ開き直ったりしてくれれば、こちらとしても憎にくみようがあるんですけどね」

『憎くないのか』

「いえ、むしろちょっぴり親近感がわいて困っています」

　それまで、仏ぶつ頂ちよう面づらを保ち続けていた伊勢谷の顔が、ほんのわずかにほころんだ。

「……正しいとか間ま違ちがってるとか、どっちなのかって考えること自体に意味がないんじゃないか、って今では思っています。私は今こうしてここにいる、という事実だけを受け入れる──それだけでいいんじゃないんでしょうか」

『……そうかもな』

　そう言って、三十四は頷うなずいた。

『君たちのことは、いつも心の隅すみに引っかかっていた。だが、君たちが今どこにいるのか、知る方法が無かった。私は表だって動くことができない身だ──この顔だしな』

　三十四は自分の顔に装着した仮面を軽く叩たたいた。

「……しばらく前から気になっているのですが」と伊勢谷。「どうしてそんな仮面を被かぶっているんです。生活していく上で、色々大変じゃないんですか」

『私が伊達だてや酔すい狂きようでこの仮面を被っているとでも？』

「鉄仮面を被って生活していくことのメリットが全く想像つかないんですが」

　フッ、と三十四は軽く鼻で笑った。

『十一年前、俺は鉄仮面無しでは生きていけない身体からだになってしまったのさ』

「…………その仮面は生命維い持じ装置なんですか？」

　伊勢谷は冗じよう談だんのつもりで言ったのだが、

『まあ、ある意味そうとも言える』

　意外な答えが返ってきたので、驚おどろいた。

『いずれ、本当のことを教える日も来るだろう。だがそれは、亘理銑十郎を倒たおしてからだ』

　突とつ然ぜん、三十四の声に冷たいものが混じった。びくり、と伊勢谷は三十四の顔を見る。

『俺をこんな身体にした奴やつを、許すわけにはいかない。もちろん、隕いん石せきの落下を止めるという大目的はある。だが結局のところ、俺は私し怨えんで動いている』

　外見から八阪井三十四の心を推おし量ることは、不可能だった。冗談を語る時も怒いかりを訴うつたえる時も、鉄の仮面はぴくりとも動かない。語りにジェスチャーを交えるタチでもない。常に不動の姿勢で立ちつくしている。しかし、だからこそ、伊勢谷は底知れぬ恐きよう怖ふを感じた。復ふく讐しゆうにかける三十四の怨おん念ねんのようなものを。

　それでも伊勢谷は勇気を振ふり絞しぼり、聞いてみた。

「……復讐を果たした後は、どうするんです」

『……後？』

「はい。復讐という目的を果たした後、生きていく目的を何に見いだすのか、と」

『それは、時じ期き尚しよう早そうにすぎる』

　それだけ言って、三十四は足早に歩き始めた。

『今考えるべきことは、隕石を回かい避ひする方法だけだ』

「……そうですか」

　ぽつりと呟つぶやく伊勢谷。

『だが、どうしても知りたいというのなら教えてやる。俺にはかなえたい夢がある』

「夢、とは？」

『仮面を被ったままメロンパンを食する方法を習得する』

「…………」

　冗談を語る時も怒りを訴える時も、鉄の仮面はぴくりとも動かない。その言葉の意図を量りかね、伊勢谷は黙だまり込んでしまった。




　　目に見えるもの、見えないもの




「あれは、──」

　山道の途と中ちゆうに立ちつくし、僕は言った。

「ここは本当にシベリアのような気がしてきた」

　二匹ひきのカモシカが、僕たちの進む道に立ちふさがっていた。大きな黒い瞳ひとみで、僕たちをじっと見み据すえている。自分たちの生活圏けんに突然入り込んできた闖ちん入にゆう者しやを、視線で追い払はらおうとしているかのように。

　大自然の神秘というか、なんというか──奇き妙みようなプレッシャーを感じ、自然と僕の足はすくんだ。

「たしか、沼渡田とシベリアは地続きではなかったと思うけど」

　つまらなそうに応じたのは、海さんだった。カモシカの目を一いつ切さい気にすることなく、歩を進めていく。

　カモシカ二匹はすっと身を翻ひるがえし、道をゆずるかのように森の中に消えていった。

　倉石山のふもとの森は、どこまでも続いている。行けども行けども見えるのは杉すぎの木ばかり、果てが見えない。僕たち以外の人間の姿はまったく見あたらない。人外魔ま境きようをさまよっているような心境である。

　僕たちは、二人一組のチームを組んで、各地に分かれて蛍谷窟探しを行うことにした。厳選なるくじ引きの結果、僕が組む相手となったのは海さんだった。

　海さんは相変わらず、険しい表情のままだった。内心に抱かかえる悩なやみが、大きな負ふ荷かとなって海さんにのしかかっているかのようだった。

　自然と、行軍は重い空気に包まれる。

「なかなか、それらしい場所が見つからないですね」

　この空気にもう少し潤うるおいを与あたえることはできないものか、と話しかけてみる。

　それらしい場所──蛍谷窟とおぼしき地点は、今のところ見つかっていない。八阪井三十四の言葉が正しければ、その近辺からは裸ら光こうの放出が感じられるはずだ。それは、僕みたいな後天性魂たま裸ら醒せでもはっきりわかるという話だが、──

「見つからないね」

　海さんはそう応じた。それ以上の言葉はなく、黙もく々もくと歩を進める。

　長いこと、こんな調子だった。海さんは、僕の言葉にちゃんと答えてくれる。しかしそれ以上の会話が弾はずまない。決して僕を無視しているわけではないのだが、やりにくいことこの上ない。

　どうしたものだろう、と考えているうちに、道の前方に光があふれ出した。森が途切れて、ばあっと視界が大きく開ける。

　抜ぬけるような青空の下もとに、広大な平地が広がっていた。地じ肌はだが露ろ出しゆつした場所と、背の低い草が生えた草原が半々といったところである。手をかざして遠くに目をやると、丘おかの向こうに、平べったいながらもかなり大きな建物が見える。

　その建物には見覚えがあった。

「倉石山レストハウスか。こんなところに出たんだな」

　僕は背負ったリュックから地図を取り出した。

　倉石山は、昔から山登りハイキングコースとして有名で、周囲の観光客を集めている。倉石山レストハウスは、かなり昔からある観光客のための休きゆう憩けい所しよ、お食事処どころだ。つい最近新築されたばかりなので、建物はピカピカだ。

「ここは、どのへんなんだ？」

　海さんが地図をのぞきこんだ。

　僕が現在地を指で示すと、海さんは右手で顎あごを撫なでた。

「なるほど。……あの店、ここからまっすぐ歩いて行けるかな？」

「おそらく。少し行けば、登山道にぶつかると思いますよ。それを下りていけばよいかと」

「それじゃ、あそこで少々休憩を入れようか？」

「いいんですか？」

「少しくらいは、構わないんじゃないの。無理をして倒たおれてしまったら、元も子もない」

　そう言って、海さんは顔をほころばせた。今日はじめて見せた笑え顔がおだった。

「何にもない山の中を歩いていると、気が滅め入いって仕方がない。気分転てん換かんといこう」

　僕としても、少し休みを入れたいところだった。朝からず～っと山歩きに従事しており、昼食休みはとったものの、疲ひ労ろうがかなりたまっている。足は棒のよう、歩くとつい顎が出るのが自分でもわかる。背負ったリュックは、岩でも詰つまっているかのごとく感じる。

　というわけで、僕たちは草原を突つっ切って、レストハウスに向かった。

　広大な駐ちゆう車しや場じようには、結構な数の自動車やら観光バスやらが停とまっていた。それに比例して、レストハウスの中も込み合っている。さすがは夏休み真っ最中、観光客だらけだ。

「ずいぶんな人出だな。みんなそんなに山登りが好きか」

　物もの珍めずらしげに、海さんは人の波を眺ながめていた。

「ここには温泉もありますからね」

「温泉！」海さんは大きな声を出した。「そりゃいい。少し汗あせを流していこうか」

　もちろん、僕は諸もろ手てをあげて賛成した。







　大浴場はそこそこに込んでいたものの、ゆっくりと湯につかるスペースは十分にあった。適当な湯船に腰こしを下ろして、肩かたまでつかる。

「はあ～」

　思わず声が漏もれる。我ながらややオッサンくさいとも感じたが、気持ちいいものは仕方ない。身体からだに蓄ちく積せきしていた疲つかれが、一挙に流れ出ていくような感じだ。

　その場でぼーっとしていると、やがて海さんがやってきた。湯船に入り、僕の隣となりに座る。

「はあ～」

　気持ちよかったのか、海さんも声を漏らした。

「オッサンくさいですよ、海さん……って」

　海さんの姿を見て、僕は驚おどろいた。

　海さんが常に首元に巻いている、チョーカーがない。風ふ呂ろに入る以上、当たり前ではあるが。だが、そのチョーカーの下に、大きな傷きず痕あとがあるとなると、注視せずにはいられなかった。鋭するどい刃は物ものでざっくりと切り裂さかれたような痕が、そこにあった。

　海さんがチョーカーを巻いているのは、この傷を隠かくすためなのか。

「ん？　ああ。やっぱり目立つかな」

　僕の視線に気づいて、海さんは傷痕を軽く撫でた。

「その傷は？」

　問うと、海さんはさらりと答えた。

「四年前、自殺しようとした時の傷さ」

「──自殺？」

　思わぬ単語だった。

　海さんは身体をより深く湯船に沈しずめた。傷痕が水面下に潜もぐるように。

「魂裸醒の血も、傷を完かん璧ぺきに消してはくれない」

　穏おだやかな表情を浮うかべていたものの、その語調には一いち抹まつの寂さびしさがこもっていた。

「……そうですね」

　そう応じつつ、僕は海さんから視線を外した。

　夏月の母を殺したのは自分だ、と海さんは告白した。

　それは真実なのだろうか？

　八阪井五月と亘理一花を殺し（亘理一花は死んでいなかったが）、自責の念から自殺を図はかった。海さんの発言は、そのように解かい釈しやくできる。しかし──

　海さんは親族殺しなどという大罪に手を染めるような人物には見えない。

　そこが問題だ。あくまで、僕の主観ではある。なおかつ、海さんと顔をつきあわせているのはここ数日の話にすぎない。それでも、海さんが穏やかで優やさしい人物であるということはよくわかったつもりだ。なにしろ、あの九里浜がなついているという強力な物証がある。あいつを手なずけるなど、神仏でも不可能だと信じていたのに。

「突とつ然ぜん話は変わるけど、君は故郷が好きかい？」

「突然ですね」

　そう応じつつ、返答を考える。

「ええ、その……好きですよ。色々と不便なところはありますけど。というか、自分の生まれ故郷を嫌きらう人間がいるんでしょうか」

「そりゃ、いるさ。実際、俺は戸有が嫌いだった」

「……へえ」
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「世間があまりにも狭せまい。どこかの家の醜しゆう聞ぶんが、翌日には村中に広まっている、って感じに。そして大人たちは権力闘とう争そうに明け暮れている。逃にげたくても、子供だった俺にはどこにも行けなかった。いつか大人になったら、こんな村を捨ててどこかよそで生きるんだ、と思っていたものさ」

　正面の大窓の向こうには、倉石山の山やま影かげが広がっている。海さんは、ずっと遠くを見つめ続けていた。

「図らずも、今俺は、子供の頃ころの願いを叶かなえている。でも時折、戸有という住じゆう環かん境きようも良かったと思えてくるんだよ、不思議なことに。手の届かないものを切望するようなものかもしれないけど」

「戸有に戻もどってみたい……と？」

「そうかもね。もっとも、──」

　海さんは、何かを言おうとして口ごもった。山影から僕へと視線を転じる。

「今は戸有より、平磐と沼渡田だ。今は、ここが俺の住んでいる場所なんだから。何が何でも、隕いん石せきは止める」

「もちろんです。隕石を落とさせてなるものか」

　僕の決意の表情を見て、海さんは笑えみを浮かべた。

「ああ。君の力、期待してるよ」

　ごく自然な笑い方だった。山中を歩いていた時の、踏ふみ込みづらいオーラを出していた人とはまるで別人だ。裸はだかになることで、精神的な鎧よろいをも脱ぬいでいるかのようだった。

「それからもう一つ。君は夏月ちゃんのこと、好きなんだろう」

　突然言われて、身体がびくりと反応してしまった。水みな面もに波が立つ。

「あーいや、それはですね、──」

「みなまで言うな」

　海さんは手を伸のばし、僕の肩かたをつかんで湯船に押し込んだ。

「一つだけ忠告させてくれ。君が夏月ちゃんのことを好きならば、決して目を離はなしちゃいけないよ」

「……目を離すな？」

「ああ、一いつ般ぱん論ろんとしてね。夏月ちゃんが何かたくらんでいるとか言うわけじゃないよ。ただ、親しい相手ほど、逆に目が行き届かなくなることがあるからね」

「……そういうものですか？」

「相手のことをよく知っているつもりになる、って思いこみが一番危険なのさ。ことによっては、破は滅めつ的な結果をもたらす。人生の先せん輩ぱいとして、それだけ言っておくよ」

　その言葉には、妙みような重みがあった。ただの世間話としては済まされないような、重みが。

「それは……体験談ですか？」

　問うと、海さんは逆に問いかけるような視線を僕に投げ返した。

「さて、どうかな。ただ、相手の心を完全に知るなんて、誰だれにもできないことだ。想像するより他ほかにない。そして、想像する材料を得るためには、相手を見続けていなくちゃならない。……ってことは、わかるだろ？　一般論として」

　海さんは、強く訴うつたえかけようとしていた。語調はあくまでも穏やかだったが。

「ええ……それは、まあ」

　僕としては、曖あい昧まいに答えるよりなかった。







「もう少しゆっくりしていく」という海さんを残し、僕は一人で風ふ呂ろを出た。

　レストスペースに向かう。窓まど際ぎわ、景色のいいテーブルを選んで、席に腰こしを下ろした。

　喉のどの渇かわきを覚えて、自じ販はん機きを目で探した。自販機の列はレストスペースの端はじっこ、僕の位置からは正反対にあった。

「……先に買いに行けば良かった」

　腰を上げ、足あし下もとに下ろしていたリュックを代わりに置き、自販機に向かう。炭酸飲料を買って、プルタブを開きながら戻ると──

「……ん？」

　テーブルどこだっけ？

　すぐに気がついた。僕のリュックが置いてあるテーブルは、すぐ目の前にあった。ただ、そのリュックの横に、二人の男性が着席している。

　ちぇっ、と心の中で舌打ちする。席確保のためリュックを置いていたのだが。他にも空いている席はいくらでもあるのに、どうしてこのテーブルに座るんだ？

　しかし、それを言い立てるのも大人げない。空いている席があるなら、僕が動けばいい。別のテーブルに移動しよう。

　ところがリュックに手をかけた時。

「勝手に座って、すまないね」

　男性の一人が、僕に声をかけてきた。

　驚おどろいて、僕は男性の顔を見た。

　登山客のわりには妙な格好をしていた。白いシャツに、白いスラックス。履はいている靴くつは革かわ靴ぐつだ。これはどう考えても山登りのための服装ではない。山の恐おそろしさを知らない素人しろうとか？

　男は笑顔を見せた。

「君の姿を見つけたものでね。ちょっとお話がしてみたい、と思ったのさ」

「……はあ？」

　まるで僕のことを知っているかのようなセリフ。一体誰だ？

　笑えみをたたえ続けている口元、人なつこそうな目元、等々見た目の印象は悪くない。むしろ良い。だが同時に、初対面の相手に対する厚かましさも、うっすらとながら感じる。

　隣となりの男性に目をやる。こちらも、僕にじっと視線を注いでいた。眼め鏡がねをかけた初老の男だが、隣りん人じんとは対照的に表情は厳しい。心底を射い貫ぬくような眼光を発しており、灰色のひげの下の口は一文字に結ばれている。髪かみも灰色だ。なぜかアロハシャツを着ているのだが、シャツの胸むな元もとからのぞく筋肉はかなり盛り上がっている。年の割にはかなりのマッチョだ。半はん袖そでから現れた二本の腕うでも、丸太のように太い。アメリカの退たい役えき軍人風味だが、顔つきは見るからに日本人だ。日系人？

「一体、どちらさまでしたっけ」

　白シャツの男性に問いかける。

　白シャツの男性は肩を揺ゆすって笑ってみせた。

「あーいやいや、君が私たちのことを知らないのは当然だ。初対面なのだからね。だが、私は君のことを知っているよ、三鶴城大助君」

「…………」

　何も言い返せなかった。

　内心の疑問を見み透すかすかのように、白シャツの男は自己紹しよう介かいをした。

「私の名は亘理銑十郎、戸有の者さ。……君も名前くらいは知っているだろう？」




　　タマラセビトの戊ぼ辰しん戦せん争そう




　その言葉の意味を理解するのに五秒くらいかかっただろうか。戸有の長おさの唐とう突とつな登場に、僕の思考回路は完全にストップした。

　亘理銑十郎！

　戸有の指導者、そして八阪井三十四の仇かたき。そんな人物が何な故ぜここに……!?

　ということは、連れの老人も魂裸醒だ。気づいて咄とつ嗟さに身構えた。

「あー、そんなに緊きん張ちようしてくれるな」

　亘理銑十郎は、あくまでもおおらかな態度を保ち続けていた。

「やり合うつもりはまったくないよ。ここで騒さわぎを起こしたら、店に迷めい惑わくじゃないか。まあまあ、そこに座りたまえ」

　空いている椅い子すを指し示す。

　しばらく、僕はためらった。

　僕を潰つぶすつもりなら、このように真っ正面からアプローチしてくるはずがない。亘理の言葉は信じていいんだろう。とはいえ、頭でわかっているからといっても、警けい戒かい心しんを解くことはできなかった。

　僕は二人の姿を視界に収めながら、注意深く席に着いた。身体からだの震ふるえを見透かされないよう、祈いのりながら。

　戸有の指導者の魂裸醒の力がいかほどのものか、想像することもできない。まあ少なくとも、僕一人で太た刀ち打うちできるような相手ではあるまい。まな板の鯉こい、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの心境とはこのことか。

　亘理はあくまでフレンドリーに話しかけてくる。

「何か食べるかね？　なんならおごるよ」

　こんな状じよう況きようでものを食えるか！　と反射的に思ったが、

「……いえ、腹は空すいていませんので」

　口ではそう答えるにとどめた。

「そうかそうか。蜂須賀、うどん一人前、買ってきてくれないか？　ちょっと腹が減った」

　亘理は横の男に言葉をかけた。と、アロハシャツの男──蜂須賀は、席を立って食券売り場に向かう。

「さて、改めてこんにちは。三鶴城君」

　胸の前で、亘理は両手の指を組み合わせた。

「こうして会うのははじめてだが、まあ、思っていたより普ふ通つうの少年だね」

「……どうして、僕のことを知っているんです」

「色々と調べさせてもらったのさ。平磐で何が起きているのか、ね」

「『思っていたより普通の少年』だなんて、一体僕を何者だと思っていたんですか」

「よほどの手て練だれだ、と。誰だれだって、ごつい奴やつを想像するだろう？　あの佐さ土ど原はら昌まさ紀きを倒たおした男、と聞かされれば」

　そんなことまで知っているのか!?

　腰こしが浮ういた。変形ロボット型魂裸醒を操あやつる剣けん舞ばい連れんの男、佐土原昌紀を、夏月と葉月と三人がかりで倒したことは、誰にも知られていないはずだ。表向き、佐土原をやったのは八阪井三十四ということになっているのに。

「そうビクビクしなさんなって」

　亘理は友好的な態度を決して崩くずそうとしない。

「君をどうこうするつもりはないと言っただろう。少なくとも、この場ではね。……そんなに私が信用できないかね？」

　薄うす気き味み悪いくらいの軽い口調である。だからこそ、この男には底知れぬ恐きよう怖ふを感じる。心の奥で何を考えているのか、全然つかめない。

　この手の人間を怒おこらせると、何が起きるかわからない。僕は素す直なおに腰を下ろした。

「なんでそれを知っているんだ、とでも言いたそうな顔をしているね、君。私の情じよう報ほう網もうをなめないでくれたまえ。こう見えても私は戸有の長なのだからね」

「一体、何をしに来たんです」

　内心のおびえが声に出ないよう、わざと硬かたい声を出して問う。

「僕をどうこうするつもりがないって言うんなら、何の用です」

「簡単なことさ」亘理は両手を広げた。「スカウトしに来たのだよ、君を」

「……スカウト？」

　予想外の言葉が飛び出てきた。

「そう。君の能力を見込んで、スカウトしに来た。戸有の人間として本格的に働いてみないかね」

「な…………」

　何も言い返せないうちに、亘理はさらに言葉を投げてきた。

「君のことは調べている、と言っただろう。八阪井三千人の隣りん人じんで、彼に付き従って魂裸醒にまつわる騒そう動どうに関かかわっている、と。裏切り者の赤あか池いけ、神かみ山やまを倒して、なんと佐土原まで始末してみせた。これはつまり、君がフロックでない本物の実力を持ち合わせている、ということだ。三千人の人を見み抜ぬく目は大したものだな」

　褒ほめられるのは、決して気分の悪いものではない。だが、この人の言葉に踊おどらされてはならない、と本能が警告を発している。

「君なら、戸有の人間として働くだけの能力を備えている。佐土原を殺したことも、不問に付そう。どうかね？」

「どうかね、と申されましても」

　断るべきだ。しかしどういう言葉を返せばいいのか、わからない。

　まごついている間に、亘理が口を開いた。

「急な話で申し訳ないがね、急いで決めてもらわなければならないんだ。なにしろ、いずれここら辺はクレーターになるのだから。私の申し出を受ける受けないは君の自由だが、受けないのであれば、君は隕いん石せきの下した敷じきとなって死ぬこととなる」

　…………！

「そうだ」僕は亘理をにらみ返した。「どうして、あなたはここに隕石を落とそうとしているんですか」

「知りたいかね？」亘理は眉まゆをつり上げた。「なら、教えてあげようか。就職先の情報を知っておくことはとても大事だからな」

　そう前置きして、亘理は話し始めた。

「理由は色々ある。まず第一に、実験だ」

「実験……!?」

　言葉に怒いかりがこもるのが、自分でもわかった。

「まあまあ」亘理は両手をあげ、僕をなだめるポーズを取る。「とりあえず、私の話を聞いてくれ。……十一年前の隕石落下が、『レッド・ドラゴン』のせいであることは知っているね？」

　僕は黙だまって頷うなずいた。

「あれは、まったく偶ぐう発はつの事故だった。隕石を呼ぶ魂裸醒だ、とは聞いていたが、ウソッパチか、呼ぶとしてもせいぜい大たい気き圏けんで燃え尽つきるかどうかというサイズだろう、と思っていたのでね。……君、戊辰戦争のことは知っているかね」

　またも意外な言葉が飛んできた。

「……教科書程度の知識ですが」

「それは嘆なげかわしいことだ」亘理は肩かたをすくめた。「自分の生まれ育った郷土の歴史くらいは基き礎そ教養として押さえていてもらいたいものだ。ま、旧葛東藩はんは地理的な事情で戦争とは縁えん遠どおかっただろうから、仕方ないのかもしれないが。まあいい、ならば説明しよう」

　亘理は椅い子すに座り直し、語り始めた。

「戊辰戦争ってのは、簡単に言うと明治新政府が旧幕府を討ち果たした戦いだ。だが、特に東北地方の戦争においては、長ちよう州しゆう藩はんの会あい津づ藩はんに対する復ふく讐しゆう、という側面があった。長州は、京の都で新しん撰せん組ぐみにひどい目に遭あわされたからね。東北のその他ほかの藩は、会津に寛かん大だいな処置を嘆たん願がんしたが、新政府側はそれを拒きよ絶ぜつした。だから各藩は奥おう羽う越えつ列れつ藩ぱん同どう盟めいを組んで、新政府軍に一丸となって対たい抗こうしようとした。葛東藩も参加していたはずだよ。この戦争で列藩同盟が勝っていれば、日本の首都は東北地方になっていたかもしれないのだがね」

　歴史を語る亘理銑十郎は、なにやらうれしそうだった。色々と人に説明するのが好きなのだろう。

「だが、実際の所、列藩同盟は圧あつ倒とう的に不利だった。官軍は西洋の近代的武器を揃そろえていたし、兵士の練度も上だった。鳥と羽ば伏ふし見み、上うえ野のと場数を踏ふんでいたからね。そのことは当然、列藩同盟側にもわかっていた。だが、敢あえて戦う道を彼らは選んだ。意地もあったろうが、彼らは勝ち目があると踏んでいたんだ。その強気の源となったのは、当時伊だ達て藩はんに仕えていた秘密忍にん軍ぐんの存在だ。その人々の名はタマラセビト、我々の先祖だ」

「……はあ」

　かつてのタマラセビトが伊達家に仕えていた、とは聞いている。だが、実際にどのような活動をしていたのかは知らない。

　亘理の話に引き込まれつつある。苦々しいが、認めざるを得ない。

「当時のタマラセビトたちの意見は二つに分かれた。積極的に参さん与よすべし、という一派と、勝ち目の薄うすい戦いに出るべきではない、という一派に。結局、好戦派だった当時の村の長おさの一存で、タマラセビトたちは官軍との戦いの準備を始めることとなった。その中にいたのが、この『レッド・ドラゴン』の持ち主、尾お花ばな沢ざわ光みつ義よしだった。ま、もっとも、当時は魂裸醒に名を付けるという風習は存在しなかったんだがね。ただ、あかがねの悪あく竜りゆうを呼ぶ魂裸醒として、彼は恐おそれられていたという」

　あかがねの悪竜。戸有で言い伝えられる、空からやってくるという伝説の魔ま物ものである。その正体は宇宙から飛来する裸ら光こう石せき、隕石だ。地上より裸光が大量に放たれると、宇宙のどこかをさまよっている裸光を呼び込むのだという。

「彼らは、白しら河かわの関せきの攻こう防ぼう戦せんで、尾花沢を投入するつもりだったらしい。あかがねの悪竜を呼び、官軍の上に落とすという作戦をな」

「それはまた豪ごう快かいな……」

「ところが、その作戦は未み遂すいに終わった。いざ出しゆつ陣じん、という直前にタマラセビトの長が変心したんだ。勝ち目無き戦いくさに繰くり出して一族を滅めつ亡ぼうさせるわけにはいかない、とね。結果白河攻防戦は官軍の勝利に終わり、以降列藩同盟はダダ崩くずれだ。最終的には会津城下での殺さつ戮りくやら白びやつ虎こ隊たいの悲劇やらが起こって、列藩同盟は瓦が解かいする。我らの先祖がより積極的に関与していれば、日本の歴史が変わっていたかもしれないのに。惜おしいことだ」

　亘理は手元に置いていたペットボトルを一口飲んだ。

「何が長の心を変えたのか、それはよくわからない。一説には、尾花沢が狂気にとらわれたからという話もある。『竜の声が聞こえる』とか言い出して、理性を急速に失った──とかなんとか。真しん偽ぎのほどはよくわからん。いざとなって腰こしの引けた長が、自己正当化するためにでっちあげた話だと思うがね、私は。……といったところが、レッド・ドラゴンの来歴だ。普ふ通つう、こんな話が信じられるかね？　悪竜を呼ぶ力を持つ魂裸醒がいただなんて。当時、あかがねの悪竜が落ちてきたなどという話などないんだ。だから、私は信じていなかった。十一年前までは、ね」

「ところが、『レッド・ドラゴン』は本当に隕いん石せきを呼ぶ力を持っていた、と」

「そう。あのときはちょっとびっくりしたね」

「ちょっとびっくりした、ですって……!?」

　またも自然と腰が浮ういた。だが、腰が引けたのではない。思わず身体からだが前に出たのだ。

「あの隕石で、五万人もの人々が死んで、もっとたくさんの人々がつらい思いを味わったんですよ！　それを『ちょっとびっくりした』などと……！」

「別に、私が死んだわけではないのでね」亘理はさらりと言った。「ちょっとびっくりした、などと簡単な言葉で割り切って欲しくない？　ならばどう言えばいいのかね。すごくびっくりした？　戦せん慄りつした？　遺い憾かんの意を禁じ得ない？　口ではどうとでも言えるがね、私の正直な感想は『びっくりした』だ。それ以上でもそれ以下でもない。私は、特に自分の気持ちに噓うそをつくことは嫌きらいでね」

　軽い口調は、全然変わらない。隕石災害を語る言葉も、だ。

「あ、いや」亘理はぽんと手を打った。「当時の気持ちは『ラッキーだった』かな。当時は、地下から出てくる裸光の量が増加している時期だった。おかげで、隕石落下はそのせいだということになった。我々が、あかがねの悪竜の伝説をろくに信じていなかったせいだ、と村は判断したのさ。私が隕石を呼んだ、などという可能性は一いつ顧こだにされなかったよ。これがもし裸光の量が減っている時期だったら、どんなことになっていたか考えるだけでぞっとするね。……それより、だ」

　ぐっと身を乗り出し、亘理は熱っぽく語り続ける。

「新たな可能性に気がついた──隕石を自在に落とす能力を手に入れれば、戸有の力は格段に増す、とね。着ちやく弾だん地点とか着弾時間とか隕石のサイズとかを自由に設定できるようになったら、すごいと思わないかね？　だが、そのためには実験しなければならない。どの程度の裸光を集めればどの程度の隕石が呼べるのか、そもそも隕石の大きさと裸光の量は比例するのか。わからないことだらけだからね」

「だから、平磐に隕石を落とそうって言うんですか……！」

　発する言葉に怒いかりがこもる。だが、

「その通り！」

　よくできました、とばかり亘理銑十郎は、笑ってみせた。

「今回は『レッド・ドラゴン』で極力裸光を集めた上で、解き放つ。どれだけ裸光を集められるのか、限界を試ためしたい。そのために、蛍谷窟を是ぜ非ひとも探し出したいと思っているんだよ。八百年分の裸光の吹ふきだまりができているはずだから、そいつを利用したいのさ。……実のところ、『レッド・ドラゴン』の裸光の収集状じよう況きようが、あまり芳かんばしくないのでね」

　うどんを買いに行っていた蜂須賀が戻もどってきた。ドンブリをのせたトレイを、亘理の目の前に置く。

　亘理は「いただきます」と割り箸ばしを割り、うどんをすすり始めた。

「うん、明らかに十一年前の時より収集効率が悪い。これはおそらく、平磐に大量発生した後天性魂裸醒のせいだろう。『レッド・ドラゴン』とて、裸光を完全に独ひとり占じめできるわけではない。私たちも、ほんの少しずつ裸光を吸収しているんだ。あまりに微び量りようすぎて、魂裸醒を発動するには足りないが。一人一人は大したことないが、今の平磐には数え切れないほどの魂裸醒がいる。ちりも積もれば山となる、って奴やつだな。船子もえらいことをしてくれたものだね」

　もしゃもしゃとうどんを咀そ嚼しやくしてから、亘理は話を続ける。

「それが、平磐に隕石を落とす第二の理由だ。平磐の魂裸醒大量発生は、以前からの懸けん案あん事じ項こうでもあったからね。だから、隕石を落として一いつ掃そうしようと思うのさ。『レッド・ドラゴン』の力を実験し、かつ外げ流りゆうどもをみんな殺す。一石二鳥とはよく言ったものだ」

　そう言って、亘理はケタケタと陽気に笑った。が、僕がつられて笑おうとしないのを見ると、

「えーとだね、今のは一石二鳥の『石』と隕石をかけたダジャレなんだが、──」

「冗じよう談だんはやめてください！」

　僕は両手をテーブルに叩たたきつけた。ズガン、と予想外に大きな音が出たが、気にせずにまくし立てる。

「あなたは自分で何を言っているのかわかっているんですか。自分の都合で平磐を滅ほろぼそうって言うんですか!?」

「まあ、そういうことになるね」亘理は認めた。「でも仕方がないだろう。家に巣くうシロアリを退治する一番簡単な方法は、家そのものを焼き払はらうことじゃないかね？　どうせ外流と、なんの力も持たない人間が住んでいるだけなんだ、そんな連中が十万人単位で死のうが、私にとっては痛くもかゆくもないよ」

　そう言って、ずずずとうどんをすすり、どんぶりに口をつけてスープを飲み始める。

「…………」

　絶望が、僕の心にのしかかっていた。この亘理という人物、一見好印象のナイスミドルに思えるが、その実態はとんでもないバケモノだ──人の心を持ち合わせているとは思えない。

　そんな奴が、戸有の指導者。とんでもないことだ──三千人さんがことあるごとに亘理への不満をブチブチ漏もらしていた理由が、やっと理解できた。

「しかしだね」

　うどんつゆを飲み干した亘理は、再びペットボトルの方に口をつけた。

「君だけは助けてあげようと思うのだよ。君は隕いん石せきの下した敷じきになって一生を終えるような人間じゃあない。だからもう一度聞きたい。私の部下として働いてみないかね？」

「断る！」

　僕は即そく答とうした。

「僕は平磐の人間だ。隕石災害以来、十年以上平磐に住んでいる。ここは僕の故郷だ。たしかにどうしようもない田舎いなかで、なんにもないし、交通の利便性は悪いし、冬になるとクソ寒いし、欠点は色々あるけど、僕の大切な故郷だ。それなのにあんたは、ここをぶっ潰つぶそうと言っている。そんな言葉、聞けると思っているのか!?」

　もう、ためらう理由はない──僕は思いのたけをありのままにぶつけた。

　亘理の表情は、何一つ変わらなかった。むしろ面おも白しろそうに口元をつりあげる。

「交こう渉しよう決けつ裂れつってことかね、ええ？」

「……そういうことです」

「うんうん、ならいい。私は手をさしのべた。その手を取る取らないは君の自由だからね」

　亘理は席から立ち上がった。それに従うように蜂須賀も身体からだを起こす。

「……やろうってのか」

「何度も同じことを言わせるな」亘理は息を吐はき出した。「ここでやりあったら店に迷めい惑わくだろう。……君に面白いものを見せてあげよう」

　と、蜂須賀が手荷物の中から双そう眼がん鏡きようを取りだし、僕に押しつけた。

　目をぱちくりさせながら、僕は双眼鏡を受け取った。

「えーと、──」

　亘理は窓に歩み寄った。まぶしい夏の光に照らされた野山を眺ながめ、ある一点を指さす。

「あの辺を見てみたまえ」

　僕は眉まゆをひそめた。なんでそのようなことを要よう請せいするのか、意図がつかめない。ためらいつつ、僕は裸ら眼がんのままで亘理の指の示す先を見やった。

　そこは、登山コースから完全に離はなれた、山の中だった。杉すぎ林ばやしが密生している丘おかの斜しや面めんに、土の色が露ろ出しゆつしているスペースがある。ちょっとした広場になっているようだ。

　その広場に、なにか妙みようなものが立っている。広場の中央にぽつりと立っているそれは、木にしては妙に白っぽく、形もおかしい。なにか別のものか──と考えて、はっと気がついた。

　白い十じゆう字じ架かだ。

　僕は双眼鏡を目に当てた。その推測は正しかった──十字架の磔はりつけ台だいだ。そこに、一人の人間がはりつけにされている。

　佐倉真澄だった。

「な……!?」僕は自分の目を疑った。「なんで佐倉があんなところに!?」

「平磐のことを色々調べた、って言っただろ？」亘理が説明した。「そういうことは、現地の人間に尋たずねてみるのが一番だ」

　道理で昨日今日、佐倉と連れん絡らくがつかなかったわけだ。亘理に捕つかまっていたのか！

　僕は亘理に怒いかりの視線を叩きつけた。が、亘理は手の一ひと振ふりでそれを払いのける。

「さあ、助けに行ってあげたまえ。ほっといたら彼、干ひからびて死ぬよ？」

　……そう、それは亘理の言うとおりだ。僕は双眼鏡を亘理に押しつけ、リュックを担かつぎ、弾はじかれるように駆かけ出した。

　が、あることを思い出して、足がピタリと止まる。

　海さんが風ふ呂ろに入ったきりじゃないか！　ここに亘理たちが残っているというのに、海さんを置いていっていいものか。

　すると、僕の内心を見み透すかしたかのごとく、亘理が声をかけてきた。

「海君のことも、心配したもうな。ここでは彼には手を出さんよ！」

　海さんのことも知っていたのか。

　亘理の言葉を信しん頼らいしていいものか？　しかし、今は信じる他ほかない──急いで佐倉を助けなければ。

　僕は亘理たちに背を向け、客の波をかき分けながら、レストハウスを飛び出した。




　　ＮＮＮＮＲ・ザ・リベンジャーズ




　広場までの道はくねくねとカーブが多く、距きよ離りがあった。が、山道の割に起き伏ふくがほとんど無いのは幸いだった。僕は約十分の道のりを走り抜ぬけ、現地にたどり着いた。

　そこには、奇き妙みような光景が広がっていた。

　杉林の中に、ぽつんと赤土の小さな広場がある。道路敷ふ設せつ工事のための暫ざん定てい的駐ちゆう車しや場じようという風だ。遠くを見やると、レストハウスの全容が見える。

　その広場のど真ん中に、白い磔たつ刑けい台だいがど～んとそびえていた。

「佐倉！」

　佐倉はキリストのごとく両手と両足を釘くぎで貫つらぬかれ、十字架に縫ぬいつけられていた。タチの悪い冗じよう談だんだ。というかこんな十字架、どこから持ってきた？　作ったのか？

　佐倉は気を失っていたが、僕の呼び声に応こたえてほんのわずかに首を傾かたむけた。

「……あ……三助クン……？」

　かなりのダメージを受けているのか、佐倉は口を開くことすらつらそうだった。が、不意にカッと目を見開くと、鋭するどい声を投げる。

「……逃にげて！　これは罠わなよ……！」

　佐倉の声と同時に、僕の背後で殺意がふくらんだ。

「…………!?」

　咄とつ嗟さに、僕は横に飛んだ。

　何かが空気を裂さいて飛んでいく。あらぬ方向に飛んでいくと思えたそれは、急に軌き道どうをねじ曲げると、僕の方に飛んできた。

　その場でのけぞり直撃をよける。鼻先をかすめていったその正体は、分銅、そして鎖だった。

「とうりゃあァァ──!!」

　声の裏返った叫さけびとともに、男が斬きりかかってきた。短い鎌かまを大きく振ふりかぶり、僕の脳天を狙ねらってくる。

「……くそッ」

　僕は幽ゆう体たいを発現させた。僕とうり二つの姿を持った透とう明めいな影かげは、すぐに形を失い、棍こんの形状へと姿を変える。

　僕の魂裸醒、パープル・シックルだ。

　僕は棍で鎌の直ちよく撃げきを受け止めた。がきん、と音を立て、二つの魂裸醒が交差する。

　嚙かみ合った魂裸醒の向こう側にある顔は、──

「フン！　相変わらず反射神経だけはいいようですね！」

「……なに……!?」

　本能的に両腕で棍を押し出し、敵を押し返す。間合いを取り、改めて相対し、敵の姿を観察した。

　背の低い少年だった。黒くろ縁ぶち眼め鏡がねと七三分けの髪かみ型がたとが、一番最初に目につく。いかにもクソ小生意気そうなガキ、とでも言うべき面つら構がまえをしている。

「フッフッフ」少年は不敵な笑えみを浮うかべた。「お久しぶりですね！　三鶴城大助君！」

「おまえ……」僕は驚おどろきの声を上げた。「何な故ぜ僕の名前を知っている!?」

　少年は豪ごう快かいにこけた。

「ちょ、ちょっと！　僕のことを忘れたんですか!?」

「忘れた……？」

　こめかみに指を押し当て、必死に思い出そうとしてみる。

「……いや、初対面だろ？」

「クキー!!」少年はじだんだを踏ふんで怒いかりを表現した。「僕の名前は鈴すず木き二じ郎ろう！　これで思い出しただろう!?」

　鈴木二郎……鈴木二郎……

　…………

「思い出せない。どちら様？」

「ぶっ殺す!!」

　とうとうキレたのか、鈴木とやらは実力行使に出た。頭上で分銅を回転させたかと思うと、投げつけた──地面へ。

「…………？」

　怒りのあまり手元が狂くるったか、と思ったが、そうでないことはすぐにわかった。

　分銅が潜もぐった地点から、ボコボコと地面が盛り上がり始めた。さながら、モグラの移動跡あとのように。それは僕に向かってまっすぐ伸びてきたかと思うと、足あし下もとでいきなり地上に現れ、僕の股また下したを襲おそった。

「なに……!?」

　後ろに飛びすさり、分銅の直撃を避よける。分銅は僕の鼻面をかすめて、頭上に飛んでいった。円えん錐すい形けいという特とく殊しゆな形状の分銅が、高速回転している姿が、はっきりと見て取れる。

　…………

「ああーッ！　おまえ、互ご助じよ会かいの鈴木二郎か!?」

　思い出した！

　今を去ること二ヶ月ほど前、僕が初めて魂裸醒をめぐる戦いに巻き込まれた時の話だ。

　平磐の撲ぼく殺さつ魔まから身を守るため、佐倉がトップとなって結成された、「互助会」という団体があった。メンバーは皆みな魂裸醒、そのうちの一人に鈴木二郎はいた。たしか九里浜の軽トラにはねられて、さらにその後記き憶おく封ふうじと魂裸醒封じをされ、無害な存在となっていたはずだが──

「なんで魂裸醒が使えるんだ!?」

「亘理さんに戻もどしてもらったんですよ！」鈴木は即そく答とうした。「記憶も魂裸醒も！　そして、この僕に屈くつ辱じよくを味わわせた奴やつらに復ふく讐しゆうしろ、ってね！」

　襟えり元もとのボタンを外し、胸むな元もとを見せる。そこには、小さいながらも光り輝かがやく唐から草くさ模も様ようが渦うず巻まいていた。

　過か醒せい紋もんだ！

　なるほど、僕と同様に過醒の力で魂裸醒を発動しているというわけだ。となると、話はますます厄やつ介かいだ。おそらく鈴木の理性は三千世界のかなただろう。まともな言葉で説得できる相手ではない──かつての互助会メンバー、レニーのように。

　すなわち、戦って叩きのめすしかない。しかしこいつには、かなり苦戦を強しいられた記憶がある。鎖くさり鎌がまでがんじがらめにされ、あと一いち撃げきでやられる──というところまで追いつめられた。あのとき生き残ることができたのは、九里浜が軽トラで鈴木をはねてくれたおかげである。

　だが、今は一対一、頼たよれるものはなにもない。

「……やるしかないな」

　決意とともに、僕は鈴木と相対した。僕だって三ヶ月前の僕ではない。自分の成長を信じるんだ──

　その時、ざわざわっと妙みような音がした。強風に木の枝同士がこすれるような音が。

　音源を見やると──七、八メートルはあろうかという杉すぎの木が、僕めがけてまっすぐに倒たおれてきた。

「なに!?」

　突とつ然ぜんのことに一いつ瞬しゆんぽかんとしたものの、このままでは下した敷じきになると気づいて、身を投げる。わずかに遅おくれて杉は地面に落ち、どちゃ、という鈍にぶい音を生んだ。赤土がえぐれて波なみ飛沫しぶきのように飛ぶ。

　と、枝葉をかきわけ、風に乗って、新たな人ひと影かげが飛び出てきた。

「クキェェ──ッ!!」

　怪け鳥ちよう音おんとともに、大上段から日本刀が落ちてくる。体勢を崩くずしていた僕は、横に転がりながら棍こんを頭上に差し出した。

　斜ななめに構えた棍の上を、白はく刃じんが滑すべっていく。その隙すきに、僕は棍を支えに立ち上がった。そして、第二の襲しゆう撃げき者しやの姿を確かく認にんする。

　そこには、頭に浪ろう人にん笠がさを被かぶった高校生がいた。

「おまえは……たしか門かど野の……!?」

　今度は、さすがにすぐに思い出した。浪人笠を被った高校生など、この世に二人といるはずがない。

「久しぶりでござるな！　三鶴城殿どの！」

　サムライかぶれの高校生、門野平へい太た郎ろうが、日本刀の魂裸醒を両手で構えていた。

　よく考えてみれば、当たり前のことだ。鈴木が復活したのなら、門野が復活してもおかしくない。たしか、三千人さんにボコボコにされて全治半年の重傷を負っていたはずだが、「全治半年」というのは、常人であればの話だ。たとえ魂裸醒封じを行われても、魂裸醒の血は体内に残る。魂裸醒に目覚めていなくても回復能力が発揮されるのは、十一年前の伊勢谷たちの例を見るとおりだ。

「クソッ」僕は毒づいた。「二対一でやろうってのか」

「いいや」門野は笠を軽く持ち上げ、僕を直じかに見た。「おぬしは運がよい。実はもう一人いるでござるよ」

　日本刀で、僕の背後を示す。

　門野なら、僕が視線を逸そらした瞬間に斬きりかかる、なんてこともやりかねない。存分に注意を払はらいつつ、慎しん重ちように背後を見やる。

　山道の方から、一人の男が歩いてやってきた。ジージャンジーパンを着用し、両手に鉄パイプを一本ずつ握にぎっている。

「──リヴェンジ──それが俺に与あたえられた──ディスティニー──」

　平磐の暴走集団、ＮＮＲのリーダー、蒲生敏行だった。

「俺たちは──ネオＮＮＮＲ──略してＮＮＮＮＲ──貴様らに復讐するという目的の下もとに集つどった──運命の三人だ──！」

「Ｎの数、ずいぶん増えたな……」

　こいつは、ステフの事件の時に出くわした奴だ。その後行方ゆくえをくらましていたはずだが。

　僕に対して怨えん恨こんを持つ魂裸醒が三名、一堂に会したことになる。彼らは三角形を描えがくように僕を取り囲み、じわじわと距きよ離りを詰つめてきている。

　…………

　大ピンチだ！

　一対一でも勝てるかどうかわからないというのに、一対三で勝てるはずがない。僕は三ヶ月前の僕ではないが、しかしそりゃ無理ってもんだ。

　逃にげなきゃ、と僕の本能は訴うつたえていたが、はりつけにされたきりの佐倉を置いて逃げるわけにはいかなかった。まして、こいつらがすんなりと逃がしてくれるはずがない。

「待ってくれ！」

　僕は叫さけんだ。とりあえず、目に入った門野に対して。

「こんなの、卑ひ怯きようじゃないのか。せめて正々堂々と勝負しろ」

「ハッ！　拙せつ者しやどもの目的は勝負ではござらぬ。復讐でござるよ」

　門野は鼻で笑った。

「大人数をもって小人数に当たる、これは新撰組も公こう認にんの戦法でござる」

　日本刀の切っ先を僕に向けて、じりじりと間合いをはかっている。

「さあ、覚かく悟ごしてもらいましょうかね？」

　鈴木も、分銅をブンブン振ふり回しながら、襲おそいかかるタイミングをうかがっている。

「だから、待ってくれよ」

　なんとか戦せん闘とうを回かい避ひする方法はないものか。今なら、土ど下げ座ざして額を地面に擦こすりつけることもなんなくできそうだ。

「いいえ、待てませんね。……なあに、あなたは何もする必要はないですよ。僕ら三人で、君をあの世に送って差し上げますから。むしろ何も抵てい抗こうしない方が、苦しみが少ないと思いますよ？」

　……誠まことに残念ながら、三人とも僕を殺す気満々らしい。

「なんでだ！」僕は叫んだ。「君たちを病院送りにしたのは僕じゃないぞ！」

　鈴木を轢ひいたのは九里浜であり、門野に全治六ヶ月の重傷を負わせたのは三千人さんであり、蒲生は──そもそも蒲生は怪け我がすら負っていない気がするな。とにかく、僕を殺したいほど憎にくむ理由はないはずなのだが。

「契けい約やくでござるよ」

　答えたのは、門野だった。笠に隠かくれた表情は見えないが、肩かたを軽く震ふるわせているところを見ると、笑っているようだ。

「亘理殿どのは我々の記き憶おく封ふうじを解除した上で、申し出てきたのでござる──復ふく讐しゆうを果たす気があるならば、魂裸醒を蘇よみがえらせてあげる、とな。この契約、履り行こうしない理由があろうか？」

　クソッ。あのおっさん、どこまで僕をもてあそべば気が済むんだ。

　とにかく、こうなった以上、やれるだけのことをやるしかない。ここで倒たおれるにしても、無抵抗で殺されるだなんて冗じよう談だんではない。最後の最後まで抗あらがってやる──！

「もう一つ──いい物を──貸してもらった──」

　蒲生は、ジージャンの胸ポケットからペンダントを取り出した。鎖くさりの末まつ端たんで、十じゆう字じ架かがくるくると回転している。

　十字架の片面に、妙みような細工がしてあるのが見えた。十字の交点に、石のようなものが埋うめ込まれている。石から根が生え、十字架と一体化しているかのようだ。

「これは──外がい醒せい核かく──ソウルジャーに新たなパワーを与える──ワンダーストーンだ──！」

「……外醒核だって」

　あれが、八阪井三十四が言っていた外醒核か。レッド・ドラゴンだけではないということか！

　蒲生は、十字架を首にかけると、魂裸醒を発現した。

「──タイム・トゥ・ハント──狩かりの時間だ──！」

　現れたのは、彼自身の魂裸醒、ゲッタウェイだった。足に、ジェット噴ふん射しやつきローラースケートを装着する。ノズルから煙けむりを噴射して、高速移動を開始した。

「──フフ──スパイラル・ファイヤーを凌りよう駕がする──ニュー・フィニッシュ・ブロウをテイスティングしてもらおうか──！　門野!!」

　蒲生の呼びかけに応じて、門野が磔たつ刑けい台だいに背中側から体当たりをかけた。磔刑台といっても、巨きよ大だいな十字架を地面に突つき刺さしただけのものである。体当たりを食くらうと、十字架は大きく前方に傾かたむいた。

「──アイ・キャン・フライ!!」

　十字架めがけまっすぐ走り抜ぬける蒲生。斜ななめになった十字架を発射台として、蒲生は空へと一挙に駆かけ上った。

　太陽を背に、一いつ瞬しゆん空中に静止したかと思うと、

「『ダガー・ウィズ・ウィング』！」

　ぬばっと翼つばさを広げた。天使のような白い翼を。これが、外醒核によって発現される魂裸醒らしい。

　途と端たん、蒲生から無数の何かが放たれた。

「……なんだこりゃ……！」

　飛んできたのは、白い羽だった。翼から抜け落ちた、無数の羽が僕めがけて飛んでくる。羽は鋭するどく、かすめるたびに僕の肌はだ、服に切り傷をつけていく。

　とても、僕の魂裸醒で防ぎきれるものではない。僕は羽から逃のがれるべく、横に走った。

「ユー・キャント・エスケープ──！」

　蒲生は空中で回転を始めた。両手に握にぎった鉄パイプ、そして両足を精せい一いつ杯ぱいに広げ、不規則に回りながら僕の頭上に落ちてくる。
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「食らえ──デーモン・スパイラル・ファイヤー・アタァァ──ックッ!!」

　食らってられるか！

　僕は思い切り跳とぼうとした。が、

「逃にがしませんよ！」

　鼻先を、鈴木の分銅がかすめた。

　方向転てん換かんを試みるものの、赤土で足がずるりと滑すべった。鎌かまの柄えをついて体勢を立て直そうとしたが──

　その足に、蒲生のパイプが直ちよく撃げきした。

「うがあッ!?」

　遠心力で威い力りよくを増した鉄パイプの一撃は、思いの外強きよう烈れつだった。

　痛みに耐たえつつ、僕は即そく座ざに反撃に転じた。棍こんを振るって蒲生の横腹を狙ねらった──が、着地した蒲生はジェット噴射で急発進、バックして棍を余よ裕ゆうで避さける。

「──フッ──カス当たりか──初見でＤ・Ｓ・Ｆ・Ａを避けるとは──さすがだな──！」

　Ｄ・Ｓ・Ｆ・Ａとは、あの長ったらしい必殺技わざの略りやく称しようらしい。

　蒲生が引くと同時に、入れ替かわるように門野が迫せまる。

「死ねェい！」

　右から左から、袈け裟さ切ぎりにしようと斬きりかかってくる。

　僕は棍を立て、刀を受け止める。門野の剣けん戟げきは力強く、殴なぐられた足首に鈍どん痛つうが走った。

　神経を門野の攻こう撃げきに集中させつつ、心のどこかで別のことを考える──このままではまずい、と。一方的に押されまくりだ。この事態を打開するには、まず三人のうち誰だれか一人を潰つぶさなければならない。流れの中で勝機を見いださないと、──

　突とつ然ぜん、僕の身体からだが宙に浮ういた。

「!?」

　すぐに気づいた。地中を潜もぐって迫りきた鈴木の分銅が、僕の右足にからみついたのだ。気づかずにさらに後退しようとして、自然と僕はバランスを崩くずし、尻しり餅もちをついた。

「フハハ──ッ！」門野は勝利の笑い声をたてた。「我が魂裸醒、『シブミ』の錆さびとなれーい！」

　僕の頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割るべく、輝かがやく白い光が振ふり下ろされる。僕は死を覚悟した。が──

　ドクンときた。
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「…………な……」

　門野は、信じられないものを二つ見た。

　一つは、必殺の一撃が空を切り、地面を裂さくだけに終わったという事実。

　そしてもう一つは、自分の胸から、光る刃はが突き出しているという事実。

　刃と見えたそれは、しかしわずかに揺ゆらいでいた。さながら、ろうそくに灯ともるはかない炎ほのおのように。

　必死に、門野は首をねじり、己おのれの背後に目をやった。

　そこには、つい先ほどまで自分の足あし下もとにいたはずの三助がいた。

　いつの間に背後に回られたのか、まったく気がつかなかった。三助の棍の先せん端たんから現れた刃──鎌の刃が、門野の背中から右の胸へ貫かん通つうしている。

　変化しているのは、魂裸醒だけではない。顔面に、唐から草くさ模も様ようの輝く紋もん様よう──過か醒せい紋もんが張り付いている。その輝きが、三助の顔を根本的に変えていた。先ほどまでの、焦しよう燥そうとおびえの表情は消え失うせている。その代わりに氷のような孤こ絶ぜつ感かん、そして純じゆん粋すいな殺意があった。

　三助は門野の背に足をかけて押し、鎌の刃を引き抜いた。

　胸と背中、双そう方ほうから血が噴ふき出し、よろける門野。

「……貴様ッ、──」

　それでも魂裸醒を抜き、振り向きざまに三助に斬りつける。致ち命めい的てきな傷を負ったにもかかわらず、滑る白はく刃じんは目にもとまらぬ速さで三助の首筋を襲おそった。

　が、三助は軽くかがんで白刃の軌き道どうを見切った。

「遅おそい……！」

　身体を半回転させ、鎌の刃をすくいあげる。

　門野はまったく反応できなかった。下からの一撃は、刀を持つ門野の腕うでを切断する。

「……ッッ……!!」

　悲鳴を上げる門野。

　三助は何ら容よう赦しやしなかった。素す早ばやく鎌を返して、門野を叩き伏ふせる。

　門野は抵てい抗こうもできずに地面に叩きつけられた。そして、そのままぴくりとも動かなくなる。

「まず……一人だ……」

　うつぶせの門野を、三助は蹴けりを入れてひっくり返した。笠かさをむしり取り、門野が何の抵抗もしないのを確かく認にんする。

「……な……門野……!?」

　たった数秒間の逆転劇に、鈴木は目を白黒させた。一体何が起きたのか、鈴木にはわからなかった。瞬まばたきを数度繰くり返すうちに、気がついたら門野が倒たおれていた、という気持ちだった。見れば、三助の足を押さえていたはずの鎖くさりも、いつの間にやら断たたれている。

「──鈴木──まだ二対一だ──！　ＮＮＮＮＲの意地を見せろ──！」

　先に動き出したのは、蒲生だった。呆ぼう然ぜんとしている鈴木を叱しつ咤たしつつ、足から圧縮した空気を噴ふん射しやする。弧こを描えがく軌道を取り、蒲生は一いつ瞬しゆんで三助の側背に迫った。

「──ゴー・トゥ・ヘル──！」

　鉄パイプを片手で振り上げ、速度を乗せて三助に叩きつける。太い鉄パイプは三助の頭蓋を粉ふん砕さいし、脳のう漿しようをぶちまける──

　──はずだった。

「地じ獄ごくに行くのは──」

　三助は大きく身を反らしてパイプに空を切らせると、

「貴様のほうだッ!!」

　大おお鎌がまで蒲生の両足を刈かり払はらった。

　蒲生はすぐさま噴射して逃にげようとしたが、ほんのわずかに鎌の方が速かった。

「ひええェェッ!?」

　悲鳴を上げたのは、端はたから見ていた鈴木だった。

　鎌の刃は、突然勢いを増した炎のごとく、大きく伸のびた。吹ふき上がった白い炎は蒲生の両足首をとらえ、──

　両断した。

「ッッ!!」

　一瞬遅おくれて激痛が走り、蒲生は大きくバランスを崩くずした。魂裸醒を装着した足、膝ひざから下だけが前方にすっとび、蒲生はその場に背中から落ちる。

「ひ……」

　凄せい惨さんな光景を目まの当たりにし、鈴木はすくみ上がった。混乱しつつも、ある事実を悟さとる──こいつには勝てない、と。

　恐きよう慌こう状態は、三助が鈴木を視界に捉とらえたことで、頂点に達した。

「ひああ──ッ!!　ヒィッ、ひぃぃッ」

　ほとんどヤケクソ気味に、鈴木は鎌の方を投げつけた。狙ねらいは大きく外れ、鎌は地面をえぐる。三助は、避さけるまでもなかった。

　が、そもそも狙いは三助ではなかった。

「だから君に預けるのはイヤだったんですよ！　蒲生！」

　鎌の刃が、蒲生の持っていた外がい醒せい核かくペンダントを引っかけていた。鈴木は自分の鎖を手元に引き戻もどし、ペンダントを回収すると、すぐさま魂裸醒ダガー・ウィズ・ウィングを発現した。翼つばさを広げると一気に空へ舞まい上がり、三助に背を向けて全力で逃げ出す。

「それで逃げたつもりか……!?」

　三助は呟つぶやいて、その場で棍こんを掲かかげた。竹刀しないのごとく持ち、はるか向こうの鈴木の背中めがけて振ふり下ろす。

　ゆらぐ刃はが、急きゆう伸しんした。それは光のように一直線に空に伸びて、一瞬で空飛ぶ鈴木を捕つかまえる。

　光は、音もなく鈴木の背中を走った。

「ぎゃッ!!」

　大きな悲鳴を上げ、背を反らす鈴木。光は貫かん通つうこそしなかったものの、鈴木の肉を深く切り裂さいた。ぶあっと血が噴ふき出して、鈴木は墜つい落らくした。頭から無様に地面に落ちる。

　光はすぐに消え去った。三助は己おのれの魂裸醒を消しよう滅めつさせて、──
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「……うううッ」

　突とつ然ぜん、強きよう烈れつな脱だつ力りよく感かんがやってきた。めまいがして、目の前が真っ白になる。つい、その場に膝をついてしまった。

　まただ──この脱力感。過醒状態に陥おちいった直後にやってくる、反動だ。立ちくらみの強烈なやつに襲われた状態になり、一瞬何もわからなくなる。心臓が炸さく裂れつしそうな動どう悸きが胸を打つ。

　一息置いてから、思い出す。ついさっきまで自分が三人の敵意あふれる魂裸醒に囲まれていたことを。

「…………」

　しかし、慌あわてて立ち上がる必要はなかった。周囲の静けさが、もはや危険はないことを示している。ゆっくりと、僕は頭を上げた。

　まず最初に目に入ったのは、一ひと揃そろえのブーツだった。地面に無造作に投げ出されている。なんでこんなところにこんなものが、と思いかけて、不意に気づいた。

　それはブーツではなく、足だった。膝のあたりで断たたれた、本物の足。

　よく見れば、そのすぐそばに、蒲生が倒たおれている。蒲生は足を刈り取られていた。

「…………!?」

　慌てて周囲を見回す。さらに二人の少年が転がっていた。門野はすぐそばに、鈴木は遠くに。どちらも刃は物ものによる深手を負い、派手に出血して倒れていた。意識があるとは思えない。

「全部……全部僕がやったのか……!?」

　信じられない光景を目にして、呟いた。

　だが、間ま違ちがいなく、僕がやったのだ。過醒中のことは、霞かすみがかかったようではあるが、はっきりと覚えている。怒いかりの赴おもむくままに、僕は魂裸醒を振るった。

「……なんてことだ……」

　たしかに、同時に三人を相手にして、常態の魂裸醒では勝てなかっただろう。彼らは僕を殺す気で襲おそいかかってきた。この戦いは殺やるか殺られるか、それだけだった。

　……いや、それはただの自己正当化だ。たとえ自分が生き延びるためとはいえ、ここまでする必要があったのか？　三人を殺すだなんて、──

「──うぐああ──ッ」

　その時、蒲生がうめき声を上げだした。どうやら、死んではいなかったようだ。が──

　蒲生は苦しみに表情をゆがめ、もがいた。それは、どうも足の痛みから来るものではない。

「ぐうう──なんだ──熱い──!?」

　胸をひっかき、胸むな元もとを露ろ出しゆつさせる。過醒紋もんが現れているあたりを。

　と、その過醒紋がひときわ強烈な光を放ったかと思うと、はっきりとうごめいた。

「なに……!?」

　過醒紋は盛り上がると、蒲生の胸から離はなれ始めた。そして一定の形を取る──竜りゆうの首のごとき形を。

「『レッド・ドラゴン』!?」

　以前に見たことがある。亘理義顕とその連れ、高神を食くらった、竜の姿を取る魂裸醒だ！

　竜は蒲生の胸から現れ出いでると、すぐに急降下して蒲生の顔面に嚙かみついた。すると、蒲生の姿が輝かがやき始める。

　蒲生の身体からだが、裸ら光こうに転てん換かんされている。竜は、強制的な過醒死を蒲生にもたらしていた。

「な……これは……！」

　門野と鈴木の身にも全く同じことが起こっていた。

　直感的に悟さとった──あらかじめ、彼らの身体にはレッド・ドラゴンが仕込まれていたのだと。レッド・ドラゴンが、彼らを過醒状態に駆かりたてていたのだ。地上からの裸光がほぼ吸収できない状態にあって、魂裸醒が使用できるように。

　しかし今、彼らは僕に倒された。宿主が弱り切っていることを感じ取り、竜は宿主を見捨て、エサにしている。肉体を裸光に変へん換かんし、隕いん石せきを呼ぶためのエネルギーとして蓄たくわえようとしている。

「このっ」

　僕は棍こんを出して、竜を潰つぶしにかかった。竜は棍にあおられると、弱い炎ほのおのように揺ゆらいで消えた。ちりぢりになって、空に消えていく。それでも蒲生の裸光転換は止まらず、しまいにはジージャンジーパンだけを遺のこし、この世から消えてしまった。

　門野と鈴木を食らった二匹ひきの竜は、こちらに向かって飛んできた。僕に襲いかかるのか、と思ったら手前で方向転換、遺された蒲生の足に嚙みついた。残り物まできれいに平らげてから、空に消えていく。

　そして、広場には静せい寂じやくが戻もどった。

「……なんてこった」

　僕のつぶやきは、寂さびしく響ひびいた。

　どうかしている──亘理の奴やつ、ここまでするとは。いや、そもそもあいつは十万単位での殺さつ戮りくの準備を行っている。三人の命など屁へとも思っていないはずだ。

「なんであんな男が戸有の指導者におさまっているんだ……？」

　あの男をのさばらせてはならない。そんな思いが、わき上がってくるのを感じる。

　亘理がここに姿を現したということは、彼らも蛍谷窟を探しているということだ。急がなくては──

「と、その前に」

　まずは佐倉だ、と身体の向きを変えて──僕は息を吞のんだ。

　真っ白だったはずの十じゆう字じ架かが、赤く染まっていた。

「佐倉!?　佐倉!!」

　僕はできる限り全力で、十字架のもとに寄った。まだ脱だつ力りよく感かんが抜ぬけていないので、足取りはよたよたとしていたが。

　佐倉は気絶していた。身体の前面をばっさりと斬られていた。おびただしい鮮せん血けつが滝たきのように流れ、十字架までを赤く彩いろどっている。

「誰だれが……門野か……!?」

　この傷から推察されるのは、門野の魂裸醒だ。が、門野にそんな暇ひまはなかったはずだ。僕の理性が飛ぶ以前は佐倉は何ともなかったはずだし、僕の理性が飛んだ瞬しゆん間かんには門野は僕に胸を貫つらぬかれていた。

　鈴木の小さな鎌かまでこれだけの傷ができるかと言えば疑問だし、蒲生となると問題外だ。鉄パイプで人を斬きるなんて、さすがに無理がある。

　となると必然的に、犯人は残った人間ということになる。

「…………」

　愕がく然ぜんとした。

「僕だ……」

　蒲生の足を刈かった時だ。鎌の刃はが思ったよりはるかに伸のびて、蒲生の後方、一直線上にいた佐倉までをも傷つけたに違ちがいない。

「……冗じよう談だんだろ……？」

　全然気づかなかった。知らないうちに、僕は佐倉を殺そうとしていた。佐倉が死なずに済んだのは、僥ぎよう倖こう以外の何ものでもない。

　佐倉の手足は、五ご寸すん釘くぎによって十字架に縫ぬいつけられていた。かなり本格的なはりつけだ──などと感心している場合ではない。釘の頭を指で押さえて引っこ抜いてみようと試みるが、全然抜ける気配がない。指先が痛いだけで、釘はびくともしなかった。

　手足を強ごう引いんに引っこ抜くという手もあるが、それは佐倉がかわいそうだ。釘の頭はかなりでかい。

　パープル・シックルで釘の頭の部分だけ切り取れば、と思ったが、すぐにその考えを振ふり捨てる。

　今魂裸醒を使って、暴走しないという保証があるか？　今の僕なら、佐倉にとどめをさしてしまってもおかしくはない。

　…………

「……夏月に、釘くぎ抜ぬきを持ってくるように連れん絡らくするか……」

　夏月に相談するのが一番だ。亘理のことも、教えなくてはならない。僕は携けい帯たい電話を取り出した。山の中ではあるが、幸いアンテナは立っていた。近所にレストハウスがあるためだろう。

　レストハウスといえば、海さんとも連絡をつけなければ。この後に海さんに電話だな、などと考えつつ、僕は電話帳で夏月の名を探した。
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　　幕間




「……ほほう。あの少年が勝つとは、驚おどろきですな」

　双そう眼がん鏡きようを目から外して、蜂須賀は言った。

　レストハウスの食事コーナーの片かた隅すみに、亘理と蜂須賀は腰こしを下ろし続けていた。

　蜂須賀の隣となりに座る亘理は、窓の外を見ていなかった。彼の視線はすぐ手元に注がれている。

　そこにあるのは、二十センチ角の平べったいプレート状のものだった。亘理の手元に、物理法則を無視して浮うかんでいる。

　その表面には、画像が映っている。過か醒せい後の反動に苦しみ、地面に膝ひざをついている三助の姿が。

　不意に、表面に線が走った。画像を一センチ角の正方形に分かつ、縦横の線が。

　プレートはその線に従って分ぶん裂れつし、そして雲うん散さん霧む消しようした。あとには何も残らない。

「夕日の光が強くなってきた。見ていられんな」

　亘理は頭をもたげ、窓の外を見る。

　太陽は西の空にあり、山の端はしにかかろうとしていた。真っ赤な夕暮れがこれでもかとばかり広がっている。快晴は明日も続くらしい。

　目を細めて、美しい夕空を堪たん能のうした後、亘理は蜂須賀に目を向けた。

「……ほら見ろ、私の言った通りだったろ。今の彼なら、あの程度の敵など軽く退しりぞけるだろう、とね」

「いかにも」

　いかめしい顔をしたまま蜂須賀は頷うなずいて、亘理の言を認めた。

「ま、彼にはもう少し動いてもらわなければ困りますからな」

「その通り。……私の勝ちだな。テーブルの上のチョコレートは全部私のものだ」

　テーブル上には、三枚の板チョコが置いてあった。亘理はそれに手を伸ばし、包装を剝はいで、直接かぶりつく。三助が勝つか三人組が勝つか、二人で賭かけをしていたのだ。

　窓の外から、ふよふよと何かが飛んできて、亘理のもとに寄った。

　腕うで輪わサイズの、輪っかだった。幅はばは一センチほど。その輪っかに、ペンダントが引っかかっている。根の生えた石が埋うめ込まれている十じゆう字じ架かのペンダントが。

　亘理は無造作にペンダントを回収した。と、腕輪も一センチ角の正方形に分裂したのち、ぱっと消え去った。

「銑十郎様、あれを──」

　蜂須賀が小さい声で言って、顎あごで小さく横を示した。

　目の動きだけで、亘理もその先を追う。

「……大助君、どこに行ったんだ……？」

　そこには、風ふ呂ろ上がりの二志名海が立っていた。人ひと込ごみの中から三助の姿を捜さがし出そうと、あちこちにきょろきょろと顔を向けている。

「どうします」

　蜂須賀は尋たずねた。

　が、亘理は首を横に振った。

「どうもしない。海君はもう記き憶おくを取り戻もどしているんだ。今となっては、彼一人だけを殺しても意味がない。泳がしておくが吉きちさ──彼の支し援えん者しやを一いち網もう打だ尽じんにするためには。それに、三鶴城君に『彼には何もしない』と約束したんだしね。それに、実は一花とも約束している」

「……一花様と？」

「そう。『海お兄ちゃんは私が仕留めるから、手を出さないで』ってね。娘むすめとの約束を裏切るわけにはいかないね」

「さようですな」

　納なつ得とくして、蜂須賀は椅い子すに身を沈しずめた。

　三助を捜して、海はレストスペースの内外を歩き回った。が、姿が見つかるはずもない。そして、亘理たちの姿にも気がつかなかった。そうこうしているうちに、胸ポケットの携帯電話が震ふるえ出す。静かに会話できる場所を求め、海は姿を消した。

「誰だれかに呼ばれたようだな」亘理はそう判断した。「……さて、私たちもそろそろ動くとするかね」

「参りましょうか」

　和して、蜂須賀は席を立った。

「海君は一花に任せておけばいい。私にも、倒たおすべき標的がいる」

「……八阪井三十四ですね」

「その通り」

　亘理は認めた。

　なんとしても、自分の手できっちりと八阪井三十四を殺しておかなければならない、と亘理は考えていた。十一年前のミスを起因とする因いん縁ねんに、ケリをつけるために。

　あの時のことは、今も昨日のことのように覚えている。隕いん石せきによる大だい破は壊かいの直後に、大型台風がやってきていた。すさまじい降雨の中、亘理は八阪井三十四と五月、そして三十四に犬コロのように付き従っていた少年とを打ち伏ふせた。あの男は、亘理が隕石を落としたということを感づいていた。だから、あの場で始末しなければならなかった。

　かろうじて意識を保っていた三十四に、亘理は外がい醒せい核かくとレッド・ドラゴンのことを色々と教えてやった。知識をひけらかしたがるという悪い癖くせが、あの時も出た。どうせ今から三十四は死んでいくのだから、少々のことは教えてもいいだろうという気になっていたのだ。

　ところが、予想外の事態が起きた。突とつ然ぜんすぐそばの岩山が音を立てて崩くずれたかと思うと、いきなり激しい濁だく流りゆうが押し寄せてきたのである。

　あとで知ったところによると、その時近くで大きな土ど砂しや崩くずれが起きていたらしい。土砂が川の流れを塞ふさいだため、川の水は新たな迂う回かい路ろを求めた。そこが、亘理たちのいた場所だった。

　反射的に亘理は五月の身体からだをすくい上げ、逃にげた。それ以上のことはできなかった。亘理が退たい避ひしている間に、三十四と少年の姿は濁流の中に消えていった。

　これでよし、と亘理は判断した。あのすさまじい奔ほん流りゆうに吞のまれて、生き延びられるはずがあるだろうか？　だが、八阪井三十四は生きていた。そして、戸有内乱という事態を引き起こした。責任の一いつ端たんは、亘理にもある。

　もう一つ、あの時五月を濁流の中に捨てなかったことも、話をややこしくした。五月を濁流から救ったのは、まったくの気まぐれだった。彼女も殺しておかなければならないところだったが、その後五月は意識を取り戻すことなく昏こん睡すいし続けた。結果オーライ、と亘理は五月を戸有の療りよう養よう所じよに押し込んだ。かつて彼女は亘理のプロポーズを断った女だ、生きているとも死んでいるとも言えぬ宙ぶらりんの状態で醜しゆう態たいを晒さらし続けさせるのも一興だ、と考えて。

　当時は、すべてが亘理のために都合良く事態が動いている、と思っていた。それがすべては亘理の首を絞しめる罠わなだった、とその七年後に気づかされるハメになったのだが。

　二度と過あやまちを繰くり返してはならない。平磐に隕石を落とせば、平磐市民はあらかた全ぜん滅めつする。だがその中に三十四がいるとは限らない。いや、濁流に吞まれながらゴキブリのごとく生き延びた奴やつだ、隕石の下した敷じきになるなどというヘマはやらないだろう。

　自分の手で、確実に八阪井三十四を殺す。疑いの余地が残らないよう、完全に。これだけは、自分でやらなければならない。

　亘理は、うどんのどんぶりをのせたトレイを持ち上げた。返へん却きやく口ぐちに持って行こうとして、その近くに人だかりができていることに気づく。

「……あれはなんだろう」

「見てみましょうか」

　興味を引かれた二人は、そちらへ向かった。

　返却口の横手に、大型テレビが設置されていた。集まった人々は、放送中のニュースを凝ぎよう視ししている。

　人だかりの後ろから、亘理は背せ伸のびしてのぞき込む。それは普ふ通つうのニュースでなく、臨りん時じ速報だった。

「……繰り返します。本日午後四時三十分頃ころ、平磐駅付近を走っている東北新幹線が爆ばく発はつ事故を起こしました……」

「なんと」

　亘理は眉まゆをつり上げた。

　テレビの画像は、現場中ちゆう継けいに移った。現場レポーターは、遊水池の堤てい防ぼうに立っていた。新幹線の高こう架かは、平磐の水田地帯を南北に走っている。堤防からかなりの距きよ離りだが、高架はレポーターの背後にはっきりと見えた。高架の橋きよう脚きやくが一本丸ごと無くなり、数十メートルにわたって崩ほう落らくしていた。

「私の背後をご覧下さい！」現場レポーターは、明らかに興奮していた。「あれが、爆発事故が起こったと思われる地点です！　新幹線はもちろん、橋脚そのものが無くなっており、爆発の激しさを物語っています……！」

　カメラが寄り、高架にズームインされる。高架は自重で折れ曲がり、その先せん端たんは高架下の草むらに突つっ込んでいた。

　崩れた高架の上には、新幹線がのっている。新幹線の車列は二つに分断されており、まるで巨きよ人じんに途と中ちゆうからねじり切られたような姿を晒していた。

「爆発事故だと？　そうは見えないが……」

　亘理は素す直なおな疑問を口にした。爆発事故にしては、妙みように現場は整然としていた。瓦が礫れきの山やら新幹線の破は片へんやらがもっと散乱していてもいいのではないか？

「これは」蜂須賀が口を挟はさんだ。「あの兄きよう妹だいの仕し業わざではありますまいか」

「あ」亘理は納なつ得とくした。「なるほど。あいつらが試ためし撃うちをしたんだな。まったく、迷めい惑わくなことをしでかす奴らだねえ」

　うんざりとした口調を装よそおうが、その表情はさして深刻ではない。テレビに背を向けて、亘理はレストハウス出口に向かった。蜂須賀はトレイを返却口に置いて、亘理を追った。




　　海の拳こぶし




「これが、──」

　広場の中央に積み上げられた服の山を見て、夏月は絶句した。

　三人分。蒲生と鈴木と門野とが、地上に遺のこしていった服だ。ほっときっぱなしにするのも良くない、と思ってとりあえず一つの山にまとめた。一番上には、門野の被かぶっていた笠かさを置いてみた。

「…………」

　僕の説明を聞くと、九里浜ですら顔面蒼そう白はくになった。

　まぶしい西日の中、僕は夏月と九里浜と向かい合って立っていた。別地区を捜そう索さくしていた二人は、僕の電話を受け、軽トラで駆かけつけてきたのだった。

　すぐそばには、同じく電話で呼んだ海さんが、十じゆう字じ架かから降ろした佐倉のもとにひざまずいている。

「彼は大だい丈じよう夫ぶだ──出血のわりに、傷は浅い。この程度なら、魂裸醒の治ち癒ゆ能力で問題なくカバーできるだろう」

　しかし、海さんの顔は決して明るくはならなかった。

「どうやら、俺は亘理の奴と入れ違ちがいになったらしいな。あいつも、蛍谷窟を求めてこの辺をうろついているのか」

　海さんは言った。その苦い表情は、亘理の存在に全く気づかなかった己おのれを責めているかのようだった。

「そのようですね」夏月は同意した。「急いで蛍谷窟を見つけ出さなければなりませんね……」

　唇くちびるを嚙かんで、長く伸のびる自分の影かげに視線を落とす。

「その前に、聞きたいことがある」僕は夏月に尋たずねた。「魂裸醒封ふうじってのは、短時間で済むものなんだろうか」

「は？」

　質問の意図がつかめずに、夏月は一いつ瞬しゆんぽかんとした。

「それは、どういうことなんですか？」

　ちょっと間を置いてから、僕は決心して言った。

「僕の魂裸醒を、封じて欲しいんだ」

「な…………！」

　夏月も九里浜も、同様に絶句した。

「それって、もう過か醒せい紋もんが限界に……!?」

　夏月の言葉に、僕は首を横に振ふった。

「いや、限界はまだだ……と思う」

　シャツのボタンを外し、胸むな元もとを外気に晒さらす。過醒紋は日に日に巨大化していたが、上じよう端たんはまだ首の付け根あたりに留とどまっている。まだ、着衣で普ふ通つうに隠かくせるサイズではある。

「でも、もうダメだ」僕は本音を漏もらした。「過醒の力は強大すぎる。僕には、……制せい御ぎよする自信がない」

　積まれた服の山に視線を落とす。竜りゆうは、彼らの血の一ひと滴しずくまでもを食くらっていった。だから、服自体はきれいなものである。せいぜい、土つち埃ぼこりをかぶっている程度だ。しかし、ざっくりと刈かられたジーパンの裾すそ二本、シャツにあいた穴など、僕のやらかした行こう為いの跡あとははっきりと残っている。

「ちょ、ちょっと！　どうしちゃったのよぅ、三助」

　九里浜が僕の肩かたを揺ゆする。

「君らがここに来る間、ずっと考えていたんだ」

　僕は九里浜の手を押し戻もどした。

「三人と戦っていた間のことを。はじめのうちは、まだ理性を保っていられた。でも、ダメだった。理性が消し飛んで、相手を叩たたきのめし、斬きることに、喜びすら見いだしていた。そして、しまいには佐倉を斬った。しかも無意識のうちに、だ」

　そして、自分の手をじっと見つめる。

「過醒の影えい響きようは日に日に増している。実感として感じているんだ。この力は、いずれ僕の手には負えなくなる。今ですら、こんな体ていたらくだってのに。過醒を制御しようなどと考えたのが間ま違ちがいだったんだ」

　僕は夏月に向き直った。

「だから、僕の魂裸醒を封じて欲しい」

　みんなのためにも、僕のためにも、こうするのが一番いい。決意を込めて、僕は夏月に言った。

「そ……そうですか──」

　僕の魂裸醒を封じることを主張していた夏月が、ためらいを見せる。僕が突とつ然ぜん意見を転てん換かんしたことに驚おどろいているのだろう。

「……手間は、大してかかりません」

　少々うろたえた夏月だったが、少し間を置いて落ち着く。

「でも今すぐこの場で、というわけにはいきませんから、一いつ旦たん別べつ荘そうに戻って──」

　ところが。

「ちょっと待ったァァ──ッ！」

　鉄てつ扇せんを振るいつつ、九里浜が割り込んできた。

「あたしは反対！　三助の魂裸醒を封じることには断固反対！」

　ぬっと手を伸ばすと、僕の襟えり首くびをつかんで持ち上げた。

「なに情けないこと言ってるのよぅ！　三助！　今魂裸醒を捨てるってことは、敵前逃とう亡ぼうと同じことよ！　あたしはそんなこと許さないかんね！」

　顔をすぐそこまで近づけ、鬼おにの形相で訴うつたえる。

　僕は、目をそらすしかなかった。

　が、九里浜は鉄扇を僕の頰ほおに当てると、力を入れてうまい具合に正面を向けさせた。

　九里浜と至近距きよ離りからにらみ合う格好になる。髪かみ型がたがいつものツインテールに戻っていることに、はじめて気がついた。

「前に言っていたことと、まるきり違うじゃないのよぅ！　過醒の力を制御してみせるって言ってたじゃない！」

「そうだな」九里浜の言葉を、僕は認めた。「だけど、もうどうしようもない。佐倉が見えないのか」

「佐倉は死んでないでしょ！　あいつだって毎度毎度死にかけるような大おお怪け我がをしてきたじゃない。ほっとけばまた元気になるわよぅ。生命力はゴキブリ並みなんだから」

　さすがに勢いに乗ってひどいことを言ったと思ったか、九里浜は言葉に詰つまった。しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと、僕の肩をつかんで揺さぶる。

「三助！　あんた、本当に魂裸醒を捨てる気なの!?」

　僕は何も言い返せなかった。

「……ちょっと、いいかな」

　横から、海さんが声を投げてきた。九里浜の肩に手を置く。

　渋しぶ々しぶながら、九里浜は一歩退いた。代わって、海さんが僕の正面に立つ。

　僕をじっと見み据すえたまま、海さんは黙だまり続けていた。

「…………？」

　誰だれもがその意図を不ふ審しんに思い始めた時。

　不意に海さんは右みぎ拳こぶしを固めると、僕の顔面を思い切り殴なぐった。

　鈍にぶい衝しよう撃げきとともに、世界が歪ゆがんだ。

「……海さん!?」

　夏月と九里浜が同時に声を上げたのが聞こえた。

　目に星が飛ぶとはこのことか。気がついたら、僕は赤い夕焼け空を見上げていた。顔面にパンチをもろに食くらい、仰あお向むけになっていた。

　顔面の痛みより、殴られたことへの驚きの方が心を支配していた。僕は上半身だけ起こし、海さんを見た。

　海さんは僕のそばにひざまずくと、襟首をつかんで引き寄せた。今度は頭ず突つきが来るのかと思ったが、

「どうして、自分を信じようとしない？」

　飛んできたのは、叱しつ咤ただった。

「君は、過か醒せいの力を制せい御ぎよしてみせるって誓ちかったんだろ？　だったら、その誓いを貫つらぬき通すのが男ってもんじゃないのか？　たかが一度や二度、制御に失敗したからってあきらめるのか」

「それは、……」

「君ならできる──なんて安やす請うけ合いはできないが、試みることを放ほう棄きすれば、可能性はゼロになる。それでいいのか？　故郷に隕いん石せきが落ちるのを黙って見ている──それでいいのか？」

「…………」

「ここで逃にげれば、あとで絶対に後こう悔かいする。絶対に、確実に、必ずに、だ。後悔ってのは、決して消えない傷だ」

　突然、海さんは首のチョーカーをぐいと引き下げた。下から、例の傷きず痕あとが姿を現す。

「あとからどれほど悔くいたところで、傷を消すことはかなわない。だからこそ、後悔は永遠に自分を苛さいなみ続ける。そんなものを作ってはいけないんだ。今がつらい時であることはよくわかる──だが、乗り越こえなければならない」

「乗り越える……」

「過醒紋もんは、まだ限界には達していないんだろ。ならば、君には限界まで戦う義務がある」

　海さんの言葉には、熱がこもっていた。人の心を突つき動かそうとする、熱が。

　長いこと海さんは僕を睨にらみ続けていたが、チョーカーを元の位置に戻もどすと、夏月に頭を下げた。

「頼たのむ。彼の魂裸醒封ふうじはもう少し待ってくれ」

「それは、──」

　何か言いかけたところで、携けい帯たい電話の着信音が鳴った。

　夏月はすぐさま電話を取り出し、通話を開始した。

　ほんのわずかに顔をしかめたところを見ると、相手は葉月であるらしい。が、そのしかめ面つらは、ほんの数秒のうちに驚おどろきへと変わった。

「……本当ですか!?」

　せっぱ詰まったような声に、僕たちは夏月を注視する。

　その後、二、三の言葉を交かわした後、夏月は電話をしまった。僕たちに向き直って、興奮を無理に抑おさえたような声で告げる。

「──蛍谷窟らしき場所が、みつかったようです」

「なんだって……!?」

　葉月が担当していたのは、奥州オーストラリア村だ。つい先日、亘理義顕と戦った場所でもある。実はあそこが問題の場所だったというのか……？

「急ごう」海さんが言った。「佐倉君はどうする」

「軽トラに乗せて」九里浜が申し出た。「みんなも荷台に乗って。みんなを送ってから、佐倉を別べつ荘そうに連れて行く」

「大助君は、──どうします」

　夏月は、ためらいがちに僕を見た。

　少し考えてから、僕は答えた。

「……僕も、行く」

　言った途と端たん、海さんが小さくながらも笑えみを浮うかべるのが見えた。九里浜がほっとしたような顔を見せるのも。

「さっきの言葉は、さしあたり撤てつ回かいする。もう少し、考えさせて欲しい」

　ただ一人、夏月は複雑な表情を浮かべた。が、すぐに引き締しめると、

「……わかりました。じゃあ、一いつ緒しよに行きましょう。でも、本当にまずいとなった時は、容よう赦しやなく止めますからね」

「それでいい」

　承しよう諾だくして、僕は軽トラに向かった。今いま頃ごろになって、頰ほおがじんわりと痛んできた。




　　八百年の眠ねむりの地




　奥州オーストラリア村──正しく呼ぶならば、奥州オーストラリア村予定地だが──の敷しき地ちは、アホみたいに広い。

　奥州オーストラリア村の計画は、バブル経済期に立てられたものだ。広大な森林を整地して牧草地帯にし、農場型テーマパークにするという一大計画だったそうだ。だが、バブル経済は崩ほう壊かいし、奥州オーストラリア村計画は頓とん挫ざを余よ儀ぎなくされた。

　以来、予定地は半はん端ぱに開発された状態のまま、十年以上放置されている。土地の権利が色々複雑なのと、当時計画に参加していた自治体三つが三つとも、平磐市もしくは沼渡田市に吸収合がつ併ぺいしたという事情があり、誰だれもそう易やす々やすとは手をつけられないらしい。

　一応立ち入り禁止という看板は出ているが、自由に出入りすることはできる。もちろん、リスクは負わねばならない。中に棲すんでいる獣けもの　──熊くまとか蛇へびとか蜂はちとかツツガムシとか──に襲おそわれる可能性があるというリスクを。実際の所、チュパカブラやらジャージーデビルやらが人知れず棲すんでいるとしても不思議ではない。これだけの広大な生活空間があれば。

　僕たちは、九里浜の軽トラが完全に停車するのも待たずに、荷台から飛び降りた。

　そこは、以前来た時とは正反対の入村ゲートだった。以前はトーテムポールのある入り口側で戦ったのだが、こちらに立っているのはモアイ像である。

「トーテムポールよりは、まだオーストラリアに近いかな」

　僕は呟つぶやいた。どういうわけだか、村の各入り口にはオーストラリアとは無関係なシンボルが立っている。たしか別の入り口には巨きよ大だいマトリョーシカがあったような気がする。

「それじゃ、任せたよ！」

　軽トラの運転席から身を乗り出し、九里浜が声をかけた。助手席には、まだ意識を失ったきりの佐倉が力無く座っている。九里浜が軽トラを急発進させると、佐倉の頭がガクンと揺ゆれた。軽トラはキョリキョリと音を立てて急速回頭、あっという間に走り去っていった。

「さ、俺たちも行こう。……葉月ちゃんはこの奥にいるんだな？」

「ええ」

　夏月は短く答えて、村の奥へ向かって駆かけ出し始めた。海さんと僕は、そのあとに続いた。

　村の敷地内は平らだったが、雑草が伸のび放題になっていた。その上日は暮れて視界は暗く、足あし下もとが見にくい。進路に十分な注意を払はらいながら、僕たちは走りに走った。

「どの辺でしょうね……」

　先頭の夏月が呟いた時、前方でガサガサ、と何かが雑草をかき分けて進む音がした。反射的に僕たちは足を止めた。蛇か？

　だが、その正体は、蛇とは似て異なるものだった。鎌かま首くびはコブラのように見えたが、身体からだのラインは非生物的な直線である。

　ネクタイだった。

「よう！　よく来たな！」

　そのさらに奥から、そのネクタイの主、長坂が姿を現した。ネクタイは長坂の魂裸醒、ナイン・トゥ・ファイブマンだった。

　裸ら光こう石せきを持っていない長坂は、魂裸醒を使用できないはずだ。それが使用できている、ということは──

「大助君、ちょっとこれを」

　夏月は自分の裸光石ペンダントを外し、僕に手て渡わたした。そして、精神統一を行う。

　すると、すぐに幽ゆう体たいが現れた。夏月とうり二つの、半はん透とう明めいな影かげ。それは形を失うと夏月の手足にまとわりつき、魂裸醒ブルー・ハンマーに姿を変えた。

　驚おどろきの瞳ひとみでもって、夏月は己おのれの魂裸醒を見つめた。ペンダント無しで魂裸醒が発現できるということは、大地から裸光が発生しているということだ──レッド・ドラゴン発動下であるにもかかわらず。

「おーい！　こっちこっち～！」

　長坂のさらに背後から、葉月の声が飛んできた。その声のする方向へ、僕らは走った。

　視界の先にある小さな山は、近づくにつれて徐じよ々じよに大きな壁かべとなっていった。ブナの森に覆おおわれた丘おかが、僕らの目前にそびえていた。葉月は、その森の入り口の所にたたずんでいた。

「ここッスよ！」葉月は叫さけんだ。「ここから裸光が放たれてる。間ま違ちがいないッス」

　葉月の言葉を疑う理由はなかった。裸光は目に見えないものではあるが、僕にもはっきりとわかる。地上から立ち上る裸光の奔ほん流りゆうが、確実に感じられた。

　蛍谷窟は、この丘の中にある。

「ここが──父さんが探し求めた、蛍谷窟なんだな」

　海さんが、感かん慨がい深げに言った。

「どこかに入り口があるのか？」

「さあ？　まだ、そこまでは調べてないッスよ。先にみんなを呼んだ方がいいって思ったんで。あたしらだけじゃ手間かかりそうだし」

　葉月は長坂と自分を交こう互ごに指さした。

　改めて山を見上げる。小さな山ではあるが、山は山だ。たった二人で踏とう破はするのに、何年かかるやら。

「第一、洞どう窟くつ入り口があるのかどォか、わかんねェですよ」

　長坂が付け加えた。

「オーストラリア村を造る計画を立てた時に、この辺一帯は一通り地質調査されたはずですからね。だが、ここで洞窟が見つかったなんてニュースは今まで無かった。ってェことは、地質調査では見つからねェくらい深い場所に洞窟があるか、あるいは洞窟を発見したが、工期の遅おくれを嫌きらって見なかったことにし、埋うめてしまったか、──」

「どちらにせよ、洞窟は地下に埋もれている、と？」

「そう考えた方がいいでしょうね。僕らがちょっと探しただけで洞窟入り口が見つかる、なんてご都合主義は期待しない方がいいかと」

　僕は推論を述べた。

「そうでしょうね」

　夏月は首しゆ肯こうした。

「でも、私たちの方が先に蛍谷窟を押さえられたのは事実です。あとは、この場所を亘理さんたちの手から守りきることができれば、私たちの勝ちです」

「そうッスね」葉月が和する。「奴やつらもいずれこの場所を探し出して、やってくる。あたしらが待ち伏ぶせておけば、──」

『──その時間を与あたえるわけにはいきませんわね……！』

　突とつ然ぜん、誰だれかの声が割って入った。

　全員が周囲を見渡した。その声は、すぐそばから発せられたかのようだった。まるで、この場にいる誰かが声こわ音ねを変えたみたいな。

『待ってなさい！　今から参りますわよ！』

　また声。少女の声だ。今度は、声の発生源に気がついた──僕の背後からだ。が、もちろん僕の背後には誰もいない。

　少し考えて、気がついた。

「まさか──!?」

　僕は背負っていたリュックを下ろし、中身を開けた。声はまるでこのリュックの中から出たような、──

　と、手に妙みような感かん触しよく。

「──なんだこりゃ」

　僕は、それを取り出した。

　猫ねこのぬいぐるみだった。全高二十センチくらいの。なかなか愛らしいデザインではあるが、見たことがない。いつの間にこんなものが僕のリュックに？

　何の気無しに、それがみんなに見えるように掲かかげてみる。

　途と端たんに、夏月と葉月の顔色が変わった。

「それは……『尻しつ尾ぽ』……!?」

　夏月は素す早ばやく手を伸のばし、僕の手から猫のぬいぐるみをはたき落とした。

「ちょ、何を──」

「おい三助！」

　夏月に言い返すより早く、血相を変えた葉月が僕の襟えり首くびをつかんだ。

「てめー、いつ結ゆ衣いと接せつ触しよくした!?」

「結衣……!?」

　少しして、その名前を思い出す。

　以前、亘理義顕を追いかけている最さ中なかに、河原で遭そう遇ぐうした女の子の名だ。亘理とのやりとりから、おそらく戸有の人間であろうことは推察がついたが。

　だが、なんで突然彼女の名前が出てくるんだ？

「いや、たしかに結衣ちゃんには会っているけど」僕は言い返した。「でもそれはちょっと前の話だって……！」

「これは結衣さんの魂裸醒です！」夏月は猫のぬいぐるみを指さした。「一個一個が通信機みたいな機能を持っているんです。私たちの会話、丸聞こえですよ！」

　僕は目を剝むいた。

「なに……!?　ってことは、蛍谷窟の位置が向こうにも丸わかりってことか……!?」

　深刻な顔つきで、夏月と葉月は頷うなずいた。

　ちょっと待ってくれ。いつこんなものを入れられたんだ!?

　…………

　……レストハウスで飲料を買いに行った時だ。あの時、席を占せん拠きよするためテーブルにリュックを置いておいた。飲料を買って戻もどると、そこには亘理と蜂須賀がいた。

　あの会見の真の目的は、このぬいぐるみを僕のリュックに仕込むためだったのか！

「おい！　あれ見ろ！」

　長坂が叫さけび、空を指さした。

　ぬいぐるみが突然、空へ舞まい上がっていった。

　少しして、入れ違ちがいに何かが落ちてくる。はじめは単なる黒い影かげだったが、地面に接近するにつれ、その姿ははっきりとしてきた。人間──二人の人間だ。何もない空から、二人の人間が突然落ちてきた。




　　ルール無用の佐土原兄きよう妹だい




　二人は大の字の格好で、仲良く並んで地べたに墜つい落らくした。地が揺ゆれるかと思えるような轟ごう音おんと振しん動どうとが伝わる。

　が、二人はすぐさまぱっと飛び上がり、立ち直った。

「君らは……！」

　その二人に、僕は見覚えがあった。

　一人は、サマードレスを着た背の低い少女。頭の上に団子を二つ乗っけたような髪かみ型がたをしている。

　もう一人は、柔にゆう和わそうな瞳ひとみと微笑みをたたえた大男。でかい図ずう体たいのわりには、お子様チックなオーバーオールを着用している。

　この間河原で遭遇した兄妹、光こう陽ようと結衣だ。

　結衣は僕の姿を認めると、にっこりと笑ってみせた。

「お久しぶりですわね、三助様！」

「……三助様……？」

　全員のいぶかしむような視線が、僕に集まった。

「いや、違うんだって！」

　何が違うのか自分でもよくわからないが、とにかく慌あわてて言い訳した。

「彼女には前に、亘理義顕と小こ競ぜり合いになった時に一度助けてもらったんだ！」

「助けてもらった……結衣に……？」

　信じられない、とでも言いたげに葉月が混ぜっ返す。

「いやホント、それだけだ」

「そんなバカなこと、あるはずねえッスよ。あの結衣が、三助を助けただって？」

「バカなことって言われても、事実だから仕方がない。それとも、彼女が僕を助けてくれなかったという証しよう拠こがあるのか」

「証拠はねえッス」葉月は即そく座ざに認めた。「でも、なんで仇かたきを助ける理由があるんスか？」

「ほら、証拠なんてないのに適当なことを……って、仇とは？」

　僕は尋たずね返した。

　と、夏月がはっと気づいて目を丸くした。

「大助君……まさか、結衣さんのお兄さんのこと、知らないんですか？」

「知らないよ。彼女とは一度だけ、ちょっと話しただけだし」

　夏月は一いつ拍ぱくおいてから、言った。

「結衣さんの苗みよう字じ、佐土原って言うんですよ」

「佐土原……」

　…………

　…………

「佐土原ァァ──!?」

　佐土原って……あの佐土原だと!?

　夏月と葉月は、同時に魂裸醒を発現させた。夏月はブルー・ハンマー、葉月はレッド・ダイアモンド。手てつ甲こうと足甲の形を取る、鏡あわせのような魂裸醒だ。異なる点はただ一つ、青と赤という色だけだ。

　双ふた子ごが戦せん闘とう態勢をとったのに対し、兄妹はのんびりと構えていた。

「あの時、言いませんでしたっけ？」

　結衣は指を頰ほおに当て、首を小さくかしげた。

「では、改めて自己紹しよう介かいさせて頂きますわ……ワタクシの名前は佐土原結衣、剣けん舞ばい連れんの一員ですわ。そしてこちらはワタクシの兄、佐土原光陽」

　結衣は両手でスカートを軽く持ち上げ、一礼した。

　なるほど……

　言われてみれば、光陽と佐土原は似ている。それは認める。だが結衣はどうだ。まるっきり別人だ。遺伝の法則に真っ向からケンカを売っているとしか思えない。親の顔が見てみたいもんだ。

「こうして再びまみえることができたのは、きっとワタクシたちが運命の赤い糸で結ばれているからですわね」

　胸の前で手を組んで、くねくねと身を揺らす。まさしく恋こいする乙おと女めのポーズだが……

「結衣さん！」夏月が叫んだ。「つまり……『尻しつ尾ぽ』を仕し掛かけておいて、私たちに蛍谷窟を探し出させた……ということですか」

「その通りでしてよ」結衣は認めた。「蛍谷窟探しといっても、ワタクシたちみたいなよそ者が、あなたたちみたいに地元に土と地ち勘かんのある人間に勝てるわけがないでしょう？　ならば頭を使わなくては。……ま、ワタクシにとっては、蛍谷窟なんてどうでもいいんですけどぉ。わたりんに対する義理に過ぎませんわ」

　わたりん、とは亘理のことだろうか。そんなかわいらしい愛あい称しようで呼ぶようなタマか？

「それよか、ワタクシには大事な仕事がありますの。一つ、聞きたいことがあるんです……三助様」

　不意に、雰ふん囲い気きが変わった。一いつ瞬しゆん、凍いてついた風が結衣から放たれたかのようだった。

「キィ兄様……佐土原昌紀を殺したのは、三助様ですの？」

「…………」

　笑え顔がおはそのままに、眼光だけが異常に鋭するどくなっていた。僕の一挙手一投足どころか、表情に表れるわずかな動どう揺ようすら見み逃のがすまい、と僕をがっちり捉とらえている。背骨が粟あわ立だつような感覚に襲おそわれた。

　さあ、どう答えたものか。

　佐土原にとどめを刺さしたのは夏月と葉月だが、あの戦せん闘とうにおいては僕も結構な役割を果たしたつもりだ。僕が佐土原を殺した、と言っても、それほどの誇こ張ちようではない。

　問題は、その事実を伝えるべきかどうかだ。

　見た目はまるきり別人だが、目は佐土原そっくりだ──狂きよう気きの一歩手前の光をたたえた、あの両目は。今になって確信できた。佐土原とこの子は兄きよう妹だいなのだ、と。そんな彼女に、バカ正直に事実を述べて、ただで済むか、という話である。

　でも──と思い直す。僕たちが佐土原を殺したことを、亘理は知っていた。ということは、結衣もその事実を知っていると考えられる。この質問は、あくまで確かく認にんにすぎないのではなかろうか。と考えれば、噓うそをつくと却かえって結衣の怒いかりの火に油を注ぐ結果となるような気もする。

　そういった事情を存分に考え合わせた上で、僕は答えた。

「……その通りさ。君のお兄さんを殺したのは、僕らだよ」

　言い切って、結衣の出方を注視する。

　長いこと、結衣はその場に立ちつくしていた。まるで、僕の言葉が聞こえなかったかのように。

「……結衣ちゃん？」

　不思議に思って、一歩踏ふみ出したその瞬しゆん間かん。

　頰の横を、何かが通り過ぎた。

　反射的に、首を傾かたむけてそれをよける。が、指で頰を撫なでると、ほんのわずかに赤い血で濡ぬれた。

　くるりと振ふり向くと、そこには猫ねこの人形が宙に浮ういていた。さっきまでとは違ちがい、身体からだに比して大きすぎる刀を、小こ脇わきに抱かかえている。

「そうでしたの……」

　絞しぼり出すような声を、結衣は発した。

　驚おどろいて、僕は結衣を見た。

　結衣は顔を軽く伏ふせていた。肩かたが小刻みに震ふるえだしている。

「……どうしたの？」

　涙なみだをこらえているのか、と一瞬思ったが、そうではなかった。

「本ッ当に残念ですわ……」

　結衣は頭をもたげた。彼女の表情があらわになる──怒りに歪ゆがんだ顔が。

　悲しくて震えていたんじゃない──怒りに震えていたんだ！

　彼女から放たれていた冷たい風が、突とつ如じよとして爆ばく発はつ的な熱を帯びた。殺気が突風のごとく吹ふきつける。触ふれただけで切り刻まれそうな強きよう烈れつな気配に、びくり、と身体が本能的に震えた。

　結衣は、軽く一歩踏み出した。

「ワタクシ、キィ兄様を傷つけた奴やつは、この世に肉の一いつ片ぺんすら残さないように滅ほろぼしてやる、って誓ちかってましたの……」

　何が起こったんだ、と思わず口走りそうになった。結衣は小さく動いただけだ。だが、その小さな挙動をきっかけに、結衣はまるっきり別人と化してしまっていた。

　そこにいるのは、殺さつ戮りくの悪あく魔まだ。

「たとえ相手が三助様といえど、その誓いは変わりませんわッ!!」

　僕の目の前で、「尻尾」の身体が二つに割れた。破れた布の中から現れ出たのは、一回り小さな猫だった。ただし、非常に無機質なデザインの。さながら、粗あらいポリゴンで猫と人間の中間の生物を作ってみました、とでもいうような。

　これが結衣の魂裸醒なのか……！

「死んで頂きますッ!!」

　猫は、刀を腰こしだめに構えると、空中を突とつ貫かんしてきた。

「うおおッ」

　猫の突進速度は思いの外速かった。すぐさま魂裸醒を発現し、棍こんではたき落とす。地面に落ちたところを上から押さえつけて捕つかまえると、猫は棍の下でじたじたした。さほどの力は持っていないようで、猫を押さえるのに大した苦労はいらない。

　この程度の魂裸醒ならば、僕が理性を失う恐おそれはないだろう。心の中で安あん堵どのため息をつきながら、結衣に視線を投げる。

「やめてくれ、結衣ちゃん！　佐土原を殺したのは正当防衛だ！」

　なんとか戦闘を回かい避ひできないものか、と言葉を考える。

　しかし、次の言葉を口にするより早く、僕を守るように夏月と葉月が前に出た。

「三助！　あいつは口で言ってわかってくれるようなタマじゃねえッスよ！」

「剣けん舞ばい連れんをなめちゃダメです！」

「待ってくれよ二人とも！　少しはしゃべらせてくれ……ええと、……剣舞連？」

　剣舞連。それは亘理銑十郎の親衛隊の名である。比類無き魂裸醒の実力を誇ほこるが、人間的には色々と問題のあるメンバーだ。

　名前を間違えられるとキレて相手を斬きり殺す迅又三郎、亘理義顕に異常な愛を注ぎ込んでいた高神登志子、そして殺戮マシーン佐土原昌紀。人間として当然備えているべきものをかなり無くしている方々ばかりだった。

　結衣も、そんな剣舞連の一員だっていうのか。たしかに、河か原わらでスクール水着を着て魚を捕まえようとする姿は、ちょっと普ふ通つうではなかったが──

「やりますわね！　三助様！」

　一声叫さけんで、結衣は自分のサマードレスに手をかけた。ばっと腕うでを一ひと振ふりして、そのサマードレスを脱ぬぎ捨てる。下から出てきたのは、例のスクール水着だった。

「本気で行きますわよ！　コウ兄様！」

　結衣と、呼びかけに応じた光陽とが、同時に幽ゆう体たい離り脱だつを行う。現れた幽体はそれぞれ身体にまとわりつき、固着した。

「パワードスーツ……!?」

　いつぞ、佐土原昌紀の魂裸醒を初めて見た時と全く同じ感想を、僕は思わず口にしていた。

　二人とも、ロボットに変身していた。

　光陽は横に広く大きく、見るからにパワータイプなロボットと化していた。肩には二本のごっついバズーカを担かついだ、砲ほう戦せん型のメカだ。

　結衣は細くシャープな、高機動性がウリという感じのロボットになった。猫ねこめいたフォルムは、「尻しつ尾ぽ」をそのまま大きくしたかのようだ。

　基本的なカラーは二人とも青。三兄きよう妹だいで統一したカラーリングらしい。

「フフ……これがワタクシの魂裸醒、『キャット・オブ・メニィ・テイルズ』。そしてコウ兄様のは『ルシファーズハンマー』！　さ、皆みな様さままとめてぶっ殺しますわよ！　コウ兄様！」

　妹に肩を軽く叩たたかれて、光陽は小さく頷うなずいた。

「ン。コウ、がんばる。みんなころす」

　光陽は、腰を下ろして両手を地面についた。自然と、二つの砲ほう口こうが僕たちの方を向く。

「ぼかーん」

　脳天気な光陽のかけ声とともに、バズーカが火を噴ふいた。

「のあああッ!?」

　いきなりのことに、僕は咄とつ嗟さに地を蹴けった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、二条の太い閃せん光こうが空を駆かけ抜ぬけていく。背後の丘おかに直ちよく撃げきして、大爆発を起こした。大だい音おん響きようが轟とどろいて、凄すさまじい爆煙が巻き起こる。少し遅れて、えぐれた土のかたまりがバラバラと雨のように降ってきた。

　直撃箇か所しよを見やると、大おお幅はばに土がえぐれていた。根本を掘ほられたブナの木が、耐たえきれずにメキョメキョと傾かたむき、倒たおれる。また土つち塊くれが宙に舞まった。

　佐土原のビームサーベルも周囲に迷めい惑わくな代しろ物ものだったが、このビームバズーカはそれ以上だ。

「長坂君は下がって下さい！」

　どこか遠くで夏月の声がすると、同じくどこか遠くで長坂の声が答える。

「悪いがそォさせてもらう！」

　長坂のネクタイ型魂裸醒でどうにかなる相手ではない、というのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　光陽は次じ弾だん発射のタイミングと標的とを探さぐっていた。一方的に砲ほう撃げきを食くらうのは面おも白しろくない。まずはこっちの攻こう撃げきが届く範はん囲いまで、距きよ離りを詰つめなければ。

　一歩踏ふみ出した途と端たん、行く手を塞ふさぐように「尻尾」が現れた。

「逃のがしませんわよ！」

　刀を構え、僕の目を貫つらぬこうと飛んできた。

　僕は首をねじって直撃を避さけ、鎌かまの刃はを出して切り裂さこうと試みる。が、「尻尾」の動きは先ほどよりはるかに素す早ばやく、軽く刃を避よけた。

「グっ!?」

　と同時に、左のふくらはぎあたりに衝しよう撃げきを受ける。見やれば、「尻尾」が刀を僕の足に突つき刺さしていた。さっきのとは別の「尻尾」だ！

「クソッ！」

　鎌の柄えを突き下ろして尻尾を地面に押さえつけ、無理やり刀を抜く。この程度の傷はかすり傷だが、

「尻尾は二つ以上あるのか!?」

　さすがに複数で攻せめ寄られると、かなり厄やつ介かいだ。

「もちろんですわよ！」結衣の声が答えた。「ワタクシの尻尾攻撃、見切れますかしら!?」

　声の方向に目をやると、結衣がそこに立っていた。軽く背を丸めるようなポーズを取ると、背中から「尻尾」が発射された。

　数え切れないほどの大量の「尻尾」が。

「なにィィ──ッ!?」

　一個中隊を組めそうな数の「尻尾」は、一いつ旦たん空へ舞い上がったかと思うと、急降下して僕の頭上に襲おそいかかった。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ!?」

　二つ以上、どころじゃない。サイズのでかい蜂はちの群れがやってきたようなものだ。とうてい、棍こんの一振り二振りで追い払はらえるようなものではない。逃にげるしか──！

「おまえ、つかまえた！」

　一歩横に踏み出した時、視界の右みぎ端はしが白く染まった。

　その正体は、光陽の発射した太い光線だった。僕が動くのを狙ねらっていたのか！

　……避けられない!?

「……三助!!」

　がくんと衝撃を受けて、僕の身体からだは宙に浮ういた。

　一いつ瞬しゆん、ビームの直撃を食らったのかと思ったが、そうではなかった。足の下の空間を、ビームがさらっていく。

　葉月が僕の背中に取り付いて引き上げ、跳ちよう躍やくしていた。ひとっ飛びで十メートルを泳ぎ、着地して僕を離はなす。

「サンキュー葉月！」

　礼を言うと、葉月は僕をどついて横に押しのけた。

「ンなこたあとッスよ！　今はこいつらを……！」

　あとから、数体の「尻尾」が追いかけてきた。レッド・ダイアモンドを振るい、葉月は迫せまり来る「尻尾」をぺちぺちと叩き落とす。

　しかし、落としても落としても「尻尾」は次から次へと迫り来る。「尻尾」どもは一体一体が自己の意志を持っているかのように、自在に動いていた。フェイントをかけてタイミングをずらそうとするものあり、突っ込むと見せかけて引くものあり。わずかな隙すきを見せることも許されない。

　だんだん、結衣の能力の真価がわかってきた。「尻しつ尾ぽ」の一つ一つは大した力を持たないが、集団となった時に恐おそるべき力を発揮する。そのすべてを制せい御ぎよしてみせる結衣の意志の力は尋じん常じようではない。剣けん舞ばい連れんとしての実力は十分だ。

　防戦に全神経を集中させているにもかかわらず、葉月は二、三の攻撃を許していた。レッド・ダイアモンドをかいくぐり、「尻尾」は葉月の肌はだを突き刺す。致ち命めい的てきな傷にはほど遠いが、──

「これじゃ、キリがないッスねえ……！」

　葉月は横へ飛び出した。「尻尾」にも追いつけない速度で駆かけ抜ぬけて、結衣との距離を一挙に詰めようと試みる。が、

「コウ兄様！」

　結衣のかけ声とともに、光陽の右みぎ肩かたのバズーカが葉月を捉とらえる。葉月の進路を先読みし、光陽はビームを発射した。

「えぇい！　クソッ」

　葉月は進路変へん更こうを強しいられた。咄とつ嗟さにバックステップして、ビーム砲ほうを回かい避ひする。が、そこには「尻尾」の群れが待ち構えていた。葉月の手足を容よう赦しやなく刺し貫く。

「うがああ！　うぜえ！」

　手てつ甲こうを振るい、払いのける。

「でりゃああ──ッ!!」

　ビーム発射直後の光陽に、夏月が肉にく薄はくした。左のバズーカの射線に入らないよう回り込みながら、拳こぶしで光陽の後頭部を狙う！

　ビームを撃うち返すのは無理な位置だった。一撃決まった、と傍はた目めには見えたのだが──

　光陽は左手でバズーカを担かつぐと、そのまま真横へ振り抜いた。

「うあッ!?」

　悲鳴を上げて、夏月が退しりぞく。反射的に身体が動いたのだろうが、それでも服の胸むな元もとが真横一文字に引き裂さかれていた。

　光陽のバズーカの先せん端たんからは、刀が生えていた。さながら、銃じゆう剣けんのように。バズーカ剣とでも表現すべきなのか？

「ハハッ！　コウ兄様のバズーカ剣法、そう簡単には崩くずせませんわよ！」

　結衣が叫さけんだ。

「……フン！」

　光陽は巨きよ大だいなバズーカを片手で軽々と振り、夏月を突つき刺さしにかかった。

　夏月は横に回り込み、突きを受け流した。距きよ離りを詰つめようとするが、──

「おまえ、おそい！」

　光陽は馬ば鹿か力ぢからでバズーカを横に振り抜いた。

　手甲を構えて、夏月はバズーカを受け止める。直ちよく撃げきを免まぬかれたものの、しかし身体が持ち上がった。夏月の足が浮き、体勢が横に流れる。

　夏月が無防備になったところへ、光陽がバズーカの照準を合わせる！

「……夏月ちゃん!!」

　割り込みをかけたのは、海さんだった。鎌かまの刃はの背中の部分を突き出して、砲口の先端を奥へ押しやった。その名はフィーンド、僕のパープル・シックルよりも巨大な光の刃を持つ、死神の大鎌である。

　極ごく太ぶとビームはあらぬ方向に流れ、土をえぐった。予期せぬ方向に反動が来たのだろう、光陽の巨体はバランスを崩して揺ゆらいだ。

　そこを逃のがさず、海さんは鎌を振ふり上げた。

「コウ兄様！」

　が、数体の「尻尾」が飛来し、海さんに向かって突とつ撃げきした。

「……チッ！」

　海さんは攻こう撃げきを止め、手元で鎌の軸じくをくるくると回転させた。光の刃は残像を伴ともなって大きく広がり、円形のシールドに変化した。「尻尾」どもはそのシールドを貫かん通つうしようとするものの、弾はじかれて失速、地面に落ちていく。

　すべての「尻尾」をはたき落としたところで海さんは回転を止め、逆ぎやく襲しゆうに転じた。鎌の形状に戻もどった魂裸醒をその場で大上段から振り下ろす。と、鎌の刃が棍こんから離はなれ、独りでに前進を始めた。地面を滑すべるように進むその姿は、鮫さめの背びれのようだ。

　光る背びれは高速を保ったまま突進、光陽をとらえた。

「……グウッ！」

　体勢を立て直しかけていた光陽は、なんとか直撃だけは回避した。光る背びれは、光陽の足の装そう甲こうをわずかに削けずり取るだけに終わる。

「まだだッ」

　姿勢を低くして突っ込んだ海さんは、光陽の目前にまで間合いを詰めていた。装甲の剝はがれた部分めがけ、棍を突っ込む。棍の先端がぶつかったところで鎌の刃を再発現、光陽の足をさらに深くえぐる。

「フグオオゥ！」

　悲鳴を上げた光陽は、狙ねらいもつけずにバズーカを撃った。ほとんど自分の足を撃つような勢いで。しかし海さんは素す早ばやく身を引っ込めて、余よ裕ゆうで避さける。光線は地面で爆ばく発はつ、穴を掘ほるだけに終わった。

　降ってくる土つち塊くれをかわしつつ、海さんは改めて鎌を構えた。夏月、葉月、そして僕とで、光陽と結衣を囲む格好になる。

　すごいや海さん、と内心思った。光陽と結衣の二人を向こうに回して、互ご角かくに戦っている。ともすれば夏月をしのぐかもしれないと感じさせる立ち振ぶる舞まいだ。

「フウ。皆みな様さま、なかなかやりますわね……！」

　結衣はイライラしていた。楽勝だと思っていた相手に善戦され焦あせりを感じている、という風だ。

「仕方ありません……。切り札を切らせていただきます！」

　これ以上なんかあるのか!?

　結衣は片手を頭上に伸のばした。と、一匹ぴきの「尻しつ尾ぽ」が天に向かって飛んでいく。

「兄様！　来て下さい！」

　空へ向かって、結衣は叫んだ。

「な……」

　光陽はすぐそこにいる。どういうことだ？

　僕らが呆ぼう然ぜんとしていると、結衣は凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべて口の端はしをつり上げた。

「……フフ……！　不思議そうな顔をしておられますわね、皆様。ワタクシどもがどこから来たか、覚えておりまして？」

　言われて、考えてみる。

　兄きよう妹だいは、空からやってきた。では……誰だれか、空を飛べる魂裸醒に運んできてもらったということか。

　空を飛べる魂裸醒……

「……って、まさか……!?」

　恐おそるべき可能性に気がついて、僕は空を振り仰あおいだ。

　視線のその先に、黒い大きな影かげが現れた。それはすごい勢いで落下してくると、大の字になって地面に激突した。が、痛みなど微み塵じんも感じなかったかのように、すぐに起きあがる。

　巨きよ大だいな影が、僕たちの視界を覆おおった。大男が、僕たちの目前に屹きつ立りつしていた。

「まさか……!?」

「ちょっと……！」

　僕だけではない、夏月も葉月も一様に息を吞のんだ。

　なぜなら、その男は見覚えのある相手だったからだ。

　三百年くらい着続けていたのかと思わせるようなボロボロの衣服、そしてその衣服を下から盛り上げる逞たくましい筋肉、そして髪かみ型がたと呼ぶのもおこがましいボサボサの髪。

　イヤな記憶が蘇よみがえる。以前平磐にやってきたこの男が、市内のあちらこちらで殺さつ戮りくの嵐あらしを巻き起こしたというあの記憶が。僕ら三人が全力を費ついやし、やっとの事で葬ほうむることに成功した男。そいつが今、目の前に立っていた。

「久しぶりだなあ～！　八阪井のガキども！　それに三鶴城大助！」

　剣けん舞ばい連れんの一員、魂裸醒フレームシフトを操あやつる男──佐土原昌紀だった。

「この俺ッ様を忘れたとは言わせねえぜえ～！」

　言って、佐土原は片手に持っていたスイカに一口、がぶりと嚙かみついた。




　　降臨の大巨人




「な……なんでてめえがここにいるんスか!?」

　葉月が驚おどろきの声を上げた。

「俺ッ様が、あの程度のことで死ぬとでも思ったのか？　ま、ちょっとした怪け我がはしちまったがなあ」

　佐土原は、右みぎ腕うでを軽く持ち上げ、拳こぶしを結んでは開き、指先を動かして見せた。

　その手は魂裸醒、ロボットの腕だった。佐土原の魂裸醒、フレームシフトが右腕の部分だけ発現している。

　もう一点、佐土原の左目は、傷によって塞ふさがっていた。あの時の激げき闘とうの凄すさまじさを、今いま更さらながらに物語っている。

　しかし、あの激闘を「あの程度」、右腕と左目を失ったことを「ちょっとした怪我」と言い切るだなんて、こいつはバケモノか？

　いや、間ま違ちがいなくバケモノだ。そんなことは、初めて出会った時から、わかっていたはずだ。

「葉月！」僕は小声で言った。「醒せい核かくを抜ぬいたら、魂裸醒は死ぬんじゃないのか」

「まあ、そースね」

「だったら、なんで佐土原が生きてるんだ」

「そりゃ、醒核を抜いてないからッスよ」

「……マジか」

「大マジッス。つうか、あたしらが佐土原をどれだけ痛めつけたか、三助も見たっしょ？　間違いなく死んでいると思ったから、醒核を抜くまでもないって思ったんスよ」

　たしかに。夏月と葉月は佐土原を間違いなく殺すため、奴やつの腕と足をむしり取った。普ふ通つうの人間なら死んでいる。たとえラスプーチンでも生きてはいないだろう。葉月の判断を責めるわけにはいくまい。

　問題は、佐土原は普通の人間ではないということだ。なぜだか、もぎ取ったはずの足が復活しているし。トカゲの尻尾か？

「いやあ、ここに戻もどってくるまでは大変だったぜ。なにしろ、海まで流されちまったからなあ。道の途と中ちゆうで農家を探しては、スイカをいただいて飢うえをしのいだもんさ。実際、ここしばらくスイカしか食ってねえぜ。今俺を斬きったら、血の代わりにスイカ果か汁じゆうが出てくると思うぜ」

　佐土原はゲラゲラと笑った。が、すぐにピタリと止めると、

「もちろん、あの時のオトシマエ、つけさせてもらうぜえ」

　獲え物ものを発見した肉にく食しよく獣じゆうのような視線を、僕たちに振ふり向ける。

「……と、二志名海か。こいつは、珍めずらしい顔じゃねえか」

　海さんを見つけて、佐土原は言った。

「……佐土原か。久しぶりだな」

　声は沈ちん着ちやくとしていたものの、海さんは神経質に首元の十じゆう字じ架かをいじっていた。内心の動どう揺ようが透すけて見える。

「四年前に死んだと聞いていたがなあ。どうしてこんなところにいる？」

「おまえも一月ほど前に死んだと聞いていたが」

　海さんがそう切り返すと、一本取られたとばかり、佐土原は魂裸醒の右手を顔に当ててケタケタと笑った。

「なるほど、てめえも根こん性じようで生き残ったってことか。まあいいさ、どうせ今から俺ッ様の手にかかって死ぬんだからよお～！」

　夏月と葉月が改めて構えなおし、僕も腰こしを軽く落として次の動きに備えた。

　佐土原の参戦で状じよう況きようが狂くるった。四対二でやっと善戦できていたというのに。こうなれば、理性をなくす危険を気にしている場合ではない。全力でやるしか……！

「おおっと、まあ待ちな。てめえらは、これまで連戦無敗だったこの俺ッ様に、唯ゆい一いつ土を付けた奴らだ。最高の敬意をもって、てめえらをチリにしてやる……！」

　佐土原は、食いかけのスイカをポイと捨てた。

　それを合図に、光陽と結衣が、同時に魂裸醒を解除した。中から二人の姿が現れ出る。

「キィ兄様、あれをやるんですの？」

「おおとも。さっき、なんのために新幹線をぶっ飛ばしてきたと思ってるんだ。こいつらと戦うためのウォーミングアップよ……！　結衣、おめえも既すでに準備してるじゃねえか」

　佐土原は、結衣のスクール水着を指さした。

「行くぜ光陽！　結衣！」

「ン！　光陽、くっつく！」

「わかりましたわ！　キィ兄様！」

　かけ声とともに、三人の身体からだが輝かがやき始めた。過醒紋もんだ──！

　三人とも、同時に魂裸醒を発現させる。三人の姿は、一いつ瞬しゆんで三体のロボットに成り代わる。

　最初に動いたのは、長ちよう兄けいだった。わずかに宙に浮うき上がると、その場で変形を開始する。腰から上の半身が百八十度回転、さらに下半身方向へ折れ曲がる。股ももが百二十度回転し、その間に折れ曲がった上半身を受け入れる。両足と上半身とが固定され、二等辺三角形のフォルムが完成する。

　佐土原ロボは、ステルス機へと変形した。機体の下部から二本の腕うでが生えたステルス機に。

　二度と見たくなかった姿だった。もっともイヤなのは、通常の人体ではあり得ない方向に身体が折れ曲がるたび、メキョメキョとかボキボキとか、骨の砕くだける音がするのである。あとで過醒の力で無理やり治すらしいが。変形を完かん了りようすると、佐土原は空へと飛んでいった。

　次に、光陽が変形する。頭部が胸部に引っ込み、太い両腕が肩かたごと上部にスライドする。足首の部分も折れて、アキレス腱けん側に潜もぐり込む。頭と腕の無い胴どう体たいのみの姿になった。

　最後に動いたのは結衣だ。彼女の場合は、まず両腕両足が胴体から分ぶん離りした。ブチブチ、と身体の中の何かを引きちぎるような音をたてながら。左腕と左足、右腕と右足が合体し、光陽の足の下の部分に膝ひざから下のパーツとしてドッキングする。胴体の部分は光陽の上側に回り込み、光陽の頭が引っ込んだあたりに潜り込んだ。すると一回り巨きよ大だいな頭が光陽の背面から現れて、結衣の頭に覆おおい被かぶさる。

　腕無き巨人は、わずかに膝を折ると足の裏からジェット噴ふん射しやを開始、空へ向かって飛びあがった。水平な体勢となって、僕らの頭上を旋せん回かいするように飛ぶ。

　その背後から、佐土原のステルス機が迫せまってきた。二つのメカは位置を合わせると空中でドッキング、ステルス機は巨人の背面に取り付いた。ステルス機から生えた腕が、そのまま巨人の腕となる。

　合体を完了した超ちよう巨大ロボは、足から地上に着地した。

「降臨ッ！」

　超巨大ロボは、両腕を広げてポーズを決めると、大だい音おん声じようで名乗りを上げた。

「三ッ身ッ合ッ体ッ!!　グレェェ──トッ！　サドハラァァ──ッ!!」

「…………な……」

　僕は、超巨大ロボを呆ぼう然ぜんと、アホみたいに見上げていた。

「なんじゃこりゃァァ──!?」

　体長は六メートル超。明らかにでっかくなっている。まあ物体ではなく魂裸醒なのだから、多少伸のびたり縮んだりはするのだろうが、それにしても冗じよう談だんきつすぎではないのか、これは。

「さあて～！　てめえら全員ぶっ殺してやるぜえ～！」

　佐土原の声がすると、超巨大ロボグレートサドハラーは、腰の両側に下げていた筒つつ状じようのものを両手にとった。胸の前で二つの筒をつなげると、その両りよう端たんからビームサーベルがブィーンと伸びた。

「サドハラー一文字斬ぎり～！」

　今度は結衣の声。と同時に、グレートサドハラーはツインビームサーベルを大きく掲かかげ、振ふり下ろした。刃は渡わたり三メートルはあろうかという光の棒が、僕の頭上から降ってくる。

　あまりのことに、僕は落ちてくる輝きをアホみたいに眺ながめていた──

「大助君！」
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「三助！」

　左右から夏月と葉月が割り込んで、僕をはじき飛ばすとともにサーベルを手てつ甲こうで受け止めた。

　大きくはねとばされて、背中を激しく打った。が、苦しんでいる暇ひまはない。すぐさま身体を起こし、自分が飛んできた方向を見やる。

　夏月と葉月は、ビームサーベルを押し返そうとしていた。が、力を合わせているにもかかわらず、じりじりと押し込まれつつある。二人の顔には苦く悶もんの表情が浮かんでいた。

「夏月！　葉月！」

　僕の呼びかけに、二人は小さく振り向いた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　過か醒せい状態である以上、合体は三分しか保もたないはず……！」

「この程度でやられるあたしたちじゃねえッスよォォ──ッ」

　こんな状じよう況きようにあって、二人は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべた。

　それをきっかけに、サーベルが徐じよ々じよに押し上がる。夏月と葉月の力が、わずかながらもグレートサドハラーの力を凌りよう駕がしつつあった。

　が──

「うぜえんだよ！　このボケどもがあ～ッ!!」

　不意にグレートサドハラーはサーベルを引っ込めると、代わりに片足を高く持ち上げ、足の裏のバーニアを全開でふかした。スペースシャトル発射時のような炎ほのおと煙けむりが、一瞬で噴ふき上がる。

「しま……っ!?」

　サーベルを押し返すことに気を取られていた二人は、わずかに反応が遅おくれた。直ちよく撃げきこそすんでのところで回かい避ひするものの、二人の身体は軽く吹ふき飛んだ。夏月は岩に、葉月は大木に叩たたきつけられる。二人ともずり落ち、その場にへたりこんだ。

「夏月!?　葉月!?」

　僕は声を投げた。

　二人とも必死に起きあがろうとしている。けれども力が入らないのか、膝を立てることすらままならない。

　そうしている間にも、グレートサドハラーは巨きよ体たいをずしんずしんいわせながら迫ってくる。

「全員消し炭にしてやるからよお～！」

「コウ、やきとり、すき！」

「誰だれ一人逃にがしませんわよッ！」

　三兄きよう妹だい、口々に語りながら追ってくる。

　こんなバケモノに勝つことができるのか？　根本的な問題を、僕は自分に問うてみた。

　…………

　無理だ！　巨大ロボットに生身で勝てだなんてそんな無茶な話があるか！

　とはいえ、勝てなければ、無む惨ざんな死が待っているだけだ。あの三兄妹が、慈じ悲ひ深い速すみやかな死を与あたえてくれるはずがない。

　ならば、わずかでも生き残ることができる可能性に賭かける。

　僕は二本の足で立ち上がり、巨大ロボットと向かい合った。

「おお？」

　僕の様子を不思議に思ったか、グレートサドハラーは立ち止まった。

「とうとう焼き鳥になる覚かく悟ごを決めたか？　三鶴城大助よお～！」

「焼き鳥がイヤなら、刺さし身みでもよろしくてよ？」

「コウ、さしみ、すき！」

　口々に語る三兄妹。

「刺身になるのはおまえたちの方だ……！」

　タンカを切って、僕は棍こんを構えた。

　心の中で、海さんに感謝する──魂裸醒封ふうじを思いとどまらせてくれたことを。

　今まで、過醒の力を「制せい御ぎよする」ことばかりを考えていた。過醒の力に「頼たよる」時が来るとは思ってもみなかった。これまで苦しみ続けてきたのは今この時のためだったのか、とすら思えてくる──夏月たちを守るため。

　これまで、極力抑おさえこみ続けてきたものを、解放する。身体からだの内側でマグマのごとく渦うずを巻くエネルギー、身を焼くような衝しよう動どうを。

　衝動は、あっという間に僕を支配した──

　どくん。
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「ぬああァァ──ッ!!」

　鎌かまを構えて、三助は突とつ撃げきした。

　パープル・シックルの揺ゆらぐ刃はは、普ふ段だんのものよりはるかに肥大化していた。刃の湾わん曲きよく、輝かがやき、鋭するどさ──すべてが、まがまがしさを増している。

「な……！　大助君……！」

　夏月は制止の声を投げた。が、過醒状態に陥おちいった三助には、何も聞こえない。地面を蹴けると同時に鎌を振ふり上げ、グレートサドハラーの膝ひざを狙ねらう。

「おおっとお！」

　グレートサドハラーは真下にビームサーベルを突つき下ろし、鎌を受け止めた。ガッキと二つの刃が嚙かみ合うが、湾曲した鎌の刃は、回り込んでロボの膝に軽く突き刺ささる。

　だが、それは蟷とう螂ろうの斧おのを突き立てるようなものだった。

「グレートサドハラーの装そう甲こうに傷を付けるとは、やりますわね！」

　結衣の声は、余裕にあふれていた。

　グレートサドハラーはビームサーベルを持ち上げて、振り下ろす……と見せかけて、足の裏から火を噴いた。

「そんな手に引っかかるか！」

　三助は驚きよう異い的な反射神経で噴き出た炎ほのおを回かい避ひすると、回り込んでロボの膝の裏側へ斬きりつけた。

「ぬおっ!?」

　佐土原が動どう揺ようの声を上げ、その場に膝を折る。

　グレートサドハラーの動きが止まったところで、三助は後方へ跳とんだ。

　距きよ離りを置いて、鎌の柄えを竹刀しないのごとく握にぎり、高く掲かかげる。と、鎌の刃は再び揺らぎ、巨きよ大だい化かし──天まで届く一本の光線となった。

「とぉりゃァァ──ッ!!」

　グレートサドハラーを両断すべく、三助は光の刃を一気に振り下ろした。

「いったか!?」

　葉月が驚おどろきの声を上げた。と同時に、光の刃は大地と接せつ触しよく、両断した。

　が──

「…………!?」

　三助は気がついた。地面を打った以外に、まったくの手て応ごたえがないことに。

　すぐさま空を見上げる。と、そこには合体を強制解除して分ぶん離りした三体のメカが遊泳していた。

「なッかなかやるじゃねえかあ！　それじゃあそろそろ本気でいくかあ～!?」

　雷かみなりのごとき佐土原の声が轟とどろく。そして、三体のメカは再合体を始めた。

　今度は、まったく別形態への合体だった。光陽メカを中心に、超ちよう巨大な銃じゆうへと姿を変える。砲ほう口こうは二つ、光陽の足の裏の噴ふん射しや口こうである。

　撃げき鉄てつの横の部分からは、佐土原の腕うでが生えている。その右腕が撃鉄に手をかけ、引き下ろした。それを合図に、砲口の奥で光がほとばしる。

　佐土原の左手は、巨大銃のトリガーにかかった。

「グレートサドハラー・ルシファーズハンマーモードッ!!　塵ちりとなれェェ──ッ!!」

　そして、トリガーが引かれる。

　光の滝たきが三助めがけて照射された。

　新しい太陽が突とつ然ぜん目の前に現れたかのようだった。三助には、避さけようがなかった──

「大助君！」

　三助が光に焼かれる寸前、二志名海が割り込んだ。フィーンドを回転させてシールドを展開、大きな笠かさを作って三助を守る。

「海さん……!?」

　目を瞠みはる三助。

　一時、シールドは光の滝を完全に押さえ込んでいるように見えた。が、拮きつ抗こうしていたのはものの数秒、海の身体からだは徐じよ々じよに押され、ついには耐たえられなくなる──

「うあああ……」

　最後の声も、視界を埋うめ尽つくす光にかき消される。海の身体が吹き飛んだ直後、三助の意識も消え去った。
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　　幕間




　視界を焼き尽つくすような輝かがやきは、しかし不意に消え去った。

　突とつ然ぜん降りてきた暗くら闇やみに、夏月は自分の位置を見失ったような錯さつ覚かくを覚えた。目が慣れるまで、少し時間がかかった。

　しかし、目が利きくようになると──そこにはとんでもない光景が広がっていた。

　蛍谷窟の丘おかが、まるごと消失していた。

　ビーム光が、丘そのものを吹ふき払はらってしまっていた。丘があったはずの場所から、輝く煙けむりのようなものが、天空に向かってゆらゆらと立ち上っている。朝顔のつるのように右へ左へ渦うずを巻きながら、上へ上へと向かっていた。

「あれは……裸ら光こう……!?」

　夏月は直感した。濃のう度どの高い裸光が、不純物を取り込んで可視状態になっているのだ、と。ここから半径十キロ以内にいる魂裸醒には丸見えだろう。光の螺ら旋せんは、あまりに巨きよ大だいだった。

「ここが……蛍谷窟なんですね……」

　目の前の光景に心を奪うばわれていた夏月は、ハッと気づいて視線を地上に下ろした。

「……大助君!?」

　視線の先に、だらりと力無く手足を伸のばした三助が転がっていた。遠くからでも、すぐに見分けることができた──顔面を覆おおう過か醒せいの輝きが、これでもかとばかり存在を主張している。

　夏月は身を起こした。全身を電気が駆かけめぐるような鈍どん痛つうが走ったが、そんなことを気にしている場合ではない。よろよろと立ち上がり、三助のもとに歩み寄る。

「大助君！　大助君！」

　三助の肩かたを揺ゆさぶる。が、意識を取り戻もどす気配はない。

　出血はあるが、おびただしいというほどのものではない。問題は、過醒紋もんだ。完全に気絶しているにもかかわらず、三助の過醒紋は消えていない。頰ほおの高さにまで唐から草くさ模も様ようが這はい上り、荒あらい呼吸に合わせて明めい滅めつを繰くり返している。

「…………！」

　その意味するところを悟さとり、夏月は息を吞のんだ。

　三助は過醒死を迎むかえようとしている。

　目の前で三助が消え去るという可能性に思い当たった途と端たん、夏月の頭の中は真っ白になった。

「海さん！　海さん!?」

　そのすぐそばで、葉月が海のもとにひざまずいている。こちらは過醒の輝きこそ無いものの、深刻さはそれ以上だ。海の上衣は取り返しのつかないほどボロボロになり、わずかに残った布地は血でべったりと身体からだに張り付いていた。肌はだのあらわになっている部分もことごとく赤く染まっている。虫の息となっていた。

　そんな彼らを、三兄きよう妹だいは無む慈じ悲ひな瞳ひとみで見つめていた。

「ほほお？　ルシファーズハンマーを食らってまだ五体満足たあ、大したもんだなあ～！」

　佐土原が愉ゆ悦えつの声を上げる。

　三人とも魂裸醒を解除し、普ふ段だんの姿となっていた。巨大ロボに合体するのはあくまで過醒の力を借りてのもの。ゆえに三分ほどしか合体は保もたない。

「ま、ここまでよくやった、と褒ほめて差し上げるべきなのでしょうね」

　スクール水着姿の結衣が、両手をさしのべ気のない拍はく手しゆを送る。

「とどめ、さす。みんなころす」

　光陽は、獰どう猛もうな獣けもののごとき眼光をたたえ、獲え物もの──夏月と葉月をじっと見つめていた。

　三兄妹は横一列に並び、王者の足取りで歩き始めた。夏月と葉月の始末をつけるために。

「クソッ！」

　叫さけびながら、長坂が飛び出した。あの三兄妹の前ではナイン・トゥ・ファイブマンなど無力に等しいが、傍ぼう観かんしているわけにはいかなかった。夏月と葉月のもとに駆け寄る。

「おめェら！　このままじゃやられるぞ!?」

　叱しつ咤たの声を張り上げた。が、夏月は呆ぼう然ぜんとしたきりなんの反応もしなかった。葉月の襟えり首くびをつかんで持ち上げてみるが、

「……こりゃ、もうダメッスかね……」

　弱音を吐はくばかりだった。

　歩み寄りながら、三兄妹は魂裸醒を発現する。三体のロボットは、夏月たちを取り囲むように立ちはだかった。

「これでとどめだ！　地じ獄ごくに堕おちなあ～ッ！」

　佐土原はビームサーベルを発現させると、夏月たちの頭上へ叩たたき下ろした。







　いつまでたっても何も感じない。

　何の音もしない。

　長坂は、おそるおそる頭上を覆う腕うでを下ろした。

　そして、不思議な光景を目まの当たりにした。

　佐土原と長坂たちの間に男が一人、割り込んでいる。

　佐土原のサーベルは、男の頭上数センチのところで止まっていた。

　驚おどろきに、長坂は声も出せなかった。

　はじめ、八阪井三十四が来たのだと思った。が、違ちがった。その人物は、まったく見たことのない男だった。長坂たちに背を向けているので顔はよくわからないが、明らかに別人だ。口元を風か邪ぜ用のマスクで覆っている、というのが唯ゆい一いつの特とく徴ちようだった。

「……ああん？　誰だれだてめえ……！」

　闖ちん入にゆう者しやに、佐土原はガンを飛ばした。歯をむき出しにして威い嚇かくする。

　けれども、男は沈ちん黙もくを保ったままだった。

「チッ。だんまりかよ」佐土原は舌打ちした。「ま、てめえが誰だろうが、真っ二つにしてやるだけだがよお～！」

　力を込めてサーベルを押し込む佐土原。しかし刃やいばは微び細さいに震ふるえるのみ、男の頭上には届かない。

「……ぐお？　なんだ……？」

　不可解な事態に、佐土原は顔を歪ゆがめた。

　男は、両腕を広げ、頭上に掲かかげていた。その手の間には、何もないように見える。が、佐土原のビームサーベルは、男の頭上ぎりぎりのところで止まっていた。男の両手の間に透とう明めいな棒があって、それでサーベルを受け止めているかのようだった。

「……馬ば鹿か力ぢからだけでどうにかなると思うな……！」

　はじめて、男は声を発した。聞いたことのない声だった。

　男は、腕を勢いよく左右に広げた。するとサーベルは弾はじかれたようにびよんと跳はね返り、佐土原の巨きよ体たいが揺ゆらいだ。軽くバランスを崩くずし、後方にたたらを踏ふむ。

　その隙すきに、男は長坂に振ふり向いた。

「飛ぶぞ！　全員を寄せ集めろ！」

　まったく未知の人物の命令に従い、長坂は夏月と葉月の肩かたを寄せた。

　男の手から、何かが流れ出していた。目を細めて、長坂はやっとその正体に気づく。

　糸だ。

　黒いストリングが、彼の両手から複数本流れ出していた。糸は勢いよく伸のびて、男を含ふくめた全員を取り囲むように広がった。三秒後には、幾き何か学がく的な模様の球となっていた。

　男は、手元の糸を指で弾いた。

　その振しん動どうが球全体に伝わった瞬しゆん間かん、長坂の視界は暗転した。







「ちょ……これはどういうことですの!?」

　結衣が驚きの声を上げる。

[image: ]

　目の前に広がるのは、夜の暗くら闇やみと静せい寂じやく。ついさっきまで目の前にいたはずの夏月たちが、一瞬で消しよう滅めつしていた。

「いない。きえた」

　光陽も周囲を見み渡わたすが、人ひと影かげどころか、気配一つ感じられない。

「どおやら奴やつら、逃にげたらしいなあ～」

　佐土原は悟さとっていた。最後に割り込んできた男が、魂裸醒の力でテレポートのようなマネを行ったのだろう、と。

「チッ！」大きく舌打ちする。「とどめを刺さしそこねちまったなあ。さあて、どうするかねえ」

「……待っていれば、いいと思うの」

　佐土原のつぶやきに答えたその声は、しかし結衣から発せられたものではなかった。

　三兄妹が、揃そろって声の来た方向を見やる。

　いつの間に現れたのか、つばの広い黒い帽ぼう子しを被かぶり、黒い肩かた掛かけを着用した少女が、闇やみの中から滑すべり出てきた。

「一花さんですわね」

　結衣が彼女の名を呼ぶ。

　一花──亘理一花は結衣の呼びかけを無視し、空を見上げた。眼前に出現している光の柱、その行く先を。

「すごいよね。この裸ら光こう……」

　光の柱に右手をさしのべる。発せられる裸光を、手のひらで受け止めるかのように。

　左手は、首から下げた十じゆう字じ架かをいじっていた。血管が生えた石のようなものが埋うめ込まれている十字架を。

「何してんだ」

　佐土原が聞くと、一花は小さく顔を動かして佐土原を見た。

「声を聞いてるの」

「声？」佐土原は首をひねった。「おめえの耳は手のひらについてるのかよ」

　フフンと軽く鼻で笑って、一花は手を下ろした。

「あいつらは、一時的に退ひいただけ。この輝かがやきがある限り、あいつらは必ずここに戻もどってくるわ……そうでしょう？」

「そりゃそうだわな」

　佐土原は納なつ得とくした。

　その佐土原の横を、一花は通り抜ぬけていこうとした。

「一花は、中に入っているから。みんなは門番よろしくね……ただし」

　不意に立ち止まると、一花は方向転てん換かんし、佐土原の足を踏んづけた。

「お兄ちゃんだけは通してね……？」

　柔やわらかな口調とは裏腹に、一花は身長差二倍にもなろうかという大男を何ら臆おくすることなくにらみ返した。

「お兄ちゃんだけは、一花がやる……そういう約束だったはずよ」

「仕方ねえだろうが。あいつの方が勝手に射線に飛び込んできたんだからよお」

　口元をゆがめ、佐土原は言い返す。

　膠こう着ちやく状態はしばし続いた。が、先に退いたのは一花だった。足をのけると、佐土原に背を向ける。

「あれでお兄ちゃんが死んじゃったら、あんたの頭に隕いん石せきを落としてやるからね」

　不意に一花はレッド・ドラゴンを発現した。赤い輝きを放つ竜りゆうは、佐土原の鼻先で咆ほう吼こうを放つ。しかし姿を現したのは一瞬、瞬またたく間に消え去る。

　威い嚇かく行こう為いをしたのち、結衣は光の柱めざし歩み去っていった。

「チッ」

　その後ろ姿を見やりながら、佐土原は一つ舌打ちをした。







　突とつ然ぜん、足あし下もとの地面が消え去る。

　長坂は自分の身体からだが落ちていくのを感じた。しかしそれも一瞬のこと、再び現れ出た地面に激突し、長坂は尻しり餅もちをついた。

　起きあがろうとする間もなく、続けざまに夏月、葉月が落ちてきた。

「ぎゃっ」衝しよう撃げきに、長坂は間抜けた悲鳴を上げた。「どいてくれ！　重いぜ」

「……女の子に、重いなんて言うもんじゃねえッスよ」

　葉月は軽口で応じたつもりだったが、言葉に重いものが混じるのは避さけられなかった。

　肺から無理やり押し出された空気を深呼吸して取り戻し、落ち着いたところで、長坂は周囲を見やった。

「……ん？　ここは……」

　前には白しら樺かばの林、後ろにはログハウス。すぐ横手には九里浜の軽トラ。葛東家の別べつ荘そうだった。

　ほんの一瞬で、長坂たちはベースキャンプに帰き還かんしていた。

「……何が起きたんだ……？」

　誰だれに問いかけたわけでもなかったのだが、答えは返ってきた。

「俺の魂裸醒、『クローズド・サークル』だ」

　顔を上げた長坂は、そこに風か邪ぜ用マスクをつけた男を見いだした。

「糸で魔ま方ほう陣じんを組んで、内部に取り込んだものを瞬しゆん間かん移動させる。それが俺の力だ」

「……瞬間移動？」

　長坂は面めん食くらっていた。

　この人物は一体何者なのか。改めて相対してみると、まるっきり見知らぬ人間ではないような気がしてきた。以前、どこかで会ったことがあるような、ないような──

　長坂の不思議そうな視線に気づき、男は片かた眉まゆをぴくりと上げた。

「自己紹しよう介かいがまだだったな」

　男はその場でマスクを取ってみせた。

　それではじめて、長坂は迷いの原因を理解した。

「哲矢さん？　なんで……!?」

　長坂は、三助の兄の名を呼んだ。

　直後、次なる疑問に襲おそわれる。三鶴城哲矢は大阪に戻っているはずだ。こんな所にいるはずがない。それに、そもそも哲矢は魂裸醒ではなかった。

「哲矢を知っているということは」男はマスクを元に戻した。「君は大助の友達なんだな」

「……ええ、まあ」

　曖あい昧まいに長坂は答えた。この人物は哲矢でもないらしい。ということは、──？

「それなら、大助から聞いていないか？　隕石災害の時に死んだ兄がいる、って話を」

「聞いてますけど、──」長坂はハッと気づいた。「──ってことは」

　長坂の横から葉月が出てきた。男に対して頭を下げる。

「ありがとうございました。助かったッスよ、昂治さん」

　長坂は、男を見た。

「ああ。俺の名前は、三鶴城昂治」マスクの下から、わずかにくぐもった声を出す。「哲矢のさらに上の兄だ。ま、詳しよう細さいはあとにしよう」

　長坂の背後に目をやる。

　そこには、死んだようにぐったりとしている海と三助がいた。

「……ううっ」

　二人の惨さん状じように、長坂は思わず声を漏もらした。一目見て、二人とも死にかけていることは明白だった。特に海に関しては、わずかながらも胸が上下しているのが奇き跡せき的だとすら思える。

　そんな海に盾たてになってもらった三助は、外傷という意味では比ひ較かく的てきマシだった。が、完全に意識を失っている。呼吸は荒あらく、服もズタボロ。そのくせ、過か醒せいの輝かがやきは留とどまるどころか、徐じよ々じよに強まっていくようにすら思える。

「急いで中に担かつぎ込むんだ」

　昂治が号令をかけ、長坂たちは二人のもとにしゃがみこんだ。







「ちょ……これはどういうことなのよぅ!?」

　九里浜は取り乱していた。あまりにも唐とう突とつに突つきつけられた現実に、したたかに頭を殴なぐられたような思いだった。動どう揺ようをどう表現したものかわからず、手を中空に構えたきり、うろたえる。

　さまよう視線は、やがて夏月を捕つかまえた。わけのわからないまま、九里浜は夏月に飛びかかった。腕うでをつかんで、前後に揺ゆさぶる。

「夏月！　何があったのよぅッ！　何がッ」

　激しい問いかけにもかかわらず、夏月は相変わらず放心したきりだった。九里浜の視線を受け止めることができず、つい顔を逸そらす。

「ごめんなさい……私たちが不ふ甲が斐いないから……」

　絞しぼり出す声は小さく、弱々しかった。

　葛東家のログハウスの寝しん室しつのベッドに、三助と海は寝ねかされていた（さらに隣となりのベッドには佐倉が寝ていたが、状じよう況きようが状況だけに全員から無視されていた）。依い然ぜんとして海の呼吸音はあまりに小さく、三助の過醒の輝きはおさまらない。

　両名ともに瀕ひん死しの重傷だった。

「三助！　三助！」

　ステフが三助のそばで何度も呼びかけていたが、三助は何の反応も見せない。返ってくるのは低い苦く悶もんのうなり声ばかりだ。過醒の力が、三助の肉体を苛さいなみ続けている。

「……葉月！」

　完全に放心状態の夏月から離はなれ、九里浜は葉月に怒ど鳴なった。

「どうにかならないの!?　このままじゃ海さんも三助も死んじゃうじゃないのよぅ！」

　九里浜の訴うつたえに、しかし葉月は苦い表情をますます深めるばかりだった。何も答えずに、うつむく。

「……そんな。そんなの……！」

　九里浜の唇くちびるから、絶望の言葉が絞り出される。

「何とか言いなさいよッ!!」

　鉄てつ扇せんを持ち上げると、九里浜は葉月を殴ろうとした。

　葉月は素す早ばやく反応し、鉄扇が脳天を捉とらえるはるか以前で押しとどめた。

「たしかに、二人がこんな目にあったのはあたしらが不甲斐ないせいッスけど……！」

　葉月もかんしゃくを爆ばく発はつさせた。

「黙だまって殴られるようないわれはねえッスよ!!」

　感情的に九里浜を突き飛ばし、床ゆかに叩たたきつける。

「つらい思いなのはあんただけじゃねえんだ！　騒さわいで海さんが目を覚ますのかよ、このアホ！」

　さらに葉月は九里浜に馬乗りになり、顔面をつかんで押さえつけた。当然、九里浜も鉄扇を振ふり上げて反はん撃げきしようとする。

「二人とも止やめて下さい！」

　夏月が飛び込み、葉月を引きはがした。

　自由になった九里浜は、鉄扇を固く握にぎりしめ、なおも葉月を殴ろうとする。

「こんなところで喧けん嘩かしてどうにかなるとでも思ってるんですか!?」

　夏月は間に割り込み、二人の近接を防いだ。葉月と九里浜は、夏月を挟はさんでにらみ合う格好になる。

　その時、寝室の扉とびらが開いた。同時に、寝室内に薄うすく、黒い霧きりが広がる。

『……何があった!?』

　現れたのは、八阪井三十四と伊勢谷景けいだった。

「三十四さん！」

　昂治が注意を促うながし、海と三助が横たわるベッドを示す。

　三十四は足早にベッドに歩み寄り、二人の重傷者を見やった。

「……なんてこと」

　三十四の後ろで、伊勢谷は顔を青ざめさせた。

『…………』

　十数秒間、三十四は無言で立ち尽つくしていた。この姿を見て、さすがにショック無しではいられなかったようだ。が、我に返ると二名を看み始はじめた。

　傷の具合を至近から眺ながめ、過か醒せい紋もんの様子を観察する。

　葉月も九里浜も、つい先ほどまでもみ合っていたことを忘れ、三十四の挙動を凝ぎよう視ししていた。

　ほんの一分ほどで、三十四は身を起こした。

『今行いうる最善の行動は──』

　全員の視線が三十四に集まる。

　間を置いてから、三十四は言った。

『海の醒せい核かくを抜ぬき出し、三鶴城大助に与あたえる。これで少なくとも、三鶴城大助を救うことはできる』

「な──！」

　全員が、驚おどろきの声を上げた。

　もっとも声が大きかったのは、九里浜だった。三十四に体当たりをかけるかのように飛びつくと、いきなり食ってかかる。

「それはどういうことよぅ！　海さんに死ねって言うの!?」

『そういうことだ』

　なんら感情の揺らぎを感じさせない声で、三十四は言った。

『海は、──状態が悪すぎる。魂裸醒の力による治ち癒ゆ能力が追いついていない。このまま放置して復活する可能性は一対九というところだな……だが三鶴城の方は、醒核を入れさえすれば、過醒はおさまるはずだ。確実に』

「……私と、同じことをするのね」

　伊勢谷が口を挟んだ。

　伊勢谷も以前、過醒状態となり死にかけた経験がある。その時は戸有の脱だつ走そう者しや、神山の醒核を飲み込んだことにより、過醒死を回かい避ひできた。

『そういうことだ。このまま手をこまねいていれば、二人とも死なせることになる。ならば、可能性の高い方を生かすべきだ』

「それは……そうだけど！　海さんは……！」

　三十四の言っていることは正しい。九里浜は頭ではわかっていた。だが、海を見殺しにすると言われて黙だまってはいられなかった。たとえ、もはや死の運命は避さけ得ないとしても、だ。

『あきらめろ。俺は神ではない。二人とも救うなんて都合のいいことはできない』

　三十四はあくまで冷たく、淡たん々たんと語る。

　本能的に、九里浜は鉄扇を振り上げた。

『打ちたければ、打てばいい』機先を制して三十四は言った。『気が済むまで俺を打てばいいだろう。だが、処置は行わせてもらう』

　そう言われては、九里浜の鉄てつ扇せんも空中で止まるしかなかった。だが、一度振り上げた拳こぶしならぬ鉄扇を、そう簡単に下ろせるものではない。

　その時。

『……純』

　九里浜は、海の声を聞いたような気がした。すぐさま振り返る。

『みんなを困らせるんじゃない……』

　横たわった海の身体からだのちょうど真上に、海の幽ゆう体たいが現れていた。

　海の幽体の手が、九里浜の身体に触ふれている。

「海さん……！」

　海の姿を目まの当たりにして、九里浜の表情がわずかに和やわらぐ。

　海は力のない微ほほ笑えみを浮うかべた。

『三十四さんの言うとおりにするんだ。……俺の醒核を、三助君に飲ませろ』

「そんな」九里浜の口が開く。「それじゃ、海さんが死んじゃう……！」

『死にやしない』海の言葉は、あくまで穏おだやかだった。『肉体は滅ほろんでも、俺の魂たましいは三助君の中で生き続けることになる。二人ともが滅んでしまうより、はるかにいいことじゃないか』

「…………」

　九里浜は何かを言い返そうとしたが、できなかった。海の意志を知り、ボロボロと涙なみだを流し始める。

　海は、幽体で九里浜を包み込むようにして抱だいた。

『……そう、君は優やさしい娘こだ……その気持ち、忘れないようにしてくれ』

　ぺたり、と九里浜はその場に膝ひざをついた。

「……忘れない……」

　嗚お咽えつを繰くり返し、しゃくりあげながら、それでも九里浜は必死に言葉を紡つむいだ。

「……忘れないから……海さんのこと……忘れないから……！」

『それでいい』

　幽体が、九里浜から離はなれる。三十四の方を向き、

『あとのこと、お願いしますよ』

　ウィンクを投げた。

『……心得た』

　三十四が重々しく頷うなずく。それを視し認にんして、海は自らの幽体を消した。

　九里浜はその場に崩くずれ落ち、身体を震ふるわせ始めた。伊勢谷が無言で九里浜の肩かたを抱く。

　彼女らを尻しり目めに、三十四は娘たちに声をかけた。

『葉月、夏月……移植をやるぞ。手伝ってくれ』

　夏月は長いこと黙だまりこくっていた。が──

　九里浜は崩れ落ちた格好のまま、

「……夏月、お願い……海さんの願いを叶かなえてあげて……」

[image: ]

　小さな、しかし必死な声で、夏月に言った。

「────」

　夏月は、はっと顔を上げた。と同時に、葉月が夏月の背中を力強く叩たたく。

「やるとなったら、やるッスよ」

　葉月は唇くちびるをかみしめていた。それは、目的を達成するためには自分の感情は殺す、という意志の表れだった。

　そう──今は、やるべきことをやらなければならない。自分の気持ちに拘こう泥でいしている場合ではないのだ。

　一つ息を吐はき出し、頭を持ち上げる。その顔からは、感情が消えていた。

「わかりました。やりましょう」

　行くべき道は決まった。あとは、迷うことなく道を突つき進むのみだ。




　　記き憶おく




　…………

　いつから意識が覚かく醒せいしていたのか──

　ふと気がつくと、僕は妙みような空間にいた。

　ほのかな青白い光を放つ、奇き怪かいな空間。どこまでも奥行きがあり、どこまで行っても何もない。

　まったくの無の空間だ。

　しかし、不思議なことに、なんの不安も感じなかった。むしろ、安らぎすら覚える。

　僕は死んだのだろうか？

　ここが死後の世界であるならば、もう少し何かあってもいいのではないだろうか。花畑なり、三さん途ずの川なり。テレビで見たり本で読んだりした臨死体験ってのは、全部ウソッパチだったのか。

　そうでなければ、夢でも見ているのか。夢のわりには、自分の意識がはっきりしすぎているが。

　不意に、眼前に青白い大きな光が灯ともった。

　すぐに気がつく──これは、幽ゆう体たいだ。

　思った通り、幽体はやがて人形となり、よく知っている人物の姿となった。

「……海さん……」

　僕の声に応じて、海さんは手を振ふり上げた。

「やあ。三助君」

　幽体のわりに、海さんの姿ははっきりしていた。幽体という奴やつは首から下はぼんやりしているものだが、今の海さんは服はおろか靴くつまで履はいていた。首元には、例の十じゆう字じ架かをぶら下げたチョーカーを巻いている。

　そして、改めて気づく──僕自身もまた、海さんと同様、幽体のごとき姿をしていることに。服まで着こんでいるとはいえ、僕の身体からだに実体はない。

「……なんなんですか、これは」

　僕は海さんに尋たずねた。

「ここは一体、どこなんでしょう」

「君の心の中じゃあ、ないのかな」

　海さんは、自信無さそうに言った。

　海さんは穏おだやかな表情を保っていた。数日前、初めて会った時のように。つい先ほどまでは、世界の苦難を一手に請うけ負ったような険しい顔つきを見せていたのだが。

　つい先ほど、と言えば──

「そう言えば海さん、どうなったんですか。佐土原三兄きよう妹だいとの勝負は、──」

　その質問を口にした途と端たん、眼前にビジョンが現れた。

　まるで、３Ｄ映像を見ているかのようだった。空に巨きよ大だいな銃じゆうが現れ、銃口から発射された光線が僕を襲おそう。海さんが割り込んで、シールドを展開する。しかし耐たえきることはかなわず、海さんと僕は枯かれ葉のように吹ふき飛ばされる──

　というところで、不意にビジョンは消えた。

「ほらね」海さんの声。「ここは君の心の中だって言っただろ？　君の記憶が再現されたってわけだ」

　見上げると、海さんはいつの間にやら僕の隣となりに立っていた。

　なるほど、と納なつ得とくした。と同時に、別の疑問が浮うかび上がる。

「……じゃあ、なんで海さんがこんなところに？」

「簡単さ」海さんは言った。「あのビームを食くらって、俺と君とは瀕ひん死しの状態に陥おちいった。俺はもうダメだったが、君にはまだ生きるチャンスがあった。だから、俺は君に醒せい核かくを譲ゆずったのさ」

「……醒核──」

　説明はシンプルだったが、その意味するところを飲み込むのには時間がかかった。

「──それって、海さんが死んでしまうってことじゃ──」

「その通り」

　海さんは、あっさりと言った。

　自分の命と引き替かえに、海さんは僕を救ってくれたというのか。

「海さん、なんでそんなことを──!?」

「そう問われると、ちょっと答えに困るんだが」海さんは苦く笑しようした。「君の方が、生き延びる可能性が高かった。ならば、そっちに賭かけるのはごく当たり前だ。君の障害になっているのは、過醒だけだ。醒核を取り入れて、先天的魂裸醒の力を手に入れれば、君は蘇よみがえることができる」

「……そうかもしれないですけど、でも……」

　理り屈くつはわかる。だが、納得できるはずもない。僕のために海さんが死ぬだなんて、そんなことがあっていいのか？

　けれども海さんは、僕の内心を見み透すかすかのように、目を閉じた。

「俺は、これで納得している」

　自分という存在が消しよう滅めつする、その瀬せ戸と際ぎわにあって、海さんは淡たん々たんとしていた。凜りんとして、わずかにも動どう揺ようする様子を見せない。

「記き憶おくが戻もどってからというもの、ずっと考え続けていた。四年前、どうして俺は生き残ってしまったんだろう、ってね。俺があの時に死んでいれば、父さんは今も静かな余生を送っていたはずなのに。だが、今に至って、やっと答えが見つかった。俺はこのために命を長らえていたんだ──君に命を継つぐために」

　その笑え顔がおには、満足があった。来きたるべき運命を自分の意志で受け止める、という満たされた思いが。それを見ると、僕には何も言い返すことができなかった。

「これでいい。これでいいんだ──が、二つだけ、やり残していることがある」

　海さんは、僕の肩かたに手を置いた。

「すべてが終わったら真実を話す、と三十四さんに約束していたんだ。君の口から、真実を語って欲しい──三十四さんだけじゃない、夏月ちゃんと葉月ちゃんにもね」

「……それは、どういうことですか」

「俺の記憶を継いでくれ」

　海さんがウィンクする。

　途端、この不思議な空間がぐにゃりと歪ゆがんだ。突とつ然ぜん感覚が混乱する──が、それも一いつ瞬しゆんの話、気がついたら僕は草むらに腰こしを下ろしていた。

「……ここは……？」

　一見して、どこかの田舎いなか村の集落の中だということはわかった。夕暮れだ──山の端はに日は没ぼつし、空は紫むらさき色いろに染まっている。

　目の前には狭せまい舗ほ装そう道路が走り、それに沿ってぽつりぽつりと家が建っている。斜ななめ前方には、住居にしては少し妙みような、古ぼけた大きい建物があった。集会所かなんかだろうか？　明かりが灯ともっていて、人が詰つめているようだ。

　背後を見やると、こちらにも木造建築物があった。こちらも大きい。目の前の集会所は平屋だが、こっちは三階建てだ。なんとはなしに、地元の廃はい療りよう養よう所じよを思い出す。

「そう、療養所さ」海さんは言った。「姉さんが──八阪井五月がいたところだ」

「……ということは」

　その一言で、理解する。

　ここは戸有村だ──海さんの記憶の中の。

「四年前、内戦開始直前の戸有村だ」

　療養所と集会所、双そう方ほうに目を配る海さん。

「今、集会所には村の人間があらかた集まっている。審しん問もん会かいが始まろうとしているんだ──八阪井三十四による、亘理銑十郎への弾だん劾がいを吟ぎん味みするために。亘理派と反亘理派の緊きん張ちようが高まっている最さ中なかに突然、死んだと思われていた八阪井三十四が戻ってきたんだ。その上、三十四さんの帰き還かんを待っていたかのように、姉さんが意識を取り戻した。この時は、村全体が異様な熱気に包まれていたね」

「海さんは、この時は──？」

「姉さんの世話で手て一いつ杯ぱいだったよ。姉さんが意識を取り戻したことが、ただうれしかった。この時の俺には、姉さんしか見えていなかった。療養所の外のことには、できるだけ背を向けていた。どうでもいいことだと思っていた。だから、手ひどい見落としをしていることに気づかなかったんだ──」

「見落とし？」

　僕の質問に、海さんは答えなかった。道の奥へと目をやる。

　と、その視線の先に、一人の青年が現れる。

「俺だ」と海さん。「俺は一花を捜さがしていた」

　ゆったりとした歩き方は、海さんそのものだった。四年という時間相応に、顔つきは若かったが。首元のチョーカーも、この時はない。

「山の上の方に、村全体を見下ろせる崖がけがあってね」

　海さんは四年前の自分のさらに奥、壁かべのごとくそびえる山やま肌はだに目をやった。

「あそこは、俺と一花の秘密の場所だった。この日、一花は俺をそこへ呼び出した。だけど、いつまでたっても一花はやってこない。心配になったんで、一花を捜しに俺は山を下りてきた、というところだ。で、俺は療養所に寄った。一花は、姉さんの世話を手伝ってくれていたんでね。もしかしたらここに来ているかもしれない、と思ったんだ」

　言ったとおり、四年前の海さんは療養所前で立ち止まった。二階の窓を見上げ、明かりがついているのを確かく認にんする。どうやら、あそこが八阪井五月の病室らしい。

　視線を下ろすと、四年前の海さんは療養所の門をくぐった。

「さあ……あとは、君の目で確かめてくれ」

　そう海さんが言うと、僕の視界は自然に病室内部へと変わっていった──




　　真実




「…………？」

　海はピタリと足を止めた。

　この七年間、夏の暑い盛さかりにも冬のクソ寒い時にも、数えきれぬほど往復してきた廊ろう下かだ。見たところ何の変化もない。ないのだが、

「……なんだ？」

　海はなにかを感じ取った。普ふ段だんとは違ちがう、なにかを。

　違い和わ感かんの正体は、しかしすぐにあきらかとなる。

　海はスンスンと鼻を鳴らし、そして気がついた。廊下に何かの臭いが漂ただよっている。

　血の臭いだ。

　臭いは、廊下を進めば進むほど濃こくなっていく。五月の病室は、廊下の一番突つき当たりだ。

　猛もう烈れつな不安が黒雲のようにわきあがるのを、海は感じた。つい、足が止まる。だが、この場で立ち止まっていたところでどうにもならない。意を決し、海は魂裸醒を発現した。死神の大おお鎌がまの形をした魂裸醒、フィーンドを。

　大おお股またで廊下を進み、姉の病室の扉の前で一いつ旦たん立ち止まって、室内の気配を探さぐる。

　嫌いやな予感はさらに増した──血の臭いの元は、間違いなくここだ。

　その上、誰だれかがいる。五月以外の何者かが、病室内にいる。

　頰ほおを汗あせが伝うのを感じた。イヤな汗だった──海は手の甲こうで汗をぬぐうと、覚かく悟ごを決めて、病室内に飛び込んだ。

　そして海は、見てしまった。







　赤い花が咲さいているようだった。大きく、鮮あざやかな色をした花が。

　すぐに海は気がついた。それは花ではなく、壁に飛び散った鮮せん血けつだった。

　鮮血の中央には、五月がいた。

　五月はベッドの上で上半身を起こし、背後の壁にもたれていた。胸には左ひだり肩かたから斜ななめ下方に向けての裂れつ傷しようが走っている。上着もシーツも、なにもかもが真っ赤になっていた。頭はがっくりと力無く落ちていて、表情は見えない。

　呆ぼう然ぜんと、海は立ち尽つくした。突とつ然ぜんに残ざん酷こくな事実を突きつけられて、思考能力が麻ま痺ひしていた。が、無む為いの時にひたる間はなかった。

　五月のすぐそばに、一花がいた。

　一花は海に背を向け、窓に向かって仁に王おう立ちしていた。

　消えゆく夕日と相対した一花の姿は、黒い一本の柱として屹きつ立りつしているかのようだった。が、動かないはずの柱は、海の気配を感じ取って、くるりと振ふり返った。

「……お兄ちゃん……」

　左足を前に、半身の体勢で海と向かい合う。

　その右手には、死神の大鎌があった。海とその姿をほぼ同じくする一花の魂裸醒、デッド・ロマンティックだ。

　一花は、体中に返り血を浴びていた。

「…………!!」

　一いつ瞬しゆんで、海は事実を悟さとった。この病室で、何が起きたのか──

　それは、とうてい受け入れられない事実だった。

　だからこそ、海は自分の考えが誤っていることを、心から祈いのった。

「誰がやったんだ」舌がもつれるのを感じながら、海は言う。「誰が姉さんを殺したんだ！　一花は戦ってくれたんだろう？　姉さんを守るために──」

「……違う」

　ぽつりと一花は言い返した。

　そして、決定的な言葉を口にした。

「五月を殺したのは、一花」
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　すっと血の気が引くような、墜つい落らくしているような錯さつ覚かくを、海は覚えた。

「……俺を山に呼び出したのも、このためか」

　無言のまま、一花は頷うなずいた。

「どうしてだ！」思わず声を張り上げていた。「亘理さんの命令か!?」

　その可能性を、海は頭の隅すみに置いていた──八阪井三十四が帰ってきた時から。五月は、三十四の主張を裏付ける重要な証人だ。亘理にとっては危険人物である。だが、このタイミングで亘理が五月を殺すのは、三十四の主張は事実だと大声で叫さけぶようなものだ。だから逆説的に五月の身は安全だ、と信じていたのに──

　しかし、一花は首を振った。

「違う。一花は、誰にも命令されてない」

「……一花自身の意志で、やったってのか」

　一花はまた無言で頷いた。

「だったら、なんでこんなことをした!?」

「お兄ちゃんがかわいそうだったんだもの!!」

　一花はさらに大きな声で言い返した。

　海は全く理解できなかった。俺がかわいそうだった、だと？

「一花は、ずっとお兄ちゃんのことだけを見てきたんだもの」

　ぼろぼろと涙なみだを流しながら、一花は語り始めた。

「五月が昏こん睡すい状態になって帰ってきた、あの日からだよ。この七年間、お兄ちゃんはただひたすら五月の世話だけを続けてきた。同じ年ねん齢れいの他ほかの人たちは、次々と村の仕事について、実績を挙げていってるっていうのに。神山さんも、入江さんも、バカ義顕だって……」

「自分のお兄さんのことをそんな風に言うもんじゃない……」

　海は口を挟はさんだが、一花は聞く耳を持たなかった。

「一花のお兄ちゃんは海お兄ちゃんだけだよ！　バカ義顕は、お父さんの息むす子こだからって理由だけででかいツラしてるだけだもの」

　一花の指し摘てきは全くの事実だったので、海は何も言い返せなかった。

「一花はね、お兄ちゃんが一番強い魂裸醒だって知ってるんだよ……いつかは銀ぎん剣けん持ちにだってなれる、ってわかってるの。他人の看病なんかで自分の時間と才能を浪ろう費ひしてちゃ、だめなんだよ！」

「他人の看病だと!?」海は激げつ昂こうした。「姉さんは姉さんだ！　たとえ血は繫つながっていなくても、家族の一員だ！　他人などと思ったことはない！」

「……本当に血が繫がっていればよかったのに……」

　わずかに視線を逸そらし、一花は言った。

　その一言に、海は得心がいった。つまりこれは、一花の嫉しつ妬となのだと。海の目が常に五月へと向かっていることに対する嫉妬。

　嫉妬に身を焦こがし続けた一花は、ついに嫉妬のもとを排はい除じよしようとしたのだ。

「お兄ちゃんは、五月のことを愛してるんでしょ!?」

　一花の言う「愛」は、家族愛や姉きよう弟だい愛ではない。男女間の愛のことだ、と海は悟った。

「それは違ちがう！　たしかに姉さんは大切な人だ──だけど、おまえが考えているようなものじゃない！」

「噓うそ！　そんなの噓！　お兄ちゃんの五月を見る目は、普ふ通つうの姉弟のものじゃないもの！」

　それは、一花の観察眼の決定的な間違いだ──海は思った。俺と姉さんの関係は、そんなものじゃない。血は繫がってはいないけれども、俺たちは姉弟だ。それ以上でもそれ以下でもない。

「そのために……そんな思いこみで、姉さんを殺したのか……!?」

「殺すつもりなんてなかったんだよ、最初は……。だって、五月はいつか死ぬんだって思っていたんだもの。でも、お兄ちゃんたちの看護のおかげで、五月はなかなか死ななかったでしょ。一年たっても、二年たっても……」

　一花の視線は、五月に注がれていた。そこには、純じゆん粋すいな憎にくしみが宿っていた。

「一花、待ち続けたんだよ？　絶対、いつかはお兄ちゃんも一花に振ふり向いてくれるって信じていたから。神様が五月の命を持ち去って、お兄ちゃんを自由にしてくれる、って。でも、五月は死ぬどころか……意識を取り戻もどした。このままじゃ、お兄ちゃんは永遠にこの病室の囚とらわれ人になってしまう。それだけは、どうしても許せなかった。どうしてお兄ちゃんみたいな人が、才能を棒に振らなきゃならないの？　そんなことは、絶対に認められない。だから、一花は決断したの。お兄ちゃんをくびきから解放しなくちゃ、って」

「……だから、姉さんを殺したのか」

　海は疲つかれ切った声で言った。

　一花の行動は、海のことを思ってのこと。それは理解できた。だがその行動は、海にとって決して許すことはできないものだった。

　なんで俺は、一花の気持ちに気づかなかった？　俺がもう少し一花のことを見ていてやれば、こんな事態にはならなかったんじゃないのか？

　海は、認めざるを得なかった──責任の一いつ端たんは、自分にもあるのだと。

　どうすればいい？　考える時間は少ない。いずれ審しん問もん会かいが始まる。五月は証人の一人として呼ばれている。いずれ誰だれかがやってくるだろう。

　一花が五月を殺した──この事実を周囲に晒さらしてしまっていいのか？

　いいわけがない。海にとって、一花はかわいい妹のような存在だ。そんな彼女に、人殺しの汚お名めいをかぶせたくはない。村の掟おきてを破る真ま似ねを行い、処しよ刑けいされた者は、墓すら建ててもらえず、死後には忘れ去られる──まるで、そもそも存在していなかったかのように。

　しかし一方で、五月を殺したという事実は、決して許容できるものではない。同どう胞ほう殺しは、何よりも重い罪だ。なにより、床とこに伏ふせっている無防備な人間を一方的に殺すなど、あまりに卑ひ劣れつすぎる。

　罪を犯おかした者を野放しにすることはできない。だが、一花を罪人とさせたくはない。二つの相反する気持ちが、胸中でせめぎあう。

　…………

　…………

　二つの気持ちを両立させる手段に、海は気がついた。

　すぐに理解した──自分が取るべき行動は、これしかない、と。

「お兄ちゃん……」

　一花は、手を差し伸のべた。

「一花は、いつだってお兄ちゃんの味方だよ……？」

　海は、顔を上げた。血を吐はくような顔つきだったが、少なくとも、迷いはなかった。

「……戸有には掟がある」

　突とつ然ぜんの言葉に、一花は首をかしげた。

「なんのこと？　お兄ちゃん……」

「『親しき者とて、滅ほろぼすべきは滅ぼす』とな」

　海は魂裸醒を発現させると同時に、鎌かまで一花を切り裂さいた。







　一花はよろめいた。鎌の柄えを杖つえ代わりに、なんとか持ちこたえる。

　その顔には、胸を裂かれた苦く悶もんではなく、信じられないものを見たという驚おどろきの表情があった。

「……これは……どういうことなの……お兄ちゃん……？」

　自分の血を手でぬぐい、じっと見つめる。

「姉さんを殺した相手を許すことはできない。たとえ相手が一花でも、だ……」

　海の苦く渋じゆうの表情が、ますます深くなる。

　一いち撃げきで殺すつもりだった──一花に速すみやかな死を与あたえるために。

　だが、手元が狂くるった。当たり前だ──親しい相手、自分のことを想おもってくれている相手に斬きりつけようとして、何のためらいも覚えない奴やつがいるか？

　でも、やらねばならない。海はあくまで非情に、再び鎌を振り上げた。

「俺が、姉さんと一花を殺したということにする」

　言葉とともに、鋭するどい刃はを叩たたきつける。

「な…………」

　一花は咄とつ嗟さに魂裸醒を持ち上げて、斬ざん撃げきを受け止めた。鎌と鎌、似た形状の二つの魂裸醒が激突する。

「どういうつもりなの!?」

　刃は越ごしに、一花は驚きの声を上げる。

「抵てい抗こうするんじゃない……できるだけ苦しまないようにしてやりたい」

　戦せん闘とうの最さ中なかにあって、海の声は不気味なくらい穏おだやかだった。

　それを最後通告と受け取った一花は、怒いかりと悲しみとが混じった表情を浮うかべた。

「どうしてわかってくれないの!?　お兄ちゃん!!」

　力任せに鎌を押し出す。予想外の力に、海の足あし下もとがふらついた。

　半身のまま、一花は大きく踏ふみこんだ。

　間かん髪はつを入れず斬撃が走る。病室内では大きく動くことができず、海は軽く腕うでを裂かれた。袖そでがぱらりとめくれて、薄うすく血がにじむ。

「わかるか!!」海は声の限りに叫さけんだ。「俺を解放する、だと!?　こんなことをされて、俺が喜ぶとでも思ったのか!?」

　が、一花は海の言葉など聞いていなかった。

「お兄ちゃん!!　お兄ちゃんまで、一花の気持ちを裏切るの!?」

　感情を暴走させ、一花は狂ったように鎌を打ち付ける。顔には憤ふん怒ぬの表情、滝たきのように涙なみだを流しながら、海を切り裂こうとしていた。

「裏切る、だと……！」

　海は防戦一方となっていた。所しよ詮せん一花だ、となめていたようだ──これでは、殺されるのはこっちかもしれない。このまま一花に殺されるのもいいかもしれない、という思いが脳のう裏りをよぎる。

　が、一いつ瞬しゆん後にはその考えを捨てていた。それは、一花にさらなる罪ざい業ごうを科すだけだ。

　今度こそ、ハラは決まった。一花は俺が止める。

「裏切ったのは一花、おまえの方だ……!!」

　海は一花に体当たりを仕し掛かけた。

　急な動きに一花は不意をつかれ、体当たりをもろに食くらう。しかし完全に体勢を崩くずすまではいかず、数歩のたたらを踏んで踏みとどまる。

　その隙すきに、海は自分の左手側に鎌を伸ばした。五月のベッドのそばに置かれていた大きな花か瓶びんを引っかけて、一花へとはじき飛ばす。

　一花の右側頭部に激突する、その寸前。

「!!」

　一花は退ひかず、左足を大きく踏み出し、鎌の柄で花瓶を粉ふん砕さいした。

　空中で花瓶がはじけ飛び、生けられていた花が水みず飛沫しぶきとともに乱れ飛ぶ。赤、黄色、白、紫むらさき──、様々な色の花びらが弾はじけて、ひらひらと舞まい飛んだ。

　花びらの雨の中、一花が身体からだを崩す。無理な体勢から強ごう引いんに花瓶を叩いたことで、バランスを失っていた。足を強く踏みしめてこらえようとしても、間に合わない。

　結果、一花は海に背中を晒さらすこととなった。

「……一花!!」

　海は一花の背中側、右みぎ脇わき腹ばらへ、鎌の刃を撃うち込んだ。

　刃は音もなく滑すべり込み、一花の胴どうを貫かん通つうしてみぞおち側へと突つき出た。

「…………」

　一花の動きが静止する。

　少しして、一花の口の端はしから血の筋がつ、と漏もれ出る。

　だが──

「……ああァァ──ッ!!」

　身体を貫つらぬいたままの刃をまったく顧かえりみることなく、一花は身体をよじり、海に斬りつけた。

　海には、それを防ぐこともよけることもできなかった。

　海は、自分の身体で刃を受け止めた。

　一花の身体が、海の鮮せん血けつでさらに染まる。

「ぐ……うう……」

　二人は、もつれるようにしてその場に崩れ落ちた。







　床ゆかに寝ね転ころがった海は、急速に自分の身体から命が流れ出ていくのをぼんやりと感じていた。

　この世の見納めが花びらと床の木目だなんてたまらないな、と海は首をねじる。

　一花がほんのわずかに動いているのが見えた。死に抗あらがうため、立ち上がろうとする。が、伸のばした腕は窓まど枠わくにすら届かない。ベッドの脚あしにもたれるような格好で、一花は動かなくなった。

　これでは、義務を果たしたとは言い切れない──死の淵ふちにあって、海は焦あせりを感じていた。あとからこの部屋に入ってきた第三者は、この状じよう況きようを見てどのような判断を下すか？　少なくとも、海の意図する風には取ってくれないだろう。海が五月と一花を殺した、という筋書きを、この部屋から読み取るのは不可能だ。

　メッセージを残さなきゃ、と思いつき、指を伸ばす。が、どんな文章を残せばいいのか、今の海には思いつかなかった。それに、殺人犯がメッセージを残すというのも妙みような話だ。

　第三者を待つしかない。誰だれかに、自分の口から、「事実」を伝えるのだ。

　俺の命の灯ひが尽つきる前に、誰かに来てほしい──海は、心の底から願った。誰でもいいから、言葉を残さなくては──

　と、ほどなくして、床につけた耳に、足音が伝わってくるのを海は感じた。誰かが、早足でこの病室に向かってきている。

　乱暴に部屋のドアが開け放たれた。

　現れたのは、黒衣と鉄仮面の男、八阪井三十四だった。

　八阪井三十四は、病室を一目見て絶句した。顔色を窺うかがうことこそできないものの、仮面の下では衝しよう撃げきと驚きよう愕がくの表情を浮うかべているに違ちがいなかった。

　数秒間の放心からさめると、三十四はまず五月のもとに駆かけよった。

「五月！　五月!?」

　必死な声で呼びかける。が、五月の閉とざされた両目が開かれることはなかった。

　愕がく然ぜんとした三十四は、しかしまだ心を折ることなく、次に海のもとにしゃがみこむ。

「海！　海！　なにがあった!?」

　薄うすれゆく意識の中で、ぼんやりと気づく。八阪井三十四が、普ふ通つうに男の声で語りかけてくることに。七年前に声を失ったなどといって、霧きり状じようの幽ゆう体たいで意思疎そ通つうを行っていたけれど、普通にしゃべることができるんじゃないか。

　が、今はどうでもいいことだ。海がこの惨さん劇げきを引き起こした、ということを伝えなければならない。

「…………あ……」

　ところが、いざという段になって、声が出なかった。どれだけ振ふり絞しぼってみても、出るのは血の臭においのする呼気ばかり。無理やり声を出そうとすると、むせた。自分でも驚おどろくほど弱々しい咳せきが出る。

　これは……まずい……！

　内心で焦る海を尻しり目めに、三十四は視線を転じた。海の顔から、海の指先へ。

　血文字を書こうと伸ばした指は、どこかを指さしているようにも見えた。

　三十四は、指の示す先に目をやる。そこには、窓がある。窓から見えるのは、集会所だ。今から審しん問もん会かいが行われようとしている、集会所が。

「そうか……そういうことか……！」

　八阪井三十四は、立ち上がった。

「亘理銑十郎……ここまでの手段に出るとは……!!」

　違うんだ、と海は思ったが、それを伝える術すべはもはや残されていなかった。

　八阪井三十四であれば、そう誤解するのも無理からぬところだった。五月は審問会の証人だった──亘理の悪を告発するための。亘理が先回りして、口くち封ふうじを行ったと考えるのは、ごく自然なことだった。

　一いつ瞬しゆん、八阪井三十四を中心に、突とつ風ぷうが吹ふき荒あれたような気がした。憤ふん怒ぬの咆ほう吼こうが、天まで届けとばかりに轟とどろき渡わたる。

「亘理銑十郎ォォ──ッッ!!」

　絶ぜつ叫きようと同時に、八阪井三十四は床を蹴けった。床を踏ふみ抜ぬきそうな勢いで、窓ガラスを砕くだき、外へ飛び出す。

　海はもはや指一本すら動かすことができなかった。何も考えられなくなり、ついに意識が暗転する。

　最後の瞬間に見えたのは、三十四のあとからやってきたのか、扉とびら口ぐちに呆ぼう然ぜんと立っている八阪井夏月の姿だった。







「聞きたいことがあるんだがね」

　質問してきたのは、亘理銑十郎だった。

　海はベッドの上にいた。

　死を覚かく悟ごしていた海は、しかし生き残ってしまっていた。

　自分がどこにいるのか、よくわからなかった。少なくとも、療りよう養よう所じよの病室ではない。どこか別の部屋で、海は手当を受けていた。なんでも、五月の入っていた療養所は、半焼してしまったのだとか。

　自分が眠ねむり続けていた間に、戸有ではとんでもないことが起こっていたということを、海は父──二志名康晴から聞かされていた。突然八阪井三十四が集会所を襲しゆう撃げき、居並ぶ長老たち、そして亘理派の人間たちを片っ端ぱしから殺しにかかったこと。騒さわぎに応じて反亘理派が大々的に蜂ほう起き、武力激突に発展したこと。多くの魂裸醒が死に、多くの魂裸醒が戸有から逃にげていったこと、など。

　海はずっと黙だまって話を聞いていた。そして、徐じよ々じよにわかってきた──つまり、五月の惨ざん殺さつが、村を二分する大戦争を引き起こしたのだ、と。

　途と中ちゆうに八阪井三十四の勘かん違ちがいという夾きよう雑ざつ物ぶつがあるとはいえ、その引き金を引いたのは、一花だ。

　ことの大きさに、海はおののいていた。自然と口は堅かたくなる──この事実を打ち明けるべきなのか、と。

　しかし、亘理銑十郎はその事実を知りたがっていた。

「君ならば、わかると思うのだがね。結局のところ、あの病室で、何があったのかね？」

　海の体力が適度に回復したと見計らうと、亘理は毎日のようにお見み舞まいにやってきた。その主目的は、あの日何が起きたのか、海に質ただすためである。亘理の長話を聞かされているうちに、海は悟さとっていた。

　亘理は、「内乱首しゆ謀ぼう者しや＝八阪井三十四」という決定的証しよう拠こを欲しがっているのだ。八阪井三十四がトチ狂くるって妻を殺し、そして長老たちに襲おそいかかった──亘理はそう信じているか、そう信じようとしていた。

「俺が、……俺がやったんですよ」

　海は噓うそをついてみたものの、亘理は海の言葉を全く信じようとはしなかった。

「冗じよう談だんはやめたまえ！　どうして君に、七年間もずっと看病してきた姉を殺す理由があるのかね」

「……看病疲づかれですよ。七年も看病すれば、もうここらで十分って気持ちにもなるでしょう」

「なにをバカなことを。五月君が目を覚ました時、一番喜んでいたのは君ではなかったかね。よく覚えているとも。あれが偽いつわりの笑え顔がおであるとすれば、君は今すぐブロードウェイに立てるだろうよ。……またどうして、八阪井三十四をかばおうとするのかね」

　亘理の疑問は、「何な故ぜ海は三十四をかばおうとするのか」という一点に集約されていた。

　海と亘理の会見を無言で見守り続ける康晴は、半信半疑だった。娘むすめが殺され、しかもその犯人が息むす子こかもしれないというショッキングな事態に、やや判断力が鈍にぶっているようでもあった。事実、ここ数日で康晴は数十年分も老ふけ込んだように見えた。

　一方で、亘理はまったくもって精力的だった。海は絶望的な気持ちに陥おちいっていた。五月を殺し、内乱の引き金を引いたのはあんたの娘だ、と言ってやりたかった。そう言ってやった時の亘理の顔が見たかった。

　だがそれは、一花の行こう為いを秘密にする、という自分に対する誓ちかいを破るものだった。一花の死後の名めい誉よを守るためには、海が罪を被かぶらなければならない。罪を被ることにはなんの恐おそれもためらいもなかった。ただ、怖こわいのは、亘理に対する怒いかりが募つのり、つい衝しよう動どう的に真実を口にしてしまうかもしれない、ということだった。

　ひどい板いた挟ばさみ状態だった。沈ちん黙もくを守り通すことができるのか、という疑問は、毎日亘理の顔を見るたびに肥大化していった。それに従い、思わず真実を吐はき出したくなるという場面が、日に日に増えていく。すんでのところで吞み込んではいたが、それを見るたびに亘理は自信を深めていく──あと少しで海の口から「真実」を引き出せるという自信を。

　悩なやみに悩み抜いた末、海は最後にして確実な方法に訴うつたえることを思いついた。

「一花を守るには、これしかない……」

　そう決意した海は、ある日、亘理と康晴の目の前で魂裸醒を発現し、鎌かまの刃はで自分の喉のどを裂さいたのだった。







　海がここで死んでいれば、真実は闇やみに葬ほうむられることになったはずだ。が、あてつけとばかり亘理の目の前で自殺を試みたのは失敗だった。亘理たちはすぐさま海に処置を施ほどこし、命を取り留めさせることに成功してしまったのだった。

　埒らちがあかないと知った亘理は、折りを見て海に自じ白はく剤ざいを飲ませ、ついに真実を聞き出した。

　真実を知り、亘理は狼ろう狽ばいした。それは亘理にとって予想外のものであり、かつ己おのれの立場を非常に危あやうくするものだった。自分の娘が病びよう床しようの五月を殺し、内乱を起こすきっかけとなった──そんなことが知られれば、村は再度の混乱に見み舞まわれ、自分は間ま違ちがいなく村の指導者としての地位を追われる。

　亘理としても、真相は揉もみ潰つぶさねばならないものだった。

　海が命を長らえていることを知っているのは、康晴のみだ。だが、海が一命を取り留めた今となっては、今いま更さら海を消すわけにはいかない。海とセットで消せるほど、二志名康晴は老いているわけではない。なんとしても康晴を納なつ得とくさせた上で、真実だけを闇に葬る必要がある。

　再度の自殺防止のため、海は薬漬づけにされていた。意識はあったが、指一本動かすことができない。その病床のそばで、亘理は康晴に打ち明けたのだった。

「まことに申し訳ないのですが、海君に自白剤を飲ませました。結局のところ、海君が五月君と一花を殺したのは間違いないようです」

　康晴は無言でそれに応こたえた。が、その瞳ひとみには諦てい観かんと虚きよ脱だつの色がある。

「問題は、戸有のこれからです。私としては、下手人は八阪井三十四ということにしたいのですよ。村を壊かい滅めつの危機に追いやった奴やつをにっくき敵とすることで、戸有を一つにまとめたいのです。我々は、八阪井五月、亘理一花、そして二志名海を殺した男を許さない、とね」

　そう言って、含ふくみのある視線を送る。海の姉殺しの罪を隠かくしてあげましょう、という意味をこめて。

　その意図を正確に理解し、康晴は息を吞のんだ。

「……本当に、それでいいのか。海は、君の娘も殺したんだぞ」

「彼を晒さらし者にして、一花が帰ってくるわけではありませんよ」

　亘理は重々しく言った。

「同どう胞ほう殺しは死罪ですが、罪一等を減じて、記き憶おくを消して追放ということにしましょう。情状酌しやく量りようの余地は存分にありますしね」

　康晴は、大きく息を吐き出した。その疲つかれ切った表情は、しかしなにやら肩かたの重荷が降りたようでもあった。

「私も、海についていこう。引退することにするよ……余生は、蛍谷窟探しでもして過ごす」

「心中お察しします」

　亘理は一礼し、その後海に記き憶おく封ふうじと魂裸醒封じを施した。




　　永えい訣けつ




「……そういうことだったんですか」

　海さんの記憶の一部始終を見終え、僕はぽかんとしていた。

「そう。これが本当にあったこと、だよ」

　記憶を見ている間、海さんは常にそばにいた。二人の海さんを見続けるのは、なんだか妙みような気分だった。

「五月姉さんを殺したのは、亘理さんじゃなかった。亘理さんは、八阪井三十四がやったものと信じていた。だから真実を聞いて慌あわてたのさ。もっとも、事態を把は握あくすると、状じよう況きようを最大限に利用してみせたようだけどな。真実を知る者を隠し、自分の足場固めに利用した」

「だから、自分の娘むすめが生きていたことも隠していた、ということですか」

　僕がそう言うと、海さんは頷うなずいた。

「俺が生き残ってしまったんだ、一花が命を取り留めても不思議じゃないね。だが、亘理さんにとって、一花は都合の悪い存在だ。自分の娘が五月を殺したという事実が知られれば、自分の立場が危うくなる。そこで、一花は殺されたものということにした。亘理さんにとって八阪井三十四は、娘の仇かたきというわけだ。戸有の人心を一つにまとめるにあたって、これほど都合のいい名目はない。さすが亘理さん、頭がいいよ」

　その言葉を聞いて、はっと気がついた。

「じゃあ、今度、亘理が隠していた娘を繰くり出してきたということは、──」

「おそらく」海さんは言った。「亘理さんは、一花を捨て駒ごまにするつもりでいるんだろう。『レッド・ドラゴン』は、魂裸醒当人にも多大な危険をもたらす代しろ物ものだ。事実、十一年前に『レッド・ドラゴン』を操あやつっていた人は、沼渡田で死んでいる。……そこでだ、三助君」

　海さんは僕の目を見た。

「二つ目のお願いだ。一花を、葬ほうむってくれないか」

　その言葉を、僕は無言で受け止めた。

「君にしか頼たのめないことだ。俺の記憶を見た今なら、わかってくれるだろ。やり残した仕事を君に押しつけるのは本当に申し訳ないと思っているけど、俺はもう、あの世で待っていることしかできないからな。……あの世が存在すればの話だけど」

　海さんの言葉は、あくまで穏おだやかだった。まさしく、妹のことを純じゆん粋すいに案じる兄のごとく。

「それは、隕いん石せきを防ぐことにもつながる。『レッド・ドラゴン』を止めるためには、一花を殺さなくてはならない。頼む、三助君」

　幽ゆう体たいの海さんは、頭を下げた。

「それは、──」

　熟じゆく慮りよの末、僕は口を開いた。

「それは、海さんのお願いでも、聞けませんね」

「……なんだって」

　海さんは意外そうな顔をした。

　僕は慎しん重ちように口を開いた。

「経緯いきさつはどうあれ、一花さんは生きているんですよ。生きている人間には、真実を明らかにする義務がある、と思います」

「…………」

　無言のまま、海さんは僕を見つめている。

　僕はさらに言葉を継ついだ。

「真実を明らかにすることで、救われる人がいるんです。というか、あの殺人で大きく人生を狂くるわされた八阪井親子には、真実を知る権利があるはずだ。それにもう一人、罰ばつせられるべき人物がいる」

「亘理銑十郎か」

「ええ。たとえあの人が手を下したわけじゃないとはいえ、その後の隠いん蔽ぺい工作は許されるものではない、と思います。真実が明らかにされていれば、その後に流される血はもっと少なくて済んだはずだ。真実を葬るわけにはいきません──でも、亘理は葬ろうとしている」

「……そうだな」

　海さんは相あい槌づちを打った。

「もちろん、隕石を止めますよ。でも、一花さんを殺す以外の方法はあるはずです。外がい醒せい核かくを取り上げるなり、なんなり。とにかく、一花さんは生きたまま連れ帰ろうと思っています」

　固い決意を視線に込めて、僕は海さんを見た。

　しばしの間、海さんは驚おどろきの顔で僕を眺ながめていたが、一息つくと、小さな笑えみを見せた。

「なるほど、そうか──君の意見の方が正しいのかもしれないな。たしかに、真実を隠蔽しようとする点では、俺も亘理さんも同罪か」

「あ、いや、そんなつもりは──」

「いいんだ」海さんは手を上げて僕を制した。「醒核を返せ、だなんて言わないよ。君の信じるようにすればいい」

「……ありがとうございます」

　僕は深々と頭を下げた。

「最後に一つ、君も生き残ってくれよ。そうでなくては、君に俺の記き憶おくを伝えた意味がない。……そういや、さっきは力一いつ杯ぱい殴なぐってしまって、悪かったね」

「そんなこと、別に気にしてませんよ」

　そう答えると、海さんは苦く笑しようを浮うかべた。

「正直言って、イヤだったんだよ。君が悩なやみ、苦しむ姿を見るのは。まるで昔の自分を見るみたいでね。まあ、アレだ。魂裸醒というのも、所しよ詮せんは道具に過ぎない。正しい使い方さえわきまえていれば、恐おそろしい結果を招くことはない。そして、君は正しい使い方を知っている、と俺は信じている」

　海さんは首元に手をやると、チョーカーを取り外した。その下にあったはずの大きな醜みにくい裂れつ傷しようは、無くなっていた。

　それをきっかけに、海さんの姿が薄うすらぎはじめた。輪りん郭かくが薄れ、一人の男の姿は煙けむりのように、霧きりのように散っていく。

「……海さん……！」

「お別れの時間だな」

　自己の消しよう滅めつという事実を前にして、海さんは泰たい然ぜんとしていた。運命を従しよう容ようとして受け入れる、潔いさぎよさをもって。

「お別れ、と言ってもね。俺は君の中に宿る、ただそれだけさ。もとより俺は四年前に死んだはずの人間なんだから。ま、気が向いたら墓参りにでも来てくれよ。多分、戸有に墓が建っているはずだから。それじゃ君たちの幸運を祈いのっているよ……」

　その言葉を最後に、海さんの姿は消え去った。

　沈ちん黙もくの中に、僕はただ一人取り残される。

　周囲の光景は、もとの青白い空間に戻もどっていた。その空間がより白く、まばゆくなっていく。やがては目を開けていられないほどに明るくなり、そしてしまいには何もわからなくなった。
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　　幕間




　ログハウスの二階の一室。

　部屋の電気は消され、代わりにロウソクに火が灯ともされている。

　そのロウソクの火を、三つの顔──正確には二つの顔と一つの仮面が取り囲んでいた。

　全員、ガラス窓の外に視線を投げている。その先には、白い柱があった。天に向かって伸のびる、長大な白い柱が。

　白い柱──裸ら光こうの集合体は、ゆっくりとうごめき続けていた。が、全体的な形状に変化はない。

『……なんの変化もない間は、問題ないはずだが……』

　黒い霧に満たされた部屋の中で、八阪井三十四は二人に声を届ける。

　あの白い柱が竜りゆうの姿を取る時が、隕いん石せきが喚よばれる時だ──十一年前の、亘理の言葉を信じるならば。もし変化が現れた場合は、すぐさまログハウスから飛び出さなければならない。ただ、できるならば、三助に施ほどこした処置の結果を見届けてからにしたかった。

「そうでしょうね」

　応じたのは、辻浦だった。一人だけ腰こしを浮うかしてせわしなく動き回っている。

「…………」

　三鶴城昂治は黙もくしたまま、じっと白い柱に見入っている。険しい表情のまま、微び動どうだにしない。

『昂治、心配するな』三十四が声をかける。『醒せい核かくの移植はうまくいった。おまえの弟はいずれ目を覚ます』

「……ええ」

　昂治は答えたが、心ここにあらずという風だった。

　ピタリと辻浦は足を止めた。

「あとのことを決めておきましょう。……どちらが行く？」

　昂治は小さく頭をもたげ、辻浦を見た。

「私に行かせてくれ」辻浦は昂治に言った。「君が、この十一年間、三十四さんと行動をともにしてきたという事実は、重々承知している。だが……」

「わかっています」

　みなまで聞かず、昂治は素す直なおに頷うなずいた。

「ここは、あなたの方が適任だ。所しよ詮せん俺の魂裸醒は移動用、戦せん闘とう力りよくはありませんからね。もしもの場合は、あなたの魂裸醒が重役を担になうことになる」

　許可を求めて、辻浦は鉄仮面を見た。

『そうだな』三十四は即そく答とうした。『もしもの時は、君の力に賭かける。よろしく頼たのむ』

「……はい。そんな事態にならなければよいのですが」

　神しん妙みような面おも持もちで、辻浦は頷いた。

　その時、部屋のドアが二度三度、激しくノックされた。

「父さん！　いるッスか!?　入るッスよ！」

　葉月の声だった。







　葉月が部屋のドアを開けると、黒い霧きりがあふれ出してきた。

『……どうした』

　すぐそこに、八阪井三十四が立っていた。

「三助が意識を取り戻もどしたッスよ！」

『そうか』三十四は室内に顔を向けた。『昂治！』

　昂治は、飛び上がるように起立していた。

「本当か……！」

「もちろんッスよ。こんなことで噓うそはつきませんて」

　葉月が答えると、昂治は胸をなで下ろした。すぐに気を取り直すと、

「他ほかの連中に伝えてくる」

　部屋を飛び出し、別の部屋へ向かった。

『先に行っているぞ』

　三十四は昂治にそう声をかけ、階段へ歩いていく。

　葉月は三十四の背中についていこうとしたが、一いつ瞬しゆん立ち止まった。部屋の中でロウソクの火が灯りっぱなしであることに気づいたからだ。

　火を消そうと部屋に入る。すると、開いていた窓から強い風が吹ふき込み、ロウソクの火を消した。

「……危ないッスねえ。ロウソクごと倒たおれてたら大火事ッスよ」

　葉月は窓を閉め、鍵かぎをかけた。自然と窓の外、白い柱に目をやる。

「……ん？」

　白い柱のはるか手前、白しら樺かばの林の中で何かが動いたような気がした。

　葉月は目をこらした。が、動くものといえば、風に揺ゆれる白樺の枝くらいだ。

「……気のせいッスかね」

　葉月は軽く自分の頰ほおを張った。色々なことがありすぎて、神経が過か敏びんになっているみたいだ──と思って。

「ダメッスね、こんなことじゃ」

　自じ戒かいの言葉を呟つぶやいて、葉月は三十四を追った。




　　復活の時




　目が覚めると、天てん井じようの木目が見えた。

　瞬時に理解する──ここは葛東家の別べつ荘そうの寝しん室しつだ、と。

「大助君……！」

　視界に突とつ然ぜん、夏月の顔が現れた。今にも泣き出しそうな、安あん堵どの表情。

　夏月の手が、僕の顔に伸のびてきた。白く細い指先が、目の上にかかった髪かみをのけてくれる。

「夏月……」

　僕は夏月の手をつかみ返した。引き寄せて、頰に夏月の手をあてる。

「……あったかいや。夢でも幻まぼろしでも、ないんだな」

　夏月が、すぐそばにいる。そのことに、自然と笑えみが漏もれた。

「大助君、大助君……！」

　涙なみだを流しながら、夏月は覆おおい被かぶさるように僕に抱だきついた。しばしの抱ほう擁ようののち、身体からだを離はなして、僕の顔を至近距きよ離りからのぞき込む。僕がここにいることを、しっかりと確かく認にんするかのように。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕は、ここにいる」

　僕は上半身を起こした。いつの間にやら、新しい服が着せられていた。

　なんとなしに顔を手でこすると、液体の感覚があった。眠ねむっている間に、僕も泣いていたらしい。

　夢を見ていたことを思い出す。いや、あれは夢ではなかった。魂裸醒の不思議な力が、海さんとの語らいの場を提供してくれたのだ。

「……海さんに、会ってたよ。海さんの醒せい核かくを、僕に飲ませたんだね」

　すぐそこにある夏月の瞳ひとみを正面から見み据すえて、言う。

「そうです……」

　沈ちん痛つうな面持ちで、夏月は答えた。

　部屋の中を見回す。僕以外にベッドに横たわっているのは──佐倉だけだ。海さんはいない。けれども、隣となりのベッドのシーツには、汚よごれがあった。赤黒く変色してしまってはいたが、血であることに疑いの余地はない。

「ちょっと、手を貸して」

　夏月に助けてもらいながら、ベッドを降り、立ち上がる。

　不思議なくらいに身体が軽い。胸むな元もとをのぞくと、ここしばらくの間輝かがやき続けていた過醒紋もんが、きれいさっぱり消えていた。

「処置を施ほどこす前は、この辺まで過醒紋が張り付いていたんですけどね」

　夏月は、僕の頰を指で撫なでた。

　身体のだるさ、微び熱ねつが出っぱなしのような感覚は、もうない。風か邪ぜが一瞬で劇的に治ったみたいだ。背伸びをしてみると、殴なぐられたり蹴けられたりした身体のあちこちが痛んだが、たいしたものではない。今すぐに前線に戻っても問題無さそうだ。

「前線といえば、今はどんな状じよう況きようになっている？　僕はどれくらい眠っていた？　というか、なんでここに戻ってきてるんだ？」

「いや、あの、一度にたくさん質問されても、──」

　夏月が戸と惑まどっていると、部屋のドアが開いた。黒い霧きりが流れ込んでくる。

『二、三時間……というところか』

　三十四が姿を現した。

『存分に昼ひる寝ねはできたか？』

「ええ、まあ」

　言われてみれば、やや長い昼寝から目覚めたような感覚でもある。眠ねむ気けすっきりといったところだ。

「佐土原三兄きよう妹だいの合体技わざでやられたのは覚えてるッスか？」

　鉄仮面の男のすぐ後ろには、葉月がいた。ひょっこりと姿を現すと、僕の身体を眺ながめ回す。

「えーと、すごいビームを食くらって、蒸発しかけたところまでは覚えている」

「そのあと、三助の兄貴が出てきて、あたしらをここに運んでくれたんスよ」

「兄貴……？」

　と、タイミング良く寝室のドアが開き、外からぞろぞろと人が入ってきた。

　その先頭には、兄の昂治がいた。

「……昂治兄さん！」

　昂治兄さんは僕の姿を見ると、安あん堵どしたように大きく息を吐はき出した。

「やっと目を覚ましたか。……本当に良かった」

　以前に近所のバス停留所で会った時と、一点異なるところがあった。白いマスクで口元を隠かくしている。風邪でも引いているのか？　とはいえ、それ以外はまったく同一だった。

　明るい光のもとで見る兄の姿に、安堵感を覚える。前の遭そう遇ぐうの時は夜よ闇やみの中、しかもほんのわずかの間の会見だったため、あとで「あれは幽ゆう霊れいだったんじゃなかろうか」とも思ったものだが、目の前にいる昂治兄さんには、ちゃんと足が二本あった。

　昂治兄さんの後ろから、長坂、ステフ、伊勢谷と入ってくる。最後に来たのは、九里浜だった。目のあたりを真っ赤に腫はらしている。僕の前に飛び出ると、きっとにらみ付けた。

「あんた、海さんの命を受け継ついだってこと、わかってるんでしょうね……！」

「もちろんだ」僕は真しん剣けんに答えた。「この命、もはや僕だけのものじゃない」

　自分の胸に手を当てる。

　と、九里浜の肩かたが震ふるえ始める。何か気に障さわることを言ったか、と反射的に思ったが、そうではなかった。

　九里浜は身を震わせ、涙を流し始めた。

「…………」

　僕は呆ぼう然ぜんとして、ただ九里浜を見つめた。こんなに弱々しい九里浜を見るのは、はじめてのことだった。

　隣にいた伊勢谷が、九里浜の肩をそっと抱く。その上で僕に視線を投げ、

「……どうなの……？　海さんの記き憶おく、引き継いだ……？」

　そうだ。そのことをみんなに伝えなきゃならない。

「少しだけ時間を下さい。急がなければならない時だとはわかっていますが──」

　僕は、全員を見み渡わたした。

「海さんに、すべてを教えてもらいました。四年前に、何が起きたのか」

　全員が息を吞のんだ。

『それは──本当か』

　さしもの八阪井三十四も、声に動どう揺ようが出るのを避さけられなかった。

「はい。海さんは、噓うそをついていたんです」

　そして僕は、事実を伝えた。海さんから教えてもらった、海さんの記憶を。







　すべてを語り終え、改めて一同を眺め渡わたす。

　特に、夏月と葉月は呆然としていた。一花が真犯人だとは、全く予期していなかったのだろう。

『……そんなバカな』

　八阪井三十四は激しい反応を見せた。右手を伸のばし、僕の肩をつかんで揺ゆさぶる。

『それが真相だというのなら──俺は、早とちりを犯おかしたということなのか……!?』

「そういうことに、なります」

　僕としては、そう答えるより無かった。

　八阪井三十四は天てん井じようを仰あおいだ。亘理銑十郎憎にくしという感情のあまり、勇み足を踏ふんだ──それは、受け入れがたい事実だろう。

『なんということだ……そうだったのか……！』

　身体からだを震わせ、手で仮面を押さえる。

『たしかに、それならつじつまが合う。亘理のやらかしたことにしては、妙みようにいきあたりばったりだと思っていたが……そういうことか……！』

　ショックは大きいだろう。が、八阪井三十四は自己の感情で眼め鏡がねを歪ゆがめるような人間ではない。三十四は、事実を事実として受け入れようとしている。だからこそ、苦く悶もんせずにはいられないのだろう。

　長らく三十四は黙だまり込んでいたが、やがて腕うでを投げるように下ろした。

『……あれこれ考えるのはあとだ。今は、目の前の問題を片づけるのが先だ……』

　窓の方に歩み寄ると、閉まっていたカーテンをガッと開く。

「なんだ、ありゃ」

　窓の外に、不思議な光景が広がっていた。巨きよ大だいな白い柱──柱と呼ぶには太すぎるような気もするが、他ほかに適当な比ひ喩ゆも思いつかない──が、森の中からぬっと現れ、天に届くかという勢いで伸びている。

「……台風？」

「蛍谷窟です」夏月が説明した。「大助君を撃うったビームが、ついでにあの山を吹ふき飛ばしたんですよ。結果、蛍谷窟が地上に現れたようなんです」

　あの白い輝かがやきは、すべて裸ら光こうだというのか。遠目にも、かなりの量であることがよくわかる。なるほど、亘理が追い求めるわけだ。

「……ってことは」あることに気づいた。「蛍谷窟、亘理たちに占せん拠きよされているってこと？」

『おそらく、そうだ』三十四が答えた。『ただあれっきり、動きはまだない』

　もう一度、僕は白い柱を見た。

「それは、──一花が、海さんを待っているからだ」

　証しよう拠こはない。が、なんとなく確信があった。

「一花は、海さんを自分の手で殺そうとしているんだと思う。だから、待っているんだ」

「でも、海さんは──」

　伊勢谷が言いかける。僕は遮さえぎって、

「そのことを、教えなきゃならない。それは多分、僕の義務なんだと思う」

　改めて、僕は三十四を見た。

「今から蛍谷窟に向かうんですよね？　僕も連れて行って下さい」

『もとよりそのつもりだ。身体の調子は？』

「問題ありません」

「ちょっと待って！　だったら、あたしも──」

　九里浜が手を挙げかけた。が、三十四は遮った。

『いや、まだ佐土原三兄妹もいる。ここで待機していろ』

　冷たく言い捨てる。普ふ段だんであれば食い下がるところだろうが、今の九里浜は目に見えて参っていた。おとなしく引き下がる。

『蛍谷窟へは、俺たちだけで行く。俺、夏月、三鶴城大助、そして──』

「あたしを忘れちゃ困るッスね」葉月が笑った。「佐土原たちは、あたしが始末する。佐土原昌紀が生き返ったのはあたしのせいだ、責任取らなきゃなんないんスよ」

　三十四は黙って頷うなずいた。

『四人で行く。昂治、俺たちを蛍谷窟まで戻もどしてくれ』

「わかりました」

　昂治兄さんは頷いた。







　十分後。ログハウスにいた全員が、前庭に出ていた。

「三助クン。ごめんなさい……、アタシ、また色々と敵に情報教えちゃって……」

　佐倉は、伊勢谷の肩かたを借りていた。僕を見送るべく根こん性じようで出てきたようだ。

「気にするなって」

　僕は笑え顔がおで言った。思えば、佐倉は魂裸醒でありながら、戦せん闘とう力りよくを持たぬがゆえに災難に遭あい続けてきた。最大の被ひ害がい者しやの一人だ。

「帰ってきてね、三助クン」

「当然さ」僕は即そく答とうした。「死にに行くわけじゃない。必ず戻ってくるさ」

「へっへっ」長坂がさも愉ゆ快かいそうに笑った。「いかにも最終決戦って感じだな」

　長坂の態度は、いつもとまったく変わらない。こんな時だからこそ普段のスタイルを保つ長坂の姿には、非常に安心させられる。

「……こんな時、どんな言葉をかければいいのか、よくわからないけど、──」

　伊勢谷が何かを言いかけたが、言葉に詰つまる。すると、横からステフが体当たりをかました。

「景！　こういう時は、どんな言葉でもいいから、とにかく口に出すんだよ」

　突とつ然ぜん抱だきつかれて伊勢谷は顔を真っ赤にしたが、少なくともステフの言葉の正しさを認めたのだろう、なんとか言葉を絞しぼり出した。

「……死なれると、困る。具体的に何が困ると言われると、ちょっと思いつかないけど……とにかく、困る。だから、帰ってきてほしい」

「大だい丈じよう夫ぶだよね！」ステフは屈くつ託たくのない笑みを浮うかべていた。「夏月も一いつ緒しよに行くんだし！」

「ええ」穏おん健けんな微ほほ笑えみを浮かべ、夏月は自分の胸に手を当てた。「次に会う時は、すべての問題が片づいたあとですよ」

　最後に、九里浜が進み出てきた。まだ目の下あたりは赤く腫はれていたが、既すでに涙なみだは止まっていた。鉄てつ扇せんを振り上げ、その先せん端たんを僕の鼻先に突つきつける。

「いいこと!?　この件が片づいても、九里浜探たん偵てい局きよくが解散するわけじゃないんだからね！　あんたは探偵局の貴重な人材なんだから、ちゃんと戻ってきなさいよ!?　殉じゆん職しよくしたからって、二階級特進も何も出ないんだからね」

「九里浜探偵局は階級制だったのか。初めて知った」

　軽く冗じよう談だんを言うと、険しい顔つきをしていた九里浜もクスリと笑った。それから夏月に目を転じて、

「夏月もね。ちゃんと戻ってきてよ」

「もちろんですよ」

　夏月は軽くガッツポーズを取ってみせた。

　ふと見やると、葉月が露ろ出しゆつした岩に腰こし掛かけ、僕たちの様子をぼんやり眺ながめていた。

「どうしたんだい」

　九里浜たちの相手を夏月に任せ、僕は一人で葉月の所に歩み寄る。

「……いやね、ちょっと羨うらやましいと思って」

　葉月の眼まな差ざしには、羨せん望ぼうの色が宿っていた。同年代の友達に囲まれている姉し妹まいの姿が、羨ましいのか。それもそうだ──葉月は内乱が起きて以降四年の間、父とともに放ほう浪ろうを続けたのだ。同年代の友達などいるはずがない。

　夏月は、父と一緒にいる葉月をうらやみ、葉月は友達と一緒にいる夏月をうらやんでいる。

「とかくこの世はままならず、ってか」

「……何のことッスか。いいんスよ、これはあたしが選んだ道なんスから。あたしは、自分の意志で復ふく讐しゆうの道を選んだ。同情されるいわれはねえッスよ」

『……娘むすめの口からそんな荒すさんだ言葉を聞くと、俺は父親失格だと感じるな』

　いつの間にやら、八阪井三十四と昂治兄さんとが、僕らのそばに立っていた。

『おまえを俺の復讐につきあわせたのは、本当に悪かったと思っている』

　八阪井三十四は、葉月を真っ向から見み据すえた。

「なに言ってんスか」葉月は腰こしを浮かした。「父さんの復讐は、あたしの復讐なんスよ。……ま、復讐のターゲットは変わっちまったッスけど」

　三十四は、特になにも答えなかった。僕に仮面を向けると、

『一応、これを持て』

　三十四は僕にネックレスを差し出した。

「……これは」

　海さんが持っていた、裸ら光こう石せきペンダントだった。

『蛍谷窟のそばなら問題ないと思うが、念のために』

　たしかに、蛍谷窟の裸光を利用して魂裸醒が出せるのならば、ペンダントそのものは不必要ではある。

　だが、海さんの持っていたものを引き取るのは、重要なことだ──僕には、そう思えた。手を伸のばしてペンダントを受け取り、首に通した。

　軽く集中する。僕の背中から、幽ゆう体たいが現れる。幽体は煙けむりのように揺ゆらぐと、僕の両手の中に吸い付くように収まった。

　次の瞬しゆん間かんには、死神の大おお鎌がまとなって形を成していた。

　大鎌は、いつもの僕の大鎌ではなかった。かといって、海さんの大鎌でもない。二人のデザインを折せつ衷ちゆうしたような代しろ物ものに変化していた。以前のものより一回りも二回りも大きくなっている。

　以前の通りに振ふり回せるのか、少しだけ不安になったが、いざ構えてみるとなんの問題もなかった。それどころか、むしろ軽い。まるで長年握にぎり続けてきたかのように、手になじんでいた。

「大丈夫。なんの問題もないですよ」

　これならば、戦える。そう確信して、僕は鎌の柄えをぐっと握った。

「……そろそろ、行きましょうか」

　昂治兄さんが伺うかがいを立てる。と、八阪井親子は無言のままに昂治兄さんのもとに集まった。慌あわてて僕も歩み寄る。

　九里浜たちも、僕らを見送るべく集まってきていた。

「夜食作って待ってるから」九里浜は言った。「何がいい？」

「なんでも」僕は答えた。「というか、メニューを選せん択たくできるほど食材を備び蓄ちくしているのか？」

「それもそうね。じゃあ適当にやっておく」

「よろしく頼たのむ。きっと帰ってきたら腹が減っているだろうからね」

「それじゃあ、行くぞ」

　昂治兄さんが手を広げた。その手のひらから、蜘く蛛ものごとく黒い糸が噴ふん出しゆつする。無数の糸は、しかし秩ちつ序じよだって僕らの周囲を取り巻き、幾き何か学がく的な模様を描えがく。

　球が完成した瞬間、急に無重力状態みたいな感覚に襲おそわれた。




　　ふたたびの荒こう野や




　間を置かず、重力感が戻もどってくる。

　どすん、と両足が地に着く。僕らを覆おおう糸が引いていき、視界がクリアになる。

　僕たち五人は、山の中に瞬間移動していた。さして特とく徴ちようのない景色だが、ちょっと前に通過している場所であることはすぐにわかった。蛍谷窟のちょい手前あたりだ。

「自由に飛べるわけじゃない」僕の心を読んだかのように、昂治兄さんは言った。「来たことのある場所にしか来られないんでな」

「ということは」夏月が声を上げた。「あの別べつ荘そうにも、以前に来ていたんですか？」

「ああ、実は。こっそりと」

　目の前には森があり、その向こうには空へと立ち上る白い柱が見える。そっちへ向けて一歩踏ふみ出した瞬間、

「……伏ふせろ！」

　八阪井三十四の鋭するどい声とともに、背中に衝しよう撃げきを受けた。

　ふと気づいたら、僕は地面にうつぶせに倒たおれていた。

「…………!?」

　何事か、と頭上を見やる。

　三十四の黒コートが、大おお幅はばに削けずり取られていた。

　突とつ如じよコートに穴があいた、という風だった。少し遅おくれて、焦こげた臭においが鼻をつく。まるで至近距きよ離りで小さな爆ばく弾だんが炸さく裂れつし、コートを食い破ったかのようだ。

「『アウト・オブ・ザ・サン』……!!」

　三十四は呟つぶやいた。直後、真横に身を投げる。すると、三十四のいた場所に小爆発が起きた。地面がえぐれる。

　ここにきて、やっと理解した──何者かが、何らかの魂裸醒で僕らを狙そ撃げきしている。

「クソッ！　これは亘理の魂裸醒ッスね……！」

　葉月が僕の襟えり首くびをつかんで引っ張り、茂しげみの中へ放ほうり込んだ。夏月は昂治兄さんを引っ張り込む。

　八阪井三十四は、コートをたなびかせ、両りよう腕うでを大きく広げた。と、三十四の周囲を覆う黒い霧きりが、より濃こくなった。それは、夜の暗くら闇やみの中にあっても、はっきりと見て取れる。

　不意に、その霧の中に、線が走った。

「……クッ！」

　線が現れた途と端たん、三十四は大きく飛び退のいた。今度は不発に終わる。

　謎なぞの光線は、ルート上の霧を蒸発させている。それを感じ取り、三十四は紙かみ一ひと重えで爆発を避さけているのだ。

　が、当人はそう思っていなかった。

『わざと外している……？　亘理の奴やつ、俺を誘さそっているのか……？』

　暗闇の奥、あらぬ方向を見つめながら、三十四は言った。

『……いいだろう……十一年前の決着、今この場でつけてやる……！　葉月、夏月！』

　僕らの隠かくれた茂みに向かい、三十四は声を投げた。

『窟いわやはおまえたちにまかせる！　俺は亘理を抑おさえる！』

　返事も待たずに、三十四は暗闇の中へと駆かけ込んでいった。
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　三十四の気配が消えると、あたりは静せい寂じやくに包まれた。

　夏月と葉月は、茂みの中から周辺を慎しん重ちように探さぐっていたが、突然目を見合わせて頷うなずき合うと、折っていた膝ひざを伸のばして立ち上がった。

　十秒たっても二十秒たっても、新たな小爆発は起こらなかった。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ。立って立って」

　夏月に腕を引っ張られるがままに立ち上がる。

「……大丈夫なのか？　今のはなんだったの」

「亘理の魂裸醒、『アウト・オブ・ザ・サン』ッスよ」

　説明しようとして、葉月は少し考え込んだ。

「鏡なんスよ。一センチ角の鏡を、無数に発生させる魂裸醒。その鏡で裸ら光こうを反射して、一点に集めて、爆発を起こすんス」

「なるほど」得心がいった。「要は、聖火を採とる時の大きな凹おう面めん鏡きようみたいなもの？」

「簡単に言うと、そうです」夏月が補足する。「小さな鏡を集めて、凹面鏡を構成するんです。鏡の一いつ片ぺん一片はかなり遠くまで飛ばせるから、超ちよう長ちよう距きよ離りから撃うてるんですよ」

「ま、ここらにはもう鏡はないから、さしあたり安全ッスけど」

　葉月は不安そうに周囲を見み渡わたした。

「……本当に大丈夫なのか」

「父さんが心配ッスね」葉月の顔に影かげが差す。「父さんの『ブラック・オーラ』は、霧の届く範はん囲いが射程距離ッスからね。亘理との差は歴然ッスよ。一対一で戦って勝てるのか、──」

「勝てますよ」

　葉月の語ご尾びをかき消す勢いで、夏月は言った。

「お父さんなら、勝てます。お父さんが約束を破ったことなんて、なかったでしょ」

　あることに気がついて、僕と葉月は目を見開いた。

　僕たちの様子を見て、夏月も気づいた。思わず、口元を手で覆い隠す。

　夏月が八阪井三十四を「父さん」と呼ぶところを、僕は初めて見た。

「フフ」葉月は軽く笑った。「そうッスね。父さんが約束を破ったことはない。あっちは父さんに任せて、あたしらはあたしらでやるべきことをやりますか」

「それがいい」昂治兄さんが発言した。「俺は、三十四さんを追う。おまえたちを手伝ってやりたいのはやまやまだが、残念ながら、俺の魂裸醒に戦せん闘とう能力はないんでね」

「わかったよ」僕は頷いた。「それじゃ、またあとで」

「ああ。あとで会おう」

　昂治兄さんはクローズド・サークルを発現し、姿を消した。

「さ、行くッスよ。猶ゆう予よはないんスからね」

「おうとも」

「行きましょう」

　葉月の言葉に、僕と夏月は応じる。そして、白い柱めがけて歩き始めた。







　相変わらず、白い柱はまばゆい光を放ち続けていた。

　佐土原三兄きよう妹だいの極ごく太ぶとビームの爪つめ痕あとは、地形を劇的に変えていた。「一つの小さな山」だったものは「二つの小さな丘おか」となってしまっている。

「こりゃ、地図を書き換かえる必要がありそうだ」

　僕は正直な感想を述べた。

　その丘に挟はさまれた部分から、白い柱は伸びていた。わずかに弱まったような気もするが、消しよう滅めつしきるまでにはまだ時間がかかりそうだ。

「すごい量の裸光ッスね」

　葉月がぽつりと漏もらした。

　魂裸醒には、周辺に遍へん在ざいする裸光の量を感じる力がある。僕自身も、醒せい核かくを取り込んだためか、その感覚がシャープになっている。いざこの場所に近づいてみると、圧あつ倒とう的な力が感じられる。感覚が麻ま痺ひしそうだ。

　これだけの裸光があったら、どれだけの隕いん石せきが呼べるのか？　誰だれにもわからない疑問なだけに、恐きよう怖ふ感かんはいや増す。

「とにかく、急ごう。できることなら、佐土原たちを回かい避ひして行きたいんだけど……」

　僕が促うながすと、夏月が前方を凝ぎよう視ししながら言った。

「それは、無理みたいですね」

　夏月の視線を追う。

　裸光の白い輝かがやきを背に受けて、何かがふよふよと宙に浮ういていた。

「尻しつ尾ぽ」だった。

「早さつ速そく見つかったか」

　きっと、僕らの再来を予期して警けい戒かいしていたのだろう。

『……あらあら……』

「尻尾」から声が漏れ出す。もちろん、結衣の声だ。

『三助様、お元気みたいですわね？　ついさっきは死にかけておりましたのに』

　その声には、軽い驚おどろきの色が混じっている。そりゃそうだろう。地形を変えるような極太ビームを、僕は正面から食くらった。あれを食らっておいて何な故ぜ五体満足なのか、自分でも不思議である。

「海さんのおかげだ」

　僕は短く答えた。

『……あらら……海さんも死にかけておられたのでは……？』

　それ以上、答える必要を感じなかった。無言で魂裸醒を発現させ、新たなる大おお鎌がまを手の中に現す。

「ついさっきまでの僕とは、思わないことだ」

　鎌の刃はをつきつけながら、一歩踏ふみ出す。

　と──

「伏ふせてー！」

　夏月が僕の背中に体当たりし、地面に引きずり倒たおす。

　途と端たん、僕の頭上を太い光線が突つき抜ぬけていった。目標を失ったビームはしかし、奥の立木に命中し、爆ばく発はつを起こす。木の幹は上下に両断され、枝葉の側はメキョメキョと周囲の木々を巻き込みながら倒れていった。

　ビームの飛んできた方向を見やる。茂しげみがガサガサと揺ゆれたかと思うと、佐土原光陽が姿を現した。右みぎ肩かたにバズーカ型の魂裸醒を担かついでいる。

「よける、よくない！」

「まったくだぜ」別方向から、声。「的が動いたら、当たるもんも当たらねえだろうがよお～！」

　倒とう木ぼくは、周囲の木々に寄りかかる格好になっていて、完全には倒れきっていなかった。斜ななめになった倒木に、突とつ然ぜん一本の線が縦に走る。幹を分断されると倒木は自重に耐たえきれず、バキバキと音を立てて地面に落ちた。

　倒木を蹴け飛とばしながら、片手にビームサーベル型の魂裸醒を持った大男が姿を現す。佐土原昌紀だ。どこから調達してきたのか、またもスイカにかぶりついている。

「ま、よろしいんじゃございませんこと？　不意打ちを食らって死ぬようなマヌケでは、殺しがいがないというものですわ」

　結衣の声は、「尻尾」を介かいしたものではなかった。白い柱を背にして、本人が姿を現す。上着を脱ぬいだのか、それとも前からずっと脱ぎっぱなしだったのか、結衣は既すでにスクール水着姿だった。

　彼女がスクール水着を着用している理由が、やっとわかった。

　さっき、結衣が巨大ロボに合体しようとした時、自分のボディーパーツを分ぶん離りした時に発生したブチブチという音──あれは、結衣が自分の手足を引きちぎっている音だったのだ。合体後は過醒の治ち癒ゆ能力をもって強ごう引いんに手足をくっつけているのだろう。手足を着ちやく脱だつするためならば、普ふ通つうの服は邪じや魔まだ──それ故の水着着用、ということなのか。キィ兄様よりさらに輪をかけてムチャクチャだ。

　僕らは立ち上がり、お互たがいに背を向け、三方向から迫せまる三兄妹と向かい合った。

「来て下さいましたのね」

　結衣はうれしそうに言った。

「逃にげ出しているのか、とも思いましたけど。隕石を避さけるために」

「そんな卑ひ劣れつなマネはできないね」

　あくまで穏おだやかな口調を保ちつつ、僕は否定した。

「海さんに誓ちかったのさ。平磐と沼渡田を守ってみせる、ってね。逃げるわけにはいかない」

「いい判断だ」佐土原が言った。「さもなきゃ、俺の目と腕うでのお礼ができねえからなあ～！　まあ心配しなくても、俺がおめえらを平磐から逃がしてやるぜ」

「どういう意味だ」

「簡単。俺がされたように、おめえら全員殴なぐり殺して川に捨ててやる。何もしなくても海に出られるから安心しな。ちったあ身体からだを魚に食われるかもしれねえが、まあ些さ細さいなこった」

「……全然安心できない」

「おまえたち、みんな、ころす」

　光陽の笑えみが、猛もう獣じゆうのそれに変わる。

　再びの激突は、避けられそうになかった。こんなところで時間を取られている場合ではないのだが、説得して退く相手とは思えない。平磐十万の命より、自分たちの矜きよう持じを優先するであろうことは目に見えている。

「今度は三対三ッスか。決着つけてやろうじゃないッスか」

　葉月が魂裸醒を発現させた。赤い手てつ甲こうと足甲、レッド・ダイアモンドが姿を現す。

「決して隕いん石せきを落とさせなどしません」

　夏月も魂裸醒、ブルー・ハンマーを発現させた。両手に装着した手甲を何度も開け閉めし、具合を確かめる。最後の拳こぶしを握にぎると、自分の胸の前に突き出した。

「邪じや魔まする者は、誰だれであろうと容よう赦しやしません。──撲ぼく滅めつします!!」

　叫さけぶとともに、夏月は力強く地面を蹴けった。




　　情け無用の三兄妹




「この時が来るのを待ってたぜえ～！」

　佐土原が叫ぶ。魂裸醒フレームシフトを完全に発現させ、メカの姿に成り代わり、ホバー移動を開始する。高速で突とつ撃げきしながらビームサーベルを振ふり上げ、夏月に斬きりつけた。

　夏月はひょいと飛んでサーベルに空を切らせ、回し蹴りを放った。

　足甲はフレームシフトの脇わき腹ばらにめり込む。通常の人間ならば間ま違ちがいなく身体を折るであろう痛撃だったが、魂裸醒の装そう甲こうは厚かった。

「ンなチャチな蹴りが効くかよお～！」

　わずかによろめいただけで踏ふみとどまると、空いている腕を振り抜ぬき、夏月の脳天に肘ひじを叩たたき込もうとする。

「……くうっ！」

　寸前で夏月は身を引き、直撃を免まぬかれた。大きく飛び退のいて、体勢を整えようとする。

「キィ、たすける！」

　その着地を狙ねらって、光陽がビームバズーカを放った。休む間もなく、夏月は横転しながらビームを避ける。

「やらせねえッスよォ──ッ」

　葉月が飛んだ。空中で一回転すると急降下、光陽に向かってかかとを落とす。

　光陽も魂裸醒、ルシファーズハンマーを完全に発現させた。途と端たんに光陽の身体は魂裸醒の装甲で覆おおわれる。

　葉月のかかとは、光陽の首の付け根を直撃する。しかし、厚い装甲で覆われた光陽はびくともしない。

「おまえ、よわすぎ！」

　右手のバズーカを振って、砲ほう身しんごと叩きつける。

　かわすことはできなかったが、葉月は手甲と足甲とできっちりガードを固めていた。光陽の馬ば鹿か力ぢからで軽く吹ふき飛ばされたものの、足取り軽く着地する。すぐさま大きく回り込み、反撃を試みた。

「……よそ見はいけませんわよ！」

　葉月の進路を塞ふさぐように数体の「尻しつ尾ぽ」が飛来した。刀をつき立てようと四方八方から迫せまる。

「……うるせーッスねえ!!」

　拳を振り上げて、葉月は「尻尾」を片っ端ぱしから叩き落とした。「尻尾」たちは葉月を傷つけることかなわず、次々と捉とらえられ、地面に落ちていく。だが、葉月の足を止めるという目的は十分に果たしていた。

「……どかーん！」

　葉月めがけて、光陽がビームを放つ。

「ああっ！　チクショウ！」

　葉月は横手の茂しげみに転がり込んだ。一いつ瞬しゆん遅おくれて、ビーム光が空間を灼やく。

「三助！」茂みから頭を突つき出し、葉月が叫ぶ。「結衣を押さえろ！　『尻尾』が邪魔で仕方ねえッスよォーッ！」

「心得た！」

　応じて、僕は低い体勢で駆かけだした。斜ななめ前方に結衣の姿を捉え、突とつ進しんする。結衣の武器は空飛ぶ「尻尾」による攻こう撃げきである。それをすりぬけ、接近戦に持ち込むのだ。

「……フフ！　三助様、ワタクシに指一本でも触ふれられますかしら!?」

　結衣もそのことはわかっているのだろう、近づけさせまいと「尻尾」を飛ばしてきた。

「やってみせる！」

　僕は鎌かまを自分の正面に構え、柄えを回転させた。鎌の刃はは尾おを引いて広がり、残像が巨きよ大だいな円形の盾たてを形作る。

　海さんがやっていたのを見よう見まねで再現してみたのだが、うまいこといった。盾に激突した「尻尾」は、透とう明めいなガラスにぶつかった野鳥のように地面に落ちていく。側面から回り込もうとする「尻尾」もいるが、鎌をくるくる回転させながら右へ左へ振り向けて、防ぎきった。

　あらかたの「尻尾」を叩き落としたところで、僕は回転を止めて柄で地面をついた。と同時に大鎌の刃が揺ゆらぎ、柄から離はなれる。刃は鮫さめの背びれのような形となり、高速で地面を走り始めた。

　これも海さんのまねである。標的はもちろん結衣だ！

「……ム……！」

　この間合いでは反撃はないと踏んでいたのだろう。意表をつかれ、結衣の反応が遅おくれた。刃が激突する寸前で、横に転がる。

「そこかッ！」

　地を滑すべる刃を追いかけ、僕は一挙に間を詰つめた。棍こんの先せん端たんから刃を伸のばし、地面に身を投げた結衣に斬きりつける。

　僕は勝利を確信した──が。

　結衣は、横になった体勢のまま、垂直に宙へ跳はね上がった。

「なに……!?」

　鎌の刃は地面を突き刺さしただけだった。

　空中で結衣は体勢を立て直し、直立すると、僕の鎌の上に乗っかった。

「なかなかいい線までいきましたわね……さすが、一度はワタクシが見込んだ男性ですわ」

　穏おだやかな語調が、しかしいきなり烈はげしさを帯びる。

「……でも、その程度の腕うで前まえでワタクシに触れようとは──三百年早いですわッ!!」

　鎌の柄を足場に、結衣は跳とび蹴げりを放った。

　さすがに避さけようがなかった。真っ正面から食くらって、僕は吹き飛ばされた。

「……まだだッ……！」

　吹き飛ばされつつも、身体からだをねじり、苦しい体勢ながらも刃を放つ。

　刃は結衣の着地を襲おそった。今度こそ……！

「甘あめぇんだよお～！」

　寸前、佐土原が割り込んできた。ビームサーベルを一ひと振ふりし、走る刃を薙なぎ払はらう。はじかれた刃は、ビリヤードボールのごとく進路を変えた。近くの木の幹に激突し、亀き裂れつを作って消しよう滅めつする。

「こんなチマチマやってたんじゃ埒らちがあかねえ！　光陽、結衣！　やるぞ！」

　かけ声とともに、メカ佐土原が光を放ち始めた。過か醒せいを起こすつもりだ！

「コウ、くっつく！」

「参りましょう！　キィ兄様！」

　応じて、光陽と結衣も全身から光を放ち、佐土原のもとへ駆け寄る。

　恐きよう怖ふの記き憶おくが脳のう裏りをよぎった。ついさっき、ビーム砲ほうの直撃を受けて視界が真っ白になった時のことが。奴やつらを合体させたらえらいことになる！

「割り込んで！　合体させちゃダメです！」

　夏月も絶ぜつ叫きようする。と、葉月が血相を変えて突進した。

「ンなことさせるかァァ──ッ!!」

　空中に浮ういた佐土原メカは、全身から骨の砕くだける音を立てながら、ステルス機への変形を行った。後部バーニアをふかし、空へ飛ぼうとした瞬間、

「そこだァァ──ッ!!」

　葉月が、ステルス機の機体下部側、腹の方に飛びついた。ステルス機は葉月を取り付かせたまま、すっ飛んでいく。

「どおスか──ッ!!」空中で葉月が叫さけぶ。「ここを押さえられたら合体できねーだろッ！」

　人型形態に合体した時も、巨大銃じゆう形態に合体した時も、あの部分は光陽メカと接着していた。たしかにあの部分に葉月がいれば、邪じや魔まで合体はできないはずだ。

「あとは、この間みたいに過醒の時間切れを待てばいいだけッスよォ──ッ！」

　勝利宣言する葉月。ガスンガスンとステルス機腹部を殴なぐって殴って殴りまくる。

　だが、佐土原はステルス機から生えた手の指を一本立て、チッチッチッと左右に振ふった。

「甘いなあ～！　合体形態はもう一つあるんだぜえ～！」

　そう言って、絶叫する。

「チェェ──ンジ・グレートサドハラーッ！　フレームシフトモードッ!!」

　後方から追走するように飛んできた光陽と結衣は、ステルス機と軸じくあわせをして、空中で一直線に並んだ。ステルス機が一時的にバーニアを止めると、一気に距きよ離りを詰めて連結する。

　一いつ瞬しゆん後ごには、より巨きよ大だいな三角形の飛行物体となっていた。

　機体の最後部の巨大なバーニアをふかすと、飛行物体はさらなる加速を見せた。

「うおわああァァ──ッ!?」

　強きよう烈れつなＧを全身に受けて、悲鳴を上げる葉月。

「落ちろやあ～ッ！　このボケがッ!!」

　佐土原は、きりもみ回転をかけつつ上へ下へと蛇だ行こう、葉月を振り落としにかかった。

　さすがの葉月も、これにはしがみついているのが精せい一いつ杯ぱいだった。手足を駆く使ししてなんとか紙かみ一ひと重えでひっついているものの、何度も振り落とされかけている。

「しつこい野や郎ろうだな……！　結衣！」

「アイサー！」

　飛行物体の後部から数体の「尻しつ尾ぽ」が発進する。刀を構えた「尻尾」は、いきなり葉月の目を狙ねらった。

「ちょ……冗じよう談だん！」

　片手で飛行物体に張り付きながら、もう一方の手で目を狙う「尻尾」を払いのける。しかし目を狙うのはあくまで陽動、本命の「尻尾」は葉月の脇わき腹ばらを貫つらぬいていた。

「あぐうッ!?」

「尻尾」の抱かかえる刀では、致ち命めい傷しようにはほど遠い。だが脇腹という敏びん感かんな部分を傷つけられ、葉月の身体は反射的にびくりとはねた。

　と同時に、佐土原が強ごう引いんな進路転てん換かんを行う。

　葉月の手が、とうとうずるりと滑った。

「あ……！」

　もう一方の手を咄とつ嗟さに伸ばしたが、もう遅おそい。葉月の身体が、地球の引力に捕とらわれた。

「ハ！　これでしまいだなあ～！」

　佐土原が嘲ちよう弄ろうし、結衣が絶叫する。

「チェェ──ンジ・グレートサドハラーッ！　キャット・オブ・メニィ・テイルズモォォ──ドッ!!」

　空中で三兄きよう妹だいは分ぶん離りした。すぐさまお互たがいの身体からだを組み替かえ、人間型巨大ロボットの姿に戻もどる。

「地じ獄ごくに堕おちなさァァ──いッ!!」

　巨大ビームサーベルを一いつ閃せん、自由落下中の葉月に叩たたきつけた。

「はぐあ……っ!!」

　葉月は、なんとか手てつ甲こうでサーベルを挟はさみ込んだ。防ぎきったに見えたが、──

　数秒で葉月とグレートサドハラーは地面に激げき突とつした。

「……葉月!?」

　僕は声を張り上げた。すぐさま落下地点に駆かけ寄る。

　落下地点は、芝しば生ふの上だった。

　膝ひざを折っていたグレートサドハラーが、立ち上がる。

　その足あし下もとには──葉月が、両手両足を投げ出した格好で倒たおれていた。

　葉月は背中に落下の衝しよう撃げきを受け、さらに重力加速度で勢いを増す大質量を受け止めたのだ。肩かたから腹部にかけて服が裂さけ、素す肌はだに巨大な裂れつ傷しようが走っていた。かろうじて生にしがみついている、という感じの重傷だった。

「葉月ィィ──ッ!!」

　夏月が飛び出していた。双ふた子ごの姉し妹まいの姿に、いてもたってもいられなくなったという風に。だが、それはあまりにも無む謀ぼうな突撃でもあった。

「どきなッ！」

　佐土原の声とともに、グレートサドハラーは蹴けりを飛ばす。すぐさま夏月はガードしたが、スティールボールを正面から受け止めるような衝撃に、軽く吹ふき飛ばされた。十メートルは空中を飛び、太い木の幹に背中を打ち付ける。

「ぐうッ」

　声を漏もらしながら、地面に滑すべり落ちる。即そく座ざに立ち上がろうとしたものの、遅おくれて痛みが走ったか、顔をしかめてその場に膝を折る。

「世の中には順番ってものがありますのよ……？」

　グレートサドハラーが顔を夏月の方に向けた。結衣が声を発する。

「あなたもあとであの世に送って差し上げます。でもさしあたり、葉月さんが先ですの」

「くそッ！」

　僕は柄えで地面をつき、グレートサドハラーめがけて鎌かまの刃はを飛ばした。

「効くかよ！」

　が、地を這はう刃は、やはりビームサーベルの一ひと振ふりで跳はね返された。二発三発と飛ばしてみても、コキンコキンと反射される。しまいには、一発が葉月の身体をかすめた。

「うっ!?」

　ぎりぎりで命中はしなかったものの、思わず刃を飛ばす手が止まる。

　グレートサドハラーはそのままビームサーベルを振り上げると、とどめを刺さすべく葉月めがけて振り下ろした。




　　遅れてきた男




　突然、グレートサドハラーの足下が爆ばく発はつを起こした。

「……なあッ!?」

　予期せぬ攻こう撃げきにぐらつく巨きよ大だいロボ。

　いや、爆発ではない。何かが地面に激突し、土をえぐったようだ。もうもうと土つち煙けむりが立ち上る。

　そこに、空から一つの人ひと影かげが飛び込んできた。よろめく巨大ロボの目をかすめ、葉月の身体を担かつぎ上げると、さっと飛び抜ぬけていく。

「……どこの誰だれですの!?　この泥どろ棒ぼう猫ねこッ！」

　結衣が叫さけび、グレートサドハラーが腕うでを伸のばす。と同時に、背中から生えている巨大なポッドから数体の「尻しつ尾ぽ」が飛び出す。「尻尾」たちは謎なぞの人影めがけて突つっ込んでいったが──

　その人影は、長なが柄えの魂裸醒を発現させた。単なる棒状のものを右へ左へ振り、ペチペチと「尻尾」を叩き落としていく。

「な……何者!?」

　驚おどろきの声を上げる結衣。さらなる「尻尾」を送り出そうとするが、佐土原の声が制した。

「待て結衣！　時間切れだ！　一いつ旦たん合体を解除するぜッ」

　ウィングと足の裏から炎ほのおが噴ふき出し、グレートサドハラーは垂直に飛ひ翔しようしていく。空中で合体を解除し、安全に過か醒せいを終わらせるつもりなのだ。先天性魂裸醒は過醒を起こしたあと、脱だつ力りよく状態に襲おそわれる。以前、佐土原はその無防備な時間を空中に逃のがれてカバーしてみせた。三兄妹揃そろってその手を使うつもりなのだろう。

　こちらとしても歓かん迎げいすべきことだ──わずかの間だが、一息つける。

　謎の人影は、長柄の得物をくるくると回転させ、あたりに舞まう土つち埃ぼこりを吹き払はらった。視界をクリアーにすると、動きを止める。その長柄の得物の正体は──

　竹たけ槍やりだった。

　八阪井三千人が、竹槍を片手に、葉月を小こ脇わきに抱かかえて、立っていた。

「……三千人さん!?」

　僕は心の底から驚きの声を上げた。

　まるで病やみ上がりのような瘦そう身しん。それでいてきわめて強い輝かがやきを放つ目。間ま違ちがいない、我らが隣りん人じんの三千人さんだ！

　三千人さんは小走りに、腰こしを下ろした夏月のもとに駆かけ寄った。僕も吸い寄せられるように彼のもとへ行く。

「……と……父さん……！」

　なんとか立ち上がろうとする夏月。が、バランスを崩くずして前のめりになる。

　三千人さんは、夏月の身体からだを受け止めてみせた。

「この程度でよれよれになるとは、少々情けない話さな」

　口元に笑えみを浮うかべながら、三千人さんは言った。

「だが、よく頑がん張ばっている。ただいま、夏月」

「おかえりなさい……」夏月は挨あい拶さつを返した。「でも、どうしてここに……？　父さんは村に閉じこめられていたんじゃ、──」

「逃にげてきた」三千人さんはあっさり言った。「追っ手に追いかけられたり、色々あって、予定より大おお幅はば遅ち刻こくしてしまったがね。千里を走った関かん羽うの気持ちがよくわかる」

　三千人さんは葉月をその場に寝ねかせ、夏月の肩かたを押さえて隣となりに座らせた。

「なんにせよ、大幅に遅刻したのは間違いない事実だ。謝る」

　僕の姿に気がつくと、三千人さんはバチーンと一つぎこちないウィンクをしてみせた。

「やあ、久しぶりだね。三鶴城君」

　より近くで相まみえてみると、三千人さんの服が所々裂さけ、ボロボロになっているのに気がついた。ここにたどり着くまで、かなりの苦労があったことを窺うかがわせる。

「お久しぶりです。……って、そんなのんきに挨拶している場合じゃないですよ。というか、よくここがわかりましたね」

「わからないはずがあるか」

　三千人さんは竹槍で光の柱を示した。

「あんなド派手なものが立っていたら、無視しろと言われてもそりゃ無理だ。あれは、もしかして蛍谷窟かね？」

「そうだと思われます」

「……なんとねえ」

　三千人さんは感かん慨がい深げに言った。

「亘理の奴やつが、蛍谷窟の裸ら光こうを使って、隕いん石せきを落とそうとしているんです」

　三千人さんは細かい事情を知らないはずだ。が、いちいち事細かに語る暇ひまはない。僕は簡潔に言った。

「隕石？……」少し考え込んでから、「それを防ぐためにはどうすればいい」

「僕たちはあの光の柱の中に入りたいんです。ですけど、佐土原三兄きよう妹だいがおりまして」

「心得た。私はあいつらを倒たおせばいいんだな」

「ええ。急がないと、──」

　三千人さんの横に並ぼうとすると、三千人さんは僕を手で押し下げた。

「まあまあ、待ちたまえ。ここは私一人でやる」

「……え？」

「遅刻してきた分、働かなくてはな。佐土原三兄妹は、私一人で引き受ける」

「ちょっと待って下さいよ」僕は声を上げた。「相手は佐土原三兄妹ですよ!?」

　腕を広げ、ぐったりしている双ふた子ごの姉し妹まいを示す。

　が、三千人さんはあくまでも余よ裕ゆうの笑みを崩さなかった。

「ま、君が心配するのもわかるがね。なに、ウォーミングアップはもう終わっている。追っ手がしょんぼりするような奴らばっかりでね。そろそろ骨のある相手と戦いたいのさ。……私の本気を見せてやろう」

　そう言って、三千人さんは空を見上げた。

　空から佐土原三兄妹が戻もどってきた。三人ともべたーんと無様に着地するが、すぐさまひょいと身体を起こす。

「ふ～い。こんな時に助すけっ人とたあ、どこのどいつだあ？」

　すぐに、佐土原は三千人さんの姿を見つけた。納なつ得とくの表情を見せる。

「なるほどな、八阪井三千人かよ。あんた、なんで今いま更さら出てきたんだ？」

「娘むすめのピンチに現れる──親としては当然のことではないかね。今更、ってのは認めるが」

「ま、よろしいんじゃございませんこと？　そっちは三千人さんを加えて四人。こちらは三人。なかなかいい具合のハンデじゃございませんこと？」

　結衣が目を細める。

　三千人さんは肩をすくめて首を振ふった。

「違ちがう違う。そっちは三人。こっちは一人。それでやっと釣つり合う」

　親指で自分の胸を指さした。

「おいおい、その年で老人ボケかよ！　八阪井三千人！」佐土原が大声を出した。「俺たちと一人で渡わたり合うだあ？　てめえ、剣けん舞ばい連れんをなめてんじゃねえだろうなあ～！」

「そちらこそ、銀ぎん剣けん持ちの二つ名をなめているのではないかね？」

　三千人さんは、竹たけ槍やりを構えた。

「剣舞連の実力は銀剣持ちに匹ひつ敵てきする、なんて言われているがね。それは大間違いというものだ──こっちとそっちの間には、超こえられない壁かべがある」

　三兄妹を視界に捉とらえながら、横へ横へと動く。僕たちを巻き込まないように。

　佐土原も二、三歩と間合いを詰つめる。

「そう思ってるのはあんただけだぜえ」

「ならば、証明してみせろ」

「上等ですわ！」結衣が叫さけんだ。「行きますわよ！　コウ兄様！」
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「ン！　コウ、やる！」

　光陽がバズーカを発現、いきなり三千人さんめがけてビームを撃うち込んだ。

「遅おそいな！」

　光陽の姿を見ぬまま、三千人さんは真横へ飛んだ。光線をスルーし、腕うでをしならせ竹槍を投げつける。竹槍は空気を裂いて一直線に飛び、光陽の胸を狙ねらう。

「…………！」

　光陽はバズーカを振り、砲ほう身しんで竹槍をはじき返した。竹槍は回転しながらあらぬ方向へと飛んでいったが──

　三千人さんは、竹槍のはじかれた先に先回りしていた。

　飛ひ躍やくしながら空中で竹槍をキャッチ、そのまま落下しつつ光陽の頭上に竹槍を落とす。光陽のバズーカ剣と、三千人さんの竹槍の突とつ端たんが激突する！

　バキンと音が響ひびいて、砕くだけたのは──光陽の剣先だった。竹槍はそのまま、光陽の手からバズーカを叩たたき落とした。

「光陽!!」

「コウ兄様!!」

　三千人さんの背後から佐土原がビームサーベルで、左右から結衣が「尻しつ尾ぽ」で、同時に襲おそいかかる。

　三千人さんは光陽に視線を据すえたまま、自分の後方に腕を突つき出し、竹槍を回転させた。

　脳天を叩き割るはずだったビームサーベルは巻き取られて地面を裂さく。「尻尾」はあたかも竹槍に吸い寄せられるかのごとくぶつかり、叩き落とされる。

「なかなかいいコンビネーションだ！　だが──ッ！」

　三千人さんは竹槍を大きく振り払はらい、佐土原の脇わき腹ばらに叩き込んだ。

　咄とつ嗟さに佐土原はロボに変身し、装そう甲こうで竹槍を受け止めた。

「ぐうッ!?」

　うめく佐土原。竹槍は、装甲の一部を削けずり取っていた。

　それ以上の無理はせず、三千人さんは一いつ旦たん引き下がった。三人を視界に収めるよう立ち回りながら、距きよ離りを取る。

「……すごいや」

　思わず、僕は感かん嘆たんの声を漏もらした。

　竹槍というきわめて原始的な武器しか持っていないというのに、三千人さんはむしろ優位に戦いを進めていた。これが、銀剣持ちの真の実力なのか。

「ほら見たまえ、なかなか釣り合っているだろう？　ボケていたのはどっちかね」

　さすがに呼吸の乱れは隠かくし得ないものの、冗じよう談だんを口にする程度には余よ裕ゆうがある。

「フン！」佐土原は鼻を鳴らした。「さすが銀剣持ち、一ひと筋すじ縄なわではいかねえようだなあ～！　だったら、こっちも本気で行くぜえ～！」

　三兄妹が同時に過か醒せいの光を放ちはじめた。合体するつもりだ！

　三千人さんの表情が、一いつ瞬しゆん歪ゆがんだ。

「三千人さん！」僕は叫んだ。「あいつらに合体させちゃ──！」

　が、なぜか三千人さんは動かなかった。三兄妹が合体する様を、黙だまって見守る。

「チェェ──ンジ・グレートサドハラー！　フレームシフトモォォ──ドッ!!」

　三体のメカは、巨きよ大だいな三角形の飛行物体へと成り代わり、高速飛行を開始する。ものすごい勢いで飛び去って行ったかと思うと、下部から生えた腕が巨木の脇を通り抜ぬけざまに枝をがっとつかんだ。いきなり強烈な力に引っ張られ、しなる巨木。握にぎった枝を支点にして飛行物体は進路を百八十度転てん換かん、こちらめがけて飛んできた。

「死んでもらうぜえ～！」

　飛行物体から生えた手に、光陽のバズーカが現れる。佐土原メカの腕が握ると、バズーカもライフル程度のサイズに見えてくる。飛行物体は、地上めがけてビームライフルを連射し始めた。

「むううッ」

　ビームは適当に放たれているようでいて、きっちりと三千人さんを追いかけている。さすがの三千人さんも、ここは相手の注文通りに逃にげるしかなかった。二度三度と転がり、直ちよく撃げきを回かい避ひする。

「そこだァァ──ッ!!」

　三千人さんが転がった先へと、佐土原は軌き道どうを合わせてきた。空いている腕でビームサーベルを抜き、崩くずれた体勢の三千人さんに斬きりつける！

　苦しい格好ながら、三千人さんは竹たけ槍やりを持ちあげた。

　直後、音速で飛んでくる飛行物体が三千人さんと交こう錯さくした。

「三千人さん!?」

　風を切る音と、激突音が同時に重なる。飛行物体はそのまま飛び去っていった。

　三千人さんは──その場にいた。だが、よく見れば、竹槍を握るその両手は血に染まっていた。三千人さんの寝ねころんだすぐ脇には、一本深く土のえぐれた跡あとが残っている。きっとサーベルがつけた跡だろう。

　すっ飛んでいった飛行物体は、またも腕を伸のばして巨木をつかみ、豪ごう快かいなターンをかけてきた。高速移動を繰くり返しながら何度も三千人さんと交錯し、いずれは致ち命めい傷しようを負わせようという算段に違ちがいない。

　これには、三千人さんも苦い顔をした。その場に立ち上がり、迫せまり来る飛行物体を見つめる。

「一旦逃げましょう！」僕は声を張り上げた。「あいつらの過醒にも限界があります！　合体が解けるのを待てば、──！」

「それは、抜ばつ本ぽん的解決にはならない」

　落ち着いた口調で、三千人さんは言った。あまりにも平板な口ぶりに、一瞬寒気がするほどだった。

「敵が本気でかかってくるところを、逆に叩たたきのめす。敵の鼻っ柱を叩き折るには、それしかない。やるべきことはただ一つだ」

「それは……？」

「過醒には過醒で対たい抗こうする、ということさ」

　ぽつりと呟つぶやくと同時に、三千人さんは光を放ち始めた。唐から草くさ状の紋もん様よう──過醒紋が、首元から顔面へと上っていく。

　三千人さんは過醒を起こしていた。




　　竹の驚きよう異い




　右手に握った竹槍を、自分の正面に突つき立てる。

　三千人さんは、左手を右手と同じ高さに掲かかげた。

　すると、三千人さんの身体からだからさらなる幽ゆう体たいが──はっきりとした姿にならない幽体だったが──現れ、左手に吸い込まれるように集まっていく。

　それは、ものの数秒で形をなした。──もう一本の竹槍に。

「…………竹槍が二本……」

　あっけにとられ、僕は口をあんぐりと開いた。

「おおっと」三千人さんは薄うすい笑えみを浮うかべた。「それはちょっと違うね」

　右足を持ち上げて竹槍の下部にかける。

　たしかに、それは「二本の竹槍」ではなかった。竹槍の下部、地面から二十センチくらいの高さのあたりに、直角に突き出した部分がある。長さは三十センチほど、足を乗せるのにちょうど良さそうだ。実際に、三千人さんはそこに持ち上げた足を乗せた。さらにもう片足も乗せて、バランスを取りながら直立する。

　ここで初めて、僕は三千人さんの魂裸醒の正体に気がついた。

「…………竹馬……」

　全身を過か醒せい紋の輝かがやきに包みながら、三千人さんは竹馬に乗っていた。

　昔のことを思い出す──三千人さんの竹槍をはじめて見た時のことを。後天性の過醒でおかしくなり、今まさに僕たちに襲おそいかかろうとしている男に対して、三千人さんは竹槍を出して見せた。いくらなんでもそりゃないだろ、と僕はその場から逃げ出そうとしたものである。もっとも三千人さんはあっさりと男を突き殺し、竹槍の威い力りよくに瞠どう目もくさせられたのでもあるが。

　今回も、瞠目させられることとなった。

　突とつ然ぜん、ズゴゴゴと地鳴りのような音が響ひびき始めた。

　その音源は、竹馬だった。竹馬の足の底の部分から、ものすごい勢いで煙けむりが噴ふき出し始めている。

「行くぞォォ──ッ！」

　三千人さんが声を引き絞しぼると、竹馬はカッと火を放ち、爆ばく発はつ的な勢いで空へと舞まい上がっていった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれ、グレートサドハラーが地面すれすれを飛んでいく。が、そこに三千人さんの姿は既すでにない。振ふり下ろされたビームサーベルは、むなしく地面に二本目の亀き裂れつを残したのみだった。

「な……！　どこに行きやがった!?」

　佐土原の声が轟とどろく。

　三千人さんは水平飛行に移行し、グレートサドハラーの背面にぴたりとつけていた。片足を竹馬から外すと、思い切り腕うでを振り上げ、先せん端たんの槍やりの部分でグレートサドハラーの翼つばさを突いた。

「うぬおっ!?」

　竹槍は、翼を貫かん通つうするとまではいかなかったが、機体のバランスを崩くずすだけの衝しよう撃げきを与あたえた。巨きよ大だいな機体がガクンとぶれ、飛行軌き道どうが急に折れ曲がる。

「そこですわねッ!!」

　結衣が、機体後部から「尻しつ尾ぽ」を発進させ、三千人さんを追い払はらおうとする。だが、お互たがい高速移動しながらの戦せん闘とうである。「尻尾」の機動性も、ここでは相対化され、さしたる脅きよう威いではない。三千人さんは落ち着き払い、竹馬で迫り来る「尻尾」を次々叩き落としていく。

「うぜえんだよお～!!」

　きりもみ飛行をしていたグレートサドハラーは、機体を安定させると、三千人さんに対して腹の部分を向けた。手に握にぎるライフルで三千人さんを狙ねらい、ビームを発射する！

「フン！」

　ライフルを見た瞬間、三千人さんもきりもみ飛行に移行していた。ぐるぐると回転しながら横移動、ビームをあっさりとかわす。グレートサドハラーの後部に滑すべり込むと、後部バーニアめがけて槍を突っ込んだ！

「うがあああーッ!!」

　光陽の悲鳴。と同時に、バーニアが砕くだけた。竹槍が機体後部にめり込む格好となり、これまで間断なく噴き続けていた炎ほのおが弱まる。それは推進力が弱まるということだ。グレートサドハラーは失速、地上めがけて落ちていった。

「このまま終わるもんですか！　チェェェ──ンジ・グレートサドハラー！　キャット・オブ・メニィ・テイルズモォォ──ドッ!!」

　地面に激突する寸前、飛行物体は強制分ぶん離りを行い、即そく座ざに再合体を行った。巨大ロボ形態に機体を組み替かえ、足から地面に着地する。見た目きれいな着地ではあったが、

「グッ……!?」

　グレートサドハラーは軽くよろめいた。三兄きよう妹だいの誰だれか──ひょっとしたら複数かもしれないが──がくぐもった呻うめきを漏もらす。ダメージを与えることに成功しているようだ。

　遅おくれて、三千人さんが地上に降りてくる。上下逆さになり、竹槍のとがった先端を向けながら、落ちてきた。着地地点は、グレートサドハラーの脳天だ。減速するどころか、重力加速度にジェット噴ふん射しやを加えて突っ込んできた！

　落ちてくる三千人さんをビームサーベルではじき返すのは無理、と判断したのだろう。グレートサドハラーはホバー移動で後方に退たい避ひ、激突を避さけた。

　直後、三千人さんは地上に着地した。竹槍が地面に突き刺ささった、上下逆さまの格好で。けれども、

「そうれ！」

　倒とう立りつしたまま三千人さんは片方の竹馬を引き抜ぬき、グレートサドハラーめがけて叩たたきつけた。

「うああッ!?」

　グレートサドハラーは攻撃を防ぐことも避よけることもできなかった。竹槍の先端が、巨大な機体の左ひだり膝ひざ　──光陽と結衣が合体している接合部分だ──を貫つらぬいた。

「きゃああッ!?」

「ぐううッ」

　光陽と結衣が同時に悲鳴を上げる。合体部分が砕け、外れた。グレートサドハラーは平へい衡こうを失い、巨きよ体たいがぐらりと揺ゆれる。

「そこだァァ──ッ!!」

　三千人さんは瞬しゆん時じに体勢を立て直し、もう一本の竹槍をまっすぐに振り抜いた。しなる右腕から繰くり出された突つきは、竹馬の底の火力ブーストによって威力を増す。

　竹槍は崩れたグレートサドハラーの腹部の装そう甲こうを一撃で貫き、メキョメキョと潜もぐり込んでいった。

「ごああァァ──ッ!!」

　佐土原三兄妹の絶ぜつ叫きようがシンクロする。竹槍は、背面の翼──佐土原の担当部分──までも貫通していた。

　これで勝負あったか!?

　が、その場に潰つぶれそうになったグレートサドハラーは、両腕を竹槍にかけた。最後の力を振り絞しぼり、槍を引き抜こうとする。

「抜かせるものか……ッ!!」

　三千人さんも竹槍を両手で握り、抵てい抗こうした。竹馬の底から炎を噴ふき出し、より深くめり込ませようとする。両方から押される竹馬はガクガクと震ふるえ始めた。これだけの力を込めたら折れるのではないか、と思われたその時、

「バーニア全開！」

　生きている右足の裏を三千人さんに向けると、炎を噴き出した。

「うおおっ」

　さすがの三千人さんも、これには身を引いた。バーニアの推進力により、グレートサドハラーの身体からだから竹槍は勢いよく抜ける。

　グレートサドハラーは後方に吹き飛ばされつつ、

「チェェェ──ンジ・グレートサドハラー！　ルシファーズハンマーモォォ──ドッ!!」

　機体の組み替えを行い、巨きよ大だい銃じゆう形態へとその姿を変えた。すぐさま、二つの砲ほう口こうの奥に光が灯ともり始める。

「これで……俺たちの逆転勝利だッ!!」

　佐土原は声高らかに勝利宣言をした。

　完全に三千人さんのペースだというのに、突とつ然ぜん何を言い出すんだ？　三千人さんなら、グレートサドハラーの射線上から容易に逃にげられるはず──

　…………

　グレートサドハラーと向き合っていた三千人さんは、焦あせりの表情を僕たちに向けた。ちょうど、三千人さんの背後にいる僕たちに。

「しまった……!?」

　己おのれの愚おろかさに、今いま更さら気がついた。

　ふと気がつけば、グレートサドハラー、三千人さん、僕たち、という風に、一直線に並んでいた。三千人さんが避よければ、ビームは僕たちを直ちよく撃げきする。

　夏月はまだしも、葉月はぐったりしたままだ。彼女を担かついで射線から逃のがれるなど、不可能だ。

　ついさっき、海さんが盾たてになった時のことがフラッシュバックする。

　その間にも、砲口の奥の輝かがやきは増していく。

　そして、撃鉄そばから生えた腕うでが、自分の引き金にかかった。

「塵ちりとなれェェ──ッ!!」

　三兄妹が声を合わせた。

「させるかァァ──ッ!!」

　わずかに早く、三千人さんが動いた。竹馬に乗っかると思い切り前ぜん傾けい姿勢になって、竹馬の底から炎ほのおを放ち、三兄妹めがけて突撃する！

　まったく同時だった──巨大銃の引き金が引かれるのと、二本の竹馬が二つの砲口にきれいにはまるのとは。

　行き場を失った破は壊かいエネルギーは、その場で暴発した。すさまじい音とともに、青白い光が破は裂れつする。咄とつ嗟さに両腕で顔を覆おおったものの、壮そう絶ぜつな爆ばく風ふうが叩きつけられ、あとは何もわからなくなった。







　徐じよ々じよに光がおさまっていく。

　腕を下ろし、ゆっくりと目を開いた。

　光はすっかり消え失うせていた。耳鳴りがひどいものの、周囲が沈ちん黙もくに包まれているということはわかる。

　自分が地面に倒たおれていることにも、気がついた。よく見れば、自分の位置までもが変わっている。爆風に晒さらされて、飛ばされたらしい。

　ゆっくりと立ち上がる。特に身体が痛むということはなかった。

　周囲を見み渡わたす。夏月もまた吹き飛ばされたようだった──葉月を守るように抱だきしめて。夏月にも深刻な怪け我がを被こうむった様子はなかった。

「何が……何が起きたんですか……？」

　自分が吹き飛ばされてきた方に目をやる。

　蛍谷窟の光の柱に照らされたこの空間にあって、動くものは何もない。僕は慎しん重ちように歩を進めてみた。

「…………？」

　十数歩進んだところで、急に足あし下もとがぐらついた。地面がえぐれ、低くなっていたのだ。えぐれ方は進めば進むほどに深くなっていく。

　小クレーターが、そこにできていた。

　クレーターの中心には、二つの人ひと影かげがあった。

　佐土原昌紀と光陽だ。二人とも、腰こしを下ろす格好で、僕に背を向けている。

　僕はすぐさま大おお鎌がまを発現させた。

　が、二人とも動く気配はまったくない。

　イヤな沈黙の時間が流れる。と──

　近くでがさがさがさっと枝葉をかき分ける音がして、僕はびくりとした。

　音のもとを見やると、木の上から三千人さんが落ちてきた。受け身を取るでもなく、どちゃ、とその場に崩くずれ落ちる。

「三千人さん!?」

　呼びかけると、三千人さんは反応した。竹たけ槍やりを発現させると、それを杖つえ代わりに立ち上がろうとする。が、膝ひざ立だちになるのが限界だった。服、髪かみ、ともに激しく乱れ、顔面からは血をダラダラと流している。

　しかし、意識ははっきりしていた。

「……死んでいるようだ」

　膝立ちのまま、ずるずると三千人さんはクレーターに進み入り、竹槍を伸のばした。ゆっくりと伸ばされた竹槍の先せん端たんは、軽く佐土原と光陽とをつつく。

　佐土原と光陽は、その場にばたーんと倒れた。

　そして、その陰かげから現れたのは、結衣だった。

　べったりと地面に倒れてはいるが、ほんのわずかに胸が上下している。

「どうやら最後の瞬しゆん間かん、強制合体解除をかけたようさな」と三千人さん。「エネルギーの暴発を完全に止めるには至らなかったが、身体からだを盾にして妹の身を守りうるほどには低減できた。というところかな」

　結衣がぱちりと目を開いた。

　眼球だけを動かして、周囲の様子を見る。だが、起きるどころか指一本すら動かそうとしない。

　自らの置かれた状じよう況きようを理解すると、

「……殺しなさい」

　ぽつりと言った。

「ワタクシの負けですわ……まだ、腕うでも足もかっちり繫つながりきってませんの。今なら楽に殺せましてよ……」

　その目に、力はなかった。好きにしてくれ、という具合である。

　僕は、三千人さんの意見をあおいだ。

「やめておこう。不必要な殺せつ生しようは望まないところだ」

　と言うと、三千人さんはその場にぺたりと腰を下ろした。

「というか、これ以上身体が動かない。さすがに、過か醒せいは身体にこたえるな。私ももはや若くはないということか……」

「父さん！」

　夏月が三千人さんのそばに歩み寄った。支えようとしたが、

「来るんじゃない」三千人さんはやんわりと断った。「おまえには、行くべき場所があるはずだ」

　そう言って、光の柱を指さす。

「止めてくるんだ。二人で行ってこい……葉月と結衣は、私に任せろ」

「わかりました」僕は頷うなずいた。「九里浜に電話しておきますよ。ここに軽トラを回すように」

「よろしく頼たのむ」

　父と姉し妹まいとを置いていくことに夏月はためらっていたが、すぐにハラを決めたようで、三千人さんに頭を下げた。

「……それじゃ、行ってきます」

「おうとも。一いつ緒しよに家に帰ろうじゃないか」

　三千人さんは軽く手を上げた。

　僕と夏月は三千人さんに背を向けた。一度たりと振ふり返ることなく、僕たちは白い光の柱目指して歩いていった。
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　　幕間




　夜よ闇やみの中を、八阪井三十四は駆かけ抜ぬける。

　自分の周囲に張り巡めぐらせた黒い霧きり──三十四の幽ゆう体たいは、霧の中で動くあらゆるものを感覚として三十四に伝える。有効距きよ離りはせいぜい半径十メートルといったところだが、反応感度は良好だ。十メートルの境界線で光線を感知して、ギリギリで直ちよく撃げきを回かい避ひできる。

「フンッ」

　何度目か、光線の接近を感知した三十四は、身体を転がして光線を回避した。

　亘理の放つ攻こう撃げきは、何本かの光線を収束し、焦しよう点てんにある物体を爆ばく破はする。焦点に対象が存在しない場合、爆発は起きない。従って、狙ねらいがはずれたからといって音が出ることはない。沈ちん黙もくに包まれた森の中を、突とつ然ぜん転がったり横に飛んだりする男の姿は、客観的に見るとかなりアホらしいものでもあった。

『誰だれにも見られていないのが幸いだな……』

　三十四は自じ嘲ちようしつつ、ただひたすらに走る。直撃を食くらえば、その瞬間にこの身体は四散するのだ。たとえ誰かに見られているとしても、これをやめるわけにはいかない。

　この道無き道がどこに通じているのかはわからない。山の奥へ奥へと向かっているような気はする。なにしろ、ついさっきにはカモシカの群れと出くわしたくらいだ。間ま違ちがいなく言えるのはただ二点、オーストラリア村予定地からどんどん離はなれていくこと、そして──

　亘理が三十四を呼んでいるということ。

　上等だ、と三十四は考える。十一年前の屈くつ辱じよくを晴らし、因いん縁ねんを断たち切る時だ。

　不意に森が途と切ぎれて、急に視界が広がった。

『ここは……』

　水田地帯だった。周囲を森で囲まれた上り斜しや面めんに、段々になった田んぼがどこまでも続いている。江え戸ど時代、年ねん貢ぐを納めなくても済むようにこっそり作った隠かくし田という風ふ情ぜいである。

　ただ、田んぼは雑草が生え、荒あれ放題だった。本来ならばこの時季、田にはなみなみと水が張られ、青々と茂しげる稲いねが密生しているはずなのだが。

『耕作放ほう棄き地ちか……』

　農業従事者の高こう齢れい化かにともない、耕地は年々減少している。減げん反たん政策が盛さかんに行われていた頃ころは、田を畑に転用するか、あるいは何もしないにしてもいつでも元の田に戻もどせるようそれなりの整備をしていたものだが、近年の過か疎そはそのようなことすら不可能にしていた。

　ここの耕作放棄地はかなりの規模だった。もともとは結構な量の米を生産していたのだろうが、今や見る影かげもない。夏の涼すずしい風も、荒こう寥りようとした印象をより増ぞう幅ふくしていた。

『……ムッ』

　三十四の頭上、黒い霧の範はん囲いの外側に、小さな輝かがやきが走るのが見えた。

　一つだけではない。いくつもの輝きが一つところに集まると、ごく整然と並ぶ。

　それは、二十センチ四方の一枚のプレートとなった。

『……亘理……！』

　プレートの正体は、亘理の魂裸醒、アウト・オブ・ザ・サンが集合した姿だった。一センチ角の鏡のような魂裸醒が複数集まって整列し、一枚の鏡を作り出している。

　鏡の奥の亘理は、わずかに含ふくみ笑いをして見せた。

　次の瞬しゆん間かん、鏡の断だん片ぺん群ぐんは一いつ斉せいに移動、なめらかな凹おう面めん鏡きようへと姿を変えた。その焦点が結ばれる先は──

『クソッ！』

　三十四は身を投げた。次の瞬間、三十四の立っていた地面が音を立てて爆発する。透とう明めい人間が地じ雷らいでも踏ふんだかのように。

　飛んでくる泥どろを避よけながら、三十四は状じよう況きようを分ぶん析せきしていた。

　亘理に接近しなければ、こちらからの攻撃は不可能だ。だがそのことは亘理とて理解しているだろう。奴やつは徹てつ底てい的に距離を取り、自分からは近づかず、一方的に三十四を「焼く」つもりに違いない。

　亘理はどこにいる？　遠く離れた場所にいるのは、違いない。だが、方向はどちらなのか。鏡の配置次し第だいでは、まったく正反対の位置から光線を大回りさせて三十四を狙うことも可能だろう。光線の来る方向イコール亘理の居場所、とは限らない。

　一方で、亘理は鏡を通して三十四の姿を見ている。仮に三十四が正しい方向に走ったとしても、亘理はそれを見て逃にげることだろう。

　亘理らしいやり口だ。一対一で戦うというのはあくまで見かけの話、自分が圧あつ倒とう的に有利な状況に持ち込み、一方的に三十四を倒たおそうとしている。

『いいだろう。無明の光がどちらを導くのか、試ためしてみようじゃないか』

　三十四は精神集中を始めた。







「私のタクト通りに踊おどってもらおうか？　八阪井三十四……！」

　自分の眼前に展開したスクリーンを眺ながめながら、亘理銑十郎は言った。

　亘理銑十郎は、耕作放棄地の丘おかのてっぺんにいた。三十四の現在位置からは約一キロほど離れた場所である。直接に三十四の姿を見ることはできない。が、鏡を介かいして一方的に三十四を視し認にんできる。視認ができるということは、攻撃を加えることができるということだ。

　亘理は片手で、日ひの輪わという名の銀ぎん剣けんをもてあそんでいた。戸有最強の魂裸醒十二名に与あたえられるこの銀剣の柄つかには、裸ら光こう石せきが埋うめ込まれている。アウト・オブ・ザ・サンはこれから放たれる裸光を受け止めて反射、収束させて攻こう撃げきする。その射程距きよ離りは、光を反射させるルートを確保さえできれば、二キロを超こえる。これだけの射程距離を誇ほこる魂裸醒は、他ほかにそうはない。

　三十四は距離を埋めるべく、接近しようとしている。だが、亘理は三十四の動きを見ながら、相対距離を保ち続ければいい。この距離がある限り、三十四には万に一つの勝ち目もない。

　しかし、三十四の反応は冴さえ、攻撃のことごとくを回かい避ひしていた。このまま単調に射撃を繰くり返すばかりでは、決定打は奪うばえないようだ。

「そろそろ次の手を投入すべきかな」

　三十四が疲ひ労ろうするのを待つのは、非効率に過ぎる。

　亘理が呟つぶやいた時、すぐ左手の茂みがガサガサと音を立てた。すぐに視線を投げ、鏡をいくつか振ふり向ける。

「……おお」

　亘理は、驚おどろきと安あん堵どの声を漏もらした。

　その正体は、カモシカだった。三頭のカモシカが、所在なげにたたずんでいる。

「おどかさないでくれ。畜ちく生しようの分際で」

　亘理が軽く手を振ると、三頭のカモシカは突とつ然ぜん爆ばく発はつした。

　アウト・オブ・ザ・サンで裸光を収束、カモシカに焦しよう点てんを合わせたのである。亘理としては、目の前を飛ぶ蚊かや蠅はえを手で払はらうのとほとんど変わらない感覚だった。ほんの一瞬で、三頭のカモシカは地上から姿を消した。

「…………!?」

　ところが。

　はじめは、爆散したカモシカの血が煙けむりとなって舞まっているように見えた。が、そこに現れた霧きりのようなものは、ひとまとまりになったかと思うと、まるで意志を持つかのように亘理に向かって流れてきた。

　突然のことに、亘理は黒い霧をある程度吸い込んでしまった。すぐさま口元を手で覆おおい、それ以上の吸気を防ぐ。その辺の雑草を適当にむしって黒い霧に投げつけ、アウト・オブ・ザ・サンで連れん鎖さ的に爆発させる。連続した小爆発が起こす爆風で、黒い霧は拡散してしまった。

「『ブラック・オーラ』か……！」

　亘理は驚きよう愕がくした。

「野生のカモシカに霧を吸わせて放つとは予想外だったよ！　相変わらず頭がいいな、八阪井三十四！」

　まるですぐそばに八阪井三十四がいるかのように、亘理は語りかける。

「聞こえているんだろう!?　八阪井三十四！　四年前も霧きり越ごしに語りあったじゃあないか！」

　しばしの間のあとに、霧の中から声が発せられた。

『……よくも覚えていたものだな……』

「やっと話ができたな」

　亘理は薄うすい笑えみを浮うかべた。

　三十四の発する黒い霧は、幽ゆう体たいでもある。幽体と幽体を触ふれ合わせれば、魂裸醒同士で意思疎そ通つうが可能になる。たとえ、物理的に距離が離はなれているとしても、だ。

「私の記き憶おく力りよくを忘れたのかね？　象が忘れても、私は忘れない」

『自分に都合の悪いことはすぐに忘れるくせに……』三十四は反論した。『自分の娘むすめが五月を殺したということも、忘れたのか？』

　ぴくりと亘理は眉まゆをつり上げた。

「海君から聞いたかね」が、あくまで冷静に言う。「忘れてなどいないさ。ただ、大声で喧けん伝でんするまでのことはない。それだけだ」

『それだけ、で済むと思っているのか』

「当然。内戦直後の戸有の惨さん状じようをおまえは知らんだろう？　あの時の戸有をまとめるためには、村の者すべての気持ちを一つにする必要があった。もっとも都合が良かったのは、八阪井三十四という『敵』の存在だよ。我々は、八阪井三十四憎にくしという意思で固まらなければならなかったのだ。おまえが長老の方々を大量殺さつ戮りくしたのは、動かせない事実だろう？　そこに『八阪井五月を殺したのは本当は一花です』などというどうでもいい情報を付け加えて、どうなるというのかね」

『それはおまえの自己都合だ。貴様が何を言おうと、俺の意志は変わらない……！』

「フフ。あくまで十一年前の復ふく讐しゆうにこだわるか？　実に下らん人生だな。ま、おまえの人生、おまえがどう使おうとおまえの勝手だが」

『下らん人生だと……!?』

「その通り。おまえではこの私には勝てないよ？　これ以上、私にどうやって霧を吸わせるというのかね？」

『…………！』

　霧越しに、三十四の動どう揺ようが伝わってくるようだった。

「十一年前、死にかけたことで魂裸醒を変異させる力を手に入れたんだろう。私にその程度のことがわからないと思ったかね？　おまえは長老方の死体に、己おのれの能力を刻んでいったじゃないか。あの死体を調べれば、おまえの魂裸醒の正体などおおよそ知れる。全く同じ方法で、迅又三郎も殺やったそうじゃないか？」

　亘理は移動を開始した。三十四との実際の距離はまだまだ遠く離れているが、念には念を入れるべきだ。霧を飲ませたカモシカも、おそらくあれだけではないだろう。

「一定量の霧を飲ませて、内部から直接醒せい臓ぞうを破は壊かいするのだろう？　井倉から迅の死に方を電話で聞いて、確信したよ。『魂裸醒にも見えない魂裸醒』を装よそおうとはなかなかいいアイデアだが、私には通じんね。さっきはちょっと危なかったが」

　わずかに霧を飲み込みはした。が、ごく少量だ。これだけでは、醒せい核かくを吹ふき飛ばすことはできまい──亘理はそう確信していた。できるのならば、三十四は既すでにやっているだろう。これ以上吸わなければ、問題ない。

「今からそちらに蜂須賀をやる。おまえに彼が倒たおせるかね？」







『蜂須賀だと……!?』

　その名を聞いて、三十四は焦あせりを覚えた。亘理の秘書とも言うべき存在を、完全に失念していた。あらかじめ想定して然しかるべきだったのだが。

　蜂須賀清宗。若かりし日、訓練で何度も手合わせした相手だ。よく覚えている──幾いくたびか戦い、一度たりと勝てなかったことを。手合わせするたびにボコボコにされた、イヤな記憶が脳のう裏りをよぎる。

　だが、今の俺は昔の俺ではない──三十四は己おのれを奮い立たせた。立ちふさがる者は誰だれであろうと倒す。たとえ蜂須賀であろうと、だ。ブラック・オーラの射程範はん囲いに足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、醒臓を爆散させる。それだけのことだ。

　その時。

「……八阪井三十四！」

　大だい音おん声じようが轟とどろき渡わたった。

　三十四が見上げたその先。三段くらい上の田んぼのあぜ道に一人の男が立ち、三十四を睥へい睨げいしていた。

　その声、間ま違ちがいなく蜂須賀のものだった。

「久しぶりだな！　どれだけ強くなったか見せてもらおうか！」

　声の最後に「モガッ」という妙みような音がかぶる。直後、蜂須賀は軽く助走をつけて地を蹴けった。

　空中を飛ぶ間に、魂裸醒を発現させる。現れた幽体は、蜂須賀の手の中で巨きよ大だいな二本のまさかりへと変じた。三十四の仮面を叩たたき割らんと落ちてくる。

『……フン！』

　重い一いち撃げきだったが、当たらなければどうということはない。三十四は軽く横に飛んで避さけた。すぐさま蜂須賀に霧きりを吸わせるべく、腕うでを伸のばし──

『──なに!?』

　思わず三十四は声を上げた。

　そこに立っていたのは、記憶の中にある蜂須賀ではなかった。

　蜂須賀は、胸に巨大なハザードマークが描えがかれた防護服に、完全に身を包んでいた。

　防護服を着た蜂須賀は、三十四めがけて突とつ進しんしてきた。まさかりと呼ぶにはあまりに巨大な得物を軽々と操あやつり、三十四を叩き斬きろうとする。

　三十四は大きく後方に飛んで距きよ離りを取り、蜂須賀の姿を観察した。防護服は、肉体の外気との接せつ触しよくを完全に遮しや断だんしている。防護服の背中が盛り上がっているのは、酸素ボンベを背負っているからなのだろう。

　これでは、霧を吸わせることなど不可能だ。

『どうかね？　これでもおまえに蜂須賀が倒せるかね？』

　頭の中で、亘理の嫌いやみったらしい声が聞こえる。

『……やむを得ん！』

　三十四は、周囲の霧を自分の両腕に集めた。まとわりついた霧は、手てつ甲こうの形を取る。三十四の魂裸醒、ブラック・オーラの本来の姿を。

　振ふり下ろされてきたまさかりの刃はに対し、三十四は掌しよう底ていを突つき出した。

　ガッキと音を立て、二つの魂裸醒は激突した。三十四が両方の手甲それぞれでまさかりの刃を一本ずつ受け止める格好になる。力比べの格好になったが、

『私が見ていることを忘れてくれるなよ？』

　亘理の声と同時に、三十四は光線がせまるのを感じた。

　飛びすさる──が、完全には逃にげ切れなかった。コートの一部が爆ばく発はつを起こし、黒い破は片へんが飛び散る。

『くぅッ!?』

　三十四は再び大きく退しりぞいた。コートを見やれば、穴がさらに巨大化していた。

　きわめてまずい。幽ゆう体たいを手甲に使っている分、周囲に張り巡めぐらせた霧は薄うすい。それだけ亘理の放つ光線を感知しにくくなっている。

『……クソッ』三十四は悪態をついた。『蜂須賀さん、息災そうでなによりだな……！』

『お互たがい妙な姿になったものだな！』

　蜂須賀は幽体を介かいして声を飛ばしてきた。酸素ボンベのノズルをくわえているため、声が出せないのだろう。「モガッ」という音はノズルを口に突っ込んだ音だったらしい。

『仮面舞ぶ踏とう会かいといこうじゃないか！　我が魂裸醒「ダンス・アット・スローターハウス」でミンチ肉にしてくれるわ！』

　まさかりを逆に構え、蜂須賀はまさかりの背で三十四に殴なぐりかかる。

　三十四は右手でまさかりを受け流した。反はん撃げきに左腕を振り上げるが、

『…………!!』

　一瞬早く、光線が霧に触ふれるのを感知する。振り上げた拳こぶしも中ちゆう途と半はん端ぱに、三十四は身体からだをよじった。

『甘いわ！』

　そこを狙ねらい澄すまし、蜂須賀がまさかりを一いつ閃せんした。

　三十四はもう一度回かい避ひ行動を取ったが、無理がたたった。まさかりの先せん端たんが、軽く肋ろつ骨こつのあたりをかすめ、コートを大おお幅はばに引き裂さいた。

　もう一回飛びすさり、三十四は体勢を立て直した。だが、蜂須賀はしっかりとした足取りで徐じよ々じよに三十四に近づいてくる。亘理もどこかから三十四の姿を観察している。

　圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようを、どう覆くつがえせばいいのか。

『……まったく思いつかないな……』

　絶望的な思いに囚とらわれながら、三十四は二歩三歩と後退した。







「だから言っただろう？　私を殺そうなどと、無益なことだと」

　霧きり越ごしに、亘理は三十四に語りかけた。

　三十四はなんの返事もしなかった。蜂須賀との殴り合いに精せい一いつ杯ぱいになっている証しよう拠こだった。蜂須賀の優勢は傍はた目めにも明らかだ。三十四は目の前の敵に集中できていない。亘理の影かげを常に気にしているため、実力が発揮できないでいる。

　その分、亘理の放つ光線に対する反応はいい。きっちりと致ち命めい傷しようを避けている。徐々にダメージを与あたえてはいるが、決定的なものにはほど遠い。等身大の象の木き彫ぼりを耳かきサイズのノミで彫ほるような効率の悪さだ。

　もっと奴やつを揺ゆさぶる必要がある。亘理はさらに声をかけた。

「君もまたどうして、八阪井三十四の名を継つぐなどという愚おろかなマネをしているのかね？」

『……なに!?』

　動どう揺ようする三十四の声が聞こえる。我が意を得たり、とばかり亘理は口の端はしをつり上げた。

「君が八阪井三十四当人でないことは、四年前からわかっていたことだ。あの時、君が大暴れさえしなければ、審しん問もん会かいの場で暴あばいてやる予定だったのだがね」

『何を証拠に、そんなことを言う!?』

「フフ……痛いところをつかれて動揺しているな？　証拠も何も、私は十一年前に八阪井三十四を殺したのだからね？　手て応ごたえはバッチリあったし、そのあと濁だく流りゆうに吞のみ込まれたんだ。あれで生きている人間がいるものかね。八阪井三十四は死んだ、従って八阪井三十四の名を名乗る君は偽にせ物もの。これ以上完かん璧ぺきな証明があるかね」

『…………』

　三十四からの反論は返ってこない。亘理は嵩かさにかかって言いつのる。

「だから、わからないと言っているのさ……何な故ぜ君が、死者の名を名乗っているのか、とね。君はあの時、三十四とともに濁流に吞まれた少年かね？　彼の恩義に報むくいるために、三十四の醒せい核かくと記き憶おくと名を継いだ、とでも？　そんなことなど忘れて、一人の凡ぼん人じんとして過ごせば、安あん穏のんとした人生を送れたものを。そうではないかね？」

『貴様に、俺の生き方に文句をつける筋合いはない……！』

「文句をつけているんじゃない。もっと賢かしこく生きたまえ、と忠告しているのさ。もっとも、いまさら忠告したところで遅おそいようだが。自分の命をドブに捨てる人生のどこが楽しいのか、私には今ひとつ理解できんのだがね」

『…………』

　またも沈ちん黙もく。三十四の怒いかりが霧越しにも伝わってくるかのようだった。

　これでいい、と亘理は満足を覚えた。冷静さを失うということは、判断の正確さを失うということだ。怒りにかられれば、必ず人はミスを犯おかす。それは三十四──いや、三十四を名乗る人物にとっても、例外ではない。

　実のところ、三十四を名乗る人物の正体には興味がある。この男は四年前、単身で戸有に乗り込んできた。その胆たん力りよくだけは認めなければなるまい。たとえ、醒核によって八阪井三十四の記憶を引き継いだとはいえ、あんな仮面を被かぶって八阪井三十四という役をやり通してみせるにはよほどの度胸がいるだろうに。

　当人は、あくまで自分が三十四であることを主張するつもりのようだ。どちらにせよ、殺すより他ほかにない。殺して仮面を剝はがし、素す顔がおを見てやるのがせいぜいのところだ。彼がどこのどいつであったのかは、永遠の謎なぞとなるだろう。

　まあせいぜい、生に向かって無益なあがきをみせてくれ──亘理はスクリーンをのぞき込んだ。

「…………おや？」

　そして、首をひねる。

　スクリーンの中の三十四が、不意に構えを解いたのだ。







『どうした？　八阪井三十四』

　不ふ審しんに思った蜂須賀が、声をかける。

　八阪井三十四は、直立した。手てつ甲こうを黒い霧きりに戻もどし、以前の通りに拡散させる。

『降参するつもりか？　ワシに敵かなわんと悟さとって』

『……そのつもりはない』

　三十四はぼそりと答えた。

　どのみち、このままではジリ貧ひんになって負けるだけだ。ならば、賭かけに出るしかない。ただ一いつ瞬しゆんに、狙ねらいを定めるのみ。

『策など弄ろうしてワシに勝てるとでも思っているのか!?』

　蜂須賀は突とつ進しんしてきた。

　三十四は蜂須賀の動きをじっと見ていた。右のまさかりを高く掲かかげているがそれはフェイント、本命は身体からだの陰に隠かくした左の刃はだ。

『ほうりゃあァァ──ッ!!』

　気合いとともに蜂須賀はまさかりを大おお振ぶりする。

　コートをなびかせ、三十四はひらりと攻こう撃げきを避さけた。

　続けざまに、左のまさかりの鋭するどい突つきが飛ぶ。

　三十四は右みぎ腕うででまさかりをはじき飛ばした。と同時に回し蹴げりを放って反はん撃げきに出る。

　その瞬間、霧の末まつ端たんが光線の接近を感知した。

『見切ったァァ──ッ!!』

　振り上げた足をすぐさま下ろすと、三十四は瞬時にブラック・オーラを手甲の形状に戻した。右手で蜂須賀の顔面をつかみ、光線の焦しよう点てんに引きずり込んだ！

「ぬあッ!?」

　爆ばく発はつは、三十四の右手と蜂須賀の顔を同時に焼いた。

　蜂須賀が瞬時に顔面をねじったため、光線は防護服の顔面部分を破は裂れつさせるだけに留とどまった。その下から、蜂須賀の目を見開いた顔がのぞく。

『食くらえッ!!』

　焼けた右手を振り上げて、三十四は蜂須賀の加えたノズルめがけて正せい拳けんを撃うち込んだ。

　蜂須賀は、避けられなかった。ノズルを口の中に強ごう引いんに押し込まれ、言葉にならない声が出る。

　三十四は、ノズルをわしづかみにし、全力で引き抜ぬいた。折れた歯数本とともに、ノズルが口の外に滑すべり出る。

『……炸さく裂れつッ!!』

　手甲の形が崩くずれ、ブラック・オーラは霧となって蜂須賀の口内に突撃する。

「ああッ！　ああぐあッ!?」

　蜂須賀は自分の口に手を突っ込んだが、もう遅い。

　間を置かず、蜂須賀の身体は内部から爆裂した。

　蜂須賀の脇わき腹ばらあたりが、まるでスプレーでも噴ふん霧むしたかのように、血ち煙けむりに変化していた。風が血煙をさらうと、その下にはぽっかりとあいた丸い穴が現れる。

　完全な致ち命めい傷しようだった。が、

「ぬぐううぅぅッ」

　最後の力を振り絞しぼり、蜂須賀は立ち尽つくしていた。自分の背中に腕を回すと、

「どりゃあァァ──ッ!!」

　背負っていた二本の酸素ボンベを、自分の頭上に放ほうり投げた。

「なに──」

　三十四は迷った。それは、三十四に叩たたきつけようとするものではなかった。意図をつかみ損そこね、つい回転するボンベをながめてしまう。

　その迷いが、運命を決した。

「銑十郎様ァァ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、蜂須賀は両手のまさかりを放り投げた。まっすぐすっ飛んでいった先には、酸素ボンベがあった。

　同時に、三十四は二条の光線の接近を感知した。狙そ撃げき対象は三十四ではない──酸素ボンベだ！

　三十四の頭上で、まさかりは二つともきれいに酸素ボンベに突き刺ささった。直後、光線の焦点がボンベの裂さけ目にぴたりと合う。

『しまっ……!!』

　耳を聾ろうせんばかりの大爆発とともに、ボンベの破は片へんが超ちよう高速ではじけ飛んだ。

　至近距きよ離りから無数の破片を浴びて、三十四は吹ふき飛ばされた。瞬時に意識が消し飛んでいく。最後に見えたのは、満足そうな笑えみを浮うかべながらその場に崩れた、蜂須賀の姿だった。







「……これで決着、というわけかな」

　亘理銑十郎は、つまらなそうに呟つぶやいた。

　スクリーンで、戦場跡あとを確かく認にんする。蜂須賀、三十四ともにうつぶせに倒たおれたまま、指一本動かす気配もない。

　蜂須賀を失ったことは、少々残念だった。が、三十四ほどの男を倒すため、もとより犠ぎ牲せいは覚かく悟ごしていた。やむをえないことである。

「十一年の因いん縁ねんも、終わってみればあまりどうということはないね」

　早くも、亘理の意識は後始末に移っていた。

　もっとも肝かん心じんなのは、三十四の持つ銀ぎん剣けんを回収することだ。三十四の持つ銀剣鬼おに食じきを、こんな野山に放り出したままにするわけにはいかない。十一年前に失われた銀剣を、持ち帰る必要がある。

　亘理は、三十四めがけて歩き始めた。

　銀剣回収は、自分の手でやらなければどうしようもない。蜂須賀が存命であれば、面めん倒どうなことをせずに済むのだが。

　深い闇やみと沈ちん黙もくの中を、亘理はざくざく草を踏ふみ分けながら進む。

　念のため、アウト・オブ・ザ・サンは展開したままにしている。ともすれば、三十四は気絶しているだけかもしれない。さりげなく死んだふりをして、銀剣を回収しに来る亘理を待っている可能性もある。

「こんなところで逆転を許しては、たまらんね」

　だから亘理は、鏡を張り巡めぐらせたままにし、スクリーンで三十四をじっと観察し続ける。ぴくりとでも動いた場合、即そく座ざに光線を飛ばして攻こう撃げきを加えるために。本来なら鼻歌の一つでも歌いたいところだが、油断は大敵だ。

　できることならば、三十四を騙かたった男の顔だけでも、見ておきたかった。完全に死んでいてくれればいいのだが、と思いながら、亘理は歩を進める。

　やがて、倒れた三十四の姿が肉眼でも見えてきた。

　心配は、どうやら杞き憂ゆうのようだった。一メートルの距離にまで接近しても、三十四は動かなかった。死んだふりをしているようには思えなかった。コートは全体的にボロボロ、穴だらけで、出血量もおびただしい。

　鉄の仮面は、既すでに三十四の顔から外れ、すぐそばに力無く転がっていた。三十四自身はうつぶせのため、顔は隠かくれている。

「どれ。では、顔だけでも拝ませてもらおうか」

　亘理は三十四の髪かみをつかんだ。と、妙みように手て応ごたえが軽い。ずるり、と滑るような感覚があり、持ち上げられたのは黒い髪のみだった。

「……ヅラかね」

　亘理は軽く噴ふき出した。カツラをぽいっと放ほうり出し、下から現れた後頭部を改めて見る。

　長ちよう髪はつのカツラの下から出てきたのは、さらなる長髪だった。カツラを被かぶるため、長い髪をひっつめてはいたが。

「……長髪の下から長髪？　ということは……」

　亘理は、その人物の顔をぐっと持ち上げた。

　じーっとその顔を観察する。三十四ではない。それは間ま違ちがいない。十一年を閲けみしているとはいえ、こんな細ほそ面おもてになっているはずがない。だが、どこかで見たことがあるような気もする。脳内の顔写真リストと、いちいち照合してみると──

「………………なッ」

　ある顔写真と、この顔が一いつ致ちした。その瞬しゆん間かん、

「どういうことだ……!?」

　初めて、亘理は驚おどろきの声を上げた。

「どうして貴様がここにいる!?　辻浦文美!!」

　そう。

　そこにあったのは、戸有の脱だつ走そう者しやの一人、辻浦文美の顔だった。







　閉とざされていた辻浦の目が、薄うすく開かれる。

　左ひだり腕うでに魂裸醒が形成される。彼女のムービング・フィンガーは、子供の頃ころに失われた左腕の肘ひじから下を再構成し、上じよう腕わん部ぶと鎖くさりでつなぐというものだ。

　辻浦は左腕を自分の後方に射出した。魂裸醒の手で大木の枝をがっちりとつかむと、鎖を収納する。辻浦の身体からだは飛ぶように引きずられていった。

「……逃にがすかッ!!」

　亘理は即座にアウト・オブ・ザ・サンを展開、焦しよう点てんを鎖に合わせて破は壊かいする。鎖はちぎれ、辻浦の身体は途と中ちゆうで地面に落ちた。

「うあっ」

　叩たたきつけられた衝しよう撃げきに、辻浦は弱々しい悲鳴を漏もらした。立つことも身体を起こすこともかなわず、その場でただうごめくのみだ。

「これはどういうことだ！　辻浦!?」

　各方向に展開した鏡を辻浦に向けたまま、亘理は詰きつ問もんした。四年前に三十四が戸有村に帰ってきた時、辻浦は村内で反亘理派として活動していた。つい最近、三千人に倒され、瀕ひん死し状態の辻浦を拾ったのは三十四と聞いている。三十四イコール辻浦であるはずがない。

　辻浦は必死に首だけを起こし、亘理を見た。その口元が、つり上がる。

　それは、勝利を確信した者の笑えみだった。

「なんのつもり……だッ!?」

　言いかけて、亘理は首の裏側を誰だれかにつかまれる衝撃を受けた。

　ギリギリと絞しめ上げられる痛みを耐たえながら、首をねじって後方を確かく認にんする。

「……なんだと……!?」

　そこに、亘理は思いがけないものを見た。

　黒い手てつ甲こうが、亘理の首をつかんでいた。その先にあるのは、黒い霧きりのみ。

　と、その黒い霧が収束して、一人の人物の形を取る。

『やっと会えたな……亘理銑十郎！』

　八阪井三十四だった。

　十一年前と変わらぬ姿の、八阪井三十四がそこにいた。ただし、幽ゆう体たいだ。実体ではない。

「バカな！」亘理は叫さけんだ。「肉体無しに幽体のみが生きているはずがない！　不可能だ……！」

『不可能だな』三十四は応じた。『だが、若柳さんはそれを可能にした』

　空いている手で、鉄仮面を指さす。鉄仮面の裏側、ちょうど額の部分に、何かが埋うめ込まれていた。

　血管のようなものが生えた、醒せい核かくだ。

「……外醒核……!?」

『おまえの言うとおり、俺の肉体は十一年前に滅ほろんだ。だが、若柳さんが俺の醒核を拾い、魂たましいだけを生かしてくれたのさ』

「そんなことがあるか！　私だって、醒核の持ち主の魂を外醒核で蘇よみがえらせる研究はしたのだぞ！　それは不可能だ……！」

『ということは、おまえより若柳さんの方が優すぐれていた、ということだ。……貴様の能力などその程度に過ぎん！』

　亘理は言葉に窮きゆうし、歯ぎしりした。歯ぎしりすることしかできなかった。

『十一年間、この時を待っていた……！』

　三十四の姿が崩くずれる。

　亘理はアウト・オブ・ザ・サンで鉄仮面を破壊しようとした。が、わずかに遅おそかった。三十四は黒い霧にその身を変え、亘理の体内に潜もぐり込んでいた。

『……無明の光は、俺を導いてくれたようだな……!!』

「ばかなァァ──ッ!!」

　二人の絶ぜつ叫きようが交こう錯さくする。

　間を置かず、亘理の身体は爆ばく裂れつした。




　　竜りゆうの呼ぶ声




　白い光は、さながら霧のようだった。

　ここから後ろは外、ここから前は中、という風に境界がはっきりしているわけではなかった。歩を進める内に、視界に徐じよ々じよに白いものが混じっていく。はじめのうちは気のせい程度で済ませられる濃こさだったが、ふと気がついたら五ご里り霧む中ちゆうだった。

　僕たちの現状を象しよう徴ちようするかの道のりだった。先のことは、何も見えない。待っているであろう一花と対たい峙じして、どのようなことになるのか？　恐おそれと不安とを抱いだかずにはいられない。

「これは……思ったよりなにも見えないですね」

　夏月は、僕の腕をつかんでいた。何も見えない今の状じよう況きようにあって、はっきりと存在を感じられるのは、夏月の手の感かん触しよくだけだ。その手はわずかに震ふるえている。

　夏月もまた不安を覚えている。その事実に、僕は少しほっとした。その手に僕の手を重ね、震えを抑おさえ込んだ。

　少し驚おどろいたのか、夏月は僕を見た。

「実は、お願いがあるんだけど」

　努めて軽い調子で、僕は言った。

「……なんでしょう？」

「あらかたのことに決着をつけたら、戸有村に行ってみたいと思うんだ」

「…………はあ」

　突とつ拍ぴよう子しもない話題に、夏月は目を丸くした。

「海さんに、墓参りに来てくれって言われた。できることならば、約束を果たしたい。でも、僕みたいな余よ所そ者ものが行って、いいものなのかな」

「それは……それは、構わないと思います。別に、観光資源もなんにもないところですけれど」

「観光に行くわけじゃないよ。ただ、さすがに一人じゃ行きづらいし、そもそも戸有村がどこにあるのかも知らないし。というわけで、夏月に案内して欲しいと思うんだけど、どうだろう」

「それは……そうですね。私は、構いませんよ。大助君と一いつ緒しよに里帰りですか。それは楽しそうですね」

「オーケー。約束だ」

　僕は右手の小指を差し出した。

　応じて、夏月も手を差し出し、軽く小指を絡からめる。

「指切りげんまん針千本、ってやつですね」

「夏月に一万発殴なぐられたら、間ま違ちがいなく死ぬと思うけど」

「そんなこと言わないで下さいよー」

　ぺし、と夏月は僕を叩たたいた。どちらが先というわけでもなく、自然と笑えみがこぼれ出す。一時、敵地であることを忘れ、僕たちは笑い合った。

　が、永遠に笑い続けているわけにもいかない。

「……まずは、ここでやることやらなきゃ」

「そうだね」

　お互たがい頷うなずいて、僕たちは前進を再開した。

　さほど歩まぬうちに、視界が不意に開けた。光の柱を突つき抜ぬけて通り過ぎてしまったか？　とも思ったが、そうではなかった。

　そこは、直径十数メートルのフィールドになっていた。周囲はどこまでも高く続く白い光の壁かべに囲まれている。

　柱の内側だ、と直感した。柱の周囲は白く輝かがやいているが、芯しんの部分は透とう明めいなのだ。本来裸ら光こうは「無明の光」と呼ばれるほど無色なはずなのに、という疑問が解けた。ここ、蛍谷窟から放たれる裸光に関しては、外気に触ふれている部分のみが白く濁にごっている。

　ここは、蛍谷窟の真ん中だ。

　足あし下もとは岩場が露ろ出しゆつしている。奇き妙みようになめらかな岩だ。鍾しよう乳にゆう洞どうの地面のようである。
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　夏月はその場に立ち尽つくし、空を仰あおいだ。

　荘そう厳ごんな眺ながめだった。おおよそ、この地上で見られる光景ではない。これが平時であれば、いつまでも見続けていたいところだが、状況はそれを許さない。

　ゆっくりと、夏月の顔から表情が失うせていく。それは、夏月の心が戦せん闘とう態勢に入ったことを示していた。僕も、心と体が自然と引き締しまって行くのを感じる。

　平磐の明日は、僕と夏月の二人にかかっている。そう思うと、どうしたって神しん妙みようにならざるを得ない。

　そして──僕たちの視線のはるか向こうに、彼女はいた。

　突き出た岩に腰こし掛かけていた亘理一花は、僕たちの姿を見つけると、静かに立ち上がった。

「……案外、早かったのね」

　ぽつりと言って、魂裸醒を発現する。一花の幽ゆう体たいは、海さんの記き憶おくの中で見たとおりの形──大おお鎌がまとなった。

　大鎌、デッド・ロマンティックを肩かたに担かつぎ、一花は鋭するどい視線を振ふり向けた。

「あなたたちがここに来たということは、佐土原たちを倒たおしてきたということね。……それで、お兄ちゃんは……？」

「……海さんは、──」

　夏月が言いかけたのを、僕は腕を伸のばして制した。

　無言のままに、僕も魂裸醒を発現させた。僕の手の中にパープル・シックルが、大鎌の魂裸醒が生まれる。海さんの醒せい核かくを飲み込んだことにより、その外見は海さんの魂裸醒、フィーンドに限りなく似ている。

　一花はすぐにそれに気づき、眉まゆをぴくりと跳はね上げた。

「……どういうことなの？」

「見たとおりさ」僕は答えた。「海さんは、佐土原たちの攻こう撃げきを受けて死んだ。海さんの醒核は、この僕が引き継つがせてもらった。……ついでに言うと、記憶もね」

「…………」

　事実を突きつけられて、一花は見たところなんの反応も示さなかった。

　おや、と思った。悲しむか、怒おこるか、──なんらかの感情の揺ゆらぎを見せるであろうことを、僕は予期していた。が、一花は無表情を保っている。

　いや、完全に無表情というわけではない。どう表現したものか──目の色が妙みようだ。目から放たれる光が、限りなく裸光に似ている。さりとて、一花が過醒に陥おちいっているはずもなし。過醒に陥った人間とも、明らかに違ちがう。

　しばらくためらってから、僕は質問を投げかけた。

「君は……亘理一花だよな？」

「……大助君？」

　夏月が僕に不ふ審しんの眼まな差ざしを投げた。何を今いま更さらな質問を、と思ったことだろう。

　でも、僕はこの質問を投げずにいられなかった。

　海さんの記憶の中で見た一花と、今目の前にいる一花──本当に、同一人物か？

　もちろん、見た目は同一人物だ──四年という歳月相応の変化があるとはいえ。だが、何かが決定的に違う。それが何かはよくわからない。説明することは不可能だ。この違い和わ感かんはなんなんだ──？

　名前を呼ばれると、一花は反応した。まるで、呼ばれたことで、それが自分の名であることを思い出したかのように。

「海お兄ちゃん、死んじゃったんだ……」

　異様なくらいに落ち着いた言葉が、唇くちびるからこぼれ出た。

「佐土原の頭に、隕いん石せきを落としてやらなくちゃ……」

　声も、海さんの記憶の中のそれと一いつ緒しよだ。いささかながら、違和感が減じたようにも思える──が、わずかながらに残ってもいる。

「私たちは、隕石落としを止めに来たんです」

　夏月が一歩前に踏ふみ出した。

「どうして隕石を落とそうとする」僕も重ねて問いだたす。「父親に命令されたからか？　平磐には十数万の人たちが住んでいるんだぞ。沼渡田も影えい響きよう無しじゃ済まないだろう。その人たちの命や生活を破は壊かいする権利なんて、誰だれにもない」

「……一花に、隕石を落とすのをやめさせたいの？」

　物静かな声で、一花は言った。

「そうです」夏月が答えた。「一花さん、お願いです」

　僕らの言葉を吟ぎん味みするかのように、一花は長いこと黙だまり続けていた。耳の痛くなるような静せい寂じやくが続いた後、

「……声が聞こえるの」

　突とつ然ぜん、ぼそっと言った。

「……声？」

「そう」一花は頷うなずいた。「声。あなたたちには聞こえないの？」

　今度は、僕が黙り込む番だった。声だって？

　僕は夏月の顔を見た。夏月もまた、困こん惑わくの表情を浮うかべている。

「……そうなの」

　あきらめにも似たため息を、一花は吐はき出した。

「結局、声が聞こえるのは一花だけなのね」

「誰の声なの」

「一花にはね、竜りゆうの声が聞こえるの」

「竜……？」

　と、頭上の方で何かが動いた。見上げたその先には──

　白い光の壁かべを突つき破って、竜が姿を現した。亘理義顕を、蒲生たちを食った、あの竜が。

　一匹ぴきだけではない──同時に四匹の竜が、長い胴どうをたなびかせながら、宙を泳ぎ始めた。互たがいの尾おを追うように、壁の内側を円を描えがいて飛んでいる。降りてくる様子はないが、瞳ひとみのない目で僕たちを睥へい睨げいしている。

　一花は、胸むな元もとから十じゆう字じ架かのネックレスを取り出した。十字架の裏側、縦の棒と横の棒が交差する中心に、醒せい核かくのようなものが埋うめ込まれている。醒核から血管のようなものが生え、十字架に根を張り一体化しているように見える。

　外醒核だ。

「これのおかげなんだと思うの。声が聞こえるようになったのは。竜の声──裸ら光こうの声と言った方がいいのかも」

「……裸光の声ですって」

　まったく理解できない、という風に夏月は繰くり返した。

「そう。裸光には意志がある。それが、竜の声」

　一花は言った。言葉面づらこそ穏おだやかなものの、底辺には確固たる強さ、はっきりとした意志があった。
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　一体何が起きているんだ？　裸光が意志を持っているだと？

　昼間に、亘理銑十郎が言っていたことを思い出す。もともとのレッド・ドラゴンの持ち主、尾花沢なる人物は、白河出しゆつ撃げきを前に狂気にとらわれ、「竜の声が聞こえる」と言い出した、と。それとまったく同じことが、今一花の身に降りかかっている──ということなのか？

「裸光は、裸光石を呼ぶ。隕石が──あかがねの悪竜が空から落ちてくるのは、そのため。でも、どうして裸光と裸光が呼び合うのか、考えたことはある？」

「……ないね。そういうものだ、と教えられたから」

　僕は正直なところを述べた。

「裸光は、宇宙のどこかの星で滅ほろんだあまたの魂たましいが集合してできたものなの。そして、仲間を増やすために宇宙をさまよい、命ある星を見つけて、そこにあるあまたの魂を一つにする。それが、裸光の意志。すべての命を一つにするのが、竜の意志なのよ」

「…………」

　僕も夏月も、黙って一花の話を聞いていた。聞かざるを得なかった。

　この言葉は一花のものなのか、「竜の意志」とやらなのか？　見み極きわめることは、到とう底ていできそうにない。目の前の少女の存在は、揺ゆらぎ続けている。ある時は少女一花に、ある時は一花以外の何者かに。

　わかることはただ一つ、彼女の話は単なる夢物語として片づけるにはいかないらしい、ということ。本能的に、そう感じていた。

「魂裸醒というのは、裸光の意志に対たい抗こうするために、この星の人間が身につけた力。人が人であるために、裸光の意志を否定するために発生した力なのよ」

「それは……証しよう拠こでもあるのか」

　質問してみる。しかし一花の態度が崩くずれる気配はない。

「証拠なんて、ないよ。ただ単に、一花は竜から教えられた話をしているの。信じるのも信じないのも、あなたの勝手」

　一点はっきりしているのは、一花──もしくは一花の身を借りたなにか──は、この話を心の底から信じている──ということか。

「でもね」一花は続けた。「裸光に対するアンチ能力として生まれたはずの魂裸醒の中から、『レッド・ドラゴン』という、隕いん石せきを呼ぶ力が生まれた。それは結局のところ、人は裸光の意志には逆らえない──ということじゃないの？　人の魂は、すべて一つになるべきなのよ」

　一花は左足を前に出し、軽く背を丸めた。今まさに襲おそいかかろうとする構えだった。左半身を前に半身に構え、鎌かまの柄えの尻しりの方を前に向けている。

　いつ一花が動いてもいいよう、僕も腰こしを小さく落とした。

「だから、隕石を落とすっていうのか」

「そう。お父さんの指示なんて関係ない。隕石が、一花たちの魂を一つにしてくれるのよ──これで一花は、お兄ちゃんと一つになることができる」

　ざっ、と一花は左足を一歩踏ふみ出した。

　一花の顔を、光が駆かけ上る。一いつ瞬しゆんの後には、過醒紋もんの輝かがやきで満たされていた。

「一つになることができる、と思っていたのに……！」

　地面を割らんばかりの勢いで、踏み込む。次の瞬間には、一花の姿は僕の眼前に現れていた。

「お兄ちゃんを返してッ!!」

　降ってきた斬ざん撃げきを、僕は受け止めた。二本の鎌の刃はが衝しよう突とつ、手がしびれるようなショックを受ける。

「…………!!」

　鎌越ごしに一花の顔を見て、僕はさらなるショックを受けた。

　一花の表情が、一変していた。つい先ほどまでの冷静さはどこへやら、憤ふん怒ぬと嫉しつ妬とと憎ぞう悪お、ありとあらゆる負の感情に染まっている。

「どうして！　あんたなんかが──お兄ちゃんの醒核を持ってるの!?」

　凄すさまじい力に、僕の身体からだはじりじりと押された。明らかに僕の方が体重で勝っているはずなのに……！

「海さんが──海さんが僕に醒核を譲ゆずってくれたからだ！」

　腕わん力りよくで、思い切り一花の身体を押し返し、離はなす。一花の身体がふらついたところへ、足あし下もとを刈かるように鎌を薙なぎ払はらう。

「クッ！」

　一花は鎌の柄を地面について、バランスを保つとともに僕の鎌の刃を止めてみせた。その柄を支えにして、逆に跳とび蹴げりを放ってくる！

「させません！」

　僕の胴どうを捕とらえかけた蹴りを受け止めたのは、夏月だった。拳こぶしをクロスさせて正面から受け止め、はじき返す。

　一花は大きく三歩すさって、体勢を整えた。仕切直しの格好となる。

「なにが竜りゆうの意志だ！」僕は叫さけんでいた。「単に、君が海さんと一いつ緒しよに死にたいというだけだろう!?　そんなことのために平磐沼渡田の住人を巻き込むな！」

「あなたには関係ないことよ！」

　大声で一花は反論する。けれども、僕はさらなる大声を張り上げた。

「関係ないわけ無いだろう！　僕は平磐と沼渡田、両方の住人だ！　それにもう一つ、海さんと約束したことがある！」

「……約束ですって……？」

「ああ」

　一息ついてから、僕は伝えた。

「君を生かしたまま、連れ帰るってね。海さんは、最さい期ごまで君のことを案じていた。だから、心中なんてさせないよ」

「…………噓うそ」

　冷たく、一花は吐はき捨てた。

「噓じゃない」

「噓よ！」一花は叫んだ。「一花のことを案じていただなんて、適当なこと言わないで！　お兄ちゃんは一花を殺そうとしたのよ……!?」

「…………うっ」

　たしかに、それを言われると弱い。

「違ちがうんだって！　それには事情が……！」

　説得を試みようと思ったが、もう遅おそかった。

「これ以上の問答無用！」

　頭上を旋せん回かいし続けていた竜が、大口を開いて牙きばを剝むいた。ぐぐっと頭を下げると、僕らめがけて急降下してくる。

「大助君！」

　横から夏月が突つっ込んできて、僕をさらいながら飛び抜ぬける。直後、僕のいた場所を竜が通り、牙は空気だけを嚙かんだ。

「ありがと、夏月……！」

　礼を言うのもそこそこに、僕は夏月の手を離れた。別の竜がすぐさま迫せまってくる。僕は鎌を振ふり上げ、正面からぶつけた。

　鎌と衝突すると、竜は砕くだけて塵ちりのように舞まった。が、蒲生たちを食った竜と同じだったのは、そこまでだった。

　飛び散った塵は、しかし別の箇か所しよに集合すると、再び竜の姿を形作った。ものの十秒ほどで元の姿を取り戻もどすと、もう一度僕たちに嚙みつこうと飛んでくる。

「そんなのありかよ！」

　裸ら光こうがダダ漏もれしている環かん境きようだから、消えずにすぐ復活するんだろうか。だが、そんな理由をいちいち考えている場合じゃない。竜に嚙みつかれたらこっちは裸光になってしまう。

「あなたに、お兄ちゃんの何がわかるって言うの!?」

　ふと気がつくと、一花の鎌かまがすぐそばに迫っていた。自衛本能が僕の腕うでを動かし、鎌を鎌で受け止める。刃と刃が嚙み合い、火花が散った。

「お兄ちゃんのことをずっと見てたのは……お兄ちゃんのことを一番知っているのは一花なのよ！　あんたみたいな余よ所そ者ものが、勝手なことを言うなあァァ──!!」

　一花の怒いかりは烈れつ火かのごとく、何度も何度も鎌を叩たたきつけてくる。僕という存在そのものを否定するかのような勢いで。

「なのに、お兄ちゃんは一花のことを見てくれなかった！　いつも五月のことばっかり見てた！　どうして!?　どうしてなのよ!?　あなた、答えてよ！」

　突とつ然ぜん、ミドルキックが飛んできた。鎌の攻こう撃げきばかりを予測していた僕は不意をつかれ、まともに胴に食くらってしまった。ごく普ふ通つうの体格の女の子の蹴りだとはいえ、身体が浮ういてガードが崩くずれる。

　間かん髪はつ入れず一花は踏ふみ込み、すくい上げるような一いつ閃せんで僕の足を刈る！

「一花さん!!」

　夏月が左足を突っ込み、足あし甲こうで鎌を受け止めた。逆に右拳を振り上げて、一花の肩かた口ぐちへと落とす。

　一花は鎌の柄えを持ち上げて手甲の直撃を防いだが、上方向からの衝しよう撃げきに膝ひざが崩れた。咄とつ嗟さに後方に飛び、追撃を逃のがれる。左足を前にする例の構えを取り直し、手の甲で顎あごを撫なでた。

「一花さん！」夏月は再び呼びかけた。「そんな理由のために、お母さんを殺したっていうんですか!?」

「五月は、お兄ちゃんの魂たましいを持って行こうとした！」一花も負けじと叫び返す。「半死人のくせに、生きているお兄ちゃんを永遠に療りよう養よう所じよに張はり付けようとした！　お兄ちゃんを自由にするには、五月を殺すしかなかったの！」

「勝手なことを言わないで下さい！　海さんは自分の意志でお母さんを看病し続けていたんです！　それは、一緒に看病してくれた一花さんが一番よく知っていることじゃないですか!?」

「その通りよ！　お兄ちゃんは、お兄ちゃんの意志で五月を看病してた。お兄ちゃんは看病をやめて、戸有の魂裸醒としてのつとめを果たすべきだ、って一花は何度も言ったのよ。でも、五月が意識を取り戻して、回復する可能性がわずかでもある限り、お兄ちゃんは看病を続ける、って……。だから、ああするしかなかった！」

「その結果がどんなことになったか、わかって言っているんですか!?」

「内戦なんて一花の知ったことじゃない！　それは夏月のお父さんが起こしたことでしょ!?」

　言い合いがやむ気配は無い。夏月がこれだけ我がを張るのは珍めずらしい。自分と自分の家族の運命を暗転させた物事について語っているのだ、感情的になるのも当たり前だが──

「夏月」僕は夏月の肩をつかんだ。「これ以上言っても無む駄だだ」

「一花さん！」しかし夏月は呼びかけをやめない。「一花さんだって昔、熱出して死にかけた時に、海さんに看病してもらったじゃないですか！」

「……懐なつかしいことを言うのね」一花は言った。「すごい熱で、失明しかけたこともあったっけ。でも、一花の目はすぐに治ったもの。お兄ちゃんに迷めい惑わくはかけていない」

　自分の左目を指さした。あかんべぇでもするように。

「お兄ちゃんは、一花に振り向いてくれなかった。だから、今こそ振り向かせる。そして今度こそ一つになる……って思っていたのに……！」

　その目を動かして、一花は僕をにらんだ。

「お兄ちゃんの醒せい核かく、返しなさい！」

「それは無理な相談だ」

　僕は自分の胴どうを叩いた。醒核が収まっているであろうと思われる部分を。実のところ、醒臓がどこにあるのか、正確な位置なんて知らないのだが。

「海さんの醒核は、この下にある」

「だったら──えぐり出す！」

　一花の大鎌の刃はが揺ゆらいだかと思うと、変化を起こした。刃のカーブがよりきつくなって、何周も螺ら旋せんを描えがく。

　一いつ瞬しゆんの後には、まるでワインのコルク抜ぬきのような姿になっていた。その上、螺旋そのものが高速回転を始める。まさしく、今から僕の胴体の中身をえぐり抜くという意志が形になったような形状だ。

　両手で柄を握にぎり、一花はデッド・ロマンティックを突つきこんできた。

　直撃を食らえばもれなく胴に穴があく。鎌の刃を出して受け止めようとしたが、回転する刃先は何ものをも寄せ付けない。

　刃と刃が触ふれた瞬間、両りよう腕うでに強きよう烈れつな震しん動どうが伝わり、鎌ははね飛ばされた。

「うわっ!?」

　かろうじて鎌を取り落とすことだけは免まぬかれたものの、強い力に両腕が流された。無防備な胴体を、デッド・ロマンティックの前に晒さらしてしまう──！

「させない──！」

　咄嗟に夏月が腕を伸のばすものの、わずかに遅おそい。

　デッド・ロマンティックの刃先は、僕の脇わき腹ばらを削けずり取った。

「……ぐうッ!?」

　身体からだをひねって、直撃は避さけた。が、一いつ拍ぱくおいて、脇腹を大根下ろし器でこすられたような激痛が走る。思わずその場に腰こしを落としかけたが、なんとか踏みとどまる。二撃目を避けなければ──

　夏月が、デッド・ロマンティックを直接つかみ、押さえていた。

「ぐううううっ」

　両手で螺旋の刃を握り、強ごう引いんに回転を止めている。ガクガクと両腕が震ふるえてはいたが、ブルー・ハンマーの力で無理やり押さえつけていた。

「言ってわからないんだったら──！」怒いかりの視線を、夏月は一花にぶつける。「たとえ一花さんであろうと容よう赦しやしません！　撲ぼく滅めつあるのみです！」

　両腕の震動をピタリと止め、逆に押し返し始める夏月。

　初めて、一花の顔に焦あせりの色が出る。けれども、

「やっと本気になったってわけ……？　でもその程度じゃ、たかが知れてる！」

　螺旋の刃を元の鎌かまの刃に戻もどした。夏月の手甲を無理やり外したところで、大鎌を振ふり抜く。夏月は飛びすさって避けようとしたが、──

「……なッ!?」

　夏月のかかとに、竜りゆうが嚙かみついていた。

　地面すれすれを飛んでいたがために、その存在に全く気づかなかった。気づいた時には、夏月はバランスを崩くずして後方に倒たおれていた。

　そこへ、またも螺旋の刃へと変化したデッド・ロマンティックが迫せまる──！

「…………ッッ!!」

　押し殺した夏月の悲鳴。

　螺旋の刃は、夏月の太ふと股ももに突き立っていた。

　鮮せん血けつが霧きりになって、辺り一帯に噴ふき上がる。

「夏月ッ!!」

　僕は一花に斬きりつけた。一花は鎌の刃を寸前で見切り、するりと逃にげる。

　すぐさま、夏月のもとにひざまずいた。

　螺旋の刃が接せつ触しよくしていたのはわずかな間だったはずなのだが、夏月の太股にははっきりとした烙らく印いんが押されていた。右足といわず左足といわず、血の赤に染まっている。深手であることは、痛みをこらえる夏月の表情からも見て取れた。

「…………がァ……ッ!!」

　立ち上がろうとするものの、皮ひ膚ふの下の筋肉が盛り上がった途と端たん、夏月は悲鳴を漏もらした。どうも、立てそうにない。

「これで、夏月は戦力外ね……！」

　一花が言うと、待ってましたとばかり、四匹ひきの竜たちが夏月めがけて飛んできた。さながら、死体にたかるハゲタカのように。

「食べられてたまるもんですか……！」

　足こそ動かせないが、夏月は両手の手てつ甲こうを振り上げ、器用に竜を振り払はらった。拳こぶしを叩たたきつけられた竜は塵ちりとなるものの、少し離はなれたところで再び身体を再構成、元通りの姿となって、またも夏月に向かってくる。

　僕も夏月の背中側に立ち、何匹も竜を追い払う。叩き、払い、斬る。しかし竜は次から次へとやってくる。まったくもってきりがない。

　一花は遠間から愉ゆ快かいそうに僕たちを眺ながめている。しかしデッド・ロマンティックを構え、間断なく隙すきをうかがっている。

「大助君！」頭上を見上げ、夏月が叫さけぶ。「私のことは置いておいて、一花さんと戦って下さい！」

「なに……!?」

　夏月を見下ろす。顔に流れる汗あせは、決して暑さや激しい運動によるものではない。

「自分の面めん倒どうは見られます！」

　言いつつ、夏月はまた一匹、竜を殴なぐった。

「大助君が私をかばっていたら、勝てません！　このままじゃ、押し込まれるだけです！」

　夏月の言っていることは、正しい。このまま防戦を続けていても埒らちがあかない。

　とはいえ、ただ無策に一花に突とつ撃げきしたって、勝ち目はない。さっきから一花の顔の過か醒せい紋もんが消えないのは、どういうことか。先天性の魂裸醒は、三分で自動的に過醒状態が終しゆう了りようするんじゃなかったのか？　レッド・ドラゴンの影えい響きようでリミッターが外れでもしているのか──とにかく、一花の過醒が終了するのを待つのは愚ぐ策さくだ。

「……直接、外がい醒せい核かくを取り上げるってのはどうかな」

　ふと思いついたアイデアを口にしてみる。一花は外醒核を仕込んだ十じゆう字じ架かを、ネックレスとして巻いている。目をこらせばここからでも鎖くさりが見えるくらいだ。それを取り上げれば、レッド・ドラゴンを強制解除できる──さしあたり、今ここにいる竜を引っ込めることができるはずだが。

「悪くないアイデアですけど」夏月は答えた。「それだけ接近できるんだったら、苦労はないですよ」

「……まったくだ」

　結局の所、要点はそこに尽つきるのか。一花の持つ長なが柄えの武器の間合いを、どうやってかいくぐればいいのか？

　僕には切り札がある──パープル・シックルを二本の釵さいに変える、という切り札が。ネックレスの鎖を断たち切り、外醒核を取り上げることも可能だろう。

　問題は、そこまで接近する方法だ。確実に一花に接近するには、どうしたらいい？　一花の鎌かまの振ふり方は、明らかに僕よりうまい。認めたくない事実だが。正直、僕の鎌で一花のガードをこじあけるのは難しい。可能性があるのは夏月の接近戦だが、立てそうにないと来ている。どうすりゃいいんだ。

　…………

　…………

「夏月」一花に視線を張はり付けたまま、僕は言った。「一発勝負で決める」

「一発勝負……？」

「そうだ。君の力がいる。協力してくれ」

　ほんの一時、僕は魂裸醒を幽ゆう体たいに戻もどした。

　すぐに意図を察し、夏月も魂裸醒を幽体に戻した。そして、幽体の手で僕の幽体に触ふれる。

　幽体接触を通じて、僕はごく短く「考え」を伝えた。

「え……!?」

　夏月は驚おどろきの声を漏らした。そんなこと信じられない、とでも言いたげに。

「海さんが教えてくれたことだ。僕は海さんの遺ゆい言ごんに賭かける」

　不退転の決意をもって、僕は夏月に訴うつたえた。

　決意は、夏月にも伝わった。僕の表情から何かを悟さとると、

「……了りよう解かいです。私も、大助君に賭けます。うまくいくかいかないかは、常に二分の一ですからね」

　ブルー・ハンマーを再発現、僕の足をバシンと叩いた。

　それに後押しされるように、僕は歩き出した。一花の姿を視界におさめながら、右へ右へと。

「…………」

　僕の動きを、一花は黙だまったまま見ていた。無言のにらみ合いがしばし続く。

　僕はある地点で立ち止まった。

　三人の位置は、直角二等辺三角形の三つの角だ。直角の角にいるのは一花である。左足を前に半身となり、左目で僕を見つつ、右目を夏月に向けている。

　ここいらでいいだろう。一花は、二つのターゲットを視界に置いておくため、この三角形の位置関係を維い持じし続けようとするだろう。僕が一花の背後に回ろうとすれば、一花はそうさせじと後退する。三角形が大きくなっていくだけだ。これ以上距きよ離りをおく必要はない。

「決着をつけるぞ……！」

　声を張り上げ、集中する。

　僕は、自分の意志で過醒を起こした。

　変化はすぐに訪おとずれた。過醒状態独特の感覚が、身を貫つらぬく。しかし、意識や理性がすっ飛ぶようなことはない。僕の体内には、醒核があるのだ。過醒を自律的に操あやつることができる──その確信が、全身にみなぎっていた。このあふれんばかりの力、すべてを隅すみ々ずみまで制せい御ぎよできる！

「……三分で？」

　しかし、一花の余よ裕ゆうの態度は崩くずれなかった。

「たった三分で、どうにかなると思っているの……？」

　それどころか、笑えみをこぼす。それは、哀あわれみに限りなく似ていた。追いつめられて自殺行こう為いに出た者を笑う笑顔だ。首を動かし、夏月にもその笑みを振り向ける。

「それは、やってみなきゃわからないことだ……！」

　僕は鎌を高く掲かかげ、その場で振り下ろした。鎌の刃はだけが離はなれ、地下を進む鮫さめの背びれのような形となって地面を滑すべる。一本だけじゃない──何度も何度も鎌の柄を地面に突つき立て、同時に何本も刃を走らせる。

「ハッ！　こんなので一花を倒たおせるとでも!?」

　一花は刃を螺ら旋せん状に変化させた。螺旋の刃を回転させながら振り、接近する背びれにぶつける。背びれは妙みような具合にねじれつつ、別方向に飛んでいった。

　一花がどれだけ刃を弾はじこうが、僕は次から次へと刃を放つ。連打するうちに、一花とはまったく関係ない方向に飛んでいくやつも出てきたが、お構いなしだ。

「ぬうああァァ──ッ!!」

　ひときわ力を入れて、地面を突く。同時に五本の刃が現れ、滑かつ行こうする。一花に向かっているのはせいぜい二つくらいだが──

　僕は鎌を両手で構えたまま、駆かけだした。前を行く刃の壁かべを追いかけ、全力でダッシュする。

「こんな目くらまし！」

　一花は引くどころか、逆に大きく飛び出た。自ら突っ込んで地をなめるように鎌を振り、刃の壁をなぎ払はらう。進路をクリアにしてもう一歩踏ふみ込み、螺旋刃を僕めがけて叩たたきつける──

「……んなあッ!?」

　その時だった──真横から飛んできた鮫の背びれが、一花の足に激げき突とつしたのは。

　背びれは、一花の右足、くるぶしからふくらはぎまでをきれいにえぐった。少し遅おくれて、鮮せん血けつが弾はじけ飛ぶ。一花の姿勢が崩れ、螺旋刃はあらぬ方向に飛ぶ。

　その隙すきをかいくぐって、僕は一挙に一花の懐ふところに飛び込んだ。

「サイッ!!」

　一声叫さけび、鎌をサイの形状に変化させると同時に、一花の首筋を叩いた。

　ライフルが暴発したような、炸さく裂れつ音おんが轟とどろいた。

「…………!!」

　悲鳴を上げることすらかなわず、一花はのけぞった。

　サイの先せん端たんを一花のネックレスに引っかけ、振ふり抜ぬいた。ぶつり、と大きな音を立て、鎖くさりはちぎれる。勢い余って十じゆう字じ架かが飛び出したところを、僕は腕うでを伸のばしつかみ取った。

「それは……！」

　動どう揺ようした一花が、取り返そうと手を伸ばした。それは、自分の防備を忘れた、衝しよう動どう的な行為だった。

　情け容よう赦しやなく、僕はサイを一花のみぞおちに突きこんだ。くぐもった声を出し、身体からだを二つに折る一花。

　腕を使って無理やり身体を押し、僕は一花を地面に組み伏ふせた。うつぶせに押さえ込んだところで、背中へ追い打ちを叩き込む。

　宙を泳いでいた竜りゆうが、動きを止めた。惰だ性せいで滑空を続けたが、すぐに形を失って、塵ちりと化す。

「あ……ああ……！」

　一花が声を漏もらし、手を伸ばす。だが、竜の消しよう滅めつは止まらない。伸ばした手は、しかし、力無く落ちた。







　一花の手の先には、夏月がいた。腰こしを下ろしたまま、ブルー・ハンマーを装着した右みぎ拳こぶしを掲げている。

　夏月に僕の刃を跳はね返してもらい、一花に真横からぶつけてやったのである。

　拳を掲げたままの夏月は、驚きよう愕がくの表情を浮うかべていた。

　それは、一花が夏月からの攻こう撃げきを手もなく食くらってしまったからだ──視界の隅すみに、夏月をずっと捉とらえ続けていたにもかかわらず。

「一花さん……！」夏月は言った。「本当に……右目が見えないんですか……!?」

　途と端たん、一花の顔が凍こおり付いた。

「図星だね」

　一花の表情の変化を、僕は見み逃のがさなかった。

「僕は、海さんの記き憶おくを見た。四年前、君と海さんとが、療りよう養よう所じよの病室で戦うところもね。一つだけ気になることがあったんだ」

　僕は一花を見下ろしながら、淡たん々たんと語った。

「君は、海さんから花か瓶びんを投げつけられた時、変に身体をねじって叩き落とそうとしただろ？　だから、海さんに斬きられた」

　一花を組み伏せた一撃は、彼女の黒衣を大きく引き裂さいていた。素す肌はだが露ろ出しゆつした背中には、大きな古傷が残っていた。海さんが斬りつけた時の傷だろう。

「あれが不思議だったんだ。普ふ通つうに叩き落とせそうなものを、なんで大きな隙を見せるようなマネをしたのか、ってね。ずっと考えていたんだけど、ついさっきの君の言葉がヒントになった。『昔、高熱を出して失明しかけた』って。治ったって言ってたけど、右目は治らなかったんじゃないか？　少なくとも、完全には視力が戻もどっていない。そうだとすると、説明がつく。花瓶を、身体をねじって叩き落としたのは、右側から飛んできたからだ。確実に叩き落とすためには、あんな風にするしかなかった。君の戦せん闘とう中の構え、左足を前に出す格好も、右目側の視野狭きよう窄さくをカバーするためだろ」

「……そんな……！」

　一花は目を大きく見開いた。

「そんなこと、お兄ちゃんにも教えてない！　誰だれにも言ったことのない秘密なのに……！」

　ペンダントを取り上げたためか、一花の顔から過か醒せい紋もんがみるみる引いていった。

　僕の方も、これ以上過醒状態を継けい続ぞくするのは無理だ。過醒を解除すると、疲ひ労ろう感かんが一挙にどっと押し寄せる。この感覚は、醒せい核かくがあろうが無かろうが一いつ緒しよらしい。

　疲労感は一花も同じだ。これ以上、戦闘を継続しようとする意思は感じられなかった。僕が手を差し伸べると、なされるがままに身を起こし、ぺったりと地面に腰を下ろす。

　例の違い和わ感かんは、すっかり消え去っていた。今目の前にいるのは、海さんの記憶の中にいた少女──さみしげな目をした少女だった。

　僕は一花と目の高さを等しくし、肩かたに手を置いた。

「おそらく、海さんはうすうす気づいていたんだろうよ、君の目のことに。海さんが自分のことを全然見てくれなかった、って君は言ったけど、そりゃ間ま違ちがいだ。海さんは、君のことをずっと見ていたんだよ」

「…………そんな……」

　放心していた一花の瞳ひとみが、揺ゆれた。

「本当のことを言おう」

　思い切って、僕は打ち明けた。

「はじめ、海さんには『一花を殺してほしい』と頼たのまれたんだ。でも僕は説得した。『生きている人間には生きていく義務がある』って。そうしたら、海さんは納なつ得とくしてくれた。……どうして海さんが意見を変えたか、わかるかい」

　一花は何も答えなかった。

　僕は答えを突つきつけた。

「海さんは、あくまでも君が幸福に生きていくことを望んでいたからだ。海さんが君のことをどれだけ愛していたか、忘れてしまったわけじゃないだろう？」

　長いこと、一花は黙だまり込んでいた。が、不意に口を開いて、呟つぶやいた。

「……お兄ちゃん……」

　途端、ボロボロと大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ始めた。

　肩を震ふるわせ、人目もはばからず涙を流す。口に手を当て、漏もれ出る嗚お咽えつを止めようとしたが、止まらなかった。そのまま、泣き崩くずれてしまった。

　しばらく、涙が流れるままにしておいてあげた方がいい。そう感じて、僕は立ち上がった。もはや、隕いん石せきの脅きよう威いは去ったのだ──レッド・ドラゴンの外醒核を取り上げたことによって。無理やり襟えり首くびをつかんで引き立てるのは、無ぶ粋すい極きわまりないというものだ。

　ところが、夏月は一花に語りかけた。

「一花さん──隕石はどうなっているんです……？」

「夏月、──」

　そりゃないんじゃないの、と言いかけたが、それより早く一花が答えた。

「まだ……隕石は来ていない……」

　何度もしゃくりあげながら、絞しぼり出すように言った。

「……でも、もう一花には止められない……！」

「止められない……？」

「さっき、十じゆう字じ架かを取ったでしょ……？　『レッド・ドラゴン』の解除が、竜りゆうを空に打ち上げるトリガーなの」

「な……なにィィ──ッ!?」

　ふと、空気が揺らぐ気配がした。

　空を見上げる──と、周囲をぐるりと囲う光の壁かべが、うごめき始めていた。

　壁は、渦うずを描えがくように旋せん回かいしはじめた。さながら、僕たちは台風の目の中にいるみたいだった。

　渦は、徐じよ々じよに回転速度を高めていく。それにつれ、白い輝かがやきは段々と薄うすれていった。視界が開け、その向こうにおぼろげな何かが浮うかぶ──

「今まで、蓄ちく積せきし続けてきた裸ら光こうが──」一花は言った。「蛍谷窟の裸光も吸い込んで、一つになろうとしてる……。こいつが空に飛んでいったら、隕石を連れて帰ってくる……」

　薄れていく輝きの中から現れたのは──巨きよ大だいな竜だった。

　つい先ほどまで僕らに嚙かみつこうとしていた竜たちとは、規模が違う。こいつに比べれば、鯨くじらの前のメダカというところだ。まだ、輪りん郭かくがおぼろげに見える程度だが、確実に実体化に向かってもいる。

　これが完全に実体化すれば、おしまいということか……！

「どうにかならないのか!?」

「あの竜も、要は裸光の集合体です！　裸光を吸収することさえできれば……！」

　夏月が答えたが、その語調にははじめからあきらめの色があった。魂裸醒個人の裸光吸収量には限界がある。個人の力でこの巨竜すべてを吸収するなど、見るからに無理だ。琵び琶わ湖この水をバケツですべてかき出そうとするようなものだ。

「九里浜たちを呼んでみても、ちょっと手が足りないかな……？」

「そうですね……」夏月は認めた。「それこそ、平磐中の魂裸醒を全員この場にかり出しでもしない限り、無理ですね……」

　僕は、巨竜を見上げた。手をこまねいている間にも、徐々に竜の姿ははっきりとしていく。

　ここまで来て、隕石は止められないってのか……!?

　僕は再び、過醒を起こした。身体からだのうちにあるすべての力を魂裸醒に込め、棍こんの先から刃はを伸のばす。どこまでも伸びる、長大な白い光を。

「畜ちく生しよォォ──ッ!!」

　天にまで届く刃を、大上段から振ふり下ろした。

　白い光は、巨竜の胴どう体たいを斜ななめに裂さいた。──が、それだけだった。少しすると、裂け目が盛り上がり、間かん隙げきは埋うめられていく。巨竜が崩れる気配は、まったくない。それは、二撃三撃と繰くり返してみても、変わらなかった。

　僕は思わず、天を仰あおいだ。

「畜生畜生！　あきらめるしかないってのか!?」

「……あきらめるのはまだ早い！」

　突とつ然ぜんに、声が降ってわいた。聞き覚えのある声が。

「……兄さん!?」

　二人連れが、ゆっくりとした足取りで近づいてきていた。

　昂治兄さんが、八阪井三十四に肩かたを貸している。八阪井三十四は全身ボロボロだった。炸さく裂れつ弾だんでも食くらったのか、服は穴だらけ、出血もおびただしい。髪かみも乱れ、おまけに仮面まで外れている。

　…………

　……仮面が外れている!?

「……ああっ」夏月も気づいた。「辻浦先生!?」

　昂治兄さんの肩を借りているのは、八阪井三十四ではなかった。八阪井三十四の格好をした辻浦文美だった。

　仮面は──辻浦が手に持っていた。

『……説明はあとだ』

　と、その仮面がしゃべった。仮面から黒い霧きりが発生して、幽ゆう体たいを形作る。その幽体は、見知らぬ男性の顔をしていた。なんとなく三千人さんにも似ている──ということは、これが八阪井三十四本人の顔か。

「おお～い！」

　昂治兄さんたちがやってきたのとは反対方向から、声。そしてエンジン音。

　振り向くと、まばゆい光が目を差した。

　軽トラのヘッドライトだ。が、一台だけじゃない。二台の軽トラが迫せまり来る。一方は九里浜の軽トラだが、もう一方は──

　軽トラは僕らのすぐそばで停車した。運転席から飛び出したのは、九里浜と──

「……なにがどうなっている!?」

　三千人さんだった。遅おくれて、長坂や葉月も荷台から降りてくる。どうやら、ログハウスで待機していた面々全員が来たらしい。

　一同は、すぐに巨竜の姿に気づき、空を見上げた。その目には等しく畏い怖ふの色が現れる。

『レッド・ドラゴンが発動寸前だ』三十四が言った。『今すぐこの竜を吸収しなければ、隕いん石せきが落ちてくる』

「──だが」三千人さんはすぐに問題点を看破した。「これだけの巨竜、ここにいる頭数では吸収しきれんぞ」

『承知している』三十四は頷うなずく。『だから、平磐を中心に、近きん隣りん一帯の魂裸醒全員に吸収を手伝ってもらう』

「そのアイデアは結構だが、どうやって魂裸醒をここに集めるんだ？」

『魂裸醒を集めるんじゃない。裸光を拡散させるんだ』

　その場にいる全員が、三十四に注目した。

『俺が竜りゆうと一体化する。あの竜は全身裸光だ──肉体を持たない今の俺ならば、裸光の量と同じだけ幽体を大きくすることができるはずだ。俺が、俺の意志で竜を拡散させる。平盤中に拡散させて、魂裸醒たちに少しずつ吸収してもらうんだ』

「それは──それでは、拡散しきったおまえの幽体は、おまえという自じ我がを保つことができるのか？」

　三十四は、直接的には答えなかった。

『俺は、亘理への復ふく讐しゆうを果たすため、この十一年を生きながらえてきた。奴やつの野望を完全に叩たたき潰つぶさない限り、復讐が成じよう就じゆしたとは言えない』

　それは、言外に「死を覚かく悟ごしている」という意思表示をしているようなものだった。それを悟さとって、夏月と葉月が色をなす。

『フッ』三十四は、薄うすく笑った。『呪のろいの鉄仮面として余生を過ごすだなんて、アホらしい。既すでに一度死んだ身だ、もう一度死んだところで──』

「ダメです！」

「ダメッスよ！」

　夏月と葉月が叫さけんで飛び出した。

「そんなのだめですよ！　お父さんには、言いたいことがいっぱいあるんです！　それを、一人で遠いところに行ってしまうだなんて──そんなの、許せません！」

「一人で死にに行くだなんて、そりゃないッスよ！　父さんがいなくなったら、あたしはどうすりゃいいんスか！」

『おまえたちには、三千人兄さんがいる……俺みたいな死人に頼たよらなくても、生きていけるはずだ……』

「そういう問題じゃない！」夏月は声を張り上げた。「せっかく再会できたのに、また別れるだなんて……そんなの、ないですよ……！」

「父さんは今ここにいるじゃないッスか！　身体からだはなくても、生きてるんスよ……！」

　双ふた子ごの姉し妹まいは、必死に訴うつたえ続ける。その必死さに心を打たれたのか、三十四は黙だまり込んでしまった。

　そこへ、三千人さんが進み出てきた。

「正直なところを言うと、私としても、弟を二度失う体験というのは、できれば避さけたいところなんだがね。それに、父親として、二人の娘むすめを放ほうり出して行ってしまうというのは、どうかと思うよ」

　三十四は、じっと兄の顔をみつめた。

『……そうか』

　一声漏もらして、夏月、葉月と、正面から向き合う。

『だが、誰だれかが竜を滅ほろぼさなければならない……』

「そんな……！」

　はやる双子を、三十四は制した。

『俺は竜と一体化して、幽ゆう体たいを拡散させる。そのあと再集合を試みる』

「……できるのか？　そんなことが」

　三千人さんの質問に、三十四は首をかしげた。

『やってみなけりゃ、わからない。だが、意志の力さえあれば、できるんじゃないか？　元に戻もどるまで、何年かかるか想像もつかないが。だが、拡散したからといって、俺という存在が消しよう滅めつしてしまうとは限らないだろう』

　それから、三十四は二人の娘と向き合った。

『……と、いうことだ。必ず帰ってくる』

「……本当に、ですか」

「……本当ッスね？」

　す、と二人は三十四の幽体に近づいた。

　三十四は、両手をそれぞれ娘の肩かたに乗せた。

『抱だきしめてやることができないのが、残念だ』苦笑いを浮うかべる。『俺は、約束は必ず守る。待っていろ……』

　最後に、三十四は昂治兄さんに話しかけた。

『おまえにも、礼を言わなくてはな。十一年、世話になった。おまえだけじゃなく、家族の人間も巻き込んでしまって、すまなかった』

　昂治兄さんは、ニヤリと笑った。

「謝ることはありません。巻き込まれたのがきっかけでしたが、俺たちは自分の意志で戦ったんですからね。十一年、楽しい旅でしたよ──うち七年は、寝ねっぱなしでしたけどね」

『まったくだ』

「あと、大助にも礼を言ってやって下さいよ」

　昂治兄さんは、僕の背を押した。

『そうだな』三十四は僕と向き合った。『おまえにも感謝している』

「昂治兄さんの言うとおりです」僕は応じた。「僕たちは、自分の意志で戦ったんです。──もちろん、海さんも」

　僕は、力強くはっきりと言い切った。

　三十四は満足そうな笑いを見せた。

『……それじゃ、一時のお別れだ』

　す、と幽体が崩くずれる。黒い霧きりは仮面を離はなれ、空へ上じよう昇しようしていった。

　夏月と葉月は、空を振ふり仰あおいだ。流れる涙なみだを隠かくさず、ぬぐおうともせず、去っていく父の姿を目に焼き付けようと、ただじっと見つめ続けていた。

　黒い霧が巨きよ竜りゆうと接せつ触しよくする──と、竜の身体に黒いシミが現れた。黒いシミはあっという間に広がっていき、巨竜を黒く染めていく。巨竜が黒い霧そのものに取り込まれていった。

　ものの数秒で、巨竜は全身真っ黒になった。頭のてっぺんまでが黒く染まった瞬しゆん間かん、黒い巨竜は砕くだけ散った。

　破は裂れつの光は、ほんの一瞬だった。すぐにあたりは闇やみに包まれる。

　人目も構わず泣き続ける双子に、黒い雪みたいなものが降ってくる。手を広げてそれを受け止めると、黒い雪はすぐに解け、二人の手の中に吸い込まれていった。

　真夏の降雪はすぐにやみ、あたりは静せい寂じやくに包まれた。光の壁かべも今は消え去り、空には冴さえ冴えとした月の光が輝かがやいているだけだった。

　二人の姉妹は、いつまでも白い月を眺ながめていた。




　そして、いつまでたっても、隕いん石せきは降ってこなかった。
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　　後始末




　新幹線の爆ばく発はつ事故のことを知ったのは、翌日のことだった。

　既すでに隕石は落ちていたのか、と一瞬焦あせったものの、実は佐土原三兄きよう妹だいの仕し業わざだったことがあとでわかった。三体合体メカの銃じゆうモードの試ためし撃うちを行う際、たまたま目についた新幹線を狙ねらったということらしい。

　高こう架かの一部と橋きよう脚きやくとが丸ごとなくなる大事故であったにもかかわらず、死者は一人もいなかった。というのも、問題の新幹線は車両基地に向かおうとしていた回送列車だったのである。車両の中はほぼ無人、かつグレートサドハラーのビームは新幹線の三両目に直ちよく撃げきしたため、運転士も奇き跡せき的に命を拾ったというわけである。

　なおその後、爆発事故の原因に関しては国を挙げての大議論となった。イスラム過激派のテロ説、新幹線のなんらかの不良に起因する事故説というまじめなものから、未知の自然現象説、墜つい落らくＵＦＯ激げき突とつ説という突飛なものまで仮説は百出したが、真実にたどり着いた説はただの一つもなかった。

　当たり前の話ではある。魂裸醒の存在を知らない人々に、真相が見み抜ぬけるはずがない。それどころか、魂裸醒の存在を知っている僕たちだって、とうてい信じられない思いである。魂裸醒であんな大だい破は壊かいを引き起こせるとは、恐おそろしい話だ。

　なお、鉄道会社は長いこと不毛な事故調査を行った末にテロ説を採用し、復旧工事を開始した。事故現場は平磐駅の北側だったため、平磐駅は東京側から来る新幹線の暫ざん定てい終着駅となった。さらに北へ向かう旅りよ客かくはここでバスに乗り換かえるというわけである。ゆえにそれからというもの、平磐駅前は人でにぎわうようになった。ドーナツ現象に苦しむ駅前商店街の方々には福ふく音いんであり、不幸中の幸いと言っておくべきことである。







　奥州オーストラリア村予定地内において、一夜にして山が消しよう滅めつしたミステリーも衆目を集めることとなった。新幹線の爆発事故との関連性を指し摘てきする向きもあったが、結局のところ、こちらも原因が判明することはなかった。

「これは、俺たちミステリー研の出番だと思うのよ」

　と、長坂は言ったものだ。

「この謎なぞの真実を暴あばき立てようと調査を開始する奴やつらもいるだろォ。魂裸醒という力に関かかわった人間として、こいつは隠いん蔽ぺい工作を行う必要がある。そォじゃねェか」

「えーと、それは長坂の取り越こし苦労のような気がするな」

　僕は冷静な意見を述べたが、長坂は聞いちゃいなかった。

「というわけで、俺たちミステリー研が適当な説をでっち上げ、噂うわさに流す。珍ちん妙みような説を、できるだけ多く。くだらなければくだらないほどいい。くだらなければ、みんな興味を失って忘れてしまうだろォからな」

　長坂は、この状じよう況きようを楽しみたいらしい。

「なるほど。もう色々と珍説をでっちあげているのか」

「そォだ。宇宙人説、プラズマ説、太古の神々説、たたり説、地ち殻かく変動説と揃そろえてみた。牧まき本もとさんも北きた御み門かどもやる気満々だぜ」

「地殻変動説とは」

「昭しよう和わ新しん山ざんって知ってるだろ。なんの変へん哲てつもない畑が、一晩たったら山になっていたとか言われてる奴。一晩で出っ張る山があるなら、一晩で引っ込む山があってもいいだろォが」

「……現代地学に真っ向から挑ちよう戦せんするような説だね」

「あるいは、コルシカ忍にん者じやの聖地としてみるのもいいかもしれねェ。コルシカ忍者がコルシカ忍法アルプス崩くずしで、一晩で山を踏ふみつぶしてしまいました、とか」

「そういや、コルシカ忍者の名を捨てるとかいう話はどうなったの」

「中止。俺がコルシカ忍者の名を捨てるにしても、コルシカ忍者の系けい譜ふは受け継ついでいかなきゃならねェと考え直した。だから、まずは二代目を受け継いでくれる奴を探す。引退するのはそれからの話だ」

「……二代目ねえ……」

　この件においても、不幸中の幸いといえる出来事はあった。事故のために奥州オーストラリア村放置問題がクローズアップされることとなったのだ。オーストラリア村が予定地として放置され続けているのは、主として土地の権利問題が、合がつ併ぺい前の旧市町村と複雑にからみあっていたからである。

　平磐市と沼渡田市の両市民から問題解決の声が高まったため、各市の担当部署は協力してこの問題の解決に踏み出すこととなった。権利問題を解決し、土地の有効利用方法を改めて考えるらしい。山の中から鍾しよう乳にゆう洞どうらしきものが出てきたので、観光名所としようという説もあるとかないとか。







　鍾乳洞──蛍谷窟だが、中にめぼしいものは残っていなかった。

　二志名康晴氏は、蛍谷窟にはかつてのタマラセビトたちの生活のあと、あるいは醒せい核かくなどが、八百年の時を超こえ保存されているはずだ、と信じていたが、仮にそのようなものが存在していたとしても、グレートサドハラーのビームが吹ふき飛ばしてしまったようだ。今、蛍谷窟は白日の下もとにその姿を晒さらしているが、ごく普ふ通つうの石せつ灰かい質しつの岩いわ肌はだが広がっているだけだった。

「ま、こんなものかもしれんね」三千人さんは軽い失望とともに言った。「謎を追いかける間は楽しいが、いざ謎が解かれると、期待はずれでがっかりする。よくある話だ」

　その事実を知らされて、戸有の人間は大なり小なり、ともかく失望を見せた。が、一人だけ、戸有の人間ではないのに、同様に失望の色を見せた者がいた。

　九里浜だった。

「康晴さんの助手として平磐と沼渡田の山の中を駆かけめぐったのに、残念ねえ」

　三千人さんは元気づけるように九里浜の背を叩たたいた。

「とはいえ、康晴さんがやっていたことは、無む駄だではなかったさ。長らく謎だった、蛍谷窟の位置が判明したのは、間ま違ちがいなくあの人のおかげだよ。……そして、君のおかげでもある」

「……そうですね」九里浜はやっとのことで言った。「墓前に報告することにします。康晴さんのやっていたことは正しかったんだ、って」

　三千人さんは、無言で頷うなずいた。







　昂治兄さんと葉月は、僕と夏月を八阪井三十四の墓へ連れて行った。

　そこは人里離れた森の奥、ひっそりと建つ山小屋だった。もっとも山小屋とわかったのはごくそばにまで接近した時の話、遠目には緑色の小山にしか見えなかったが。その家の壁かべにはツタがびっしりと這はっていたのである。

　山小屋の裏手には、一本の木の柱が立っていた。

「これが、三十四さんの墓だ」昂治兄さんは言った。「十一年前、俺と三十四さんは亘理に襲おそわれて、そして濁だく流りゆうに吞のまれた。その時、俺は偶ぐう然ぜんに魂裸醒の力に目覚めた」

　手を広げて、黒い糸を何本か出してみせる。

「待ってよ」僕は遮さえぎった。「どうして兄さんが突とつ然ぜん魂裸醒に目覚めるの」

「三十四さんと出会ってすぐに、あの人の血を飲んでいたからだ。三十四さんとは、隕いん石せき災害の日、半はん壊かいした幼よう稚ち園えんのところで初めて会ったんだが、──」

「その話は、父さんから聞いてるよ」

　八阪井三十四は偶然その場に出くわし、半壊した幼稚園の中から生存している子供たち──伊勢谷たちのことだ──を救った。が、子供たちは大おお怪け我がを負っており、半死半生の状態だった。だから八阪井三十四は子供たちに自分の血を飲ませ、生きながらえさせようとしたのだが──

「ああ。その時、俺も血を飲んだんだ。いや、なめたといった方がいいかな。単なる興味本位でちょろっと口にしてみただけだったんだが、結果としてあれが俺たちを救ったのさ」
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　昂治兄さんは、三十四の墓に軽く手をかけた。

「生き残りたいという本能がそうさせたのか──俺は、無意識のうちに『クローズド・サークル』を発動していたらしい。俺たちは、どこかの陸地、安全な場所に瞬しゆん間かん移動していたそうだ」

「……そうだ、とは？」

「あとで若柳さんに聞いた話だからな。俺は意識を失ったきり、七年間ほど昏こん睡すいしてたのさ。……だが、三十四さんはわずかに手て遅おくれだった。もはや回復不能、死を待つのみという状態だった。だから、魂たましいが失われないうちに醒核を摘てき出しゆつして、外醒核として鉄仮面に埋うめ込んだ。かくして、三十四さんの魂は地上に止とどめられたというわけだ」

「なんで鉄仮面なんて物ぶつ騒そうなものに埋め込んだの」

「そこは、若柳さんの趣しゆ味みだとしか言いようがない」昂治兄さんは、軽く笑った。「結果的には、都合が良かった。三十四さんは復ふく讐しゆうを、戸有に戻もどることを望んでいた。だが、三十四さんは肉体を失ってしまった。あの人が八阪井三十四として村に戻るためには、肉体が必要だった。だから俺は、あの人に身体からだを貸すことにした。あの鉄仮面は、俺の顔を隠かくすのに最適だった」

　ひょい、と昂治兄さんは鉄仮面を取り出した。そして、葉月にその鉄仮面を渡わたす。

「もう一つ、仮面を被かぶった者が八阪井三十四になれる、という利点もあった。だから、時に応じて、辻浦さんや葉月に、八阪井三十四になってもらうこともできた。あの黒コートとカツラは、誰だれもが八阪井三十四になるための仮装道具だったのさ」

「そーゆーことッス」

　葉月は仮面を被ってみせた。少々背が足りないが、シークレットブーツなり高たか下げ駄たなりを履はけばカバーできる程度だ。

　夏月は目を丸くしていた。

「そんなこと……葉月は、いつ知ったんですか」

「内戦の時ッスよ」葉月は答えた。「村が大混乱になっている最さ中なか、たまたま父さんに出くわしたんスよ。正確には、鉄仮面を外している昂治さんに、ッスけど。あたしが正体を見てしまったんで、父さんとしてはあたしを連れて行くしかなかったんスよ。……別に、父さんがあたしを選んで連れて行ったわけじゃない。ただの偶然だった、ってこと」

「……そうだったんですか」

「辻浦さんと合流してからは、時折代わりを務めてもらったりもした。たいていの場合は、俺がずっと仮面を被っていたけどな」

「そうなの？」

「証しよう拠こを見せてやる」

　静かに、昂治兄さんは風か邪ぜ用マスクを外した。その下から現れたのは、別段変わったところのない口だった。

　……なんか妙みようだ。妙な縦たて縞じまがある。口元にだけ格こう子しの影かげが当たっているような感じだ。が、格子などどこにもない。

　…………

　いや、格子はあるぞ。

「まさか、兄さん」

　僕は葉月から鉄仮面を受け取った。その口元には通気用の格子がある。

　昂治兄さんは、口元の白いところにだけ指を当て、なで下ろした。

「ああ。長いこと仮面を被っていたんで、日焼け跡あとになっちまったんだよ。まったく、恥はずかしいったらありゃしない」

　軽く笑いながら、兄さんはマスクを元に戻した。

「三十四さんの復讐を果たす手伝いをするために、俺も色々耐たえ続けたということさ。ま、その甲か斐いはあった。亘理はいいところまで見み抜ぬいていたが、さすがに『仮面が本体』とまでは想像がつかなかったようだ」

「兄さんは、これからどうするの。目的を果たした今なら、家に戻ってきてもいいんじゃないの。父さんも母さんも、ずっと待っているんだ」

　昂治兄さんは、両手で口元を覆おおった。

「正直なところ、両親に会わせる顔はない。というか、こんな恥ずかしい顔は見せられない」

「兄さん！」

　僕が声を荒あららげると、兄さんは答えに詰つまって頭に手をやった。

「……と言ってもな。今いま更さら俺がのこのこ戻ったら、大おお騒さわぎになるぞ。十一年間どこにいたのか、どう説明すればいいんだ。俺には思いつかん」

「……じゃあ、戻ってくるつもりはないんだね」

「まあ……な。とりあえず、考えさせてくれ。少なくとも、この口元のまだら模様が消えるまでは。さしあたり、村の方に世話になるよ。そこで、仮面を被らなくてもいい生活を満まん喫きつする」

　兄さんは僕から鉄仮面を取ると、夏月に手渡した。

「鉄仮面生活からは卒業だ。こいつは、これを持っているべき人物に返す」

　夏月は、鉄仮面をじっとみつめた。

　あれ以来、鉄仮面から三十四の幽ゆう体たいが現れることはなかった。まだ、三十四は行ってしまったきりだ。だが──

「きっと、戻ってきますよね、父さん」

　夏月の言葉は、確信に満ちあふれていた。

「当然ッスよ。父さんが約束を破ったことはないんスから」

　葉月も応じて、夏月の肩かたを叩たたいた。







　大騒そう動どうとなったのは、戸有も同様だった。なにしろ、村の指導者たる亘理銑十郎が平磐にて変死を遂とげたのである。

　その後、三千人さんが亘理一花を連れ帰ったことによって、混乱に拍はく車しやを掛けた。四年前に死んだと思われていた人物の口から真実が、亘理の野望が語られたことで、混乱は頂点に達した──が、主あるじを失った亘理派の凋ちよう落らくは早かった。亘理の専横を快く思っていなかった人物は案外多く、結果として何名かの幹部が村から追放され、逆に何名かの脱だつ走そう者しやの名めい誉よが回復されることとなった。

　八阪井五月殺しを告白した亘理一花は、本来ならば死罪を申しつけられるところだったが、亘理の悪行を白日の下もとに晒さらしたという功を認められ、罪一等を減じられた。記き憶おくと魂裸醒を封ふうじた上での戸有追放である。村から遠く離はなれた場所で、後見人の監かん視しの下、普ふ通つうの一いつ般ぱん人じんとしての生活を送ることになるのだという。

「これでいいんですよ、多分」と夏月は言ったものだ。「仇あだ討うちをして、お母さんが帰ってくるわけでもないんですし」

　寛かん恕じよをもって、母を殺した仇かたきを許す。そう納なつ得とくするには、心の中でかなりの葛かつ藤とうがあったことだろう。だが、最終的に夏月はそのような結論にたどり着いたのだ。僕は喜んで支持するつもりである。

　一花について一つだけ、謎なぞは残った。レッド・ドラゴンを発現させていた一花に取り付いていたのは、なんだったのか？　竜りゆうの意志などというものは、本当に存在したのだろうか。すべてが一花の妄もう想そうだった、という線も捨てられない──が、一花の記憶が封じられた以上、それを確かめる術すべはもはやない。こればかりは、僕の胸の内に留とどめておくよりなさそうだった。

　どうでもいいことではある──隕いん石せき落下が回かい避ひされた、今となっては。







　こうして、平磐における一騒動は、終結を見たのだった。




　　閉幕　流刑地の明日




　むかしむかし、あるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました。

　ある日、おじいさんは山へ柴しば刈かりに、おばあさんは川へ洗せん濯たくしに行きました。

　おばあさんが川で洗濯をしていると、上流から何かが流れてきました。見やれば、どんぶらこどんぶらこと桃もものようなものが流れて来るではありませんか。おばあさんは驚おどろいて、洗濯板を川の中に取り落としてしまいました。

　その時です。突とつ然ぜん川を流れる桃がぱくりと二つに割れ、中からそれはそれは美しい女性が現れたではありませんか。

「私は桃の妖よう精せいです」と女性は言いました。「あなたが落としたのはこの金の洗濯板ですか？　それともこの銀の洗濯板ですか？」

　桃の妖精は両手に金の洗濯板と銀の洗濯板を持っていました。が、おばあさんは正直に「いいえ。私が落としたのは普通の木の洗濯板です」と答えました。

　すると桃の妖精はにっこりと微ほほ笑えみました。

「正直なあなたには、すべて差し上げましょう」

　おばあさんが落とした板と金と銀の板、三枚をまとめて手渡すと、桃の妖精は桃の中に隠かくれ、そのまま下流に流れていきました。

　おばあさんは家に帰ると、その不思議な話をおじいさんにしました。するとおじいさんは目の色を変えました。洗濯板をはじめ、鋤すきやら鍬くわやら桶おけやら牛の鼻輪やら、農具をあるだけかき集めると、翌日すぐに川へ向かいました。

　おじいさんは、集めた農具を片っ端ぱしから川の中へ放ほうり込みました。すると昨日同様桃が流れてきて、桃の妖精が姿を現しました。

「あなたが落としたのはこの金の鼻輪ですか？　それともこの銀の鼻輪ですか？」

「どっちもワシのもんじゃい！」おじいさんは怒ど鳴なり声で凄すごみました。「あとさっき落としたモン全部金か銀にして返さんかいワレ！　さっさとしねえとてめえの頭からケツまで洗濯板で削けずって紅葉もみじおろしにしたんぞボケェ！」

　桃の妖精がかよわい女性に見えたため、おじいさんは大上段に出たのですが、その実妖精さんはサムライ八段の実力者でした。おじいさんの鼻に銀の鼻輪を無理やりつけると金の洗濯板でぶん殴なぐり、その上呪のろいをかけておじいさんの頭を牛にして記憶を奪うばい、その上川に叩き落としました。

　おじいさんは一昼夜川を流され続けて、やっと川下の集落の人に助けられました。しかしおじいさんの異い貌ぼうは村の人間から気味悪がられました。牛と人の間にできた忌いみ子として石を投げられ、やむなくおじいさんは村はずれの洞どう窟くつにひっそりと住むことを余よ儀ぎなくされたのでした。やがて、誰だれが言い出したわけでもなく、半牛半人のバケモノはこのような名で呼ばれるようになりました──







「牛から生まれたモーモー太た郎ろう！」

　水みず原はら志し都づ佳かは、不敵な笑えみとともに言い切った。

　…………

　長坂はコップの中のジュースをストローですすった。

　僕はあくびをした。

　九里浜は、スプーンを口にくわえたまま、柄えを上下させていた。

　伊勢谷は窓の外を眺ながめていた。

　佐倉は自分の前まえ髪がみを神経質にいじっていた。

　志都佳は僕たちの顔をじっと観察していた。が、予期していた効果が得られなかったことを悟さとると、言葉を重ねた。

「今のギャグは何が面おも白しろかったのかというと、桃もも太た郎ろうとモーモー太郎をかけたダジャレであって、──」

「多くは言わない方がいい」

　僕は広げた手を志都佳の目前に突つきつけ、それ以上の言葉を遮さえぎった。

「一度滑すべったギャグは失しつ笑しようを買うだけだけど、二度三度と繰くり返すとそれは悪意に変わる。お互たがいのためにも、それ以上は言うな」

「──そうですか」

　僕の言葉を受けると、志都佳は大きく肩かたを落として、そのまま力無く着席した。

　本日、平磐二高は登校日だった──夏休みの最さ中なかであるにもかかわらず。教師の話を聞き、四、五枚のプリントをもらうという用事だけのために早起きしなければならないとは、なんと無益な行こう為いであることか。

　正午になる前に解放される、というのが不幸中の幸いである。教師の話が終わり次し第だい僕たちは速そつ攻こうで学校を飛び出た。せっかく集まったのですこし駄だ弁べって行こうぜ、と一高の補習に出ていた伊勢谷と佐倉を誘さそい、手近の喫きつ茶さ店てんに入ったところ、久しぶりに水原志都佳に出会ったのだった。

　志都佳は、今もサングラスをかけている。以前、夏月と戦った時にできた目元の傷を隠すためのものだ。彼女はかつて、過か醒せい状態に陥おちいり、魂裸醒の力で夏月と戦ったこともある。だが、今は以前の快活さを取り戻もどしていた。演劇部のシナリオ書きという趣しゆ味みに没ぼつ頭とうしているらしい。

「しかし」僕は質問した。「沼渡田隕いん石せき災害チャリティーの演劇大会は九月なんだろ？　今シナリオを書いてたら、間に合わないんじゃないの」

「そうですよ」志都佳は得意そうに答えた。「これは別の新作です。チャリティー大会のためのシナリオは、山やま之の辺べ先せん輩ぱいのが採用されちゃいました」

「山之辺先輩？　あの人はたしか撲ぼく殺さつ魔まに襲おそわれたとかで、シナリオ書けないとかいう話になってたんじゃなかったの」

「ところがですね。山之辺先輩が、しばらく前に書いていたシナリオってのが、突とつ然ぜん出てきたんですよ。それを別の人が細部修正したものが、シナリオコンペで一位を獲かく得とくしたんです。残念ながら、あたしの桃テロ話は没ぼつにされちゃったんです」

「賢けん明めいな判断と言える」

　僕は短くコメントした。

「でも、一度や二度の没くらいでへこんでいる暇ひまなんてないですからね。あたし、人から認められるだけのものを作り出すまで、書いて書いて書きまくりますよ」

「いい心がけだ」長坂が口を挟はさんだ。「下手な鉄てつ砲ぽうも数撃うちゃ当たる、というからな」

「誰が下手ですか！　まあたしかに、実績のない現状では、反論できませんけど……」

「俺が素す晴ばらしいアイデアを提供しよォ。忍にん者じやを出すんだ」

「……忍者？」

「そう。手始めにその桃の妖よう精せいとやらを忍者にしろ。だいたいなんで妖精が桃に入っているんだよ。妖精じゃなく忍者にしておけば、忍法ってェことで説明がつくぜ」

「なにバカなこと言ってんのよぅ！　長坂！」九里浜が非難の声を上げる。「忍者出すくらいなら探たん偵てい出しなさいよぅ。そのモーモー太郎の無くした記き憶おくを取り戻すとかいう役回りで」

「バカなことを言ってるのはおめェだ。昔話の時代に探偵はねェだろ」

「だったら現代の話にすればいいじゃないの」

「この二十一世紀という時代に山へ芝しば刈かりに行くじいさんがいるかってんだ。そもそも山に芝が生えてるかっつうの」

「……それは別のしば」

　突然伊勢谷が口を挟んだ。

「おじいさんが刈りに行く柴しばというのは雑木のこと。それを刈って薪まきにするのよ」

　その言葉を聞いた途と端たん、長坂と九里浜ははっと息を吞のんだ。

「……そォだったのか。俺はてっきり芝しば生ふの芝のことだと今の今まで信じてたぜ」

「なかなかの物知りさんじゃないの、伊勢谷」

　長坂はむろんのこと、九里浜までもが賞賛の言葉を口にする。尊敬の眼まな差ざしを浴びせられ、伊勢谷は逆に険しい顔をした。

「……そんなの常識でしょ」

　わずかに顔を赤くしつつ、ぷいとそっぽを向く。

「景ちゃんの無ぶ愛あい想そぶりは、会った時から変わらないわね」

　前まえ髪がみをいじりながら、佐倉が所感を述べた。

　果たして、そうだろうか。たしかに伊勢谷が無愛想なところは相変わらずだが、いささかながら態度は軟なん化かしているように思える。初対面の時は目に見えない壁かべを張り巡めぐらせて接せつ触しよくを拒きよ否ひしていたものだ。今でもその壁は存在するが、しかし通用口が増設されている。外との交流を可能にする扉とびらが。

　だがよく考えてみれば、変わったのは伊勢谷だけではない。長坂や九里浜、そして僕も変わったのだ。というか、これだけさまざまな事件を経験したあとでは、変わっていないはずがない。

　多分、良い方向に変化しているのだろう。それだけは間ま違ちがいない。彼らと一いつ緒しよにいれば、自然と笑えみがこぼれる。声を上げて笑いたくなる。もっと一緒にいたいという気持ちが強くなる。それはおそらく、とても幸せなことだ。







　志都佳と別れ、僕たちは八阪井家に向かった。

「夏月は今日帰ってくる、って言ってたよ」僕は説明した。「今朝早く戸有を出るって言っていたから、もう家に戻っているんじゃないのかな」

「登校日が終わった途端に戻ってくるとはな。八阪井の奴やつも悪わる知ぢ恵えがついたもんだな」

　長坂も、夏月の変化を実感しているらしかった。

　親しん戚せきの葬そう儀ぎ、という名目で、夏月は今日の登校日を休んでいた。それは事実である。ちょっと普ふ通つうと違うのは、海さんの葬儀は四年前に一度行われており、今回のは二度目という点である。

「まあ、あの人なら、『人生で二度も葬式を出されるなんて、そうめったに体験できることじゃないね』とか言いそうだけど。僕には、冥めい福ふくを祈いのるより他ほかにない」

「冥福ね」長坂は渋しぶい顔をした。「冥土に福なんてあるのかねェ」

「さあ。僕は死んだことがないので、なんとも言いようがない。ただ、海さんにはそれがあって欲しいと思う。それだけさ」

「……それは、そォだがな」

　しかし、長坂の渋い顔は変わらない。しばらく何事かを考えているようだったが、やがて慎しん重ちように口を開いた。

「この数ヶ月で、たくさんの人間が死んだ。だが、得られたものはなんだったんだ。以前と変わらない、なんの変へん哲てつもない生活が続いているだけじゃねェか。別に文句をつけてェわけじゃあねェが、どうもモヤモヤしてるんだよ」

　なるほど、長坂の気持ちはわかる。僕らはこの数ヶ月、戦いぬいた。だが、なんらかのトロフィーを得られたわけではない。

「それは素人しろうとの浅はかさというものさ」僕は努めて明るい口調で言った。「なんの変哲もないこの生活こそが、戦った結果として得られたものじゃないの」

「……なんにもないものが、モノだってェのか」

「そういうこと。僕らが戦っていなければ、今いま頃ごろこの辺はクレーターの一部になっていただろう。五キロ四方に動くものが一つもない不毛の荒こう野やだ。僕らはそれを防いだ。これは価値あることだと思うよ」

　そう言ってみると、長坂の表情がわずかにゆるんだ。

「見えない幸福、ってやつか。ま、たしかにな。第二の沼渡田隕いん石せき災害は、起きずに済んだ。そいつは間違いねェ」

　先を行く九里浜たちは、既すでに八阪井家の門に到とう着ちやくしていた。そこで立ち止まり、僕たちが行くのを待っている。僕たちは小走りに駆かけ出した。







「……これは、一体どうなっているんだい」

　僕の質問が夏月に届くより早く、ステフがすっ飛んできて僕に抱だきついた。

「三助！　またお隣となりさんになることになったよ！　よろしくネ！」

　満面の笑みを浮うかべると僕の手を両方つかみ、ぶんぶんと上下に振ふる。

「えーと、ですね」夏月がおずおずと説明した。「ステフさん、うちで預かることになったんです。亘理派が消しよう滅めつしたから、晴れて日の光の下もとで生活できるようになったんですよ」

「父さんがいなくなって、ボクは天てん涯がい孤こ独どくの身だからね。陸りく南なん市で一人で生きていくよりは、平磐市に戻もどった方がいいかなーって。そしたら、夏月が『うちに住みませんか』って言ってくれたんだよ」

「なるほど……」

　と、ステフの隣に、葉月が現れた。

「ちなみに、あたしもステフと同じ理由で、ここに住むことになったッス。よろしく～」

「……君もかよ」

「本人の言うとおり、葉月にも行き場所がないんでね」三千人さんが説明した。「三十四が拡散してしまった今、葉月の身元を引き受けられるのは私しかいないんだ。ならばここに住もう、という話になったのさ」

「父さんが帰ってくるのを待つ義務があるッスからね」

　葉月は居間の壁かべを指さした。そこには、ドーリア式の柱っぽいインテリアが設置されていた。その上部には、メロンパンを供えられた鉄仮面が飾かざられている。

「目の前にメロンパンを置いておけば、父さんは間ま違ちがいなく反応するはずッスからね」

「なるほど……」

　僕としては、そう言うしかなかった。三千人さんに顔を向け、

「娘むすめがいきなり三人に増えるとは、大変ですね」

　三千人さんは、首を左右に振った。

「三人だけだったら、どんなに良かったことか」

「……それはどういう、──」

　質問を言い終えるより早く、三千人さんは台所に通じる引き戸を大きく開いた。

　途と端たん、台所にいた二人の四つの目がこっちに向いた。

　亘理一花と佐土原結衣だった。

「……な……!?」

　神経反射的に、僕はびくりとした。つい身構えてしまう。

「そんなにビクビクしなさんな。二人とも、記き憶おくを封ふうじられている」

　三千人さんは僕の背を叩たたいた。

「なんで、ここに二人がいるんです」

「一花も結衣も、記憶と魂裸醒を封じられ、遠えん隔かく地ちで観察下に置くという処分が下されたのは知っているだろう。その遠隔地というのが、ここに決定したのさ。もとよりこの一いつ軒けん家や、私と夏月の二人しか住んでいなかったからね。家賃を払はらっている村の決定には逆らえなかった。我が家が流る刑けい地ちというわけさ。はっはっはっ」

　最後の朗ほがらかな笑いは、三千人さんにしてはヤケクソ気味なものだった。

　二人は、僕の姿をじっとみつめていた。まるで初対面の人間に対するように。いや、「まるで」じゃない。二人にとっては本当に初対面なのだ。

　そのうち、結衣の方がおずおずと進み出てきた。さらに頭からつまさきまでじっくりと眺ながめると、不意に口を開き──

「ステキな方──ですのね」

「…………はあ？」

　前の初対面の時と、まったく同じ言葉だった。

「お名前、なんておっしゃいますの？」

　目をキラキラさせながら聞いてくる。

　今後の展開があまりにもはっきりと読めたが、僕は流れに任せることにした。

「えーと、三鶴城大助。友人は僕のことを三助と呼ぶよ」

「では三助様ですね！　これからはそう呼ばせて頂きますわ！」

　にっこり笑うと、結衣は僕に飛びついた。

「あわーッ！」

　僕は思わず悲鳴を上げた。結衣の手から離はなれようと試みるものの、予想外に結衣の膂りよ力りよくは力強く、どんなに頑がん張ばっても剝はがせない。

「お兄ちゃん……」

　そんなことをしているうちに、一花がぽつりと言った。驚おどろいて僕が見返すと、

「あ、ごめんなさい……。あの、一花のお兄ちゃんに似ているような気がしたから、つい」

「……なんだって」

　一花の記憶は封じられたんじゃなかったのか？

　が、一花はすぐに説明した。

「あ、お兄ちゃんっていっても本当にいるわけじゃないんですよ。いたような気がするというか、なんというか……」

　自分でもよくわかっていないのか、語ご尾びは消え入るようだった。

「海君の記憶があまりにも深く根を下ろしていたため、記憶を封じ切れていないのかな。あとで再度儀ぎ式しきを行う必要があるやもしれん」

　三千人さんは小声で言った。

「儀式ですか」

「ああ。ハンマーで思い切り頭を殴なぐるとかな」

　冗じよう談だんを口にした三千人さんだったが、直後、魂たましいが口から抜ぬけていきそうなため息を吐はき出した。

「突とつ然ぜん扶ふ養よう家族がこんなに増えるだなんて、どういうことだ。無茶にもほどがあるぞ。一体どうやって生活費を捻ねん出しゆつすればいいんだ」

「村から経費は出ないんですか」

「ある程度はな。だが七人家族でやっていくには厳しいものがある。……いや、八人か」

「八人？」

　台所奥の廊ろう下かから人ひと影かげが現れた。足あし下もとのおぼつかない、よれよれとした女性が。はじめは誰だれだかわからなかったが、──

「……あ。辻浦さん」

　先に伊勢谷が気づいた。

「……あれま」

　言われてみれば、辻浦文美だ。例の黒いチャンパオではなく、普ふ通つうのシャツにズボンを着用している。その上長い髪かみをひっつめているので、まるで別人のように見えた。ふらふらしているのは、亘理との戦いで負った重傷がいまだ治りきっていないからなのだろう。骨折を一晩でくっつけてしまうような魂裸醒の治ち癒ゆ能力をもってしてもまだこんな調子とは、よほどの深手だったに違ちがいない。

　三千人さんが進み出て、辻浦の肩かたを持った。

「大だい丈じよう夫ぶか？　寝ねていればいいのに」

「すいません。下が賑にぎやかそうだったんで、ちょっと下りてきたんです」

　そう言う辻浦は、嬉うれしそうだった。見た目だけじゃない、物もの腰ごしまでもがまるで別人のようだ。

「彼女もここにしばらくいる。少なくとも、怪け我がが治るまでは」

　三千人さんはそう言って、辻浦を見た。

「君はどこかよそに行くあてなど、あるかね？　ないんだったら、是ぜ非ひともここに残って欲しいんだが」

「それは、──お言葉に甘えさせて頂きます」

　辻浦が笑え顔がおで答えると、三千人さんも自然と笑みを浮うかべた。

「任せたまえ」と胸を叩たたく。「……とはいえ、生活費をどう工面したものか。娘むすめたちを働きに出すしかないかもしれん。三鶴城君、近所に製糸工場かなんか、ないものかね」

「ここは平磐市であって、野の麦むぎ峠とうげじゃないですよ。というか娘を製糸工場に出すって一体いつの感覚ですか」

「じゃあ二十一世紀らしく、どこかの金持ちにメイドとして雇やとってもらうかね」

「金持ちといえば、長坂の許いい嫁なずけの家がありますね」

「あ」九里浜がくちばしを突つっ込んできた。「ダメですよそんなの。ろくでもないことになるに決まってますって」

「君は何を根こん拠きよにそんなことを言うんだ」

「あんたたちが帰り道で言ってた言葉、あたしは聞き漏もらしてないわよ。長坂の奴やつ、『メイドには服がない』とか言ってたじゃないの」

「ンなこた言ってねェ！」

　長坂は大声で否定したが、九里浜はあくまで自説に固こ執しゆうした。

「言った！」

「言ってねェ！」

「言った！」

「……二人の仲の良さは変わりませんねえ」

　いつの間にか、僕の隣となりに夏月が寄り添そっていた。言い争う長坂と九里浜を眺ながめながら、楽しそうに目を細める。

「人間関係だけは、変わって欲しくないもんだ」

「そうですね。……私と大助君の関係は、もっといい方に変わって欲しいと思いますけど」

　夏月は、至近距きよ離りから僕を見上げていた。何かを期待するように、じっと目を光らせている。

　ドキリとして、僕は軽く身を引いた。

「いい方、って……そりゃまるで今の僕らの関係が悪いような言い方だね」

　そう答えると、夏月は眉まゆをひそめ、口をとがらせた。無言のままに、僕の脇わき腹ばらを肘ひじで突く。

「あぐあッ」

　不意打ちに、僕は思わず身体からだを折った。すぐに夏月を捕つかまえようとしたものの、夏月は僕の手をすり抜けて、ひょいと離はなれてしまった。

「そうじゃないですよー！　まったくもう」

　言葉面づらは僕を責めるものだったが、その口調は軽く、朗ほがらかだった。

「まあ、なんだ」三千人さんは言った。「亘理の騒そう動どうは片づいたが、平磐の現状は、我々がやってきた時と変わっていない。どれだけの魂裸醒がいるのか、未いまだに実態がつかめていないからな。戦力が多いというのは悪いことじゃない」

「つまり、九里浜探たん偵てい局きよくは活動続行ってわけよ」
















　九里浜が魂裸醒エア・キルを発現し、僕の鼻先に突きつけた。

「今まで以上にキリキリ働いてもらうかんね！　いい？」

「わかっているよ」僕は答えた。「二学期からも、暇ひませずに済みそうだ」

　それは心からの気持ちだった。僕らの学生生活は、こんな風に過ぎていくのだろう。起き伏ふくの激しい毎日が待っているであろうことは、約束されているようなものだ──このメンツでツラをつきあわせている限り。

　僕らの毎日は、何も変わらない。それはいいことなのだ。





タマラセ・完
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　タマラセ最終巻をお届けします。

　最終大決戦です。




　この巻をもって、平磐の魂裸醒たまらせたちの物語はおしまいとなります。

　タマラセがスニーカー大賞優ゆう秀しゆう賞を受賞してからシリーズ完結まで、あっという間の二年でした。僕的には「え!?　もう丸二年経たっている!?」という感じです。平磐の中では三ヶ月ほどしか時間が経過していないせいかもしれません。三助をはじめとする登場人物たちが三ヶ月しか時間を経ていないというのに、俺は二つも年を取ってしまったのかと思うと、なんだか理り不ふ尽じんな怒いかりに囚とらわれますね。




　せっかくなので、シリーズにまつわる話を。

　皆みな様さまもご存じの通り、タマラセはもともとスニーカー大賞投とう稿こうのために書いた原げん稿こうです。幸い優秀賞を受賞し、シリーズとして書かせてもらえることになったわけですが、当然物語をシリーズで書くなんてはじめてのことです。手て探さぐりでおおよその構想を立て、全体的な方向性を決定するというのはなかなか骨の折れる仕事でした。労力に見合うだけのものは書けたと思っておりますが。

　タマラセというシリーズはおおむね、初期に立てた構想通りに書けました。「シリーズを終わらせる時はとりあえず隕いん石せき落とそう」と初期の段階で決めていましたし。とはいえ、細部においては色々と予想外な展開を見せたところもあります。キャラクターにおいて顕けん著ちよであり、ことに八阪井三十四の設定に関しては初期段階のそれとはまったく別人になっております。共通点は十一年前の復ふく讐しゆうに燃える男という一点のみ、初期構想では見た目普ふ通つうのおっさんでした。ところが二巻か三巻かを書いている途と中ちゆうでスケバン刑事ⅡのＤＶＤを見てしまい、「やっぱり仮面被かぶった人出したいよね～」と思ってしまったのが運命の分ぶん岐き点。つい衝しよう動どう的に八阪井三十四氏に鉄仮面を被せてしまったのでした。結果として存在感あふれまくるキャラクターになってくれたので、良かったですが。しかしこんな人とは絶対夜道では会いたくないですね。

　ま、よく考えたらこのシリーズ、夜道では決して会いたくない残ざん虐ぎやくファイターが山盛りですがね。「残虐描びよう写しやが多すぎる」とはネット上でもよく見かける感想であり、その点はまことに申し訳ないと思っております。僕が残虐ファイトシーンを書きたくて仕方がないというわけじゃないんですよ？　タマラセビトの設定上、必然的に残虐ファイトにならざるを得ないのです。でもそんなシーンをいやいや書いているのかと言えばそうでもないので、やっぱり僕の潜せん在ざい意識が残虐ファイトを求めているのか？　う～ん……。




　四巻のあとがきで「次の長編で三鶴城大助の物語はおしまいとなります」と書いたところ、編集部の方に続刊希望のはがきが結構舞まい込んだそうで、著者としては感謝感激であります。

　確たることは約束できませんが、将来タマラセの続編を書くようなことがあるかもしれません。平磐における事態は終息を見ましたが、戸有はその他ほかの問題をまだまだ抱かかえています。四年前に脱だつ走そうしたきりの銀剣持ちとか。日の目を見なかった設定等などもあるので、もし機会に恵めぐまれれば、平磐以外のどこかを舞ぶ台たいとした、魂裸醒たちの別の物語を書こうかとも思っております。いつになるかわかりませんが……。




　現在、次回作を構想中です。できるだけ早いうちに読者の皆様と再会できればいいなあと思っておりますので、それまでどうぞお忘れなきよう。





六塚　光　　
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